




あ
い
さ
つ

沖
縄
市
教
育
委
員
会

教
育
長

小
波
良

一

こ
の
た
び
沖
縄
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
三
集

『む
か
し
ぼ
な
し

(動
物
昔
話
)
』
を
発
刊
す
る
に
あ
た
り
'
一
言

ご

あ

い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
｡

昔
話
は
地
域
の
風
土
の
中
で
育
ま
れ
'
遠
い
昔
か
ら
先
人
達
に
よ
り
代
々
語
り
継
が
れ
て
き
ま
し
た
｡
し
か
し
､
変
化
の

激
し
い
現
代
社
会
に
お
い
て
'
昔
話
や
そ
れ
を
伝
え
て
き
た
方
言
を
守
り
継
承
し
て
い
-
こ
と
は
'
次
第
に
難
し
-
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
｡

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
本
報
告
書
で
は
'
話
者
の
語
り
を
忠
実
に
収
め
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
｡
ま
た
'
沖
縄
各
地
か
ら

の
移
住
者
が
多
い
沖
縄
市
と
い
う
地
域
的
特
色
や
､
話
者
の
語
り
の
変
遷
と
い
っ
た
部
分
に
も
着
目
し
た
編
集
を
こ
こ
ろ
が

け
ま
し
た
｡

本
報
告
書
が
､
家
庭
や
学
校
､
ひ
い
て
は
生
涯
学
習
の
様
々
な
場
面
で
広
-
活
用
さ
れ
､
昔
話
の
継
乗
に
役
立

つ
こ
と
を

期
待
い
た
し
ま
す
｡

お
わ
り
に
'
今
回
の
昔
話
調
査
に
快
-
ご
協
力
下
さ

っ
た
各
字
の
話
者
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
'
深
-

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
｡

二

〇
〇
〇
年
三
月
三

一
日



民
話
集
の
構
成

こ
の
民
話
集
は
､
昭
和
五
五
年
度
か
ら
平
成
三
年
に
か
け

て
'
沖
縄
市
全
字
で
調
査
聴
取
さ
れ
た
民
話
と
'
わ
ら
べ
歌

調
査
'
文
化
財
調
査
で
得
た
民
話
の
中
か
ら
'
動
物
を
主
人

公
と
す
る

｢動
物
昔
話
｣
を
抽
出
し
構
成
し
た
｡

の
調
査
資
料
を
基
礎
に
'
平
成
二
年
度
に
沖
縄
国
際
大
学
口

承
文
芸
研
究
会
及
び
沖
縄
民
話
の
合
で

｢沖
縄
甘
口
釆
文
芸

学
術
調
査
団
｣
を
結
成
L
t
沖
縄
市
全
域
を
予
備
調
査
'
第

一
次
本
調
査
､
第
二
次
本
調
査
'
補
足
調
査
､
さ
ら
に
'
平

成
三
年
度
の
補
足
調
査
ま
で
及
ん
だ
｡

②

こ
の
民
話
集
は
'
右
の
調
査
に
お
い
て
聴
取
し
た
話
を
も

と
に
事
務
局
で
編
集
し
た
も
の
で
あ
る

2

②

こ
の
民
話
集
に
は
'
話
者
の
重
複
や
同
類
の
話
が
頻
出
す

る
が
'
内
容
を
丁
寧
に
み
て
ゆ
-
と
'
登
場
す
る
動
物
の
違

い
や
'
語
り
手
自
身
の
時
間
の
経
過
の
中
で
の
語
り
の
違
い

も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
'
貴
重
だ
と
考
え
'
あ
え
て
掲
載
し

た
｡

③

平
成
五
年
度
に
沖
縄
市
文
化
財
啓
発
資
料
第
二
集

｢
む
か

し
ぼ
な
し
｣
を
小
学
生
向
け
に
刊
行
し
た
が
'
本
年
度
は
原

資
料
を
ま
と
め
た
｡

二
'
沖
縄
市
の
民
話
調
査

①

沖
縄
市
教
育
委
員
会
で
は
'
沖
縄
国
際
大
学
の
遠
藤
庄
治

教
授
に
'
調
査
の
任
を
と
っ
て
い
た
だ
き
'
記
録
保
存
を
図

る
た
め
､
昭
和
五
五
年
の
調
査
を
か
わ
き
り
に
'
昭
和
六
〇

年
～
六
二
年
度
は
編
集
事
務
局
の
調
査
｡
そ
し
て
､
そ
れ
ら

三
'
聴
取
話
の
翻
字
選
定

①

｢沖
縄
市
の
民
話
｣
を
課
題
と
す
る
､
平
成
二
年
度

･
平

成
三
年
度
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
国
文
学
科
の
学
生
七
名
が

沖
縄
市
の
民
話
を
研
究
し
'
卒
業
論
文
と
し
て
提
出
し
た
｡

○
平
成
二
年
度

旧
美
里
地
区

上
門
博
之

･
山
城
綾
子

･
宜
保

勝

○
平
成
三
年
度

旧
コ
ザ
地
区

香
村
夏
子

･
照
屋
京
子

･
石
川
小
百
合

･
大
川
清
子

そ
の
翻
字
詰
の
中
か
ら
､
本
文
掲
載
話
を
選
定
し
た
｡
こ

れ
ら
の
翻
字
詰
は
､
掲
載
話
本
文
の
分
量
と
し
て
は
'
充
分

な
分
量
で
な
か
っ
た
た
め
'
翻
字
さ
れ
て
な
い
話
で
'
語
り

の
良
い
話
を
選
定
L
t
事
務
局
で
追
加
翻
字
を
し
た
｡

②

翻
字
選
定
で
は
'
市
内
で
聴
取
し
た

｢動
物
昔
話
｣
の
話



一
'
民
話
集
の
構
成

①

こ
の
民
話
集
は
'
昭
和
五
五
年
度
か
ら
平
成
三
年
に
か
け

て
'
沖
縄
市
全
字
で
調
査
聴
取
さ
れ
た
民
話
と
'
わ
ら
べ
歌

調
査
'
文
化
財
調
査
で
得
た
民
話
の
中
か
ら
'
動
物
を
主
人

公
と
す
る

｢動
物
昔
話
｣
を
抽
出
し
構
成
し
た
｡

②

こ
の
民
話
集
に
は
'
話
者
の
重
複
や
同
類
の
話
が
頻
出
す

る
が
'
内
容
を
丁
寧
に
み
て
ゆ
-
と
'
登
場
す
る
動
物
の
違

い
や
'
語
り
手
自
身
の
時
間
の
経
過
の
中
で
の
語
り
の
違
い

も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
､
貴
重
だ
と
考
､え
'
あ
え
て
掲
載
し

た
｡

③

平
成
五
年
度
に
沖
縄
市
文
化
財
啓
発
資
料
第
二
集

｢
む
か

し
ぼ
な
し
｣
を
小
学
生
向
け
に
刊
行
し
た
が
'
本
年
度
は
原

資
料
を
ま
と
め
た
｡

の
調
査
資
料
を
基
礎
に
'
平
成
二
年
度
に
沖
縄
国
際
大
学
口

承
文
芸
研
究
会
及
び
沖
縄
民
話
の
会
で

｢沖
縄
訂
口
承
文
芸

学
術
調
査
団
｣
を
結
成
L
t
沖
縄
市
全
域
を
予
備
調
査
'
第

一
次
本
調
査
､
第
二
次
本
調
査
'
補
足
調
査
､
さ
ら
に
'
平

成
三
年
度
の
補
足
調
査
ま
で
及
ん
だ
｡

②

こ
の
民
話
集
は
'
右
の
調
査
に
お
い
て
聴
取
し
た
話
を
も

と
に
事
務
局
で
編
集
し
た
も
の
で
あ
る

2

二
､
沖
縄
市
の
民
話
調
査

①

沖
縄
市
教
育
委
員
会
で
は
､
沖
縄
国
際
大
学
の
遠
藤
庄
治

教
授
に
'
調
査
の
任
を
と
っ
て
い
た
だ
き
'
記
録
保
存
を
図

る
た
め
'
昭
和
五
五
年
の
調
査
を
か
わ
き
り
に
'
昭
和
六
〇

年
～
六
二
年
度
は
編
集
事
務
局
の
調
査
｡
そ
し
て
'
そ
れ
ら

三
'
聴
取
話
の
翻
字
選
定

①

｢沖
縄
市
の
民
話
｣
を
課
題
と
す
る
'
平
成
二
年
度

･
平

成
三
年
度
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
国
文
学
科
の
学
生
七
名
が

沖
縄
市
の
民
話
を
研
究
し
'
卒
業
論
文
と
し
て
提
出
し
た
｡

○
平
成
二
年
度

旧
美
里
地
区

上
門
博
之

･
山
城
綾
子

･
宜
保

勝

○
平
成
三
年
度

旧
コ
ザ
地
区

香
村
夏
子

･
照
屋
京
子

･
石
川
小
百
合

･
大
川
清
子

そ
の
翻
字
詰
の
中
か
ら
'
本
文
掲
載
話
を
選
定
し
た
｡
こ

れ
ら
の
翻
字
詰
は
､
掲
載
話
本
文
の
分
量
と
し
て
は
'
充
分

な
分
量
で
な
か
っ
た
た
め
､
翻
字
さ
れ
て
な
い
話
で
'
語
り

の
良
い
話
を
選
定
L
t
事
務
局
で
追
加
翻
字
を
し
た
｡

②

翻
字
選
定
で
は
'
市
内
で
聴
取
し
た

｢動
物
昔
話
｣
の
話



型
を
掲
載
す
る
よ
う
留
意
し
た
｡

③

話
者
の
語
り
を
忠
実
に
'
文
字
に
し
た
た
め
'
読
み
づ
ら

い
点
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
､
あ
え
て
､
語
り
手
の
抑

揚
の
あ
る
話
が
再
現
で
き
る
よ
う
に
つ
と
め
た
｡

た
だ
し
､
口
癖
や
場

つ
な
ぎ
の

｢あ
の
う
｣
｢
こ
の
う
｣

等
は
省
い
た
｡

④

段
落
の
設
定
及
び
'
句
読
点
の
扱
い
は
可
能
な
か
ぎ
り
話

者
の
語
り
に
即
す
る
よ
う
に
心
掛
け
た
が
'
語
り
に
区
切
り

が
な
い
場
合
は
'
翻
字
者
の
判
断
で
'
適
宜
句
読
点
を
打
ち
'

話
の
展
開
に
そ

っ
て
段
落
を
設
定
し
た
｡

⑤

語
り
の
中
の
会
話
部
分
は
'
そ
の
始
め
部
分
で
改
行
L
t

会
話
を
示
す

｢

｣
を
用
い
た
｡

と
こ
ろ
'
及
び
'
同
じ
漢
字
で
も
音
声
の
違
う
と
こ
ろ
に
ふ

り
仮
名
を
つ
け
た
｡

③

共
通
語
と
方
言
が
著
し
-
混
在
し
て
い
る
話
に
つ
い
て
は
'

方
言
の
語
り
の
あ
と
で
'
〔

)
に
訳
文
を
入
れ
た
｡

④

方
言
で
頭
切
れ
の
場
合
は
､
対
訳
で

〔

〕
L
t
言
葉
を

補

っ
た
｡

⑤

話
の
途
中
で
'
話
者
が
言
葉
の
意
味
を
説
明
し
て
い
る
箇

所
は

(

)
し
た
｡

四
'
本
文
の
整
備

①

テ
ー
プ
に
収
録
さ
れ
た
話
者
の
話
を
語
り
の
ま
ま
に
文
字

化
し
た
が
'
繰
り
返
し
が
多
か
っ
た
り
'
話
の
内
容
が
前
後

し
た
り
､
言
葉
の
脱
落
に
よ

っ
て
ス
-
ー
リ
ー
が
理
解
し
に

-
-
な

っ
て
い
る
場
合
や
'
話
者
の
語
り
が
明
ら
か
に
誤

っ

て
い
る
場
合
は
'
そ
の
部
分
を
整
理
し
'
〔

)
で
言
葉
を

補

っ
た
｡

②

方
言
は
､
漢
字
'
仮
名
ま
じ
り
文
と
し
､
漢
字
の
初
出
の

五
'
本
文
に
つ
い
て

①

方
言
の
語
り
に
つ
い
て
は
､
上
段
に
方
言
の
翻
字
'
下
段

に
共
通
語
訳
と
し
て
二
段
組
と
L
t
共
通
語
の
も
の
に
つ
い

て
は

一
段
組
と
し
た
｡

②

話
の
初
め
に
題
名
'
字
名
'
話
者
名
及
び
生
年
月
日
'
出

身
地
を
記
し
た
｡
字
名
は
調
査
時
話
者
が
所
属
し
て
い
た
行

政
区
を
記
し
た
｡

話
の
後
ろ
に
'
聴
取
年
月
日
と
調
査
者
名
'
翻
字
者
名
を

記
し
'
収
録
テ
ー
プ
の
N
o
と
収
録
面
を
記
し
た
｡

③

話
者
に
つ
い
て
は
'
調
査
員
が
過
去
に
調
査
し
'
記
録
し

て
い
る
た
め
､
話
者
の
氏
名
'
生
年
月
日
が
不
明
な
も
の
も

あ
る
｡

3



六
'
本
文
の
掲
載
順
序

①

分
類
ご
と
に
並
べ
た
｡

②

同
語
型
の
話
の
配
列
は
沖
縄
市
の
北
側
か
ら
字
ご
と
に
配

列

し

た
｡

③

同

一
話
者
の
同

一
話
に
つ
い
て
は
'
聴
取
年
月
日
順
に
配

列
し
た
｡

4

七
､
注
記
に
つ
い
て

①

地
名
'
地
域
独
特
な
意
味
を
持

つ
語
句
'
民
俗
語
菓
'
注

記
が
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
､
掲
載
話
の
後
ろ

に
で
き
る
だ
け
注
記
し
た
｡

八
㌧
資
料
整
理

沖
縄
国
際
大
学
口
釆
文
芸
研
究
会

宜
保
勝

･
上
門
博
之

･
山
城
綾
子

･
香
村
夏
子

･
照
屋
京

子

･
石
川
小
百
合

･
大
川
清
子

･
山
内
智
子

･
辺
土
名
初

美
原
稿
作
成
及
び
編
集

辺
土
名
初
美

･
仲
本
朝
彦

･
宮
城
利
旭

･
比
嘉
清
和

･
宮

城
昭
美

･
嘉
陽
律
子

･
赤
嶺
ゆ
か
り



む
か
し
ぼ
な
し

(動
物
昔
話
)

あ
い
さ
つ

沖
縄
市
教
育
委
員
会

教
育
長

小
波

良

一

題
字

吉
浜
靖
起

凡

例

本
文
目
次

本

文

調
査
日
誌
と
調
査
協
力
者

参
考
文
献

お
わ
り
に

5



日

次

6

煽
垣
の
双
心

Ej
登

川

仲
宗
根
盛
雄

回
山

里

稲
嶺

盛
英

蝿
と
雀

』

古

謝

金
城

最
良

十
二
支
由
来

13

4

兎
と
亀

E
]
豊

川

平
田

盛
永

5

猿
蟹
合
戦

E
]
古

謝

金
城

異
良

6

逃
げ
遅
れ
た
蟹

2930

E
]
泡
瀬
第

一

普
久
原

幸

31

[可[司巨]匡匝]回[司[司巨]

■､"
H一

花謝

仲
宗
根
盛

雄

泡
瀬
第

一

中

の

町

中

の

町

諸

兄

里

山

里

山

里

島
袋
金
城
普
久
原

比
嘉
町
田
宮
島
稲
嶺
伊
佐

2827 27 25 2220 19 1714

7

猿
の
生
肝

8

回 蛙 団FE]』
登 と 室 泡 吉 知

牛 芋
川 - 原 花

島
袋
於
岡
普
久
原

新
城

川

仲
宗

根
蒲
助

41 39 37 35 32



9

雲
雀
と
生
き
水

E]
富

里

上
根

ウ
サ

10

雀
孝
行

回国回E3]回国国民且E]匝回E]回B]E]
宮 宮 知 知 登 登 登 登 登 登 登 登 池 池 池 池

里 里 花 花 川 川 川 川 川 川 川 川 原 原 原 原

幸
島

マ
ツ

盛
島

五
郎

与
那
嶺
朝
英

又
吉

於
八

平
田

盛
永

仲
宗
根
ー
ミ

高
良

カ
マ

仲
宗
根
チ
ル

仲
宗
根
蒲
助

平
田

嗣
光

仲
宗
根
盛
雄

平
田

フ
ミ

島
袋

タ
ケ

栄
野
比
-
ヨ

上
根

ウ
サ

上
根

ウ
サ

63 6 1 60 5 7 57 56 55 54 53 52 51 49 49 48 46 44 42

回国回国回国匡l回国幽回国回国回国回国回回回
高 高 大 古 古 宮

里謝謝豊原原

永 島 島 上
山 袋 袋 根

ウ 義 義 ウ
シ 堅 堅 サ

比

屋

根

越

来

中

央

嘉

間

良

住

吉

住

吉

安

慶

田

安

慶

田

島
袋

カ
メ

島
袋

ヨ
シ

城
間

文
子

仲
宗
根
初
子

金
城

初
子

安
次
嶺
ツ
ル

座
間
味

マ
カ
ー

室中

の

中

の

中

の

中

の

園

■､m
u
町町TーuPTJ円田

諸

兄

里

徳
里

静

神
里

マ
カ
ー

仲
村
渠
シ
ズ

佐
久
田
千
代

比
嘉

貞
信

石
川

富
子

町
田

宗
勇

新
崎
カ
マ
ド

書
友
名

春

宮
島

兵
長

93 92 91 90 88 86 85 84 82 81 80 79 78 76 74 73 716968 67 65
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r
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花花里里里原釆

平
田

盛
永

仲
宗
根
カ
ナ

仲
宗
根
カ
メ

仲
宗
根
ー
ミ

仲
宗
根
盛
雄

仲
宗
根

フ
ミ

島
袋

タ
ケ

栄
野
比
-
ヨ

上
根

ウ
サ

上
根

ウ
サ

上
根

ウ
サ

島
袋

サ
グ

高
島

邦
子

屋
宜

カ
メ

湧
田

ー

ミ

新
城

安
平

島

千
代

11

雨
蛙
不
孝

伊
佐

安
弘

島
袋

シ
ズ

113 113 112 111111 109108106 10 5 104 102 10110010099 98 96 95 94

12

回 回 国 Ei]回 回 且 E]回 回 回B]且』 犬
知

花

泡
瀬
第

一

泡
瀬
第

一

住

吉

嘉

間

良

中

央

胡

屋

胡

屋

中

の

町

中

の

町

中

の

町

諸

兄

里

宮 山 比 比 普
烏 城 嘉 嘉 真

美 清 長 貞 ア
良 輝 信 信 キ

登 池 の
足

原rmu

又
吉

松
八

平
田

盛
永

富
里

秀
栄

普
久
原

幸

普
久
原

幸

浜
比
嘉
ナ
へ

普
久
原
ウ
シ

金
城

初
子

普

其

ア
キ

13313113112712612512 5 124123 123 122121120120

国回匝】回匡司
山 山 中 中 胡

の の

里 里 町 町 屋

伊 伊 比 山 知
佐 佐 嘉 城 念

安 安 貞 清 美
弘 弘 信 輝 章

119 118116114114
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佐
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回
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原

山
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盛
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猿
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赤
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来

Ej
高

原
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ズ
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来

E]
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島
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ズ

回
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原
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猫
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由
来

E
]
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原

長
峯

シ
ズ

も
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言
う
蛙

Ej

泡
瀬
第

1
普
久
原

幸

お
ろ
か
な
ロ
バ

回

泡
瀬
第

一

普
久
原

幸
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酒
の
始
ま
り

Ej
山

内

内
田

清
栄
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化
け
た
古
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轟
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古

謝

金
城

最

良
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煽塙の双心

こうも
り

ふたごころ

-

煽
痛
の
双
心

豊

川

仲
宗
根
盛
雄

(明
治
四
三
年
九
月

一
五
日
生
)
登
川

鳥
類
と
獣
が

｢ど
れ
ど
れ
は
'
誰
の
味
方
で
あ
る
｣
と
い
っ
て
､
勢
力
争
い
や

っ
た
か
ら
'
そ
こ
に
煽
垣
と
い
う
も
の
が
仲
介
に
出
て
'

｢獣
の
方
が
'
勢
力
が
強
い
時
に
は
'

一
匹
で
も
勝
つ
方
が
い
い
か
ら
｣

と
言

っ
て
'

｢私
は
毛
も
生
え
て
い
る
L
t
子
ど
も
を
育
て
る
お
乳
も
あ
る
か
ら
､
私
は
あ
ん
た
が
た
の
味
方
だ
か
ら

一
緒
に
し
て
く
れ
｣

と
頼
ん
だ
ら
'

｢あ
あ
'
そ
う
だ
｡

一
人
で
も
多
け
れ
ば
'
多
い
ほ
ど
勢
力
は
あ
る
か
ら
'
あ
ん
た
を
自
分
の
味
方
に
し
て
や
ろ
う
｣

と
言

っ
た
｡
ま
た
'
そ
の
う
ち
に
鳥
の
方
が
勢
力
が
強
く
な

っ
た
か
ら
'

｢
こ
れ
で
は
い
け
な
い
｣

と
言

っ
て
'
ま
た
鳥
の
方
に
､

｢私
は
あ
ん
た
が
た
と

一
緒
で
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
ら
'
あ
ん
た
が
た
の
味
方
だ
か
ら

一
緒
に
し
て
-
れ
｣

と
言

っ
た
ら
ま
た
､
烏
の
方
も
'

｢
こ
ち
ら
が
'
勢
力
が
強
-
な
る
か
ら

一
緒
に
し
て
あ
げ
よ
う
｣

と
言

っ
た
｡

今
度
は
'
煽
垣
は
い
つ
も
勢
力
の
強
い
所
の
味
方
に
な

っ
て
い
た
か
ら
､
そ
れ
で

〔鳥
と
獣
〕
の
両
方
か
ら
､

｢
こ
れ
は
'
私
の
味
方
で
あ

っ
た
｣

と
言
え
ば
'

｢
こ
れ
は
'
私
の
も
ん
だ

っ
た
｣

ll



蛸垣の双心

と
言

っ
て
'

｢
い
つ
も
こ
れ
は
嘘
ば
か
り
つ
い
て
い
る
か
ら
'
こ
れ
は
も
う
独
り
者
に
し
て
し
ま
え
｣

と
い
っ
て
仲
間
は
ず
れ
に
し
た
｡

｢あ
ん
た
は
入
り
用
な
い
か
ら
､

一
人
自
分
の
行
き
た
い
所
に
行
け
｣

と
言
わ
れ
た
か
ら
'
煽
塙
は
行
き
所
が
な
-
な

っ
て
､
と
う
と
う
夜
だ
け
し
か
出
ら
れ
な
-
な

っ
た
と
い
う
｡
そ

っ
て
畳
は
い
つ
も
寝
て
'
夜

だ
け
出
る
と
い
う
の
が
煽
垣
に
な

っ
た
と
い
う
'
そ
う
い
う
ふ
う
な
話
｡
学
校
で
教
え
て
い
た
よ
｡

昭
和
六

〇
年
八
月

一
二
日

辺
土
名
初
美

･
仲
松
庸
尚
聴
取

宜
保
勝
翻
字

T
12
A
14

12

山
里

稲
嶺
盛
英

(明
治
四
三
年
二
月

一
〇
日
生
)
山
里

〔煽
垣
は
〕
晴
乳
類
で
す
ね
｡
そ
れ
に
羽
が
あ

っ
て
飛
ぶ
で
し
ょ
｡
そ
れ
も
'
い
え
ば
'

付
-
か
'
鳥
'
飛
ぶ
鳥
の
味
方
に
な
る
か
｡
そ
れ
が
'
両
方
の
争
い
に
な

っ
た
場
合
に
'
ど

っ
ち
に
付
-
か
と
い
う
問
題
さ
あ
ね
｡
晴
乳
類
に

煽
塙
は
賢
い
か
ら
'
勝
ち
そ
う
な
と
こ
ろ
に
常
に
引

っ
付
い
て
い
た
と
か
い
う
話
｡

ま
た
'
鳥
が
勝
ち
そ
う
に
な

っ
た
ら
'
鳥
に
つ
い
て
ね
え
'

｢私
は
羽
が
あ
る
か
ら
鳥
で
あ
る
の
に
｣

ま
た
､
晴
乳
類
が
勝
ち
そ
う
に
な

っ
た
ら
'

｢
私
は
'
ち
ゃ
ん
と
子
ど
も
も
産
む
し
ね
晴
乳
類
で
あ
る
か
ら
｣

と
言
う
て
｡
あ

っ
ち
行

っ
た
り
こ
っ
ち
行

っ
た
り
し
た
い
う
話
｡
そ
う

い
う
話
は
あ
る
｡

平
成
三
年
八
月

一
七
日

新
垣
良
子

･
輿
那
嶺
昭
郎
聴
取

石
川
小
百
合
翻
字

T
97
A
7



蝿 と雀

13

古
謝

金
城
異
良

(明
治
四
〇
年
七
月

一
四
日
生
)
美
里

2

蝿
と
雀

蝿
と
倉
の
中
を
歩
-
タ
ラ
-
〔雀
〕
と
い
う
鳥
が
談
判
し
て
ね
'
王
様
の
前
で
最
初
に
蝿
が
文
句
を
言

っ
た
ら
し
い
｡

｢あ
の
タ
ラ
ー
と
い
う
も
の
は
'
王
様
の
家
を
踏
ん
で
歩
-
か
ら
'
王
様
に
対
し
て
失
礼
に
な
る
｣

と
｡
す
る
と
ク
ラ
ー
は
'

｢私
は
上
か
ら
飛
ぶ
の
で
'
何
も
関
係
し
な

い
が
､
蝿
と
い
う
の
は
'
御
飯
に
も
付
-
L
t
踏
む
ん
で
は
な
い
で
す
か
｣

と
言
う
と

〔王
様
は
と
て
も
怒

っ
て
〕
'
蝿
を
始
末
す
る
こ
と
に
し
た
｡
す
る
と
'

｢許
し
て
下
さ
い
｣

と
蝿
は
こ
う
し
て
手
を
す
り
合
せ
た
ん
だ

っ
て
｡
今
で
も
蝿
が
手
を
す
り
合
わ
す
の
は
､

｢許
し
て
下
さ
い
｣

と
い
う
お
願
い
な
ん
だ

っ
て
｡

｢私
は
'
王
様
の
ご
飯
も
踏
む
か
ら
ね
'
今
ま
で
'
踏
ん
だ
こ
と
は
悪
い
か
ら
許
し
て
下
さ
い
｣

と
'
こ
う
し
て
で
す
ね
｡

平
成
二
年
三
月

一
二
日

興
産
範
秋
聴
取

宜
保
勝
翻
字

T
64
A
2



十二支由来

3

十
二
支
由
来

14

豊

川

仲
宗
根
盛
雄

(明
治
四
三
年
九
月

一
五
日
生
)
登
川

国
の
始
ま
り
よ
'
国
の
始
ま
り
'
う
ん
｡
国
の
始
ま
り
に
'
神
様
が
'
｢動
物
は
誰
が

一
番
最
初
に
番
付
す
る
か
｣
と
'
｢年
号
は
誰
か
ら
も

っ
て
い
-
か
｣
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
'
や

っ
た
そ
う
で
す
よ
｡
だ
か
ら
'
そ
う
や

っ
た
ら
'
第

一
'
神
様
が
'

ふ
れ

い

｢
こ
う
い
う
こ
と
､
布

令

が
あ
る
か
ら
'
み
ん
な
集
ま
れ
｣

と
言

っ
て
'
や

っ
た
ら
'
こ
の
話
を

一
番
最
初
は
誰
に
や

っ
た
か
と
い
っ
た
ら
'
虎
に
話
し
た
そ
う
だ
｡
虎
に
｡

｢あ
ん
た
は
勢
力
も
強
い
か
ら
､
第

一
に
番
付
は
誰
か
ら
や
る
か
と
付
け
て
ゆ
-
か
ら
､
み
ん
な
集
め
て
-
れ
｣

と
頼
ん
だ
そ
う
で
す
ね
｡
頼
ん
だ
か
ら
'

｢あ
あ
'
そ
う
で
す
か
｣

た
る

と
'
こ
の
頼
み
開
-
も
の
が
､
側
で
聞
い
た
の
が
鼠
､
神
様
と

一
緒
に
虎
と
話
し
て
い
る
も
の
｡
そ
う
や
っ
た
か
ら
､
あ
の
鼠
は
'

｢
こ
れ
は
番
付
は
虎
の
方
に
相
談
し
た
が
'
何
ん
だ
'
牛
は
大
き
い
か
ら
'
こ
れ
は
何
か
利
用
し
て
'
牛
は

一
番
に
し
て
あ
げ
よ
う
｣

と
言

っ
て
ね
'
あ
ん
し

〔そ
う
し
て
〕
'
鼠
は
牛
小
屋
に
行

っ
て
'
牛
に
'

｢
お
い
'
牛
よ
'
動
物
の
番
付
が
あ
る
か
ら
'
あ
ん
た
分
か
ら
な
い
か
ら
'
明
日
は
す
ぐ
'
早
-
神
様
の
前
に
行
-
も
の
が

一
番
な
る
か
ら
'

e行
こ
う
で
は
な
い
か
｣

と
言
う
た
そ
う
で
す
よ
｡
だ
か
ら
'
牛
も
､

ゆ

｢あ
あ
'
そ
う
か
'
そ
ん
な
ら
行

こ
う
｣

と
言

っ
て
､
鼠
も

一
緒
に
行

っ
た
ん
で
い
｡
行

っ
た
ら
'
鼠
は
小
さ
い
か
ら
'
牛
と
つ
い
て
行

っ
た
ら
'
ち
ょ
っ
と
小
さ
-
て

一
緒
に
行
か
れ

ん
か
ら
と
い
っ
て
'
牛
の
角
に
す
が
っ
て
よ
'
牛
は
先
頭
に
行

っ
て
神
様
の
前
に

一
番
先
な

っ
て
行

っ
た
か
ら
'
牛
は
先
な

っ
た
と
思

っ
た
が
'

鼠
は
牛
の
角
か
ら

一
番
先
に
降
り
て

一
番
前
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
｡



十二支由来

そ
う
し
た
か
ら
神
様
は
'

｢誰
が

一
番
か
｣

と
言

っ
た
ら
'

｢私
が

一
番
先
来
て
､
牛
は
二
番
で
あ
る
｣

と
｡
〔鼠
が
〕
そ
う
言

っ
た
か
ら
t
だ
I
t
牛
は
も
う
､
先
は
や
ら
れ
た
か
ら
'
や
も
え
な
い
か
ら
よ
'

｢じ
ゃ
あ
'
あ
ん
た
は

一
番
に
し
よ
う
｣

と
｡
な
'
牛
は
二
番
だ
か
ら
'
牛
は
二
番
に
し
よ
う
と
｡

今
度
は
虎
は
相
談
し
た
が
'
も
う
へ
ゆ
っ
-
り
来
た
か
ら
'
あ
れ
は
三
番
に
な

っ
た
｡
そ
う
や
っ
た
か
ら
'
あ
の
番
付
が
終
わ

っ
て
'
牛
､

ラ

-

'Q-

ゐ-

虎
と
ま
た
卯

と
い
っ
て
'
こ
う
し
て
も
う
'

み
ん
な
並
ん
で
来
た
か
ら
'
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
'

一
番
最
後
に
来
た
の
が
猪
だ
か
ら
よ
'
猪

は
な
ぜ
'

｢自
分
は
い
つ
で
も
､
駆
け
て
も
早
い
か
ら
'
ゆ
っ
-
り
行

っ
て
も

一
番
先
に
な
ろ
う
｣

と
言

っ
て
'

ひ
と

ね

｢も
う
一

寝

し
て
か
ら
行

っ
て
も
大
丈
夫
｣

と
言

っ
て
､
あ
れ
は
寝
過
ご
し
て
し
ま

っ
た
か
ら
'
｢
ウ

ヮ
-
ヌ

ニ
ン
ジ

ュ
ン
ネ

-
シ

〔豚
が
寝
る
み
た
い
に
し
て
〕
｣
と
い
う
の
が
言
葉
に

残
っ
た
と
｡
人
が
も
う
'
-
ウ
ル
バ
ヤ
ー

〔ぼ
ん
や
り
者
〕
な

っ
た
ら
､
｢
ヤ
ナ
ヒ
ヤ
ー
'

ウ

ヮ
-
ヌ

ニ
ン
ジ

ュ
ン
ネ

-
シ

〔
い
や
な
奴
'

豚
が
寝
る
み
た
い
に
し
て
〕
｣
と
言
う
｡
だ
か
ら
豚
は

一
番
後
に
な

っ
た
と
｡

そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
'
鼠
は

一
番
に
な

っ
た
が
'
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
の
が
猫
｡
猫
が
､

｢
〔鼠
は
〕
自
分
の
家
で
い
つ
も

一
緒
に
育

っ
て
い
て
も
'
人
と

一
緒
に
育

っ
て
'
〔同
じ
〕
家
族
で
あ
る
の
に
'
牛
は
連
れ
て
､
私
に
は
言
わ

な
い
で
､
私
は
番
に
入
れ
な
い
か
ら
'
貴
様
の
奴
は
'
い
つ
ま
で
も
喰
い
殺
し
て
や
ろ
う
｣

た
た

と
言
う
た
の
が
､
猫
の
集
り
と
い
っ
て
'
鼠
は
も
う

一
番
猫
が
恐
-
な

っ
た
と
｡
そ
う
い
う
ふ
う
で
､
猫
は
も
う
鼠
を
食
い
物
に
し
た
裏
切
り

者
｡
だ
か
ら
鼠
は
悪
賢
い
っ
て
｡
ま
た
へ
｢ク
ー
ビ
ヌ
ミ
-
ワ

エ
ン
チ

ユ
ド

-

〔壁
の
中
は
鼠
だ
よ
〕
｣
と
い
う
の
も
､
昔
の
人
が
'
な
ん
だ

15



十二支由来

ひ

み

つ
-

わ
い

ぎ

か
秘

密

合

議

し
た
ら
'
｢
ク
ー
ビ
ヌ
ミ
-
ワ

エ
ン
チ

エ
ド
-

〔壁
の
中
は
鼠
だ
よ
〕
｣
と
い
う
言
葉
は
'
聞
き
手
は
エ
ン
チ

エ

〔鼠
〕
と
い

う

〔意
味
で
'
鼠
)
は
悪
賢
い
と
｡

し
◆
く

さ

わ

そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
'
番
付
が
付
い
た
と
い
う
が
'
そ
れ
を
痛

に
障

っ
た
の
が
虎
で
あ
る
よ
｡

｢神
様
は
私
と
相
談
し
た
が
､
誰
が
､
こ
う
い
う
ふ
う
に
や

っ
て
-
れ
た
か
と
い
う
の
を
考
え
て
も
分
か
ら
な
い
が
'
ど
う
せ
'
鼠
が
や

っ
た

ん
で
し
ょ
う
｣

と
言
う
て
｡
神
様
は
'

｢あ
ん
た
と
相
談
し
た
が
'
あ
ん
た
は
後
に
な

っ
て
'
も
う
t
や
む
を
え
な
い
｣

に

-

う
し

と

ぅら
-

し

かi
J
-

と
｡
だ
か
ら
'

一
日
'

一
日
の
子

'

牛

'

虎

は
､
ま
あ
仕

方

な
い
か
ら
'
こ
れ
は
神
様
の
言
葉
が
'

ひ

い

さ

そ-
ぐゎつ

｢誰
も
魚

層

は
で
き
な
い
か
ら
も
う
'
牛
は
二
番
来
て
い
る
か
ら
､
牛
は
二
番
で
は
あ
る
が
'
相
談
を
し
た
の
は
虎
だ
か
ら
､
旧

は
'
正
月

は
'
あ
ん
た
か
ら
付
け
よ
う
｣

い
ち

ぐ
ゎ
つ

そ
う
ぐゎつ

と
言

っ
て
'
正
月
は
あ
の
う
'
旧
暦
で
や

っ
た
ら
一

月

は
虎
の
月
｡
だ
が
､
新

〔新
暦
〕
に
な

っ
た
ら
牛
の
月
が
正
月
に
な

っ
て
い
る
｡
だ

か
ら
､
番
付
は
神
様
の
や

っ
た
の
は
狂
い
は
な
い
わ
け
｡
み
ん
な
公
平
に
や

っ
て
あ
る
｡
ま
'
神
様
の
言
葉
が
嘘
に
な

っ
た
ら
'

一
番
来
た
も

ね

-

也

-

ね

-

の
も
嘘
に
な
る
か
ら
'
子

は
も
う
'
先
来
た
か
ら
や
む
お
え
ん
.
こ
れ
が

1
番
､
子

は
.
そ
れ
で
､
日
付
の

1
番
は
'
子

か
ら
起
こ
っ
て
'
何

に
-

■ノし

とうら-

で
も
子
'
牛
'

虎

は
先
｡
だ
が
'
月
に
な

っ
た
ら
虎
が

一
番
に
な
る
｡
だ
が
'
牛
は
新
暦
に
な

っ
た
か
ら
､
牛
は
新
暦
の
正
月
は
牛
の
月
｡

辛
.〇

らぎ

む

つ

さ

や

よ

い

だ
か
ら
'
何
の
月
か
と
間
う

っ
た
ら
'
日
本
は
如

月

と
か
'
睦

月

と
か
'
弥

生

と
か
付
け
て
い
-
ん
で
し
ょ
う
｡
こ
れ
が
沖
縄
で
は
月
は
'
旧

に-

スノし

とうら-

の

一
月
は
虎
の
月
｡
新
暦
で
言
う
た
ら
牛
だ
よ
｡
こ
う
い
う
ふ
う
に
番
付
は
な

っ
て
い
る
｡
そ
う
い
う
意
味
で
子
､
牛
'

虎

の
番
付
は
こ
う

ね
-

い
う
ふ
う
に
付
け
ら
れ
た
と
い
う
｡
な
ぜ
子

は

一
番
に
付
け
た
か
と
言
え
ば
､
や

っ
ぱ
し
こ
れ
か
ら
､
始
ま

っ
て
い
る

っ
て
｡

こ
の
話
は
'
昔
か
ら
易
を
し
て
い
る
人
か
ら
聞
い
た
｡
あ
れ
は
こ
ん
な
も
ん
に
詳
し
い
ん
で
す
よ
｡
こ
ち
ら
で
易
を
知

っ
て
い
る
人
は
'
ず

っ
と
昔
'
自
分
た
ち
か
ら
は
も
う
分
か
ら
な
い
が
ね
'
百
五
十
ぐ
ら
い
な
る
人
だ
が
｡
あ
の
人
が
､
そ
う
い
う
話
を
や

っ
て
い
た
と
'
番
付
け

の
話
を
｡
そ
う
い
う
ふ
う
で
'
こ
の
易
を
や

っ
て
い
る
が
'
こ
れ
は
昔
'
沖
縄
の
昔
の
番
付
け
の
話
'
こ
う
い
う
ふ
う
に
な

っ
て
い
た
よ
と
い

う
話
を
や

っ
て
い
た
と
｡
易
者
が
言

っ
た
ん
で
す
よ
｡

16



十二支由来

盟

昭
和
六

〇
年
八
月

二

一日

辺
土
名
初
美

･
仲
松
庸
尚
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
12
A
18

知
花

鳥
袋
タ
ケ

(大
正
七
年
九
月

一
日
生
)
知
花

し
ら

十
二
支
え
よ
'
イ
チ
ム
シ
ぬ
う
り
す
る
調
び
や
て
-
る
ふ
-
じ

iJろ

LJろ

た
ろ

て
-
｡
誰
お

一
番
'
誰
お
二
番
'
誰
お
三
番
で
い
ち
'
-
れ

I
～

う
い-ういー

ち
●

上

々
ぬ
人
ぬ
'
王
様
ぬ
ど
う
や
た
が
や
-
な

I
t
と
に
か
-
調

び
や

I
が
て
I
t

一
番
'
二
番
決
み
ら
り
-
ん
ち
よ

-
'
-
ぬ
-

動
物
ビ

ー
'
あ
ん
さ

I
に
'

は
-

ん
な

な
ら

な
ら

｢
早

-
な

-
皆

う
ま
ん
か
い
並

び
よ

-
'
並

び
よ

-
｣

うし

し
､
並
は
ち
ゃ
-
と
ぅ
て
I
t
な

-
牛
え
I
t
牛
え
I
ま
ぎ

-
や

じ

●ん

し
ぇ
I
t
ま
ぎ

ー
順

に
並
ら
ば
ち
ぇ
-
る
ば

-
ど
う
や
が
や

-
.

は
じ

な
-
ち
ゃ
I
L
が
や
ら

I
と
に
か
-
'
う
り
か
ら
始
め

-
よ

-
､

う
し

とうら

並
ば
ち

ぇ
I
L
え
ー
て
I
t
牛
'
虎
t
か
ん
に
I
か
ん
に
I
L

とうら

う
-

た
つ

み-
さ
る

とぅい

並
で

い
ん
じ
ょ
-
た
ん
で

い
｡
寅
､
卯
'
辰
'
巳
'
申
'
酉
'

いん

い
-

戊
､
亥
ん
-
ち
や
し
ぇ
I
や

-
｡
と

-
あ
ん
し
､
並

で

い
ん
じ

よ
I
で

い
る
む
ん
｡

え
ん
ち

●

ち
ぷ
る

-
ぬ
鼠

お
-
じ
こ

1
㌧
頭

た
-
ま
-
や
る
ば

-
0

た
-
ま

-
や
る
ば

-
｡
あ
ん
し
ゃ
I
に
I
t

わ
ん

な
ま

｢
と

-
私

ね
-
な
I
t
今

ビ
ー
な
､

い
-
ぱ
-
ビ
ー
｣

､郎

お
-

十
二
支
は
よ
'
動
物
の
順
番
を
決
め
る
調
べ
だ

っ
た
よ
う
だ
ね
｡

誰
は

一
番
'
誰
は
二
番
'
誰
は
三
番
と
い
っ
て
'
こ
れ
は
'
上
々

の
人
が
'
王
様
が
だ

っ
た
の
か
ね
え
t
と
に
か
-
調
べ
る
人
が
ね
､

一
番
'
二
番
を
決
め
よ
う
と
い
っ
て
ね
'
こ
の
動
物
を
よ
'
そ
う

し
て
'

｢早
-
'
み
ん
な
こ
こ
に
並
び
な
さ

い
'
並
び
な
さ

い
｣

と
い
っ
て
'
並
ば
せ
た
か
ら
ね
'
も
う
牛
は
大
き

い
で
し
ょ
う
'

大
き

い
順
に
並
ば
せ
た
わ
け
か
ね
え
｡
も
う
ど
う
し
て
か
t
と
に

か
-
'
こ
れ
か
ら
始
め
て
よ
'
並
は
せ
た
の
は
'
牛
'
虎
と
こ
ん

な
こ
ん
な
し
て
並
ん
で
い
た

っ
て
｡
賞
､
卯
'
辰
､
巳
'
申
'
酉
'

成
'
亥
と
い
っ
て
で
し
ょ
う
｡
ね
､え
､
こ
ん
な
ふ
う
に
並
ん
で
い

っ
て
い
る
と
い
う
が
｡

こ
の
鼠
は
と

っ
て
も
'
頭
の
良
い
'
利
口
者
だ
わ
け
｡
鼠
は
利

口
者
だ
わ
け
｡
そ
う
し
て
'

｢
は
い
'
私
は
も
う
今
着
き
ま
し
た
よ
｣

と
言

っ
て
ね
'
た
ち
ま
ち
'
牛
の
前
に
飛
び
下
り
て
ね
､
牛
の
前

17



十二支由来

入ノし

め
-

と
う

ん
で
い
や
ー
に
よ
'
ち

ゅ
-
ち
ゃ
ん
牛
ぬ
前
ん
か
い
飛
ぬ
じ
ふ
ぁ

め
-

う

えん
ち
'

や
I
に
よ
'
牛
ぬ
前
ん
か

い
飛
ぬ
じ
ふ
ぁ
や

I
に
'
う
ぬ
鼠

め

-

う
え
ん
ち
●

お
-
前

け
-
な
や

I
に
'
あ
ん
さ

I
に
ど
う
'
鼠

か
ら
始
ま

う
え

んち
●

う

し

なが
に

う

-

と

-
ん
で
い
さ
｡
鼠

お
-
牛

ぬ
背

中

ん
か
い
居

と

-
て

い
よ
､

さ

た
ろ

開
ち
-
ビ

ー
て
-
る
ば

-
て
-
な
｡
誰
お

一
番
な

い
ん
で

い
ち
t

さ

L
ぇ
I
L
t
よ

-
聞
ち
ょ
-
て
い
さ

I
に
'

い
じ
ゃ
な
て

い
番
決

と
▲′

み
-
ん
と
う
な
た
-
と
ぅ
'
け
-
飛
ぬ
じ
ん
じ
ゃ
I
に
'
う
ぬ
牛

め

-

ゐ

よノえんち●

は
.i

ぬ
前

ん
じ
け

-
居

ち
よ

-
｡
あ
ん
さ

I
に
ど
う
'

鼠

か
ら
始
ま

に
-

入ノし

と
うら

う
ー

と

-
ん
で
い
､

い
や
り

-
た
き
｡
あ
ん
し
'
子
'
牛
､
虎
'
兎
'

み
-

さ

辰
'
巳
ん
ち
'
あ
ん
L
t
決
み
ら

っ
と

-
ん
り
｡
-
れ

-
よ
'
動

物
調
び
､
か
ん
並
ば
ち
'
あ
ぬ
I
へ
さ
-
と
ぅ
て
-
'
あ
ん
L
や

うえ
んち●

た
ん
で
い
｡
あ

ー
､
あ
ぬ

-
鼠

お
-
じ
ん
ぶ
な
-
な
や

-
に
や
'

う
し

なが
に

と
う

め
-

i

牛
ぬ
背
中
か
ら
け

っ
飛
ぬ
じ
ん
じ
ゃ
I
に
'
前
ん
じ
け
-
居
や

I

に
､

さ
ち

｢
と
-
～
-
り
か
ら
る
先
え
ー
や
は
や

-
｣

に
-

う
く

ん
で
い
や

ー
に
'
子
か
ら
起
り
と

-
ん
で
い
い
や
り
-
た
き
｡

に
飛
び
出
し
て
'
そ
の
鼠
は
前
に
な

っ
て
､
そ
う
し
て
'
鼠
か
ら

始
ま

っ
て
い
る
と
い
う
よ
｡
鼠
は
牛
の
背
中
に
居
て
ね
'
聞
き
込

ん
で
い
た
わ
け
だ
ね
｡
誰
は

一
番
な
る
と
い
っ
て
や

っ
て
い
る
の

を
､
よ
-
聞
い
て
い
て
､

い
ざ
と
い
う
と
き
に
な

っ
て
'
順
番
を

決
め
る
と
き
に
な

っ
た
か
ら
'
飛
び
下
り
て
い
っ
て
'
そ
の
牛
の

前
に
座

っ
た

っ
て
ね
.
そ
れ
で
'
〔十
二
支
は
〕
鼠
か
ら
始
は

っ

ね

う
し

と
ら

う

て
い
る

っ
て
い
わ
れ
て
い
た
よ
｡
そ
う
し
て
'
子
'
丑
'
寅
､
卯
'

た
つ

み

辰
､
巳
と
い
っ
て
'
そ
う
や

っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る

っ
て
｡
こ
れ

は
ね
'
動
物
調
べ
と
い
う
こ
と
で
並
ば
せ
た
ら
'
あ
の
よ
う
に
並

ん
だ
ん
だ

っ
て
さ
｡
ま
あ
､
あ
の
鼠
は
利
口
者
だ

つ
た
か
ら
ね
'

牛
の
背
中
か
ら
飛
び
降
り
て
'
牛
の
前
に
座

っ
て
'

｢
さ

あ

'

こ
れ
が

一
番
先
だ
ね
え
｣

ね

と
言

っ
て
'
子
か
ら
始
ま

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
｡

18

昭
和
六

一
年
七
月
九
日

富
里
信
勇

･
宮
城
昭
美
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
26
A
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十二支由来

古
謝

金
城
異
良

(明
治
四
〇
年
七
月

一
四
日
生
)
美
里

ず

っ
と
昔
ね
'
年
寄
り
か
ら
話
聞

い
た
ん
だ
け
ど
｡

そ
の

〔十
二
支

の
〕
名
前
付
け
る
の
は
､
ど
う
し
た
ら

い
い
か
と
い
っ
て
王
様
か
ら
命
令
が
出
て
ね
'
そ
う
し
た
ら
､

一
番
先
に
こ

っ
ち
に

来
る
の
が
'

一
番
最
初
の
も
の
を
付
け
る
と
言

っ
て
ね
｡
し
た
ら
'
鼠
と
い
う
も
の
が
牛
の
頭
に
隠
れ
て
ね
'
そ
の
王
様
の
前
に
来
た
と
き
に
'

に
-

〔牛
の
〕
頭
の
方
か
ら
飛
ん
で
前
に
飛
ん
だ
か
ら
ね
'
先
な

っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
'
飛
ん
だ
か
ら
｡
だ
か
ら
子
が

一
番
先
な

っ
て
'
牛
は
後

に
-

入ノし

に
な

っ
て
る
｡
子
､
丑
と
｡
こt{

牛
は
頭
の
こ
っ
ち
に
癌
が
あ
る
で
し
ょ
う
'
鼠
は
そ
こ
に
隠
れ
て
お
い
て
'
王
様

の
前
行

っ
た
ら
'
飛
ん
で
前
に
行

っ
た
か
ら
へ
そ
れ
が
初

こ-

に
-
う
し
とぅらー

め
に
な

っ
て
い
る
か
ら
'
子
と
言

っ
て
｡
そ
う
や

っ
て
､
子
丑

寅

こ
う
し
て
出
た

っ
て
｡

こ
の
'
子
'
丑

っ
て
来
た
順
に
順
々
に
名
前
付
け
て
ね
｡
そ
れ
か
ら
'
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん
名
前
付
け
て
ね
｡

し

た
ら
､

一
つ
は
抜
が
し
て

が

み

な
に
そ
う

な
に
そう

ね
'
そ
の
仕
事
の
う
れ

-
〔分
担
を
〕
抜
が
し
て
あ
る
か
ら
､
そ
の
ウ
フ
ド
ー
神

と

い
う
の
は
ね
､
誰
が
す
る
か
と
｡
何

相

は
誰
が
係
'
何
相

く

ん

ど

が

み

①

は
誰
が
係
と
'
み
ん
な
分
配
し
て
'
こ
れ
係
は
や

っ
た
か
ら
ね
｡
し
た
ら
今

度

お
ウ
フ
ド
ー
神

一
つ
だ
け
は
人
が
足
ら
な
-
な

っ
て
ね
｡
フ

ル

がみ神
と
言

っ
て
'
豚
養

っ
て
る
所
は
フ
ル
と
言

っ
て
る
ん
で
し
ょ
う
'
昔
は
ね
｡
そ
こ
で
'
付
け
る
も
の
は
誰
も

い
な
-
な

っ
て
'

｢
そ
う
'
困

っ
た
な
あ
｡
人
が
い
な

い
か
ら
'
な
あ
私
が
や
ろ
う
｣

と
言

っ
て
､
こ
の
王
様
が
言

っ
た
も
ん
だ
か
ら
'

一
番
王
様
が
ウ
フ
ド
ー
神
に
な

っ
て
い
る
｡
そ
れ
で
､

一
番
大
将
や

っ
た
も
ん
だ
か
ら
'
ウ

②

う
と
う

に

んぐ
ゎん

フ
ド
ー
神
と
言

っ
て
ね
'
子
ど
も
な
ん
か
が
マ

ブ
ヤ

ー
落

す
ん
と
ぅ
か
何
と
か
と

い
う
と
き
は
､
そ
こ
で
､
念

願

し
て
付
け
る
と
｡
昔
の
話

は
ね
｡注

①

フ
ル
神

･
･
･
フ
ル
と
は
'

フ
ー
ル
と
も
言

い
'
豚
の
飼
育
小
屋
を
兼
ね
た
便
所
の
こ
と
｡
そ
こ
に
は
最
も
権
威
の
あ
る
神
様
が
い
る
と
信
じ
ら
れ
て

お
り
'
そ
の
神
様
の
こ
と
を
言
う
｡

②

マ
ブ
ヤ

ー
二

･
魂
の
こ
と
で
､
マ
ブ
イ
と
も
い
う
｡
人
体
に
宿
る
と
さ
れ
る
霊
魂
｡
精
神
を

つ
か
さ
ど
る
精
気
と
さ
れ
る
た
め
'
強
い
シ

ョ
ッ
ク
や
､

長
期
の
病
気
な
ど
の
際
に
身
体
か
ら
抜
け
出
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
｡
魂
が
鰻
か
ら
離
れ
る
こ
と
を

｢
マ
ブ
イ
を
落
と
す
｣
と
い
い
'
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十二支由来

そ
の
離
れ
た
マ
ブ
イ
を
元
に
戻
す
こ
と
を

｢
マ
ブ
イ
グ
ミ
｣
と
い
っ
て
'
フ
ー
ル
ヤ
ー
で
祈
り
を
す
る
こ
と
も
あ
る
｡

平
成
二
年
三
月

二

一日

興
座
範
秋
聴
取

宜
保
勝
翻
字

T
64
A
l

20

泡
瀬
第

一

普
久
原

幸

(大
正
五
年
三
月
五
日
生
)
泡
瀬

合
議
が
あ
た
ん
で
い
る
い
-
え

ー
さ
に
や
-
｡
あ
ん
さ
I
に
､

こ
の
t
は
-
え
ー
し
行
ち
ゅ
L
が

一
番
な
い
し
が
な

I
t
あ
り
や

た
ん
で
い
｡
決
み
-
た
ん
で
い
｡
あ
ん
ぐ
と
ぅ
'

一
番
の
I
t
鼠

ふ

あ

っ

が
､
鼠
が
触

り
む
ん
L
I
が
歩

ち
ゃ
I
に
'

あ
上ワ

｢イ
チ
ム
シ
'
む
る
集

ま
り
よ

-
｣

あち

･Mや
-

さ

I
に
'
集

ま
た
ぐ
と
う
'
猫

ん
か
い
言
や
ん
た
ん
で

い
-
0

どう
-

ラ

-

土
や
-

か
た
ち

自

分

ち

ゃ
-
迫

と

1
-
と

ぅ
｡
猫

と
ぅ
鼠
と

-
敵

や
し
ぇ
I

･t

や
I
e｡
い
つ
も
'
こ
う
や

っ
て
｡
あ
ん
さ
I
に
､
触
り
む
の
I
さ

-
と
う
や
1
㌧
あ
ん
L
t

た
-

さ
ち

｢う
れ
-
誰
か
ら
'
じ
-
る
I
か
ら
先
な
す
せ
-
ま
し
が
や
I
L

ん
ち
ゃ
ぐ
と
､つ
へ

ヘ-

ち

｢早
-
あ
ま
ん
か
い
着
ち
ゅ
L
か
ら
'
ま
し
な
き
ゃ
ー
｣

ん
ち
｡
え
ど
う
ん
'
牛
か
ら
か
ん
し
行
じ
ゃ
る
は
七
ビ
ー
｡
さ
-

に
-
う
しとうら-

う
し

どう
-

と
う
や
I
t
子
丑

虎

な
と

-
た
ん
で
い
や
｡
う
ぬ
牛

え
ー
自

分

う

む

ど

う

ー

ち
ん

う

い-

ぬ

1
番
で

い
思

た
-
と
ぅ
や

I
t
自

分

ぬ
角

ぬ
上

ん
か
い
'
う

合
議
が
あ

っ
た

っ
て
い
う
ん
で
し
ょ
う
｡
そ
う
し
て
'
走

っ
て

行

っ
て

一
番
先
に
着
い
た
者
が

一
番
と
い
っ
て
決
め
た

っ
て
｡
そ

う
し
た
か
ら
'

一
番
は
'
鼠
が
み
ん
な
に
触
れ
回

っ
て
､

｢動
物
'
み
ん
な
集
ま
り
な
さ
い
｣

と
言

っ
て
､
集
ま

っ
た
か
ら
'
猫
に
は
言
わ
な
か

っ
た

っ
て
｡
い

つ
も
自
分
を
追
い
か
け
る
か
ら
｡
猫
と
鼠
は
敵
さ
あ
ね
'
い
つ
も
'

そ
う
だ

っ
た
か
ら
｡
そ
う
や

っ
て
'
み
ん
な
に
触
れ
回

っ
て
か
ら
'

そ
れ
か
ら
'

｢
こ
れ
は
誰
か
ら
'
ど
れ
か
ら
先
に
し
た
ら
い
い
か
ね
え
｣

と
言

っ
た
か
ら
､

｢早
-
向
こ
う
に
着

い
た
者
か
ら
､
先
に
し
よ
う
｣

っ
て
｡
た
ぶ
ん
'
牛
が
先
に
行

っ
た
は
ず
よ
｡
だ
か
ら
ね
､
子
丑

寅
の
順
に
な

っ
て
い
た
ら
し
い
さ
｡
こ
の
牛
は
自
分
が

一
番
と
思

っ
て
い
た
ら
'
自
分
の
角
の
上
に
'
こ
の
鼠
が
座

っ
て
い
た
そ
う

だ
｡
そ
う
し
て
'
向
こ
う
に
行

っ
た
ら
ね
'
そ
の
会
議
室
に
行

っ
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う
▲
ん
ち
●
ぐ
ゎ
-
ゐ

ー

ぬ
'
鼠

小

居

ち
ょ
-
た
ん
で
い
｡
あ
ん
さ

-
～

ん

-
と
う
や
I
t
う
ぬ
会
議
室
行

じ
ゃ
-
と
ぅ
や
I
t

ん

あ
ま
行

ち
ゃ

と
う

し
ぐ
飛

ん
じ

や

I
に
'
わ
ん

｢あ
ー
'
私

ね
-
一
番
｣

で
い
た
ん
で
い
-
｡
あ
ん
さ
I
に
'
う
り
が

1
番
な
た
ん
で
い
-
.

に-

に
-う
し
とぅらう
-

あ
ん
さ
I
に
'
子
か
ら
､
鼠
か
ら
.
子
丑
寅
卯
o
あ
ん
L
か
ら
'

ふ触
り
-
む
の
-
う
ん
ぐ
と
ぅ
I
L
L
え
ー
た
ん
で
い
I
t
牛
か
ら
｡

あ
ん
さ
-

ま
'

ヘー

い

｢早
-
行

ち
し
ゅ

L
が

一
番
や
｣

ん
で
い
｡

た
ら
ね
'
す
ぐ
に
鼠
が
飛
び
降
り
て
'

｢あ
あ
'
私
が

一
番
｣

っ
て
言

っ
た

っ
て
｡
そ
う
し
て
､
こ
れ
が

一
番
に
な

っ
た

っ
て
｡

そ
れ
で
子
か
ら
始
ま

っ
た
'
鼠
か
ら
｡
十
二
支
は
｡
こ
れ
は

〔鼠

が
〕
触
れ
て
回
る
の
を
'
こ
の
よ
う
に
し
て
あ

っ
た

っ
て
'
牛
か

ら
｡
そ
う
し
て
'

｢早
-
行

っ
た
者
が

一
番
ね
｣

と
言

っ
て
｡

こ
れ
は
例
え
話
｡
だ
か
ら
鼠
年
の
人
は
み
ん
な
賢
い
さ
あ
｡

こ
れ
は
例
え
話
｡
だ
か
ら
鼠
の
人
は
み
ん
な
賢
い
や

っ
し
ぇ
-
0

平
成
二
年
七
月
六
日

山
城
綾
子

･
崎
山
用
彰

･
粟
国
実

･
通
事
美
香
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
83
A
5



十二支由来

あ
の
う
､

い
わ
ゆ
る
鼠
が
牛
の
背
に
乗

っ
か

っ
た
と
い
う
こ
と

で
ね
'
順
番
が
終
わ
り
な

っ
て
ね
､
そ
れ
で
'
そ
の
恨
み
の
た
め

に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
鼠
食

っ
て
い
る
と
い
う
｡
こ
れ
は
み
な
さ
ん
聞

い
て
い
る
か
ら
ね
'
み
ん
な
だ
い
た
い
｡
こ
れ
は
ね
'
ど
ち
ら
か

①

お

な

は

と
い
う
と
､
戦
後
へ
小

那

覇

ブ
-
テ
ン

(舞
天
)
先
生
が
作

っ
た

お
な
は

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
.
小
那
覇
ブ
I
テ
ン
先
生
が
､
あ
ち
ら
こ
ち
ら

い
ね

②

で
や

っ
て
い
た
ん
だ
よ
ね
｡
ウ
コ
ー
ル
の
話
と
同

む
ん
や
さ
｡
ウ

コ
ー
ル
の
話
開
い
た
こ
と
あ
る
フ
･

あ
ぬ
1
,

㌔

二
支
,
に

-

入

ノし

と
う
ら
-

子

'

丑

'

寅

や
十
二
ぬ
イ
チ
ム
シ
さ

-

ち●く

血-

･Mや
-

い
っ

に
作

ら

っ
と

I
L
が
'
う
り
ん
け

-
何

ん
ち
猫

や
入
ち

ぇ
-

ち
●
に
ん'J
ん

う

まや-

ね

-
ん
が
や

I
や

-
｡
人
人
間
ぬ

一
番
近
-
ん
か
い
居
る
猫
や

ち

●
ん

-

ん

-

人
ら
ん
'
人

ぬ
見

ち
ん
兄

だ
ん
竜
と
ぅ
か
'
う
ぬ
ふ
-
じ
I
や
入

う

･Nや-

い

っ
ち

ょ
I
L
が
'

一
番
近
さ
ん
か

い
居
る
猫

が
入

っ
ち
ぇ

-

ぬ

-

ね
-
ん
し
ぇ
I
t
ひ
る
ま
さ

っ
さ
I
や
I
t
何

や
が
や
-
｡
う
ぬ

は
な
し

-
わ
ん

ち

④
か

で
な

,

お
な

-
と
う
ぬ
話

'

私

が
聞

ち
ゃ
し
ぇ
-
､
有
名
な

嘉

手

納

の
小

那

i

ち
ゅ
は
な
し

-

ち

●
ね

-
♂

覇
ブ

-
テ

ン
先
生
｡
-
ぬ
人
が
話

じ

ゃ
､
う
ぬ
人

が
真

似

ま
しん
し

-

で
I
L
1
ゆ
-
さ
ん
L
が
'
で
き
る
だ
け
小
那
覇
ブ
-
テ
ン
先

生

はなし-

とぅ-

が
t
L
み
そ
-
ち
ゃ
る

話

う
ぬ
通

い
t
L
t
ん
じ
ゃ
び
ら
や
-
0

ん
-
か
し

さ

昔

'

-
ぬ
十
二
支
ぬ
イ
チ
ム
シ
決
み
-
ん
で
い
や
ー
に
'
神

中
の
町

比
嘉
貞
信

(昭
和
二
年
四
月
二
九
日
生
)
上
地

22

い
わ
ゆ
る
鼠
が
牛
の
背
に
乗

っ
か

っ
て
行

っ
て
た
と
い
う
こ
と

で
ね
'
〔十
二
支
の
〕
順
番
が
終
わ
り
に
な

っ
て
ね
､
そ
れ
で
'

〔猫
は
〕
そ
の
恨
み
の
た
め
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
鼠
食

っ
て
い
る
と

い
う
話
'
こ
れ
は
み
な
さ
ん
聞
い
て
い
る
か
ら
ね
'
み
ん
な
だ
い

た

い
〔分
か
る
と
思
う
〕
｡
こ
れ
は
'
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
､
戦

後
､
小
那
覇
ブ
-
テ
ン

(舞
天
)
先
生
が
作

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
｡
小
那
覇
ブ
I
テ
ン
先
生
が
'
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
や

っ
て
い
た

ん
だ
よ
ね
｡
香
炉
の
話
と
同
じ
も
の
だ
よ
｡
香
炉
の
話
は
聞
い
た

こ
と
あ
る
か
～

あ
の
う
'
十
二
支
'
子
丑
寅
は
十
二
の
動
物
で
作
ら
れ
て
い
る

が
'

こ
れ
に
何
で
猫
が
入

っ
て
い
な
い
の
か
ね
え
ね
､え
.
人
間
の

一
番
近
-
に
居
る
猫
が
入

っ
て
な
-
て
､
人
が
見
た
こ
と
も
な
い

竜
と
か
'
そ
ん
な
の
は
入

っ
て
い
る
が
'

一
番
近
-
に
い
る
猫
が

入

っ
て
い
な
い
の
は
珍
し
い
ね
､え
'
ど
う
し
て
か
ね
え
.
そ
の
話

を
私
が
聞
い
た
の
は
､
有
名
な
嘉
手
納
の
小
那
覇
ブ
-
テ
ン
先
生

か
ら
.
こ
の
人
の
話
の
よ
う
に
､
真
似
は
で
T
,な
い
が
､
で
き
る

だ
け
小
那
覇
ブ
-
テ
ン
先
生
が
な
き

っ
た
話
を
'
そ
の
通
り
に
し

て
み
ま
し
ょ
う
ね
｡

昔
'
こ
の
十
二
支
の
動
物
を
決
め
る
と
い
っ
て
､
神
様
が
動
物



十二支由来

ち
ゃ
-
あ

ち

様
が
イ
チ
ム
シ
ぬ
達

集

み
や

I
に
'

な
.～

｢
と

-
'
今
か
ら
や
'
十
二
支
決
み

I
L
が
'

い
っ
た

I
t
は
-

す

-

t{

ん
な

あ

ち

え

ー
勝

負

さ

I
に
､
順
番
決
み

1
-
と
ぅ
､
皆

集

ま
り
｣

あ

ち

神
様
が
イ
チ
ム
シ
ぬ
あ
る

っ
さ
集

み
や

I
に
'
あ
ん
さ

I
に
'

ん-な

な
ら

皆
ま
じ

ゅ
-
ん
並

び
て

い
'
あ
ん
さ

I
に
す
ぐ
'
ち

ゅ
ば
ち
な
し
●

か
い
､
は

-
え

ー
し
み
て

-
る
ふ

-
じ
｡
あ
ん
し

ゃ
れ

I
へ
直
ぐ

んま

し
●

な

I
t
牛
か
ら
馬
か
ら
直
ぐ
'
わ
ん
か
ら
'
わ
ん
か
ら
'
な

I
t

い
っ
ペ

-
ぬ
は

-
え
ー
や
た
る
ふ

-
じ
｡

わ
っ

た-

か
ん

げ

あ

ん
し
､
私

達

か
ら
考

え

-
ね

-
､

い

っ
ペ

I
に

-
さ

る

･{<-

ふ

-
じ

-
ぬ
牛
が
'
ち

ゃ
-
る
ば
I
が
や
ら

い
っ
ペ

-
早
さ
ぬ
｡

わ
っ
L,

ん
-

さ
ち

ん
土

ま
た
､
私
達
が
見
ち

ぇ
し

い
っ
ぺ
-
先
な

い
ぎ
さ

-
ぬ
馬
や
'

ヘー

ふ
ん
と
-

あ
ん
す
か
早
こ

-
ね

-
ん
て

-
る
ふ

-
じ
｡
あ
ん
さ

I
に
'
本
当

じ
●
んば

とぅち

うー

うさじ

とぅら
うさじ

順
番

の
-
牛
が

一
番
'
虎

が
二
番
､
卯
'
兎

'
牛
､
虎

'
兎
'

iJち

み
-

あとう

う
り
か
ら
辰
'

ハ
ブ
､
巳
､
あ
ん
さ

I
に
'
う
ぬ
後

馬
や
て

-

ふ
いち
t')

辛-ち-

とうい

る
ふ

-
じ
｡
あ
ん
さ

-
'
羊

〔未
〕
'

猿

〔申
〕
､
鳥

〔酉
〕
'

い
ん

い

犬

〔戊
〕
'
猪

〔亥
〕
'
う

っ
し

ゃ
か
ん
L
I
や
て

-
る
ふ

-
じ
｡

つ
ざ

)Nや
-

あ
ん
し
'
次

え
猫

や
て

-
る
ふ

-
じ
｡
-
ぬ
ヤ

マ
シ
シ

〔猪
〕

あ
と
ぅ

土や
-

ぬ
後

じ
I
や
'
猫

や
て

-
る
ふ

-
じ
｡
あ
ん
し
､
と
-
'
な
'

う

L

と

ぅら

う

I

L
J
ち

み

-

ん
･N

ふ
い
ち
じ

き

る

と
うい
い
ん

い
I

丑

か
ら
､
寅

､

卯

'

辰

'

巳

､

午

､

未

'

申

'

酉

'
戊
'
亥
'

土やー
猫
ち
や
た
る
ふ

-
じ
｡

あ

んLt
｢う

っ
さ
や
さ
や

-
｣
ん
で

い

う

む

えんち●

じんよん'J'-

思

た
-
と
う
'
-
ぬ

鼠

ぬ

知恵強
さ
ぬ
'
あ
ん
さ

I
に
'
牛
ぬ

を
集
め
て
､

｢
さ
あ
'
今
か
ら
十
二
支
決
め
る
が
'
あ
な
た
た
ち
に
競
走
さ
せ

て
順
番
を
決
め
る
か
ら
､
み
ん
な
集
ま
れ
｣

神
様
が
動
物

の
い
る
だ
け
み
ん
な
集
め
て
'
そ
う
し
て
'
み
ん

な

一
緒

に
並

べ
て
'

い
っ
せ
い
に
走
ら
せ
た
よ
う
だ
｡
そ
う
し
た

ら
'
牛
か
ら
馬
か
ら
も
う
'
我
先
に
と
懸
命
に
走

っ
た
よ
う
だ
｡

そ
う
し
て
'
私
た
ち
か
ら
考
え
る
と
､
と

っ
て
も
遅

い
と
思
わ

れ
る
牛
が
､
ど
う

い
う
わ
け
か
と

っ
て
も
速
-
て
､
ま
た
'
私
た

ち
が
見
て
は
'
と

っ
て
も
先
に
な
り
そ
う
な
馬
は
'
そ
ん
な
に
速

-
な
か

っ
た
よ
う
だ
｡
そ
れ
で
'
本
当

の
順
番
は
牛
が

一
番
､
虎

が
二
番
'
兎
､
牛
虎
兎
'
そ
れ
か
ら
辰
'

ハ
ブ
の
巳
､
そ
う
し
て
､

そ

の
後

に
馬

だ

っ
た
よ
う

だ
｡

そ
う

し

て
'
羊

〔
未

)
､
猿

〔申
〕
'
烏

〔酉
〕
'
犬

〔戊
〕
'
猪

〔亥
〕
'
そ
れ
だ
け
こ
の
よ
う

に
な

っ
た
よ
う
だ
｡
そ
し
て
'
次
は
猫
だ

っ
た
よ
う
だ
｡
こ
の
猪

の
後
は
猫
だ

っ
た
よ
う
だ
｡
そ
の
よ
う
に
も
う
'
丑
寅
卯
辰
巳
午

未
申
酉
戊
亥
猫
と

い
っ
て
だ

っ
た
よ
う
だ
｡
そ
う
し
て
'
｢
こ
れ

だ
け
だ
ね
｣
と
思

っ
て
い
た
ら
'
こ
の
鼠
は
た

い
へ
ん
知
恵
が
あ

っ
て
､
牛
の
角
に
乗

っ
て
い
た
よ
う
だ
｡
自
分
は
歩
か
な

い
で
'

牛
の
角
に
乗

っ
て
､
神
様

の
前
に
行

っ
た
か
ら
'
直
ぐ
角
か
ら
ボ

ン
と
前

の
方
に
飛
ん
だ
｡
も
う
'
神
様
は
そ
れ
は
見
て
な

い
ん
だ

か
ら
､

23
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ち
4

4

ど
う
-

あ
っ

角
ん
か
い
乗
と

-
て

-
る
ふ

-
じ
｡
自
分
や
歩
か
ん
ぐ
I
と
ぅ

-
'

ち
血

4

め
-

し

牛
ぬ
角
ん
か
い
乗
や
-
な
か
い
'
神
様
ぬ
前
ち
ゃ
-
と
う
､
直
ぐ

ち
血

め
-

し

め
-

と
う

角
ぬ
前

か
ら
､
直
ぐ

コ
ン
み
か
ち
前

か

い
飛
ん
じ
き
ぐ
と
ぅ
｡

ん
-

だ

-
､
神
様
や
う
れ

-
見
ち
ぇ

-
ね

-
ん
ど
う
あ
-
と
ぅ
'

いち
は

えんち◆

｢
一
番

の

-
～
-
ぬ

鼠

｣

え
ん
ち
●

に
-
う
しとうら

士や-

で

い
や
ー
な
か
い
.
あ
ん
し
ぇ
-
鼠

'

子
丑
寅
.
あ
ん
せ
-
描

ば
4

や
番
ん
け

-
人
ら
ん
｡

｢
い
や
ー
や
オ
ミ

ッ
ー
!
｣

ん
で
い
言
や
つ
た
-
と
う
､
な

I
t
う
れ

-
十
二
ん
ち
決
ま
と

1

土や-

-
と
､つ
､
猫

や
い
っ
ペ

1
-
さ
み
ち
'
あ
ん
さ

I
に
､

え

んち
●

JN

｢
か
ん
そ

-
る
鼠

な
か

い
負

き
て

い
ね

-
ら
ん
｡

ワ
ジ
ワ
ジ

-

く

ゎ
う
ま
が

ゆ

ぐ
と

う

e

t'ん

え
ん
ち
●

し
な
ら
ん
-
と
う
'
子

孫

ん
'
寄

し
言

L
t
遺

言

し
､
な
'
鼠

'L,土

が
って.ん

な

か

い
編

さ

っ
と

1
-
と

ぅ
'
合

点

な
ら
ん
ぐ
と

､つ
'

い

っ

く
わ
う士が

ち
ゃ-

い

あと
ぅ

e
-

た
-
子
孫

ぬ
達
'
生
ち
み
と
ぅ
と
う

-
ま
'
後

'

い
ち
ぬ
世
ま

え
ん
ち
●

ん-

く

え1
く
る

で

い
ん
､
-
ぬ
風

見

じ

-
ね

-
喰

殺

し
ょ

-
｣

JH

や-

え
ん
ち

●く
b

ん
で

い
｡
あ
ん
さ

I
に
'
猫

が
鼠

喰

い
る
-
と
ぅ
な
た
ん
で

く

に
-うし
とうら-

は
.)

よや-

い
-
｡
此
り
が
'
子
丑

寅

ぬ
始
ま

い
ん
で

い
｡
あ
ん
さ

I
に
猫

ふ

んと
-‡
や
-

や
ん

っ
ち

ぇ

-
ね

-
ん
.
本

当

猫

や
て

-
る
ふ
-
じ
や
し
が
'

え
ん
ち
●

だJM

はなし-

人
ら
ん
で

い
｡
鼠

な
か
い
編

き

っ
た
ん
で

い
｡
う
ぬ

話

か
ら
'

ま
や
-

え
ん
ち

●く
ゎ

く
と
う

はなしl

猫

や
鼠

喰

い
ん
で

い
る
事

ま
で

い
発
展
そ

-
る

話

｡

｢
一
番
は
'
こ
の
鼠
だ
｣

と
言

っ
た
｡
そ
れ
で
鼠
が
十
二
支
に
入

っ
た
｡
そ
う
し
た
ら
､
猫

は
番
に
入
ら
な

い
｡

｢あ
ん
た
は
除
外
!
｣

と
言
わ
れ
た
か
ら
'
も
う
'
こ
れ
は
十
二
と
決
ま

っ
て
い
る
か
ら
'

猫
は
と

っ
て
も
怒

っ
て
'
そ
う
し
て
'

｢
こ
の
よ
う
な
鼠
に
負
け
て
し
ま

っ
た
｡
腹
立
た
し
-
て
た
ま
ら

な

い
か
ら
'
子
孫
に
教
訓
し
て
'
遺
言
し
て
'
も
う
鼠
に
編
さ
れ

て
い
る
か
ら
'
合
点

い
か
な

い
か
ら
'
お
ま
え
た
ち
の
子
孫
た
ち

が
､
生
き
て
い
る
限
り
'
後
の
'

い
つ
の
世
ま
で
も
'
こ
の
鼠
を

見
た
ら
喰

い
殺
し
な
さ

い
よ
｣

と
言

っ
た
｡
そ
れ
で
'
猫
は
鼠
を
喰
う
こ
と
に
な

っ
た

っ
て
｡
こ

れ
が
十
二
支

の
始
ま
り

つ
て
｡
そ
れ
で
猫
は
入

っ
て
い
な

い
｡
本

当
は
猫
が

〔十
二
支
に
入
る
は
ず
〕
だ

っ
た
よ
う
だ
が
'
入

っ
て

な

い
っ
て
'
鼠
に
崩
さ
れ
て
｡
こ
の
話
か
ら
'
猫
は
鼠
を
喰
う
と

い
う
こ
と
ま
で
発
展
し
て
い
る
と
い
う
話
だ
｡
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十二支由来

注

①
小
那
覇
ブ
-
テ
ン

(舞
天
)

･
･
･
小
那
覇
全
孝
｡
戦
後
'
嘉
手
納
よ
り
石
川

へ
移
住
｡
本
職
は
歯
医
者
だ
が
､
小
那
覇
ブ
t
テ
ン

(舞
天
)
の
芸
名

で
寸
劇
'
漫
談
な
ど
を
行
う
'
琉
球
芸
能
の
達
人
で
あ

っ
た
｡
そ
の
活
動
は
戦
後
の
打
ち
沈
ん
だ
人
々
に
笑
い
と

ユ
ー
モ
ア
で
生
き
る
希
望
を
与
え
'
心
を
慰
め
た
と
の
こ
と
｡
ま
た
､
演
出

･
演
技
指
導
な
ど
も
こ
な
し
玄
人
以

上
の
芸
人
だ

っ
た
と
い
わ
れ
る
｡

②
ウ
コ
ー
ル
ぬ
話

･
･
･

｢犬
の
足
｣
の
話
の
こ
と
｡

③
十
二
支

･
･
･
子

･
丑

･
寅

･
卯

･
辰

･
巳

･
午

･
未

･
申

･
酉

･
戊
･

亥
の
十
二
の
名
｡
昔
､
時
刻
や
方
角
'
ま
た
'
十
干
と
組
み
合
わ
せ
て
年
や

日
を
あ
ら
わ
し
た
｡

④
嘉
手
納

･
･
･
沖
縄
本
島
中
部
の
西
海
岸
に
面
し
､
那
覇
か
ら
北

へ
二
三
キ

ロ
の
地
点
に
位
置
す
る
｡
戦
後
は
総
面
積
の
八
五
パ
ー
セ
ン
-
が
米
軍
に

接
収
さ
れ
'
巨
大
な
軍
事
基
地
が
建
設
さ
れ
た
｡

平
成
二
年
八
月
二
三
日

宜
保
勝

･
宮
平
聴
取

大
川
清
子
翻
字

↑
165
A
S

匿

か
i
Jさ

犬
と
猫
が
敵

で
あ
る
の
は
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
'
猫
は
ね
､

に

う
く

眠
ん
じ
ゃ
-
な
か
い
'
遅
り
や
-
な
か
い
｡
あ
る
神
様
が
ね
'

｢今
日
は
あ
の
'
あ
れ
を
付
け
る
か
ら
早
-
い
ら

っ
し
ゃ
い
｣

と
言

っ
て
ね
'

｢私
は
足
が
早
い
か
ら
す
ぐ
行
け
る
｣

に

ん

に

ん

え
-
か

と
言

っ
て
'
あ
ん
L
t
眠

と

-
て

い
､
眠

と

-
る
間

ね

I
～
あ

さち

う
く

ま
-
､
む
る
先
な
て
い
｡
さ
-
い
'
あ
ん
さ
1
-
れ
-
遅
り
て
い

ん
'
十
二
ま
で
い
る
あ
ん
で
い
し
え
ー
や
｡
十
二
支
だ
か
ら
｡
十

中
の
町

町
田
宗
勇

(大
正
六
年
七
月
二
五
日
生
)
森
根

か
i
JJt
I

犬
と
猫
が
敵

で
あ
る
の
は
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
'
猫
は
眠

て
い
て
'
遅
れ
た
か
ら

っ
て
｡
あ
る
神
様
が
ね
'

｢今
日
は
動
物
の
順
番
を
付
け
る
か
ら
早
-
い
ら

っ
し
ゃ
い
｣

と
言

っ
た
ら
ね
'
猫
は
､

｢私
は
足
が
早
い
か
ら
す
ぐ
行
け
る
｣

と
言

っ
て
'
そ
う
し
て
'
眠

っ
て
い
た
か
ら
'
眠

っ
て
い
る
間
に
'

み
ん
な
は
先
に
行

っ
て
し
ま

っ
た
｡
そ
れ
で
'
猫
は
遅
れ
て
行

っ

て
ね
｡
十
二
支
は
十
二
番
目
ま
で
し
か
な
い
で
し
ょ
う
'
十
二
支
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十二支由来

ん

二
ま
で
い
る
あ
ぐ
と
う
｡
う
れ

-
十
三
に
行

じ
ぇ
-
る
ば

-
て
｡

も
の

し

あ
ま
う
て
-
門
お
閉
ま
や
-
な
か
い
人
ら
ら
ん
｡
寝
坊
し
て
か
ら

間
に
合
わ
な
か

っ
た
さ
'
門
は
閉
め
ら
れ
て
｡

あ
の
'
鼠
と
ね
'
牛
と
｡
鼠
は
先
な

っ
て
い
る
さ

-
ね
｡
ど
う

し
て
か
'
あ
れ
分
か
る
～
｡
鼠
は
知
恵
が
あ
る
か
ら
牛
の
背
中
に

乗

っ
て
行

っ
て
､
そ
こ
で
ね
'
門
に
来
た
ら
ね
'
飛
び
下
り
て
先

に
-
スノし

な

っ
て
'
あ
ん
L
か
ら
子
丑
と
｡
本
当
は
牛
が

一
番
だ

っ
た
ん
で

あ

っ

ぬ

す
が
'
う
れ

-
､
歩

ち
ゅ
る
え

ー
か
､
う
り
ん
か
い
乗
や
-
な
か

と
ぅ

とう

さ
ち

い
'
う
ま
ん
じ
飛
ん
じ
ゅ
し
ぇ
I
や
｡
飛
ん
じ
ゅ
ん

-
さ

-
先
な

す
｣丁

い
し
ぇ
-
｡
あ
れ

ー
'
知
恵
し
進
で
-
る
ば

-
て
｡
楽
さ
-
ん
か

さ
ち

とぅ

い
あ
ま
ん
じ
先
な
て
-
る
ば

-
て
｡
う

っ
飛
ん
じ
ゃ
-
ん
か
い
｡

だ
か
ら
｡
こ
れ
は
十
三
番
目
に
行

っ
た
わ
け
ね
｡
そ
う
し
た
ら
'

向
こ
う
で
は
門
が
閉
ま

っ
て
入
れ
な

い
｡
猫
は
寝
坊
し
て
か
ら
間

に
合
わ
な
か

っ
た
さ
'
門
は
閉
め
ら
れ
て
｡

鼠
と
牛
と
で
は
'
鼠
が
先
な

っ
て
い
る
さ
あ
ね
｡
そ
れ
は
ど
う

し
て
か
分
か
る
か
｡
あ
れ
は
'
鼠
は
知
恵
が
あ
る
か
ら
牛
の
背
中

に
乗

っ
て
行

っ
て
ね
'
そ
う
し
て
門
に
来
た
ら
飛
び
下
り
て
先
に

ね

入ノし

な

っ
た
か
ら
ね
｡
そ
れ
で
子

･
丑
と
な

っ
た
｡
本
当
は
牛
が

一
番

だ

っ
た
ん
で
す
が
'
鼠
は
歩
-
よ
り
は
牛
に
乗

っ
て
い
っ
て
､
そ

こ
で
飛
び
降
り
て
い
る
さ
あ
ね
｡
飛
び
降
り
た
ら
先
に
な
る
で
し

ょ
う
｡
猫
は
知
恵
で
進
ん
で
い
る
わ
け
ね
｡
楽
し
て
行

っ
て
向
こ

う
で
飛
び
降
り
て
'

一
番
先
に
な

っ
て
い
る
わ
け
ね
｡

平
成
二
年
八
月
二
三
日

加
島
三
史

･
平
田
明
子
聴
取

大
川
清
子
翻
字

↑
162
A
7
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十二支由来

27

諸
兄
里

宮
島
真
良

(大
正
四
年

一
一
月

一
九
日
生
)
諸
兄
里

り
こ
-
な
む
ん

〔十
二
支
の
順
番
を
決
め
る
の
で
'
動
物
を
〕
集
め
て
-
だ
さ
い
と
い
う
意
味
だ
よ
｡
牛
が
利

口

者

だ
は
ず
よ
｡
ま
た
'
牛
が

一
番
や

っ
た

で
す
よ
'
初
ま

い
は
ね
'
集
ま
る
の
が
て
｡
だ
が
､
そ
の
上
に
'
耳
に
と
い
っ
た
か
ね
'
ど
こ
か
覚
え
て
な
い
が
よ
'
鼠
が
お

っ
た
ら
し
い
よ
｡

に
-

こ
の
王
様
の
前
行

っ
た
ら
'
ピ

ョ
ン
と
飛
び
下
り
て
'
こ
れ
が

一
番
な

っ
た
ら
し
い
で
す
｡
そ
れ
で
'
子
'
鼠
か
ら
牛
に
初
ま

っ
た
ら
し
い
で

す
よ
｡
初
め
I
や
'
牛
が

一
番
行

っ
た
ら
し
い
よ
｡
牛
の
背
中
に
鼠
が
乗

っ
て
お

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
｡
こ
れ
､
こ
の
あ
る
王
様
の
前
に

行

っ
た
ら
､

｣L-ー

こ
れ
は
飛
び
下
り
る
か
ら
､
鼠
が

一
番
な

っ
た
｡
そ
れ
か
ら
'
子
か
ら
始
ま

っ
て
'
丑
と
い
う
話
は
'
ち
ゃ
ん
と
あ
り
ま
す
ね
｡

平
成
二
年
八
旦

九
日

平
識
美
恵
子

津
嘉
山
朝
昭

･
平
良
美
夏

･
新
城
美
恵
聴
取

･
香
村
夏
子
翻
字

↑
105
A
7

山
里

稲
嶺
盛
英

(明
治
四
三
年
二
月

一
〇
日
生
)
山
里

本
当
は
'

え
と

牛
が
ね
'

一
番
な
る
こ
と
で
あ

っ
た
ら
し
い
ん
だ
が
ね
｡
こ
れ
私
'
大
阪
で
開
い
た
ん
だ
が
ね
｡
何
で
鼠
が
､
干
支
の

一
番
に
な

っ
た
か
い
う
た
ら
ね
｡
鼠
は
ち
ょ
う
ど
'
干
支
の
順
番
を
決
め
る
'
言
え
ば
役
所
だ
ね
｡
役
所
の
入
り
口
に
'
鼠
は
牛
の
背
中
に
乗

っ
て
'
で
'

そ
の
入
り
口
に
釆
た
ら
'
牛
か
ら
は
飛
ん
で
先
に
入

っ
た
か
ら
ね
､
鼠
は
｡
そ
れ
で
'
鼠
は
干
支
の

一
番
に
な

っ
た
と
い
う
話
開
い
た
ん
だ
｡

言
え
ば
'
干
支
の
順
序
を
決
め
る
役
所
の
入
り
口
ま
で
は
鼠
が
牛
の
背
中
に
乗

っ
て
行

っ
て
'
そ
れ
で
入
り
口
な

っ
た
ら
飛
ん
で
'
先
入

っ
た

に

も
ん
だ
か
ら
ね
'
だ
か
ら
子
'
鼠
が

一
番
､
牛
が
二
番
に
な

っ
た
と
い
う
よ
う
だ
｡
な
ん
で
虎
が
三
番
目
な

っ
た
と
か
は
'
そ
れ
は
も
う
知
ら

な
い
｡
虎
は
分
か
ら
ん
が
ね
｡
ま
た
､
な
ん
で
猫
が
入

っ
て
な
い
か
と
い
う
の
も
'
ち
ょ
っ
と
こ
れ
は
分
か
ら
ん
さ
あ
ね
え
｡

平
成
三
年
八
月

一
七
日

新
垣
良
子

･
輿
那
嶺
昭
郎
聴
取

石
川
小
百
合
翻
字

↑
197

A
6



十二支由来

山
里

伊
佐
安
弘

(明
治
四

一
年
六
月
八
日
生
)
白
川

28

か

み

さ

ん

こ
の
'
神

様

か
ら
で
し
ょ
う
ね
､
｢集
ま
れ
｣
と
い
う
指
示
が
あ

っ
て
｡
で
､
や

っ
ぱ
り
､
十
二
支
を
作
ら
ん
が
た
め
だ

っ
た
で
し
ょ
う
ね
｡

ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
に
'
い
つ
も
猫
が
追
い
つ
-
鼠
ね
'
こ
れ
は
も
う
'
猫
を
恐
れ
て
'
牛
の
背
中
に
乗

っ
て
ね
'
集
合
し
た
ら
し
い
で
す
よ
｡

ね

ね

ー

あ
の
集
ま
る
場
所
で
集
合
し
て
'
牛
の
背
中
か
ら
す
ぐ
'
先
に
飛
び
下
り
た
か
ら
'
二

番
は
〕
子

に
な

っ
て
お

っ
た
｡
鼠
は
子

で
し
ょ
う
｡

あ

らあ
ち

そ
れ
で
'
鼠
が

一
番
最
初
､
牛
が
二
番
な
ん
だ
｡
そ
の
話
を
'
粗

粗

聞
い
た
ん
で
す
｡
う
ち
は
も
う
'
お
祖
父
さ
ん
'
お
祖
母
さ
ん
が
そ
う
い

う
話
を
し
よ

っ
た
か
ら
'
そ
う
聞
い
た
｡

だ
か
ら
'
十
二
支
の
中
に
猫
入

っ
て
な
い
の
は
ね
'
鼠
が
猫
を
怖
が
る
か
ら
だ
ね
｡
〔鼠
は
〕
牛
に
乗

っ
て
､
先
に

〔行

っ
た
か
ら
'
十
二

ね
-

支
の
初
め
は
〕
子
な

っ
た
で
し
ょ
｡
で
'
そ
れ
で
ち
ょ
う
ど
'
十
二
支
の
い
っ
ぱ
い
な

っ
て
お
る
か
ら
'
猫
は
入
ら
な
い
と
｡
そ
の
意
味
で
'

ばなし-

そ
れ
を
憎
ん
で
ね
'
今
で
も
猫
は
鼠
を
追
い
回
す
ら
し
い
と
い
う
話
を
聞
か
さ
れ
た
ん
で
す
よ
｡
怨
み

話

聞
い
た
｡
怨
み
を
持

っ
て
お
る
話
｡

平
成
二
年
八
月
二

言

平
識
美
恵
子

･
津
嘉
山
朝
昭
聴
取

石
川
小
百
合
翻
字

↑
137
A
5



兎と亀

29

豊

川

平
田
盛
永

(明
治
四

一
年
六
月
六
日
生
)
登
川

4

兎
と
亀

か
-
み

-

i
,
に

そ

こ

た

-

さ
ち

兎
と
亀

と
ぅ
谷

底

ん
か
い
'
誰

が
が
先

な

い
ら

-
競
走
さ
ん

か-み

さ
ち

う
さ

げ
か

んな

で
い
L
が
｡
あ
れ
ー
亀
や
先
な
と
-
た
ん
で
い
L
が
｡
兎

.

ぇ
必

ぐゎ-

う

ん

か
-
み

-

じ
道
か
ら
'
道
小

か
ら
降

り
て

い
行

じ
L
が
､
亀

や
'
足
も

し

っ

ぽ

む

る

な
-

か

尻

尾

も
'
頭
ん
全

部

か
ん
､
-
ぬ
中

ん
か
い
ち

い
つ
-
み
や
I

ん

か
-
み

さ

ち

に
'
け
-
流
り
て

い
､
け
-
渡
て
い
行

じ
ゃ
ぐ
と
ぅ
'
亀

や
先

な
と
-
た
ん
で
い
｡
あ
ん
さ
-
と
う
､

｢
い
や
ー
や
'
あ
ん
し
､
難
し
い
む
ん
や

っ
さ
I
L

ん
で
い
し
え
ー
'
難
し
い
､
六
つ
'
ム
ツ
カ
タ
シ
ー
ム
ン

〔六
つ

隠
し
者
〕
'
尻
尾
と
'
頭
'
足
が
四
つ
で
､
六
つ
な
る
わ
け
｡
あ

ん
さ
I
t

そ
の
難
し
-
む
ん
で
い
し
え
ー
う
り
か
ら
出
じ
と
-
ん

で
い
｡

兎
と
亀
が
'
誰
が
先
に
谷
底
に
着
-
こ
と
が
で
き
る
か
競
走
し

た
そ
う
だ
｡
そ
し
た
ら
'
亀
が
勝

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
ね
｡
兎

は
必
ず
ち
ゃ
ん
と
し
た
道
か
ら
降
り
て
行

っ
た
ら
し
い
が
'
亀
は

足
も
尻
尾
も
頭
も
み
ん
な
'
こ
の
よ
う
に
全
部
甲
羅
の
中
に
押
し

込
ん
で
'
滑
り
降
り
て
行

っ
た
の
で
'
亀
が
先
に
な

っ
て
い
た
ん

だ

っ
て
｡
そ
う
し
た
も
ん
だ
か
ら
'
〔兎
が
〕

｢あ
な
た
は
難
し
い
者
だ
ね
｣

と
言

っ
た
｡
と
'
い
う
の
は
'
ム
ツ
カ
タ
シ
ー
ム
ン

〔六
つ
隠
し

者
〕
'
尻
尾
と
頭
と
足
が
四
つ
で
'
六
つ
に
な
る
わ
け
｡
亀
が
そ

の
六
つ
を
隠
し
た
こ
と
か
ら
難
し
い
と
い
う
言
葉
が
で
き
た
と
い

1つ
○

昭
和
六
〇
年
八
月
二
六
日

辺
土
名
初
美
聴
取

宜
保
勝
翻
字

T
15
A
16



猿蟹合戦

5

猿
蟹
合
戦

30

□

古
謝

金
城
異
良

(明
治
四

〇
年
七
月

一
四
日
生
)
美
里

さ

-
ら
-

む

っ

に
じ

柿

の
種
え
猿

が
持

ち
ょ
-
る
ば

-
て
-
あ
れ

ー
｡
ま
た
､
撮

め
し

か
に
む

っ

さIるI

り
くち

い
-

り
飯

え
蟹

ぬ
持

ち

ょ

-
る
ば

-
て

-
｡

猿

や
理
屈

え

ー
上
を

や

I
に
､

に
じ

め
し

け
-

｢
で
い
I
t
う
ぬ
握
り
飯
と
ぅ
､
-
ぬ
柿
ぬ
種
と
ぅ
換
ら
｣

汁-

か
け

-

い-

ん
で

い
ち
よ
｡
換

た
-
と
､つ
'
柿

え
植
た
-
と
う
'
な

い
な

い

に'J

め
し

カ

ね
-

し
ぇ
-
や
｡
握
り
飯
え
'
う
ち
食
で
1
-
と
ぅ
無
ら
ん
な
と

-
し

が
に

ぬぷ

え

ー
｡
あ
ん
さ
-
と
ぅ
､
う
ぬ
'
な
い
な
と

I
L
が
'
蟹
の
-
登

ゆ
-
さ
ん
｡
う

ー
じ
ま
で
い
'
ま
た
さ

-
ら
な

い
｡
う
ん
ビ

ー
し

さ-ら
-

く

わ

お

-む
の

か
に

く-

ぇ
I
へ
猿

ぬ
う
ち
ゅ
喰

て
い
'
青

物

お
投
ぎ
て

い
'
蟹

ぬ
甲

や
､

く
'i,

くん

ど

ばち

砕
ち
ぇ
-
う

い
し
｡
今

度

お
'
う
り
が
罰

と
ぅ
L
t
栗
ん
で
い
L

>

ちゃ-

さ-ち-

ひ
-

が
出
じ
て
い
釆

に
'

猿

が
火
な

っ
-
み
-
ね

-
'
釜
ぬ
中
ん
じ

一亡--令

ち
ょ
-
て

い
破
裂
L
t
火
傷
L
t
猿

ぬ
.
あ
ん
し
ん
'
な
I
や

う-し

い
て

ん"レA
1う

lサて

ま
た
う
ぬ
'
白

ん
で

い
L
が
'
ま
た
'
天

井

か
ら
落

て

い
ち

さ-一〇-

や

I
に
､
首
う
す
て
い
'

猿

い
じ
み
て
い
-
う
ん
ぐ
と
ぅ
-
さ

ん
で
い
さ
｡

し
-

う
れ
し

私
が

一
年
生
の
時
の
本
に
あ
た
ん
ば

-
｡
だ
か
ら
'

さ-る

り
くち
む
ん

猿
は
理
屈
な
者
｡

平
成
二
年
七
月
六
日

柿
の
種
は
猿
が
持

っ
て
い
る
わ
け
さ
'
柿
の
種
は
｡
ま
た
'
握

り
飯
は
蟹
が
持

っ
て
い
る
わ
け
さ
｡
猿
は
ず
る
賢
い
の
で
'

｢ね
え
'
こ
の
握
り
飯
と
柿
の
種
と
を
交
換
し
な
い
か
｣

と
言

っ
て
換
え
た
｡
柿
は
植
え
る
と
実
が
な
る
で
し
ょ
う
｡
握
り

飯
は
食

べ
て
し
ま

っ
た
の
で
な
-
な

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
し
｡
そ

う
し
た
ら
'
そ
の
柿
は
実
を

つ
け
た
の
だ
が
'
蟹
は
木
に
登

っ
て

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡
猿
に
頼
む
と
猿
は
木
の
て

っ
ぺ
ん
ま
で

さ

っ
さ
と
登

っ
て
､
熟
し
た
も
の
は
猿
が
さ

っ
さ
と
食

べ
て
し
ま

い
'
ま
だ
熟
し
て
な
い
青
い
も
の
は
投
げ
て
'
蟹
の
甲
羅
を
砕
い

た
り
し
た
｡
す
る
と
'
猿
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
罰
と
し
て

栗
が
出
て
来
て
'
猿
が
火
の
中
に
乗
を
投
げ

つ
け
る
と
'
栗
は
窯

の
中
で
は
じ
け
て
猿
は
火
傷
を
し
た
｡
そ
れ
で
も
'
さ
ら
に
臼
が

ま
た
'
天
井
か
ら
落
ち
て
来
て
､
首
を
お
き
え

つ
け
猿
を

い
じ
め

た
｡
そ
ん
な
ふ
う
に
猿
を
懲
ら
し
め
た
ん
だ

っ
て
さ
｡

こ
の
話
は
私
が

一
年
生
の
時
の
本
に
の
っ
て
い
た
の
で
'
そ
れ

で
こ
の
話
を
知

っ
て
い
る
ん
だ
よ
｡
だ
か
ら
猿
は
ず
る
賢

い
｡

輿
座
範
秋

･
富
里
秀
樹

･
仲
宗
根
広
恵

･
稲
嶺
悦
子
聴
取

宜
保
勝
翻
字

T
86
A
8



逃げ遅れた蟹

31

泡
瀬
第

l

普
久
原

幸

(大
正
五
年
三
月
五
日
生
)
泡
瀬

6

逃
げ
遅
れ
た
蟹

鼠
と
蟹
と
ね
t
と
に
か
-
何
か
あ

っ
た
ら
ね
'
誰
が
早
-
逃
げ
る
か
と
い
う
あ
れ

〔話
〕
で
ね
､
蟹
は
自
分
が
早
-
で
き
る
と
言
う
L
t
ま

た
鼠
は
わ
-

はや

｢私
が
る
速
-
な
い
る

〔私
の
方
が
速
-
で
き
る
〕
｣

と
い
う
あ
れ
で
､
喧
嘩
し
た
は
ず
ね
え
｡

が
に

そ
れ
で
ね
'
鼠
は
馬
が
逃
げ
て
き
た
か
ら
'
鼠
は
す
ぐ
'
石
の
石
垣
の
穴
に
入
っ
て
し
ま

っ
て
'
こ
の
蟹
ぐ
わ
ー
ね
'
穴
掘
る
か
ら
へ
穴
掘

る
ま
で
に
馬
が
き
た
か
ら
'
馬
に
踏
ま
れ
た

っ
て
｡
だ
か
ら
'
あ
れ

〔蟹
を
〕
鼠
が
見
て
ね
'

｢
シ
ッ
タ
リ
ガ
ニ
グ
ヮ
-

シ
ッ
タ
リ
ガ
ニ
グ
ヮ
-

〔
い
い
気
味
だ
､
い
い
気
味
だ
〕
｣

っ
て
言

っ
て
い
た
｡

あ
あ
､
こ
ん
な
話
あ

っ
た
ね
え
'
昔
は
.

平
成
五
年
三
月
五
日

宮
城
昭
美
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
95
B
1



猿の生肝

7

猿
の
生
肝

32

知
花

鳥
袋
盛
保

(明
治
三
七
年

一
一
月
二
六
日
生
)
知
花

か
た
ぐ
わ-

い
っ

く
ぷ

か

か
た

か
ん
L
t
型
小

ぬ
入
ち
窪
ビ

ー
し
え

ー
食
ま
り

-
L
が
'
型

ぐ
わー

い

か

は

なし

ち

小

ぬ
人

ら
ん
し
ぇ
-
食

ま
ら
ん
で
い
ぬ
請

え
聞

ち
ぇ
-
ん

I
だ

く

tl

く
ば

か

に
｡
か
ん
し
窪

ビ
ー
ん
よ
｡
ま
じ
､
窪

む
ん
ぬ
ん
に
-
食

ま
り

I

う

て-
げ

-
わ

った
-
う

や

L
が
居

い
が
す
ら

1
㌧
大

概

私

親

ぬ
ち

ゃ
-
時
代
ま
で
-
ビ

ー
'

ん

4

-

う
ん
な
海
け

-
行

じ
ゃ
い
何

さ
い
す
る
ば

-
ん
で
I
や
て
い
ん
'
ま

か

-

がに

がい

う

)N

く

ぷ

た
川

ぬ
蟹

や
て

い
ん
'
蟹

や
て

い
ん
､
ん
な
其

所

あ
窪

ビ
ー
ん
よ
｡

は
な
し

が

に

あ
ざ

あ

し

あ
ん
さ

I
に
う
ぬ
話

､

え
'
蟹

え
陸

う
て

い
ん
､
ゆ

-
遊

ぶ
-

あ

っ

はなし-

と
ぅ
'
馬
ぬ
け

-
歩

ち

ゃ
-
に
で
い
る

話

ん
あ

い
や
す
L
が
'

はなし-

ま
た
別
の

話

ん
'
あ
し
ぇ

-
ん
で
い
ね

-
0

海
ぬ
'
龍
宮
ぬ

王
様

ぬ
病
気
さ
ら
I
に
'

･私
ね
-
な
-
,

削
ぬ
仰
チ
ム
シ
ぬ
,
生
肝
呉
り
わ
る
治

い
L
が
,

わ
ん

いち
じb
JKl

の
I

た
-
誰
が
な
'
ち
ば
て

い
と
-
ら
さ
ん
な

-
｣

あ
ざ

ん

ん
で
い
ち
.
だ

-
う
れ

-
海
ぬ
イ
チ
ム
シ
ぬ
'
陸

ん
か
い
出
じ

-

ね

-
死
に
-
る
す
さ
に
ん
｡
あ
ん
-
と
ぅ
な
ら
ん
し
ぇ
-
｡
な
ら

ん
ぐ
と
ぅ
要
求
ほ

-
る
ば

-
ど
う
や
い
ざ
さ
ん
ビ

ー
｡

が
に

あ
ん
す
-
と
ぅ
'
蟹

の
-
な

い
ん
で
い
る
-
と
ぅ
な
や

I
に
'

が

ね

あ

ぎ

蟹

え
陸

か
ら
ん
な

い
る
す
-
と
う
｡
行
ち

ゃ
I
に
さ
-
と
ぅ
､

こ
の
よ
う

に
'
〔蟹

の
背
中
に
〕
型
が
入

っ
て
窪
ん
で
い
る
の

は
食
べ
ら
れ
る
が
'
型
の
な
い
の
は
食
べ
ら
れ
な

い
と
い
う
話
を

聞
い
た
こ
と
は
な

い
か
｡
こ
ん
な
ふ
う
に
窪
ん
で
い
る
よ
｡
ま
ず
､

窪
ん
で
い
な

い
の
に
も
食
べ
ら
れ
る
の
が
あ
る
の
か
ど
う
か
｡
だ

い
た
い
私
た
ち
の
親
の
時
代
ま
で
は
'
海
な
ど
に
行

っ
た
り
す
る

場
合
で
も
､
ま
た
川
の
蟹
で
も
ほ
と
ん
ど
み
ん
な
窪
ん
で
い
る
よ
｡

そ
れ
で
こ
の
話
は
'
蟹
は
陸
で
よ
-
遊
ぶ
の
で
'
馬
が
蟹
の
背

中
の
上
を
歩

い
た
た
め
に
へ
こ
ん
で
い
る
と
い
う
話
も
あ
る
が
､

ま
た
別
の
話
も
あ
る
｡

海
の
､
龍
宮
の
王
様
が
病
気
に
な
ら
れ
て

｢私
は
も
う
'
陸
の
動
物
の
生
肝
を
食
べ
た
ら
治
る
の
だ
が
'
だ

れ
か
頑
張

っ
て
取

っ
て
き
て
-
れ
な

い
か
な
あ
｣

と
言
わ
れ
た
｡
そ
れ
と
い
う
の
も
'
海
の
動
物
が
陸
に
出
れ
ば
死

ぬ
で
し
ょ
う
｡
だ
か
ら
で
き
な

い
さ
あ
｡
そ
の
む
つ
か
し

い
こ
と

を
お
願

い
し
て
い
る
わ
け
ら
し
い
よ
｡
そ
う
し
た
ら
'
蟹
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
｡
蟹
は
陸
に
上
が
る
こ
と
も
で
き
る
わ

け
だ
か
ら
ね
｡



猿の生肝

さlるl

む

む

く
ゎ

猿

や
山
う
と

-
て

い
'
挑

む
と

-
て
い
喰

い
て
-
ぎ
さ
ぐ
と
､つ
､

■●
-

｢美
味
さ
ん
な

-
｣

ん
ち
ゃ

く
と
う
'

●l
-

｢美
味

さ
ん
｣

わ
に

カ

｢あ
ん
さ
ら
-
､
私

ん
け
-
食

ま
さ
ん
な

I
L

で
い
ち
ゃ
ぐ
と
ぅ
'

｢
お
-
｣さ
-
る
ー

が
に

む
も

さ

ん
ち
'

猿

ぬ
蟹
ん
け
t
t
桃
お
投
ぎ
て
い
呉
た
-
と
ぅ
'

あ
き

む
も

に')

む
も

ま
-

｢陸
ぬ
桃
お
'
あ
ん
し
苦
さ
る
｡
ぬ
I
が
海
ぬ
桃
お
'
美
味
き
ぬ

はなし-

ん

や
'
-

つ
た
と
の

話

や
あ
ら
ん
ビ

ー
｡
な

I
t

い
や
ー
が
行
じ

で
-
ど

し
む
る
む
ん
や
ろ
I
t
大
変
な
海
ぬ
果
物
ん
で
い
し
え
ー
'
ぬ
I

■-
-

や
て
い
ん
'
あ
ん
し
美
味
さ
ん
ピ
ー
｣

で
い
ち
ゃ
く
と
ぅ
'

あ

ん
モ

ー

｢
私

達

て
い
行
き
｣

ん

が

に

う

ふ
ぁ

ん

ん
ち
｡
行

じ
'
蟹

ぬ
背

負

さ
I
に
行

じ
ょ
-
る
ば
I
や
さ
｡
あ
ん

さ
く
と
う
,
だ

-
う
れ
し

漸

く
わ
し
-
ね

-
死
に
-
ね
I
な

-

いち
'J
も

う

ふ

ぁ

ん

生
肝
お
あ
ら
ん
-
と
ぅ
､
背

負

さ

I
に
行

じ
ょ
-
ぎ
さ
ん
｡

ち

な
-
や
が
て
い
着

ち
ゅ
ん
で
い
る
ば

I
に
'

あ
ぎ

む
む

｢
い
や
ー
や
な
し

い
ぇ
1
㌧
陸

に
桃

あ
り
は
'
き
ざ
に
あ
ん
と

う

さ-ら-血ち

ち

ぅ
思
む
て
い
､
編
き

っ
て
い
'

猿

命
で
い
切
り
る
｣

す
ば

ん
で
い
ち
'
側

ぬ
イ
チ
ム
シ
ぬ
あ
び
た
-
と
ぅ
'

そ
れ
で
､
蟹
が
陸
に
行
-
と
'
猿
は
山
で
桃
を
も
い
で
食
べ
て

い
た
か
ら
'

｢
お
い
し
い
ね
え
｣

と
聞
く
と
､

｢
お
い
し
い
｣

｢
そ
し
た
ら
'
私
に
も
食
べ
さ
せ
て
-
れ
ん
か
｣

と
お
願
い
す
る
と
'

｢
い
い
よ
｣

と
'
猿
が
蟹
に
桃
を
投
げ
て
あ
げ
た
か
ら
'

｢
陸
の
桃
は
な
ん
て
苦
い
ん
だ
｡
〔そ
れ
に
比
べ
て
海
の
桃
は
お

い
し
-
て
〕
こ
れ
と
は
話
に
も
な
ら
な
い
よ
｡
も
し
､
あ
な
た
が

行

っ
て
よ
い
の
な
ら
ね
'
海
の
果
物
と
い
う
も
の
は
ど
れ
を
と

っ

て
も
た
い
へ
ん
お
い
し
い
よ
｣
と
言

っ
た
の
で
'
〔猿
は
〕
'

｢私
を
連
れ
て
行

っ
て
｣

と
言

っ
た
｡
蟹
が
お
ん
ぶ
し
て
行

っ
た
わ
け
さ
｡
こ
れ
は
'
も
う
'

〔猿
を
〕
溺
れ
さ
せ
て
死
ん
で
し
ま

っ
た
ら
'
生
肝
で
は
な
-
な

る
か
ら
'
お
ん
ぶ
し
て
行

っ
た
わ
け
さ
｡

も
う
す
ぐ

〔龍
宮
に
〕
着
-
と
い
う
と
き
に
'

｢あ
ん
た
は
も
う
'
お
い
､
陸
に
桃
が
あ
る
な
ら
海
に
も
あ
る
と

思

っ
て
'
偏
さ
れ
た
猿
の
命
は
切
れ
て
し
ま
う
｣

と
'
側
に
い
た
動
物
が
言

っ
た
の
で
'
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｢
ぬ

-
ん
ち
､
あ
ん
言

い
が
｣

ん
で
い
ち
ゃ
く
と
､つ
'

いち
じむ

ち

●

-

｢
い
や
ー
な
生

肝

取
う
ら
り

1
-
と
ぅ
や
､

い
や
ー
､
今

日

ま
で

い
ど
ぅ
生
ち
ち
ょ
-
る
な

-
｡

い
や
ー
死
の
-
る
な

い
ん
ビ

ー
｣

さ
-
ら
-

た
く

さ

る

一り
え

で

い
ち

ゃ
-
と
う
､
猿

や
巧

ま

-
ま
ん
で

い
'
猿

知

恵

ん
ち
'

いち
じ
む

ゆ
-

｢
生
肝
ぬ
入
り
用
や
れ
I
や
'

い
や
ー
'

き
っ

さ
あ
ん
言
れ

I
t

わ
ね

む

ち
'-

わ
ん

むむ
ぎ

私
え
ー
持

っ
ち
釆

た
る
む
ん
ぬ
｡
私
ね

I
t
桃

木
な
け
-

下
ぎ

いち
')
む

ゆ
-

と
う

て
い
や
'

い
や
ー
'
生
肝
ぬ
入
り
用
や
ら

I
t
あ

ん
取
て
い
-
I

な
｣

ん
ち
ゃ
く
と
､つ
､

｢あ
ん
し
ぇ
-
､
あ
ん
し
｣

あ
ぎ

ん
で
い
ち
言
ち
ゃ
-
と
ぅ
'
ま
た
あ
ま
ん
じ
ぇ
-
'
陸

ぬ
イ
チ
ム

シ
ん
で
-
ぎ
さ
ビ

ー
'

う
ち

ちも

ふか

む

むどう

ち●-

が
に

｢
内

に
あ
る
肝

お
外

に
あ
ん
と
う
思

て

い
'
戻

て

い
来

る
蟹
ん

ち
ゃ
I
が
な

い
ら
｣

｢
ど
う
し
て
､
そ
､つ
言
う
の
か
｣

と
開
い
た
ら
'

｢あ
ん
た
は
も
う
､
生
肝
を
取
ら
れ
る
か
ら
､
あ
ん
た
は
今
日
ま

で
し
か
生
き
て
い
な

い
よ
｡
あ
な
た
は
死
な
な

い
と
い
け
な

い
ん

だ

よ
｣

と
言

っ
た
の
で
'
猿
は
知
恵
が
あ

っ
て
'
猿
知
恵
と
言
わ
れ
る
-

ら
い
な
の
で
'

｢
生
肝
が
必
要
な
ら
ば
'
あ
ん
た
'
先
に
そ
う
言
え
ば
私
は
持

っ

て
来
た
の
に
｡
私
の
生
肝
は
桃
の
木
に
下
げ
て
き
た
の
で
生
肝
が

必
要
な
ら
取

っ
て
釆
よ
う
か
｣

と
言

っ
た
ら
'

｢
そ
れ
な
ら
そ
う
し
て
-
れ
｣

と
言

っ
た
｡
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ま
た
､
向
こ
う
に
行

っ
た
ら
'
陸
の
動
物
が
と
い
う
が
ね
'

ん
ち
'
歌
や
さ
-
と
､つ
'
む
の

｢
い
や
ー
ぐ
と

-
る
者

お
'
ゆ
く
し

わ

そ

-

嘘

む
に

I
L
と
ぅ
､
私

ね

-
連

ち

ち
ぇ
-
は
や

-
｣

さ-ー○-

ん
ち
'
逃
ん
ぎ
た
ん
て
ん
'

猿

'
ぐ
る
は
る
あ
-
と
ぅ
'
ひ
ら
か
ら

く
ぷ

は

なし
-

と
う

す

い

は
な
し
-

は
I
に
る
あ
ん
し
け
-
窪

ピ
ー
ん
で
い
る
話

｡

年

寄

ぬ
話

｡

｢
内
に
あ
る
肝
を
外
に
あ
る
と
思

っ
て
'
戻

っ
て
-
る
蟹
は
ど
う

な
る
の
だ
ろ
う
か
｣

と
歌

っ
た

っ
て
｡

｢
お
前
の
よ
う
な
者
は
'
嘘
を

つ
い
て
私
を
連
れ
て
来
た
な
｣

と

〔猿
が
〕
言

っ
て
､
〔蟹
は
〕
逃
げ
よ
う
と
し
て
も
'
猿
は
速

い
の
で

〔蟹
は
〕
押
し

っ
ぶ
さ
れ
た
か
ら
'
こ
の
よ
う
に

〔背
中

が
〕
窪
ん
で
い
る
と
い
う
話
｡
年
寄
り
の
話
｡



猿の生肝

注

①
イ
チ
ム
シ

･
･
･
生
き
物
｡
動
物
の
意
味
｡

昭
和
六
〇
年

一
〇
月

二
二
日

下
田
博
美

･
辺
土
名
初
美
聴
取

山
城
綾
子
翻
字

T
22
A
10

吉
原

松
岡
俊
吉

(大
正
三
年

一
一
月
二
〇
日
生
)
宮
古

王
様
の
娘
が
病
気
し
て
'
こ
れ
を
治
し
て
-
れ
る
人
が
あ

っ
た
ら
娘
を
嫁
に
あ
げ
ま
し
ょ
う
と
'
布
令
を
発
し
た
わ
け
だ
な
あ
｡
村
の
人
々

み
ん
な
集
ま

っ
て
い
る
と
き
に
｡

｢私
の
娘
に
薬
を
持

っ
て
来
て
-
れ
る
人
に
娘
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
｣

と
う

は

ん
せ
い
モ
う

と
い
う
よ
う
な
条
件
で
ね
｡
そ
う
し
た
ら
'
も
う
､
あ

っ
ち
こ
っ
ち
み
ん
な
東

奔

西

走

し
て
'
資
料
を
集
め
て
'
話
を
開
い
て
'
何
が
い
い
か

と
｡そ

う
し
た
ら
'
あ
る
頭
の
い
い
人
か
な
あ
､
こ
れ
が
日
-
'

｢
こ
の
病
は
ど
う
い
う
病
か
と
い
う
と
ね
'
や

っ
ぱ
り
､
体
内
の
怪
我
だ
ろ
う
な
あ
｡
こ
の
病
に
は
'
猿
の
肝
を
取

っ
て
き
て
､
こ
れ
を
蒸
し

て
あ
げ
れ
ば
治
る
ん
だ
と
い
う
話
を
開
い
た
か
ら
'
そ
う
し
な
さ
い
｣

と
｡
そ
う
し
た
ら
'
も
う
'
猿
も
お
ら
ん
で
し
ょ
う
向
こ
う
に
は
｡
あ
の
離
れ
島
に
は
猿
は
い
る
ん
だ
と
｡

｢
じ
ゃ
あ
'
誰
が
ど
う
し
て
あ
そ
こ
ま
で
行
-
か
'
そ
の
猿
を
取
り
に
｣

と
言
う
わ
け
で
'
そ
こ
に
こ
の
猿
の
肝
を
取
る
と
い
う
の
が
'
こ
れ
は
ま
あ
'
人
間
が
蛸
に
変
わ

っ
た
か
知
れ
ん
け
ど
'
そ
の
蛸
が
､

｢私
が
行

っ
て
き
ま
す
｣

と

｡
｢猿
は
私
が
取

っ
て
き
よ
う
｣

と
｡
そ
し
て
'
そ
の
蛸
が
'
も
う
､
結
局
は
人
間
で
あ

っ
た
は
ず
だ
よ
'
物
の
言
え
る
｡
そ
し
て
'
そ
れ
が
'
離
れ
島
に
猿
の
肝
を
取
り
に
行
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猿の生肝

っ
た
｡
そ
う
し
て
'
上
が

っ
て
行

っ
た
ら
ね
え
'
ち
ょ
う
ど
'
大
き
な
木
に
猿
が
寝
て
い
る
と
い
う
｡

｢
お
猿
さ
ん
'
ち
ょ
っ
と
あ
ん
た
'
向
こ
う
の
王
様
の
所
に
遊
び
に
行
か
ん
か
｡
王
様
が
非
常
に
た
-
さ
ん
御
馳
走
作

っ
て
'
み
な
さ
ん
に
あ

げ
る
と
い
う
の
で
､
私
と

一
緒
に
行
き
ま
せ
ん
か
｡
私
の
背
中
に
乗
れ
ば
'
私
は
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
ら
､
そ
う
し
な
さ
い
｣

と
い
う
の
で
'
猿
は
喜
ん
で
'

｢
じ
ゃ
あ
'
行
き
ま
し
ょ
う
｣

と
い
う
こ
と
で
'
そ
の
猿
が
蛸
に
お
ん
ぶ
と
い
う
か
ね
ま
た
'
背
中
に
乗

っ
て

〔行

っ
た
)
｡
い
よ
い
よ
､
今
度
は
島
の
方

へ
た
ど
り
着
-
こ

ろ
だ
｡
や
が
て
着
こ
う
と
い
う
時
に
､

｢実
は
ね
猿
さ
ん
'
私
は
'
王
様
の
娘
が
病
気
で
'
こ
れ
を
治
す
に
は
ど
う
い
う
薬
が
い
る
か
と
い
う
わ
け
で
'
話
を
聞
い
た
ら
'
あ
な
た
の

肝
が

一
番
上
等
だ
と
い
う
話
に
な

っ
て
'
実
は
あ
ん
た
の
肝
を
取
る
た
め
に
連
れ
て
来
た
ん
だ
｣

と
｡
ま
た
そ
の
猿
も
負
け
て
い
な
い
よ
､

｢あ
あ
そ
う
で
し
た
ら
'
そ
ん
な
ら
向
こ
う
で
'
そ
う
言
え
ば
い
い
の
に
｡
ど
う
し
て
'
今
こ
こ
ま
で
来
て
か
ら
そ
ん
な
こ
と
言
う
か
｣

と
｡｢実

は
向
こ
う
に
忘
れ
て
来
た
の
'
肝
は
｡
あ
あ
'
そ
り
ゃ
あ
'
向
こ
う
で
話
し
て
お
け
ば
よ
か

っ
た
の
に
'
ま
た
肝
心
な
も
の
を
忘
れ
て
き

て
大
変
だ
｣

と
｡
結
局
ま
た
'

｢
じ
ゃ
あ
'
取
り
に
行
こ
う
｣

と
言

っ
て
｡
猿
を
ま
た
乗
せ
て
連
れ
て
行

っ
た
と
｡
そ

っ
た
ら
'
蛸
は
､

｢
は

い

'
は
い
｣

と
言

っ
て
'
登

っ
て
行

っ
た
ら
'
こ
の
猿
は
'

｢
こ
の
や
ろ
う
'
お
前
は
私
の
肝
を
取
ろ
う
と
す
る
の
か
｡
よ
し
'
お
前
の
肝
を
取

っ
て
み
せ
る
｣
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と
'
さ
ん
ざ
ん
叩
き

つ
ぶ
し
て
も
う
､
ク
シ
ャ
タ
シ
ャ
に
な
る
ま
で
'
そ
の
蛸
を
叩
き

つ
ぶ
し
た
｡
そ
の
た
め
に
蛸
は
あ
ん
な
な

っ
て
い
る
｡

さ
ん
ざ
ん
手
も
沢
山
出
て
'
あ
あ

い
う
ふ
う
に
な

っ
た
ん
だ
よ
う
｡

ヤ
フ
ニ
ャ
に
な

っ
て
'
手
も
み
ん
な
こ
ん
な
に
な

っ
た
と
｡
ま
あ
'
あ
ん
ま
り
叩
か
れ
た
た
め
に
骨
も
な
-
な

っ
て
'
そ
う

い
う
ふ
う
に
フ
ニ

こ
れ
も
面
白

い
話
さ
｡

平
成
二
年
三
月

二
二
日

平
良
真
也
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
71

B
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泡
瀬
第

一

普
久
原

幸

(大
正
五
年
三
月
五
日
生
)
泡
瀬

さIるI

はなし-

ちようど
う

猿

ぬ

話

す
た
し
が
'
猿
ぬ
｡

丁
度
'
王
様
ぬ
'

さ-ら-

いち
じ
む

いち
じ
む
と
う

か

の
-

｢
猿

ぬ
生
肝
や
'
生
肝
取
ち

っ
ち
食
で

い
ん
で
-
治
ゆ
ん
｣

き-i-

いち
じ
む
と
う

で

い
言
ち

ゃ
-
と
､つ
'
う
ぬ

猿

ぬ
生
肝
取

い
が
ん
ち
行
じ
ゃ
-

か

-み
-

や

さ-ち-ぐわ-

と
ぅ

'
う
ぬ
亀

行

ら
ち

ゃ
-
と
ぅ
'
あ
ま
う
と

-
て

い
猿

小

也

や
来

し
や
I
に
'

とうくるぐ
わ-

モ
ー

｢
で

い
か

-
､

い
い

所

小

ん
か
い
連
て

い
行
か
｣

い◆-

千
-

さ-
ち

-ぐ
わ-

で
い
言

に
､
達
て

い
ち
ゃ
-
と
う
や
､
う
ぬ
猿

小

ん
か
い
'
ち

はなし-

や
が
な

-
話

さ
-
と
ぅ
や
'

いち
.)
む
と
う

｢
い
や
ー
や
､
や
､
本
当
や
t
や
し

い
や
-
生
肝
取
や

-
に
や
､

う
り
す
ん
ち
る
や
ん
ピ

ー
｣

か-み-

ん
で
い
こ
の

亀

が
言
ち
ゃ
ぐ
と
､つ
'

わ
ん

いち
.)
む

わ
ん

｢あ
ん
し
ぇ
I
や
'
私
ね
I
や

1
㌧
う
ぬ
生
肝
お
や
'
私

ね

-
あ

)I)-ぐb-

いち
')む

わ
し

ま
に
'

木
小
ん
か

い
や
､
生

肝

お
忘

て

い
ち
ょ
っ
-
さ

-
｣

猿
の
話
を
し
て
い
た
ん
だ
が
｡
昔
'
王
様
が
ね
'

｢
猿
の
生
肝
を
取

っ
て
き
て
食

べ
た
ら
治
る
｣

と
言
わ
れ
た
の
で
'
そ
の
猿

の
生
肝
を
取
り
に
と
亀
を
行
か
せ
た

ら
'
向
こ
う
で
は
'
猿
を

〔亀
の
甲
羅
に
〕
乗
せ
て
'

｢
さ
あ
'

い
い
所
に
連
れ
て
行
こ
う
ね
｣

と
言

っ
て
連
れ
て
来
た
ん
だ
が
ね
､
こ
の
猿
に
釆
な
が
ら
'
話
を

し
た
ら
し

い
さ
'

｢本
当
は
ね
'
お
前

の
生
肝
取

っ
て

〔王
様
に
上
げ
よ
う
と
〕
し

て
い
る
ん
だ
よ
｣

っ
て
亀
が
言

っ
た
か
ら
'
猿
は
'

｢
そ
ん
な
こ
と
と
は
知
ら
な

い
か
ら
'
私
は
そ
の
生
肝
を
あ
そ
こ

の
木
に
忘
れ
て
き
て
い
る
さ
あ
｣

そ
う
'
こ
の
猿
は
知
恵
が
あ

っ
た
わ
け
｡
そ
う
し
て
'
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こ
の
猿
は
知
恵
が
あ

っ
た
わ
け
｡
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I
に
'

い
ち

')む

わ
し

と
ぅ

｢
生

肝

あ
ま
ん
か
い
忘

て
い
ち
ぇ
っ
さ

-
｡
ま
た
取
い
が
行
き
わ

る
や
さ
｣

と
ぅ

う

と
言

っ
て
ね
'
取
い
が
行
じ
ゃ
-
と
ぅ
'
あ
れ

ー
降
り
や

I
に
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｢
ア
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カ
ン
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I
L
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ば
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｡
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き
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行

か
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み
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む
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｡
あ
ん
さ

I
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さ
-
と
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'
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亀

や
戻

て

い
ち
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る

い

っ

や
-
と
ぅ
､
ぬ

-
ん
で
い
が
'
殺

き
り
や

I
に
､
う
ぬ
ヒ
バ
キ
入

はなし-

ち
ゃ
ん
で

い
ん
ビ
ー
や

-
ん
で
い
話

あ
た
ん
た
ん
｡

け
-

こ
の
勤
め
を
果
た
し
て
こ
れ
な
か

っ
た
わ
け
で
し
ょ
う
｡
帰
て

い
ち
ゃ
-
と
ぅ
'
そ
う
言

っ
て
い
た
と
も
言
う
し
ね
｡
ま
た
ね
'

た
く

た
こ

入
ノ

-し

蛸
ん
か

い
言
ち

ゃ
-
と
う
や
'
あ
ん
さ

-
'
蛸

お
ま
た
'
臼

ん

･{
ね

ね

-

か
い
'

い
ち
に

-
り
や
I
に
'
骨

え
無

ん
な
と

-
ん
'
ぬ

-
ぬ
ん

は

たーし-

で

い
う
ぬ
話

す
し
ぇ

I
や

-
｡
こ
れ
何
か
ら
開

い
た
か
ね

-
～

はなし

ぐわ-

う
ぬ
ふ

-
じ

-
ぬ
話

え
'
-
ぬ
話
中

っ
て
い
う

の
は
､
こ
ん
な

の
I
だ

っ
た
よ
昔
は
｡

｢
生
肝
忘
れ
て
き
て
い
る
さ
あ
｡
ま
た
取
り
に
行
か
な

い
と

い
け

な

い
｣

と
言

っ
て
ね
｡
取
り
に
行

っ
た
ら
､
猿
は

〔亀
の
背
中
か
ら
〕
降

り
て
か
ら
､

｢
ア
カ
ン
ベ
-
｣

を
亀
に
し
た
ら
し

い
さ
あ
｡
だ

っ
て
殺
さ
れ
に
行
か
な

い
さ
あ
ね

え
｡
そ
れ
で
'
こ
の
亀
は
戻

っ
て
来
た
た
め
に
'
や

っ
つ
け
ら
れ

て

〔甲
羅
に
〕
に
ヒ
ビ
が
入

っ
て
し
ま

っ
た
ん
だ
と
い
う
話
が
あ

っ
た
と
い
う
｡

亀
は
勤
め
を
果
た
せ
な
か

っ
た
わ
け
で
し
ょ
う
｡
そ
れ
で
戻

っ

た
た
め
に
あ
の
よ
う
に
な

っ
た
と
も
言
う
し
ね
｡
ま
た
ね
'
蛸
が

言

っ
た
か
ら
ね
'
そ
し
た
ら
蛸
は
臼
に
入
れ

〔鴇
か
れ
た
〕
た
た

め
に
骨
が
な
-
な

っ
た
と
い
う
ふ
う
な
話
も
す
る
し
ね
｡
こ
ん
な

話
何
か
ら
聞
い
た
か
ね
､冬

し
ん
な
た
ぐ

い
の
話
は
'
こ
ん
な
も
の

で
あ

っ
た
よ
昔
は
｡
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取

上
門
博
之
翻
字

T
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猿の生肝

園

室
川

新
城
安
平

(大
正
二
年
二
月
二
日
生
)
今
帰
仁
村

いく
上ワhV

猿
の
生
肝
や
な
'
こ
れ
知
恵
比
べ
や
な
｡
知
恵
比
べ
｡

龍
宮
城
の
王
様
が
､
魚
の
数
は
何
千
ゆ
う
て
あ
る
が
､
そ
れ
を
み
ん
な
集
め
た
わ
け
｡
そ
し
て
知
恵
比
べ
や
な
｡
海
で
生
活
し
て
い
る
の
で

陸
上
に
上
が
る
の
は
亀
さ
ん
し
か
お
ら
ん
さ
｡
亀
は
陸
で
生
ま
れ
て
海
に
帰
る
か
ら
｡
で
'
亀
さ
ん
が
選
ば
れ
た
わ
け
さ
｡
ま
'
知
恵
比
べ
し

た
ん
だ
な
｡

な
ま
')也

｢お
前
は
陸
に
行

っ
て
猿
の
生
肝
か
'
生
き
た
肝
臓
取

っ
て
こ
い
｣

と
言

っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
'
知
恵
比
べ
｡
で
'
こ
の
亀
さ
ん
浜
辺
に
上
が
っ
て
い
っ
た
ら
'
浜
の
側
で
ね
猿
が
木
に
上

っ
て
'
青
い
柿
を
取

っ

て
食
べ
て
た
わ
け
さ
｡

｢
こ
ん
な
青
い
柿
食
べ
ん
と
'
龍
宮
城
行
け
ば
ね
'
も

っ
と
熟
し
た
柿
も
た
-
さ
ん
あ
る
か
ら
行
こ
う
｣

と
｡｢そ

う
は
言

っ
て
も
私
は
泳
げ
な
い
の
に
｣

と
言

っ
た
ら
ね
'

｢私
の
背
中
に
乗
り
な
さ
い
｡
私
が
連
れ
て
行
-
か
ら
｣

言
う
て
｡

｢あ
'
そ
う
か
じ
ゃ
あ
'
そ
れ
な
ら
乗
せ
て
-
れ
｣

と
､
乗

っ
て
行

っ
た
わ
け
さ
｡
途
中
で
亀
さ
ん
が
､

｢お
前
'
私
に
廃
さ
れ
た
な
あ
｣

｢何
で
や
-
｣

っ
て
｡

｢お
前
'
龍
宮
城
に
木
な
い
の
に
'
柿
の
木
あ

っ
た
た
め
し
な
い
や
ん
か
｡
王
様
が
や
'
龍
宮
城
の
お
姫
さ
ん
が
'
お
前
殺
し
て
肝
臓
取

っ
て

39



猿の生肝

食
べ
な
か

っ
た
ら
病
気
治
ら
ん
て
言
う
か
ら
'
お
前
今
日
ま
で
の
命
だ
な
あ
｣

と
言
う
た
ら
な
あ
｡
猿
は
逆
に
考
え
た
ん
だ
な
あ
｡

｢あ
あ
'
そ
れ
な
ら
､
私
の
肝
臓
は
柿
の
木
に
忘
れ
て
あ
る
か
ら
､
じ
ゃ
あ
'
も
う

一
度
､
逆
戻
り
し
て
肝
臓
取

っ
て
こ
よ
､つ
｣

と
言
う
て
'
帰

っ
て
い
っ
た
｡
こ
の
猿
は
木
に
上

っ
て
か
ら
'

｢馬
鹿
や
ろ
う
｡
お
前
さ

っ
き
私
編
し
た
か
ら
､
今
度
私
に
お
前
編
さ
れ
た
の
だ
｣

青
い
柿
で
背
中
叩
か
れ
た
と
い
う
話
｡
ま
'
そ
ん
な
こ
と
も
あ

っ
た
か
も
知
ら
ん
｡
作
り
話
だ
ろ
う
な
｡

平
成
二
年

二

万

一
四
日

武
鴫
昭
子

･
通
事
美
香
聴
取

大
川
清
子
翻
字

↑
173
A
9

40



蛙と牛

41

8

蛙
と
牛

E
)

んIか
し

わ

らば-
ばなし

昔

ぬ
童

話
｡

く
わ

な

く

わ

子
や
産
ち

ゃ
-
と
ぅ
ビ
ー
'
あ
り
が
､
卵
か
ら
子

ぬ
､
生
ま
り

た
-
と
ぅ
ビ

ー
､
道
か
ら
歩
ち

ゅ
る
牛
に
-
ん
ひ
ら
か
さ
て

い

4
く

く
わ

ち●-

よ

ー
｡
さ
-
と
､つ
'
残
と

ー
る
子
ぬ
達

が
ビ

ー
'

｢
だ
て

-
ん
そ

-
る
む
ん
ぬ
'
-
ん
ひ
ら
か
ち
死
な
ち
ょ
-
ん
｣

う

や

で
い
｡
あ
ん
さ
-
と
､つ
'
親

や
さ
-
と
ぅ
'

｢-

つ
ぴ
'
あ
ん
な
｣

ん
で
い
｡
ふ

っ
く

い
て
I
t
ふ
-
ら
ち
ぇ
I
L

I
L
よ

I
t
さ
-

と
ぅ
'

土

一亡

｢
な

-
ひ
ん
大

さ
ん
｣

ち●-

ふ
く

う

や

で

い
｡
強
-
膨
ら
ち

ゃ
-
と
ぅ
ビ

ー
'
破
裂
さ

I
に
'
親

ま
り

は
な

し-

わ
ら
ば
-
ば
な
し
-

死
じ
ょ
-
て
い
う
ら
ん
な
や

-
ぬ
話

ど
う
'
童

話

ど
う
聞
ち

や

る
｡

豊

川

仲
宗
根
蒲
助

(明
治
三
四
年

一
〇
月
三
日
生
)
登
川

昔
の
子
ど
も
話
｡

〔蛙
が
〕
子
ど
も
を
産
ん
だ
か
ら
'
卯
か
ら
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
か
ら
ね
'
道
か
ら
歩

い
て
い
る
牛
に
踏
み
潰
さ
れ
て
し
ま

っ
て

よ
｡
す
る
と
'
残

っ
た
子
ど
も
た
ち
が
'

｢
と
て
つ
も
な

い
大
き
な
も
の
に
潰
さ
れ
殺
さ
れ
て
し
ま

っ
た
｣

と
｡
そ
れ
で
'
親
は
ど
う
し
た
か
と
い
う
と
'

｢
こ
れ
-
ら

い
あ

っ
た
か
｣

と
言

っ
て
'
腹
を
膨
ら
ま
せ
'
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ま
し
て
い
っ
た
か

ら
よ
'
そ
う
し
た
ら
､

｢も

っ
と
大
き

い
｣

と
｡
そ
れ
で
'
も

っ
と
大
き
-
膨
ら
ま
し
た
か
ら
ね
'
し
ま
い
に

は
破
裂
し
て
し
ま

い
'
親
ま
で
死
ん
で
し
ま

っ
た
と
い
う
ふ
う
な
'

子
ど
も
話
を
開
い
て
い
る
ん
だ
よ
｡

昭
和
六

〇
年
八
月
二
六
日

比
嘉
和
男

･
崎
原
由
美
子

･
辺
土
名
初
美
聴
取

宜
保
勝
翻
字

T
I
A
2



雲雀と生き水

9

雲
雀
と
生
き
水

42

皿

①

ぐわ.

チ

ン
チ
マ
-
小
が
神
様
に
や
'

み')
血

わ
か
げ

｢
い
や
ー
や
-
ぬ
水
飲
で
い
若
返
え
り
よ
-
｣

ん
で
い
さ
く
と
ぅ
'

｢う
ー

｣

み川レ

う

ん
で
い
あ
ー
な
か
い
'
神
様
が
水
え
置
ち
ゃ
-
と
､つ
'
みU

Aノ

水
え
置
ち

と

-

じ

め-
か

みじ

ぬ

や
-
と
う
'
粟
､
唐

黍

飯

食

て
い
き
ち
か
ら
'
水
え
飲
む
ん
で
い

う
JK

う

②

ち
'
其
処
あ
置
ち
ゃ
I
に
行
じ
ゃ
-
と
ぅ
､
ち
ゅ
-
ち
ぇ
-
ハ

ブ

さ

-

み

.J

あ

ぬ
釆

な
か
い
､
う
ぬ
水

え
浴

み
て
い
ね
ぇ
ら
な
｡

た
神
様
あ
'
あ

｢
い
や
ー
や
浴

み
て
い
-
｣

あ
ん
さ

I
に
ま

わね.③

′パ
.
･)
み

か

｢
私
案

'
唐
黍
飯

食

む
ん
で

い
い
ち

ゃ
I
t

入ノ
●l
う

其
処
置
ち
ぇ

-
た

ん
で
い

④

ち

-
と
う
､

ハ
ブ
ぬ
浴
み
に
と
ぅ
て
い
ね
I
や
び
ら
ん
む
ん
｣

*

@

&.

｢
と
-
'
馬
鹿
､

ハ
ブ
ぉ
浴
み
て
-
れ

-
､
L
で
い
変
い
L
が
1
㌧

ち
'

ち

ひ
さ

い
や
ー
や
人
ぬ
う

ー
し
開
か
ん
-
と
ぅ
､

い
や
ー
足
-
ん
し
み

ひ
さ
ぐ
ゎ-

ぐな

や

I
に
'
足
小
'
小
-
な
き
ゃ

ー
｣

ん
で
い
や

ー
い
'
チ
ン
チ

マ
-
､
チ
ン
チ
ン
チ
ン
チ
ン
チ
ン
チ
ン

宮
里

上
根
ウ
サ

(明
治
三

一
年

二

一月
五
日
生
)
与
那
城
町

神
様
が
雲
雀
に
ね

｢
お
前
は
'
こ
の
水
を
飲
ん
で
若
返
り
な
さ

い
よ
｣

⑥
と
若

返
り
の
水
を
-
れ
た
の
で

｢
は
い
｣

と
う

き
ぴ

と
答
え
'
神
様
が
水
を
置
い
た
か
ら
'
〔雲
雀
は
〕
'
粟
'
唐

黍

を

食
べ
て
か
ら
'
水
を
飲
も
う
と
思

っ
て
'
そ
こ
に
'
水
を
置
い
た

ま
ま
行
-
と
'
た
ち
ま
ち
'

ハ
ブ
が
来
て
'
こ
の
水
で
浴
び
て
し

ま

っ
た
｡
そ
う
し
た
ら
'
ま
た
'
神
様
が

｢
お
前
は
こ
の
水
で
浴
び
た
か
｣

と
尋
ね
た
か
ら
'

｢私
は
'
粟
'
唐
黍
を
食
べ
よ
う
と
思

っ
て
'
そ
こ
に
置

い
て
い

た
ら
'

ハ
ブ
が
浴
び
て
な
-
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
｣

｢馬
鹿
だ
な
あ
'

ハ
ブ
が
浴
び
て
し
ま

っ
た
な
ら
､

ハ
ブ
は
脱
皮

す
る
が
'
お
前
は
人
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な

い
か
ら
､
足
を
強
-

縛

っ
て
､
足
を
小
さ
-
し
て
や
ろ
う
な
｣

と
言
わ
れ
て
'
雲
雀
は
テ
ン
チ
ン
チ
ン
チ
ン
チ
ン
チ
ン
と
鳴

い
て
'

そ
れ
か
ら
､
テ
ン
テ
ナ
ー
と
い
う
名
前
が
付
け
ら
れ
た

っ
て
､
雲



雲雀と生き水

43

の
-
じ
ち

で

い
言
ち
'
う
り
か
ら
ど
ぅ
､
チ
ン
チ
ナ
-
ん
で

い
ぬ
名
前
付
ち

ぐ
わl

よ
-
ん
｡

テ
ン
チ
マ
-
小
｡
あ
ん
さ
I
t

ハ

ブ
ぉ
ま
た

し
で
い

か
-

は
じ

変
ゆ
ん

で
い
｡
-
の
I
や
-
'
ハ

ブ
ぉ

L
で
い

-
る
筈
ピ

ー
｡

雀
は
｡
そ
し
て
'
ま
た
'
ハ
ブ
は
脱
皮
す
る

っ
て
｡

注

①
チ
ン
チ
マ
-
･
･
･
方
言
で
チ
ン
チ
ナ
I
と
も
言
う
｡
(和
名
-
せ

っ
か
)
し
か
し
'
沖
縄
で
は
セ
ッ
カ
を
通
称
雲
雀
と
呼
ん
で
い
る
の
で
'
こ
こ
で

は
雲
雀
と
し
て
語

っ
て
い
る
｡

②

ハ
ブ

･
･
･
沖
縄
に
生
息
す
る
陸
生
毒
蛇
の
う
ち
､

ハ
ブ

･
ヒ
メ

ハ
ブ

･
サ
キ
シ
マ
ハ
ブ
の
三
種
の
総
称
｡
毒
性
は
非
常
に
強
い
｡

③
粟

･
･
･
粟
の
こ
と
｡
ま
た
は
他
の
穀
類
も
含
む
の
か
｡

④
ー
-
ジ
ミ

･
･
･
唐
黍
の
こ
と
｡

⑤
L
で
い
変
わ
る

･
･
･
す
で
る
｡
脱
皮
す
る
こ
と
｡

⑥
若
返
り
の
水

･
･
･
村
の
神
聖
な
井
戸
か
ら
'
元
旦
の
朝
'
初
め
て
汲
む
水
の
こ
と
を
い
う
｡
沖
縄
で
は
､
こ
の
水
を
あ
ぴ
る
と
若
返
る
と
い
う
信
仰

が
残

っ
て
い
る
｡

平
成
二
年
七
月
六
日

上
門
博
之

･
武
嶋
昭
子

･
宮
城
昭
美

･
富
里
信
勇
聴
取

山
城
綾
子
翻
字

T
79

A
7



雀孝行

10

雀
孝
行

44

Ej

ク
ラ
ー

(柿
妹

･
ア
ン
マ
ー
)

池
原

幸
島
マ
ツ

(明
治
四
二
年

一
月
二
五
日
生
)

んかし
昔
'
あ
る
所
に
あ

っ
た
親
孝
行
の
お
話
や
し
が
｡
あ
の
ね
え
'

ちょ-で
-

え
-
か
んちゃ-

ゆ
ぬ
姉
妹
や
て

い
ん
'
親
戚
達

や
て

い
ん
ビ

ー
'
あ
ん
そ

-

り
I
や
'
あ
め
-
･
･
･
｡

う
4･
う

-
b

上う
さ

な

JH

土
-

｢親
ぬ
大

病

気

な
て

い
'
今

な

-
'
け

-
亡
L
が
-
た

I
や
-

ヘー

み
-
め
-

と
う
'
早
-
な

-
見
舞
L
I
が
釆
｣

ち
●
い

さ._うだ
い

ち
●

すが

㌦

で

い
言
ち
さ

く
と
ぅ
'

1
人
畑
Ⅷ
妹
や
､
清
ら
装

f
.J
､

ハ

イ
カ
ラ
ー
L
t

行
ち
ゅ
ん
で
い
ち
親
ぬ
ミ
-
ウ
-
ウ
イ
見
う

ー
さ

ん
た
ん
で
い
L
が
｡

ち

●

い

ち
Jt
I
で

-

一

人

ぬ
姉

妹

や
'

う
や

へ
-

ん

ラ
や

｢な
-
親
ぬ
-
と
ぅ
で
-
む
ん
｡
早

-
な
-
行

じ
ゃ
I
に
'
親
ぬ

ち

ら

ん

わ
ん

顔

あ
見

じ
ゅ
し
ぇ
-
ま
し
｡
私

ね
I
か
き
た
ま
か
き
し
'
ち
ゃ
-

.
J

ん

ち

へ

-

う

や

ち

ら

ん

ん

-

ぬ
や
な
着

物

着

ち
ん
'
早

-
な

-
親

ぬ
顔

あ
行

じ
見

じ
ぶ
さ
ん

ビ
ー
｣

い
す

ん

ん

う

や

ん
で
い
'
急

じ
行

じ
ぇ
-
る
ふ
ー
じ
｡
行

じ
ゃ
ぐ
と
ぅ
､
親

あ
う

つ

さ

し

､

ち
ら

ん
-

｢あ
い
な
'
い
や
ー
顔
ぐ
わ
ー
見
ち
ゃ
る
や
I
L

ん
ち
'

昔
'
あ
る
所
に
あ

っ
た
親
孝
行
の
お
話
で
す
が
ね
｡
同
じ
姉
妹

で
も
'
親
戚
で
も
ね
'
あ
ん
な
こ
と
を
す
る
人
は
ね
え

･
･
･
｡

｢親
が
大
病
し
て
､
今
に
も
死
に
そ
う
だ
か
ら
早
-
見
舞

い
に
お

い
で
｣

と
連
絡
す
る
と
'

一
人
の
姉
妹
は
き
れ
い
に
着
飾

っ
て
'

ハ
イ
カ

ラ
し
て
か
ら
行
-
と
い
っ
て
親
の
死
に
目
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た

そ
う
だ
｡

と
こ
ろ
が
も
う

一
人
の
姉
妹
は
'

｢親
の
こ
と
だ
も
の
'

1
刻
も
早
-
行

っ
て
'
親
の
顔
を
見
た
方

が
い
い
｡
私
は
ど
ん
な
に
見
す
ぼ
ら
し
い
着
物
で
あ

っ
て
も
早
-

行

っ
て
親
の
顔
は
見
た
い
よ
う
｣

と
急
い
で
行

っ
た
ら
し
い
｡
す
る
と
親
は
と
て
も
喜
ん
で
'

｢あ
あ
､
あ
な
た
の
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
ね
え
｡
私
は
も
う
､

今
度
の
病
気
は
治
す
こ
と
が
で
き
そ
う
に
な
い
か
ら
'
母
さ
ん
の

言
う
こ
と
を
遺
言
だ
と
思

っ
て
開
き
な
さ
い
よ
｡
あ
な
た
は
親
孝

行
者
だ
か
ら
'
親
孝
行
だ
か
ら
｣

と
雀
に
言

っ
た
｡
雀
は
布
を
織

っ
て
い
た
途
中
で
あ

っ
た
ん
だ
ろ



雀孝行

わ
ん

ぴ
.+
う

け

の

-

｢
な

-
私

ね
-
な

1
､
-
ぬ
う
て

い
ぬ
病

気

え
治

ゆ
-
さ
ん
-

い

ぐ
ん

と
ぅ
'
あ
ぬ

-
､
ア
ン
マ
I
が
遺

言

で
い
し
え
ー
や
'

い
や
ー
ん

ち

ち

う

や

か
い
聞
か
す
ぐ
と
ぅ
､
聞
ち
-

い
り
｡
な
､

い
や
ー
や
や

1
㌧
親

こ
-
こ
-
む
ん

う

や

孝

行

者

や
-
と
う
'
親

孝
行
や
-
と
う
｣

②か
し

血
ぬ

ん
ち
'
う
り
ん
か

い
言
ち
さ
-
と
ぅ
｡
う
れ

-
総
'
布
き
I
や

か
し

か

かし

て
-
ん
て
-
ひ
-
｡
あ
ん
さ

I
に
絃

掛

き
て

い
'
紀

ま
ま

-
ひ
1
㌧

ラ
や

め
-

ん

ん

親

ぬ
前

ん
か
い
行

じ
ぇ
-
る
ふ
-
じ

-
｡
行

じ
ゃ
-
と
､つ
'
や

っ

か
し

ぱ
し
'
あ
ぬ

-
ク
ラ
ー
ん
で
い
し
え
ー
や

1
㌧
絃
な
よ
う
な
物
'

む
ん

か

白

い
物
掛

さ
と

I
L
え
ー
や

-
ひ
-
｡
や
-
と
う
､
あ
の
ま
ん
ま

は
ん

と

に
し
て
'
あ
れ
は
本

当

に
'

しち
◆

｢
い
や
I
や
倉
ぬ
下
な

I
で

い

く

み

か

居
て
'
米
粒
ね
'
米

食

で

い

暮
ら
し
よ
-
｣

う
や

ん
で
い
親
の
-
lllTE
ち

ゃ
ん
で
い
｡
あ
ん
言
ち
ゃ
ぐ
と
ぅ
'
ま
た
あ

つ

ぬ
'

ハ
イ
カ
ラ

ー
し
､

い
つ
も
奇
麗
な
着
物
着
け
て
来
た
者
は

な
-
､

う

や

こ
-
ニ
-

ち
●

｢な
､

い
や
ー
や
'
親

孝

行

あ
ら
ん
-
と
､つ
'

い
や
ー
や
'
清
ら

す
が

う
や

ん

-

装

い
す
ん
で

い
ち
､
親
ぬ
ミ

-
ウ
テ
ィ
ん
兄

だ
ん
ぐ
と
ぅ
'
い

か-ら

か

-ら

や
ー
や
な

-
､
川
な

I
で

い
I
や
､
流
り

-
る
川

な

I
で

い
-

む
し
ぐゎ-とぅ

む
し
ぐb
Iとう

せ

い

か

つ

か
ら
､
虫
小
取
て

い
'
虫
小
取
や

I
に
'
ち

ゃ

I
t

う
ぬ
生

活

■ー‖】u

し
暮
ら
ち
い
き
よ
I
L

ち
■

じ
ん
ち

で

い
ち
171計
ら

っ
た
ぐ
と
､つ
'
や

っ
ぱ
し
'
あ
れ

ー
'
清
ら
着
物
着

か
せ

う
ね
｡
連
絡
が
き
た
の
で
'
そ
の
ま
ま
､
総

を
掛
け
た
ま
ま
駆
け

③

つ
け
た
の
で
'
雀

の
首
の
あ
た
り
に
は
紀
を
か
け
た
よ
う
に
白

い

も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
｡
そ
の
ま
ま
の
姿
で
駆
け

つ
け
て
き
た
の

で
､｢あ

な
た
は
倉

の
辺
り
で
'
米
粒
を
拾

っ
て
食
べ
て
暮
ら
し
な
さ

い
ね
え
｣

と
言
わ
れ
た
ん
だ

っ
て
｡

ま
た
'

ハ
イ
カ
ラ
し
て
き
れ
い
な
着
物
を
着
た
者
に
は
ね
'

｢あ
な
た
は
き
れ
い
に
着
飾
る
と
い
っ
て
'
親
の
死
に
目
に
も
間

に
合
わ
ず
親
孝
行
じ
ゃ
な

い
か
ら
'
川
原
辺
り
で
虫
を
拾

っ
て
食

べ
て
生
活
し
て
い
き
な
さ

い
ね
｣

と
言
わ
れ
た
｡
だ
か
ら
'
ほ
ら
'
あ
れ
は
青
い
羽
根
を
し
て
奇
薦

で
し
ょ
う
｡
だ
け
ど
'
寒

い
日
だ
ろ
う
と
､
雨
の
降
る
日
だ
ろ
う

と
木
が
ポ
サ

ッ
と
お
い
茂

っ
て
い
る
川
原

の
辺
り
か
ら
'
歩

い
て

チ

エ
ッ
チ

ユ
､
チ

エ
ッ
チ

ユ
し
て
羽
根
を
ふ
る
わ
せ
て
悲
し
そ
う

な
顔
を
し
て
'
天
を
向

い
て
は
ま
た
チ

エ
ッ
チ

ユ
'
チ

エ
ッ
チ

ユ

し
て
暮
ら
し
て
い
る
そ
う
で
す
｡
昔
話
は
そ
れ
だ
け
知

っ
て
い
ま

す
｡
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雀孝行

あ

お

は

ね

ち
'
青

い
羽

根

で
し
ょ
う
｡
だ
か
ら
'
あ
れ
着
け
て
お

っ
て
も
､

さ
む

ひ

あ

め

ふ

さ
-

寒

い
日

に
も
､
雨

降

り
に
も
'
や

っ
ぱ
し
'
川
に
ね
'
木
の
す
ぐ

ま

か
わ

ら

ボ
サ

ッ
と
争

え
て
い
る
川

原

な

I
で
い
I
か
ら
'
歩

い
て
い
っ
て
､

そ
う
し
て
､
チ

エ
ッ
チ

ユ
'
チ

エ
ッ
チ

ユ
し
て
､
羽
根
を
こ
ん
な

に
こ
ん
な
に
し
て
､
チ

エ
ッ
チ

ユ
し
て
'
ま
た
へ
悲
し
そ
う
な
顔

を
し
て
'
天
を
向

い
た
り
し
て
､
ま
た
'
こ

っ
ち
に
チ

エ
ッ
チ

ユ

ッ
'
チ

ユ
ツ
チ

エ
ツ
'
チ

ユ
ツ
チ

エ
ツ
し
て
'
あ
れ
は
､
あ
の
暮

ら
し
し
て
い
る

っ
て
｡
だ
'
昔
話
は
そ
れ
だ
け
知

っ
て
い
ま
す
｡

注

①

ハ
イ
カ
ラ

･
･
･
お
し
ゃ
れ

か
し

②
絃

･
･
･
綻
｡
機
織
り
に
使
う
紡
い
だ
糸
を
巻
い
て
お
-
道
具
｡

③
紀
を
か
け
た
よ
う
に
白
い
も
の

･
･
･
雀
の
首
に
は
白

い
輪
が
あ
り
'
そ
れ
を
こ
の
時
の
糸
の
跡
だ
と
言

っ
て
い
る
｡

昭
和
五
五
年
五
月

一
八
日

安
里
和
子

･
仲
松
庸
尚
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
4
B
2
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圏

ク
ラ
ー
と
カ
ン
プ
ヤ
I

池
原

盛
島
五
郎

(明
治
三
九
年

二

一月

一
〇
日
生
)
池
原

入ノや

こ
-

な

I
で
-
じ
な
親
ぬ
孝
や
て
-
る
ぐ
と

-
ん
｡
ク
ラ
ー
で
い
る

と
り

んかし
く
み

鳥
れ
や
ん
ビ

ー
､
う
ぬ
'
ク
ラ
ー
で

い
ち
ょ
-
る
｡
昔

え
米
ん

ち●く

く
み

く
ゎ

作

て

い
や

-
百
姓
や
'
米
ぬ
喰

い
ん
で

い
ち
ち

ゃ
-
倉
か
ら
ん

あ
っ

あ
っ

歩
ち
'
ま
-
か
ら
ん
歩
ち

ゅ
た
ん
よ

I
t
ク
ラ
ー
ん
ち
｡
う
れ

-

血
-

ぎ
ん
さ

何
ん
り
ち
ク
ラ
ー
や
が
ん
で
い
ね

1
､
や
な
着
物
着
ち
'
あ
れ

ー

も
う
'

た

い
そ
う
親
孝
行
者
で
あ

っ
た
ら
し
い
'
雀
と

い
う
烏

が
だ
よ
､
雀
と
い
う
｡
昔
は
百
姓
は
米
戊
作

っ
て
い
た
か
ら
'
米

を
食

べ
る
と
い
っ
て
'

い
つ
も
倉

の
辺
り
や
､

い
ろ
ん
な
所
か
ら

歩

い
て
い
た
よ
'
雀
は
｡
そ
の
鳥
が
ど
う
し
て
ク
ラ
ー

(雀
)
と

い
う

の
か
と
い
う
と
ね
｡
み
す
ぼ
ら
し
い
着
物
を
着
て
'
あ
れ
は
'



雀孝行

とうい

わ

っ

う
や

こ
-

な

1
㌧
鳥

ぬ

一
番
服
装
や
悪

さ
し
ぇ
I
や

I
t

い
-
｡
親
ぬ
孝

とうい

し
ち
や

-
'
な

-
ど
ぅ
-
う
り
な
や

I
に
烏

や
孝
行
な
や

-
に

し
-

ん

や

-
､
ま
-
か
ら
ん
親
ぬ
巣
ん
か
い
い
ち
ょ
-
る
'
-

-
て
い
行

う

や

むぬ

わ
た

じ
､
親

ん
物

-

い
て
い
腹

う
-
し
み
て
い
｡
あ
ん
さ

I
に
'
孝
行

ぐ
わ

ん
子
な
や

I
に
'

あ

み

ん

｢
い

や

ー
や
t
と
ぅ
ま
て
い
ん
雨

ん
濡

で
い
ら
ん
き
よ

I
L

しち
ゃ

あ

っ

で

い
る
｡
倉
ぬ
下

か
ら
歩

ち
ぇ
1
-
と
ぅ
'
ク
ラ

ー
ん
り
ち
あ

ら
ん
が
や

-
0

,
い
.

①

ま
た
t

だ
-
な

-
一

ち

ぇ

-
'

カ

ン
プ

ヤ
ー
や
よ

-
､
あ

な
土

いなぐ

さ
しAt-

れ

ー
ど
う
-
､
今
ぬ
女
わ
ら
ば

-
た

-
が
や
'
化
粧
し
ち
よ
し

あ

っ

な

-
ハ
イ
カ
ラ
び
か
-
ん
さ

I
に
や
､
あ
ま
-
ま
ん
け

I
歩

ち
'

いさが

と
う

さ
し.1-

カー
は
た

む
る
男

び
か

-
ん
捜
め

-
あ
ん
ベ
-
｡
化
粧

さ

I
に
川
ぬ
端
か

あ

ち

●

ら
ち
ゃ
ー
浴

み
て

い
滑

ら
支
度
な
た
-
と
ぅ
や

I
t

ス

ノや

こ

-

｢う
れ

I
'
親

ぬ
孝

ん
L
や

I
-
と
う
'
い
や

ー

'
ふ

い
-
じ
-

い

り
｣

カ
ー

は
た

し
-

ち
●

せ
い
か
つ

ん
で
い
ち
､
川
ぬ
端
ん
じ
巣
や
作
-
て
い
や

1
㌧
う
ま
ん
じ
生
活

鳥
の
中
で
も

1
番
服
装
が
悪

い
さ
あ
ね
え
｡
親
の
孝
を
し
て
ね
'

も
う
'
あ
ん
ま
り
に
も
雀
は
親
孝
行
者
で
ね
'
ど
こ
に
い
て
も
'

親
が
巣
に
い
る
時
に
は
食
べ
物
を
-
わ
え
て
持

っ
て
行
き
'
腹

一

杯
食

べ
さ
せ
て
い
た
｡
こ
の
よ
う
に
孝
行
の
子
ど
も
で
あ

っ
た
の

で
､｢お
前
は
'
こ
こ
で
雨
に
濡
れ
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
｣

と
言
わ
れ
て
'
倉

の
下
で
暮
ら
し
て
い
た
か
ら
ク
ラ
ー
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
ね
え
｡

ま
た
'
も
う

1
つ
の
袈
翠
は
ね
'
あ
れ
は
'
あ
ま
り
に
も
､
今

の
女
の
子
た
ち
が
'
化
粧
し
て
ね
､
も
う
､

ハ
イ
カ
ラ
ば
か
り
し

て
ね
'
あ

っ
ち
こ

っ
ち
に
行

っ
て
'
男
ば
か
り
を
捜
し
て
い
る
よ

う
に
化
粧
を
し
て
'
川
の
端
で
い
つ
も
浴
び
て
'
き
れ
い
な
恰
好

し
て
い
た
か
ら
ね
'

｢
こ
れ
は
親
の
孝
行
も
し
な

い
の
で
'
冷
え
な
さ
い
｣

と
い
っ
て
'
川
端
で
巣
を
作

っ
て
ね
'
そ
こ
で
暮
ら
し
て
い
る
と

い
う
意
味
で
あ
る
わ
け
｡
そ
れ
だ
け
な
ん
だ
よ
｡
昔
の
話
は
｡

お
そ

-
る
ち
む
え

ー
や

-
る

-
ば

-
｡
う

っ
さ
る
や
ん
ビ

ー
､

んかし
昔
ぬ
話
や
｡

か
わ
せ
み

注

①
カ
ン
プ
ヤ
ー
･
･
･
毅
翠
の
こ
と
｡
ヒ
ス
イ
科
の
鳥
｡
体
の
上
面
は
美
し
い
コ
パ
ル
ー
色
を
呈
す
る
｡
雀
よ
り
大
き
-
､
-
ち
ば
L
は
太
-
長
い
｡
水

面
に
突
き
出
た
棒
や
川
岸
の
木
の
枝
に
垂
直
に
止
ま

っ
て
'
小
魚
を
見
つ
け
る
と
水
面
に
急
降
下
し
捕
ら
え
る
｡

昭
和
五
五
年
五
月

1
八
日

書
的
弘
子

･
岡
田
浩

･
新
城
悦
子

･
島
袋
美
奈
子
聴
取

山
内
智
子
翻
字

T
3
A
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団

ク
ラ
I
と
カ
ン
ジ

ュ
ヤ

ー

池
原

与
那
嶺
朝
英

(明
治
三
九
年
七
月
二
〇
日
生
)
池
原
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う
や

み
-
め
-

く
-

〔親
が
病
気
〕
や
-
と
､つ
'
親
あ
見
舞
L
I
が
釆
ん
り
ち
'
連

絡
ん
じ
ゃ
-
と
う
'
ク
ラ
ー
や
そ
-
ぬ
ぎ
て
い
､

う
4･

｢な

I
t
親

ぬ
病
気
ぬ
ん
や
れ
-
｣

ん

ん
で
い
ち
'
ふ
-
じ
I
L
行

じ
ょ
I
L
が
'
ま
た
'
う
ぬ
カ
ン
ジ

ユ
ヤ

ー
ん
で
い
し
え
ー
'
ま
た
'

わ
ん

ち
●

ナ
が

｢私
ね
I
t
清
ら
装
い
し
る
'

い

る
ふ

-
じ
卜

し
さ
く
と
､つ
'

う
や
ふ

こ-

｢

い
や

ー
親
不

孝
や

-
と
ぅ
'

くわ
喰
れ
-
｣

ち
血

阜

着
物
ん
着
ち
る
行
か
り
-
る
｣
で

か-ちば
た

い

e

と

う

な

I
t

川
端
ん
じ
'
魚

捕

て
い

ま
た
'
ク
ラ
ー
や
'
ク
ラ
ー
や
ま
た

むん

く
み
ひ
っ

く
わ

｢
い
や
ー
や
親
孝
行
者

や
-
と
､つ
'
屋
敷
内
ど
う
米
拾
て

い
喰

り
｣
で
い
ぬ
ふ
-
じ
-
ぬ
う
り
が
あ
L
が
'
あ
と
さ
き
が
あ
ん
ま
り
'

簡
単
､
は

っ
き
り
し
な
い
｡

〔親
が
病
気
〕
だ
か
ら
'
親
を
見
舞

い
L
に
釆
な
さ
い
と
連
絡

が
き
た
の
で
､
雀
は
び

っ
-
り
し
て
､

｢も
う
'
親
が
病
気
な
ら
｣

と
言

っ
て
'
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
に
行

っ
た
が
'
ま
た
'
そ
の
薪

翠
と
い
う
者
は
'

｢私
は
美
し
-
装

っ
て
か
ら
'
着
物
も
ち
ゃ
ん
と
着
て
か
ら
し
か

行
け
な
い
｣

と
い
う
ふ
う
な
感
じ
だ

っ
た
の
で

｢
お
前
は
親
不
孝
者
だ
か
ら
'
も
う
'
川
端
で
魚
を
捕

っ
て
食
べ

な
さ
い
｣

ま
た
雀
に
は
､

｢
お
前
は
親
孝
行
者
だ
か
ら
'
屋
敷
内
で
米
を
拾

っ
て
食
べ
な
さ

い
ね
｣

と
い
う
ふ
う
な
簡
単
な
話
が
あ
る
が
､
話
の
前
後
が
あ
ん
ま
り
は

っ
き
り
し
な
い
｡

注

①
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
･
･
･
カ
ワ
セ
ミ
の
こ
と
｡
沖
縄
各
地
の
川
辺
に
生
息
す
る
留
鳥
で
'
春
か
ら
夏
に
か
け
て
川
辺
な
ど
に
よ
-
見
ら
れ
る
｡
水
面
に
突

き
出
た
棒
や
川
岸
の
木
の
枝
に
垂
直
に
止
ま

っ
て
'
小
魚
を
見
つ
け
る
と
水
面
に
急
降
下
し
捕
ら
え
る
｡

昭
和
五
五
年
五
月

一
八
日

暮
納
弘
子

･
岡
田
浩

･
新
城
悦
子

･
島
袋
美
奈
子
聴
取

山
内
智
子
翻
字

T
3
A
4
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趨

ク
ラ
1
小

池
原

又
吉
松
八

(明
治
三
八
年
四
月
八
日
生
)
池
原

ぐわl

き
れ
-
な

い
で
し
ょ
う
'
あ
の
タ
ラ
-
小

は
｡
こ
の
毛
は
｡
古

い
で
し
ょ
う
'

フ
タ
タ
-

〔
ぼ
ろ
〕
み
た
よ
う
に
｡
だ
か
ら
'
自
分
は
フ

う
や
こ
-
ニ
-

タ
タ
-
は
い
て
'
親
孝
行
や
り
た
い
と
い
う
伝
え
話
聞
い
て
い
る
ん
で
す
よ
｡
そ
れ
､
別
に
は
あ
ま
り
な
い
で
す
｡

ぐわl

そ
れ
か
ら
'
ソ
ー
ミ
ナ
-
小

〔め
じ
ろ
〕
や
'
も
う
､
家
に
入

っ
た
ら
'
必
ず

一
晩
は
外
に
'
ど
こ
か
､
家
よ
り
外
に
出
て
'

一
晩
は
向

令

-

む
り

ち
●
-

ぐわ-

ぐわ-

こ
う
に
泊
ま

っ
て
'
ま
た
､
晩
の
五
時
後
'
家

ん
か
い
戻

て
い
釆

た
る
ば
-
､
ソ
ー
ミ
ナ
-
小

が
入

っ
た
ら
｡
ソ
ー
ミ
ナ
-
小
は
も
う
'
あ

な
‡

や
-

ち
か

ゆ
-
が

れ
は
'
あ
ん
ま
り
良
-
な
い
か
ら
'
今
あ
家
う
て
い
む
る
養
な
と
-
せ
I
や
-
な
'
ソ
ー
ミ
ナ
I
は
.
世
変
わ
い
な
や
I
に

〔今
は
家
で
飼

っ

て
い
る
で
し
ょ
う
'
め
じ
ろ
は
｡
世
の
中
も
変
わ

っ
て
し
ま

っ
た
か
ら
〕
｡

昭
和
五
五
年
五
月

一
八
日

暮
納
弘
子

･
岡
田
浩

･
新
城
悦
子

･
島
袋
美
奈
子
聴
取

山
内
智
子
翻
字

T
3
A
3

圏

カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
と
ク
ラ
ー

(姉
妹
)

豊

川

平
田
盛
永

(明
治
四

一
年
六
月
六
日
生
)
登
川

か
わ
せ
み

iJ
い

いなぐ

ぐ
わさようだ.い

雀
と
菊
翠
'
う

っ
た
-
二
人
や
女
ん
子
姉
妹
だ

っ
た

っ
て
.

う
り
が
親
の
病
気
さ
-
と
ぅ
'

511

in-

｢な

I
t
危
篤
状
態
や
-
と
ぅ
'
早
-
な
I
t
釆
｣

ナ
ナ

め

ぬ

血
う

か
し

ん
で

い
ち
さ
-
と
ぅ
'
す
ぐ
､
雀

え
､
昔
ぬ
布

織

い
L
t
絃

'

か
し

か
し

な
か

総
は
今
の
縦
糸
､
う
ぬ
絃

掛
さ
と
-
る
半

ば
や
た
ん
で
い
L
が
､

く
ぬ
'

p卜

Ln卜

｢危
篤
状
態
や
-
と
ぅ
'
早
-
な
し

釆
｣

ち'-
ち
ち
◆

か
し

ん
で
い
ち
､
通
知
釆
-
と
ぅ
'
す
ぐ
'
結
え
I
t
首
ん
か
い
掛

雀
と
菊
翠
の
二
人
は
'
姉
妹
だ

っ
た

っ
て
｡
そ
の
親
が
病
気
に

な

っ
た
か
ら
'

｢も
う
'
危
篤
状
態
だ
か
ら
'
早
-
釆
な
さ
い
｣

と
言

っ
た
か
ら
､
雀
は
す
ぐ
に
､
昔
の
布
を
織
る
と
き
の
紹
ね
'

総
は
今
の
縦
糸
か
'
そ
の
紀
を
掛
け
て
い
る
途
中
だ

っ
た
そ
う
だ

が
'
こ
の
'

｢危
篤
状
態
だ
か
ら
'
早
-
釆
な
さ
い
｣

と
い
っ
て
通
知
が
来
た
か
ら
'
す
ぐ
､
総
を
首
に
掛
け
て
'
急
い
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け
-

tワ

き
ゃ

ー
に
'
そ

-
ま
り

1
㌧
着
物
ん
替
ら
ん
ぐ
と
ぅ
'
着
ち

ょ
-

し
ぐとう

_
-

ち

ラ
や

る
ま
ま

I
t
仕
事

す

る
場
合

に
'
着
ち

ょ

-
る
ま
ま

I
t
親
ん

め

-

さ
とこ

前

ん
か
い
行
じ
'
さ
-
と
ぅ
､
あ
ん
す
か
ま
で

い
ぬ
危
篤

お
あ
ら

ん
L
が
､

う
や

こ
-

う
や

｢
な
'

い
や
ー
や
'
親
ぬ
孝
ぬ
し
じ
ゃ
-
と
ぅ
'

い
や
ー
や
'
親

こ
-

あ

み

･{

ま

ぬ
孝

そ

1
-
と
ぅ
'
雨

ぬ
降

て

い
ん
､
晴

り
て

い
ん
'
-
ぬ
倉
ぬ

しちゃ

ひ

っ

か

下
な

-
り

-
'
お
米
拾

て

い
､
食

で

い
､
暮
ら
し
よ

-
｣

つた

ん
で

い
'
お
母
さ
ん
が
ぬ
'
あ
ぬ
伝
え
さ

っ
と

-
る
ば

-
て
｡

か
わ

せ

み

う
ち

な

-
ぐ
ち

だ
'
菊

翠

ん
で

い
せ

I
t
沖

縄

口

し
ぇ

-
カ
ン
ジ

ュ
ヤ

ー
で

い

か-ら
ば

た

う

や
り

-
た
ん
｡
あ
れ

ー
川

端

ん
か

い
居

ん
よ
'
き
れ

い
な
小
鳥

け
tて-

で
す
よ
｡
そ
れ
は
ま
た
'
き
れ

い
に
着
物
も
替
え
て
､
化
粧
も
し

ん

じ
か

ん

う

す

て
'
親

の
前

に
行

じ

ぇ

1
-
と
ぅ
､
な

I
t
時

間

の

-
遅

-
な

と

-
る
ば

-
て
｡
あ
ん
'
う
り
が
'
行
け
I
か
ら
-
な

-
､
危
篤

状
態
'
本
当
ぬ
な

-
危
篤
状
態
な
て

い
'

う
や
ふ
こ
-

あ
み

ふ

｢
い
や
ー
や
'
親
不
孝
や
-
と
ぅ
t
で
ぇ

1
-
と
ぅ
､
雨
ぬ
降

い

か
'j

ふ

かーら

み
じ

と
ぅ

く
ゎ

に
ん
､
風
ぬ
吹
き
ん
'

川

ぬ
水
ぬ
み
I
か
ら
餌
取
て

い
'
喰

て

い
暮
ら
し
よ

-
｣

う
や

い
-

か
わ
せ
み

かわばた

ん
で

い
'
親
ぬ
言
ち
き
な
や

I
に
､
素
翠
や
'

川
端

う
て

い
暮
ら

か-ら

え
も
の

え
さ

と
ぅ

く
ゎ

すヂめ

ち
'

川

か
ら
獲
物

お
餅

あ
取
て

い
喰

い
L
が

'
雀

え
､
ち

ゃ
-

しち◆

家

ぬ

下

な

-
り

-
､

米
倉
と

ぅ
て

い
昔

え

ー
あ

て

1
-

と

ぅ

や
'

で
'
着
物
も
着
替
え
な

い
で
'
着
て
い
る
ま
ま
'
仕
事
し
て
い
る

と
き
に
着
て
い
た
ま
ま
'
親
の
所
に
行

っ
た
ら
､
そ
ん
な
に
ま
で

の
危
篤
で
は
な
か

っ
た
が
､

｢も
う
､
あ
ん
た
は
親
孝
行
だ
か
ら
'
あ
ん
た
は
親
孝
行
し
て
い

る
か
ら
'
雨
が
降

っ
て
も
､
晴
れ
て
も
､
こ
の
倉

の
下
か
ら
'
お

米
を
拾

っ
て
食

べ
て
暮
ら
し
な
さ

い
よ
｣

と
'
お
母
さ
ん
が
言

っ
た
と
'
伝
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
｡

ほ
ら
'
菊
翠
と

い
う

の
は
'
沖
縄
口
で
は
カ

ン
ジ

ュ
ヤ
ー
と

い

う
さ
あ
ね
｡
あ
れ
は
川
端
に
居
る
き
れ

い
な
小
鳥

で
す
よ
｡
そ
れ

は
ま
た
へ
き
れ

い
な
着
物
に
着
替
え
て
'
化
粧
も
し
て
か
ら
､
親

の
と
こ
ろ
に
行

っ
た
か
ら
'
も
う
時
間
は
遅
-
な

っ
て
い
る
わ
け
｡

こ
れ
が
行

っ
た
と
き
は
も
う
'
危
篤
状
態
､
本
当

の
も
う
危
篤
状

態
な

っ
て
い
て
'

｢あ
ん
た
は
､
親
不
孝
だ
か
ら
､
で
あ
る
か
ら
'
雨
が
降

っ
て
も
'

風
が
吹

い
て
も
'
川
の
水

の
中
か
ら
餌
を
取

っ
て
喰

っ
て
暮
ら
し

な
さ

い
よ
｣

と
､
親

の
言

い
つ
け
だ

っ
た
の
で
'
薪
翠
は
川
端
で
暮
ら
し
て
'

川
か
ら
獲
物

の
餌
を
取

っ
て
喰
う
が
､
雀
は

い
つ
も
家

の
下
か
ら
､

米
倉
と

い
っ
て
昔
は
あ

っ
た
か
ら
ね
'

｢
そ
の
倉

の
下
か
ら
'
米
や
粟
な
ん
か
を
拾

っ
て
食

べ
て
暮
ら
し

な
さ

い
よ
｣
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しち
ゃ

く

み

あ

わ

ひ

っ

カ

｢
う
ぬ
倉

ぬ
下

な

-
り

I
t
米

や
'
粟

な
ん
か
'
拾

て

い
'
食

で

い
暮
ら
し
よ

-
｡
｣

ん
で
い
.
あ
ん
さ
I
に
'
あ
ん
な
と

-
ん
'
う
ぬ
伝
え
か
ら
.
ク

な
土

く
み
あ
わ
ひ
っ

く
ゎ

ラ

ー
で

い
し
え

ー
､
今
ぬ
雀
て
-
｡
あ
れ

ー
'
米
乗
捨
て

い
喰

い

か
わ
せ
め

かーらば
た

L
が

'
菊
翠

､え
､
カ

ン
ジ

ュ
ヤ

-
ん
で

い
せ

I
t

川
端
う

て

い

さかなと
う

く
わ

う
や

い
ご
ん

暮
ら
ち
､
魚

捕
て

い
喰

い
ん
'

う
れ
し

親
ぬ
遺
言
や
る
ば

-
0

と
言
わ
れ
て
'
そ
う
し
て
'
そ
う
な

っ
て
い
る

っ
て
'
そ
の
伝
え

か
ら
｡
ク
ラ
ー
と

い
う

の
は
'
今
の
雀
さ
｡
あ
れ
は
'
米
粟
を
拾

っ
て
喰
う
が
'
菊
翠
は
､
カ

ン
ジ

ュ
ヤ

ー
と

い
う

の
は
'
川
端
で

暮
ら
し
て
､
魚
を
取

っ
て
喰
う
｡
こ
れ
は
'
親

の
遺
言
だ
わ
け
｡

昭
和
六

〇
年
八
月
二
六
日

辺
土
名
初
美
聴
取

宜
保
勝
翻
字

T
15
A
13

圏

ク
ラ

ー
小
と
カ
ン
ジ

ュ
ヤ

ー

豊

川

伸
宗
根
-
ミ

(大
正
二
年
五
月
五
日
生
)
登
川

ち

●

ナ
が

し

う

や

こ
1

滑

ら
装

い
や
好

か
ん
L
が
'
親

ぬ
孝

や
し
わ
る
な

い
る
ん
で

い

う
や

ぐわ-

ち
'
親
孝
行
す
し

ぇ

-
タ
ラ

-
小

や
t
や

い
び

-
た
ん

で

い
｡

か

-ら
ばた

ち

●

甘
ん

ぐ

bI

み
ず

い
ろ
I

カ

ン
ジ

ュ
ヤ
ー
や
ま
た
'
川

端

な

-
り

-
滑

ら
着

物

小

'

水

色

さ

-
ち

-

･N
ん

ち

●

ぢ
ん
ぐ

わ-
ち

と
う
か
､
黄

色

と

ぅ
か
混

ち

ょ

-
る
滑

ら
着

物

小

者

ち

ょ

-
る

う

んかし

なま

カ

ン
ジ

ュ
ヤ

ー
ん
ち
居

い
び

-
た
ん
よ
I
や

-
昔

え
｡
今

ん

ん

-

で
-
な

-
見

ち

ぇ

-
ん
じ

ゃ
び
ら
ん
L
が
て

-
う
り
ん
｡

い

っ

ち■
ど･0いぐゎ
-

い
や

ペ1㌧
滑
ら
烏

小

'
あ
れ

ー
｡
カ

ン
ジ

ュ
ヤ

ー
で

い
言
び

-
た

う
や

す
が

し
が
.
う
れ

-
ま
た
'
親
孝
行
し
'
や
な
装

い
そ

I
L
や
か
ね

-

う
や

わ
ん

ち●

ぢ
ん
ち

て

I
t
親
孝
行
さ
ん
た
ん
て

-
私
ね

I
t
ち

ゃ
-
滑
ら
着
物
着
ち
､

ち

●
ナ
が

いや
-

清

ら
装

い
や
ま
し
ん
で

い
言

に
.
あ
ん
さ

I
に
'
う
れ
I
な

-

美
し
-
装
う

の
は
き
ら

い
だ
が
'
親
孝
行
を
し
な

い
と

い
け
な

い
か
ら
と

い
っ
て
'
親
孝
行
を
す
る
の
は
雀
だ

っ
た
ん
だ

っ
て
｡

菊
翠
は
ま
た
川
端
辺
り
か
ら
'
美
し

い
着
物
で
水
色
と
か
､
黄
色

と
か
混
ざ

っ
て
い
る
美
し

い
着
物
を
着
て
い
る
毅
翠
と

い
う
鳥
が

い
ま
し
た
よ
ね
､
昔
は
｡
今
で
は
も
う
'
見
る
こ
と
も
な
-
な

っ

て
し
ま

い
ま
し
た
け
ど
ね
え
そ
の
鳥
も
｡
大
変
き
れ

い
な
鳥
で
す

よ
あ
れ
は
'
薪
翠
と

い
っ
て
い
ま
し
た
が
ね
.
そ
の
鳥
は
ま
た
'

親

の
孝
行
を
し
て
'
み
す
ぼ
ら
し

い
恰
好
で
い
る
よ
り
は
ね
'
親

孝
行
を
し
な
-
て
も
私
は

い
つ
も
終
発
な
着
物
を
着
て
'
美
し
-

装

っ
て
い
た
ほ
う
が
い
い
と
言

っ
て
.
そ
れ
で
､
そ
の
輩
翠
は
親
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比
な

か-ら

親
ぬ
ん
突
き
放
さ

っ
と

-
ぐ
と
う
､
ち

ゃ

1
㌧

川
ば
た
-
な
-

み
')

い
-

ち'
ナ
が

あ
っ

り
､
水
ぬ
上
な
-
り
I
t
清
ら
装

い
し
歩
ち

ょ
I
L
が
｡
-
ぬ
タ

ぐ
わ-

ち
や

や
-

あ
JN

ラ

-
小

や
'
親
孝
行
や
-
と

う
ん

で

い
言
ち
'
ち

ゃ

-
家
ぬ
雨

だ
い

む
也

ち
●

う

重
な

-
り

-
､
倉
ん
け

-
あ
る
物
食

で

い
.
ま
た
'
人
ぬ
落
て

い
､

う
や

う

カ

う
や

親
ぬ
落
ち
ち
り

-
食
り
'
な

い
ん
で

い
い
ち
'
あ
ん
し
'
親
孝
行

ち

の
-

ぢ

ん

ち

や
-

そ

-
る
た
み
な
か

い
'
着

物

や
な
着

物

着
ち

ょ

-
て

い
'
家
ぬ
内

な
-

む
ぬ

な
-
り

I
t
雨
重
な

-
り

I
t
庭
な

-
り

I
t
ほ

-
り
と
-
る
物

カ

す

>

食
で

い
青
だ
か
り

-
る
ぐ
と
ぅ
や
ん
で

い
言
ん
ピ

ー
で

い
｡

はなし-

う
や

わ

ち

う
ぬ

話

や
'
親
か
ら
ど
う
私
ね

-
開
ち
ょ
-
ぐ
と
ぅ
｡

に
も
突
き
放
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
'

い
つ
も
川

の
側
あ
た
り
'

水

の
上
あ
た
り
を
'
美
し
-
装

っ
て
暮
ら
し
て
い
る
の
だ
が
｡
こ

の
雀
は
親
孝
行
者

で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
'

い
つ
も
家

の
軒
下
か

ら
'
倉

に
あ
る
物
を
食

べ
て
い
る
｡
ま
た
､
人
間
や
'
親

の
お
こ

ぼ
れ
を
食

べ
て
生
き
て
い
-
こ
と
が
で
き
る
と

い

っ
て
｡
そ
う
や

っ
て
親
孝
行
を
し
て
い
る
た
め
に
､
着
物
は
ぼ
ろ

の
着
物
を
着
て

い
る
が
家

の
中
や
'
軒
下
､
庭
辺
り
に
散
ら
ば

っ
て
い
る
お
こ
ぼ

れ
を
食

べ
て
'
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う

こ
と
ら
し

い
よ
と
｡

こ
の
話
は
親
か
ら
私
は
聞

い
た

の
で
｡
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昭
和
五
五
年
五
月

一
八
日

大
本
敬
子

･
西
江
美
智
子
聴
取

山
内
智
子
翻
字

T
I
B
l

団

カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
と
ク
ラ

ー

豊

川

高
良
カ
マ

(明
治
二
四
年

一
〇
月
五
日
生
)
具
志
川
市

う

や

に
ん

う

や

に
ん

親

ぬ
寝

じ

ゃ
び
た
-
と

う
て

I
t
親

ぬ
寝

た
-
と

ぅ
て

-
'

う

や

に

ん

ヘ
-

｢
え

ー
'

い
が
た

-
親

あ
寝

と

1
-
と

う
て

I
t

い
や

ー
早

-

･

<

み

-め
-

な

-
行

じ

ゃ

I
に
見

舞

し
わ
る
や
さ
に
｣

で

い
言
ち

ゃ
-
と
う
､
カ

ン
ジ

ュ
ヤ

ー
が
､

わ

ち
●

ぎ
の
-
う

う
や
み
ー
め
-

｢
あ
ー
あ

-
'
私
ね

-
滑
ら
着
物
織
て

い
か
ら
る
親
見
舞
す
る
｡

ち

●

ぎ
の

-
さ

滑

ら
着

物

着
ち
か
ら
る
行
ち

ゅ
る
｣

ん
り
言
ち
や
｡

親
が
病
気
に
な

っ
た
の
で
ね
'

｢
ね
え
'
私
た
ち
の
親
は
病
気
し
て
寝

て
い
る

の
で
ね
'
あ
な
た

も
早
-
行

っ
て
'
見
舞
を
し
な

い
と

い
け
な

い
ん
じ

ゃ
な

い
｣

と
言
う
と
'
菊
翠
は
'

｢あ
あ
'
私
は
美
し

い
着
物
を
織

っ
て
か
ら
親

の
見
舞
に
は
行
-

つ
も
り
だ
よ
｡
美
し

い
着
物
を
着
て
か
ら
行
-

の
よ
｣

と
言

っ
て
ね
｡
ま
た
雀
は
､



雀孝行

ま
た
'
ク
ラ
ー
や
'

わ

)p

う
や

｢あ
ー
あ

1
㌧
私
ね

-
フ
タ
タ
1
着
ち
ょ

-
て
い
ん
親
ぬ
-
と

-

わ

う
や

し
わ
る
な

い
-
と
ぅ
や

1
㌧
私
ね

-
親
ぬ
-
と
ぅ
す
せ

-
ま
し
｣

う
や

こ
-

く
わ

ん
り
言
ち
ゃ
-
と
ぅ
｡
う
れ

-
親
ぬ
孝
ぬ
子
な
て
い
や

-
､
あ
ん

く
わ

し
ぇ

1
-
と

ぅ
｡
カ

ン
ジ

ュ
ヤ
ー
や
親
不
孝
な
子
や
-
と
う
t

か-
ら

あ
っ

い
e
と
っ

くえー

｢
川
か
ら
歩
ち
'
魚
捕
て
い
喰
よ

ー
｣

う
や

こ
l

く
ゎ

ま
た
'
タ
ラ
ー
や
親
ぬ
孝
ぬ
子
や
-
と
う
'

む
み

か

が

ん
'J
'
う

｢あ
ま
-
ま
ぬ
倉
な

-
り

-
粗

食

り
､
頑

丈

し
｣

で
い
言
た
ん
り
｡
あ
ん
L
や
い
び
-
た
は
｡

昭
和
五
五
年
五
月

一
八
日

｢あ
あ
'
私
は
ぼ
ろ
の
着
物
を
着
て
い
て
も
､
親
の
こ
と
は
し
な

い
と
い
け
な

い
｡
私
は
親
の
こ
と
を
す
る
ほ
う
が
い
い
｣

と
言

っ
て
'
雀
は
親
孝
行
の
子
だ
か
ら
､
そ
う
し
た
ん
だ
が
｡
素

翠
は
親
不
孝
な
子
な
の
で
'

｢
川
辺
で
魚
を
捕

っ
て
食
べ
な
さ
い
｣

ま
た
'
雀
は
親
孝
行
の
子
ど
も
だ
か
ら
､

｢あ

っ
ち
こ

っ
ち
の
倉
で
籾
を
食
べ
'
元
気
に
暮
ら
し
な
さ
い
｣

と
言

っ
た

っ
て
｡
そ
ん
な
話
で
し
た
よ
｡

富
村
朝
夫

･
仲
原
敦
子

･
山
岸
信
浩

･
安
田
啓
子

山
内
智
子
翻
字

T
2
A
3

圏

ク
ラ
ー
と
コ
-
カ
ル

豊

川

仲
宗
根
テ
ル

(明
治
三

一
年
五
月

一
〇
日
生
)
登
川

う
や

4･

ぢ

ク
ラ
ー
や
'
親
ぬ
病
ろ
-
て
い
か
ら
'
あ
ん
ね

っ
L
t
や
な
着

ん
ち

う

や

ん

物
着
ち
ん
'
す
ぐ
そ

-
ま
り

-
ん
ち
'
あ
ぬ
親

見

じ

-
が
行
ち
ゅ

①

L
が
｡
ま
た
'

コ
-
カ
ル
ん
で

い
る
言
た
ん
ビ

ー
｡
う
れ

-
'
ま

か
-
ら

ばた

と
う

く
わ

いゆとぅ

くわ

た
'
川

端

な
-
り
-
う
り
取
て

い
喰
て

い
'
魚
捕
て

い
喰

て

い

な

I
t
ち●

首
の
-
ち

ラ
や
ん

｢滑
ら
着
物
着
ち
る
親
見
じ

-
が
ん
行
ち

ゅ
る
｣

り
言
ち
ゃ
-
と
､つ
'
あ
ん
さ

I
に
'

雀
は
親
が
寝
込
ん
で
い
る
と

い
う
の
で
'
あ
の
よ
う
に
汚
い
着
物

を
着
て
い
て
も
'
す
ぐ
さ
ま
'
親
を
見
に
行
-
の
だ
が
｡
ま
た
赤
シ

ョ
ウ
ビ
ン
と
い
っ
て
い
た
よ
｡
そ
の
鳥
は
'
ま
た
､
川
の
側
か
ら
魚

を
捕

っ
て
食

べ
て
ね
え
'

｢美
し
い
着
物
を
着
て
か
ら
親
を
見
に
行
-
｣

と
言

っ
た
の
で
'
そ
れ
で
'

｢
お
前
は
川
の
側
で
餌
を
取

っ
て
食
べ
な
さ
い
｡
ま
た
'
雀
は
倉

の

53



雀孝行

か-らば
た

む
の

と
う

くえ-

｢
い
や
ー
や
'

川
端

か
ら
物

お
取
て

い
喰

わ
｡
ま
た
'
ク
ラ

ー

く
み
ひ
っ

く
え-

や
倉
ぬ
下
か
ら
米
拾
て

い
喰

わ
｣

はおーし-

ん
り

い
ち
ぬ

話

や
た
ん
り

い
る
ば

-
て

-
0

下
か
ら
米
を
拾

っ
て
食

べ
な
さ

い
｣

と

い
う
話
で
あ

っ
た
と

い
う
ん
だ
が
ね
｡

54

注

①
コ
-
カ
ル
･
･
･
赤
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
こ
と
｡
カ
ワ
セ
ミ
科
に
属
す
る
鳥
｡
体
色
は
鮮
や
か
な
赤
褐
色
で
あ
る
｡
琉
球
列
島
の
奄
美
大
島
ま
で
分
布
す
る
｡

昭
和
五
五
年
五
月

一
八
日

富
村
朝
夫

･
仲
原
敦
子

･
山
岸
信
浩

･
安
田
啓
子

山
内
智
子
翻
字

T
2
A
7

国

力
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
と
ク
ラ

ー

豊

川

仲
宗
根
蒲
助

(明
治
三
四
年

一
〇
月
三
日
生
)
登
川

う
や

こ
-

ち
*
ぢ

ん
ち

親
ぬ
孝
す
し
や
か
に
ん
ピ

ー
'
清
ら
着

物
着
ち
す
せ
-
ま
し
ん

か-らば
た

ち
■

で

い
｡
あ

ん
し
る
川
端

ん
じ
あ
れ

ー
､

カ
ン
ジ

ユ
ヤ
ー
清
ら
き

た
げ
I
の
-
0

ビワ
ん

ち

う
や

ま
た
'
ク
ラ
ー
や
よ

I
t
タ
ラ

ー
や
t
や
な
着
物
ん
着
ち
ん
親

こ
-

や
-

い
-

令
-

う
ち

ぬ
孝
す
せ

-
ま
し
ん
り
｡
あ
ん
L
t
あ
れ

ー
､
家
ぬ
上
'
家
ぬ
内

す
だ

に
育
て

い
し
む
ん
り
｡
カ

ン
ジ

ュ
ヤ
ー
や
ま
た
あ
ね

-
あ
れ

ー
あ

か-ち_∫た

す
だ

ら
ん
な
'
反
対
な
や

I
に
る
川
端
ん
じ
育
ち

ょ

-
ん
り
｡

昭
和
五
五
年
五
月

一
八
日

親

の
孝
行
す
る
よ
り
も
ね
､
美
し

い
着
物
を
着
て
い
る
ほ
う
が

か

わ
せ
み

い
い
ん
だ
と
｡
だ
か
ら
､
川
端
辺
り
に
い
る
薪

翠

は
き
れ

い
で
し

ょ
1つ
○

ま
た
雀
は
ね
'
雀
は
ぼ
ろ
の
着
物
を
着
て
い
て
も
親

の
孝
行
を

す
る
ほ
う

が
い
い
と
｡
そ
れ
で
'
雀
は
屋
根
や
家

の
内
で
暮
ら
し

て
も

い
い
ん
だ
と
.
輩
翠
は
ま
た
'
そ
う
で
は
な
-
て
'
雀
と
反

対
な

の
で
川
端
で
暮
ら
し
て
い
る
ん
だ
と
｡

比
嘉
和
男

･
崎
原
有
美
恵

･
辺
土
名
美
智
代
聴
取

山
内
智
子
翻
字

T
I
A
l



雀孝行

55

団

雀
と
カ
ン
プ
ヤ
-

(兄
弟
)

豊

川

平
田
嗣
光

(大
正
六
年
五
月
五
日
生
)
登
川

私
た
ち
が
小
さ
い
と
き
､
親
た
ち
か
ら
聞
い
た
'
聞
か
さ
れ
た
話
だ
が
､
ま
'
た
ぶ
ん
親
た
ち
と
し
て
は
､
子
ど
も
た
ち
に
､
孝
行
の
あ
れ

〔教
訓
〕
を
教
え
込
も
う
と
い
う
意
味
で
'
話
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ
る
が
｡

①

あ
る
所
に
'
雀
と
カ
ン
プ
ヤ
ー
'
ま
'
こ
れ
は
兄
弟
だ
と
い
う
意
味
あ
い
で
語

っ
て
お
る
が
'
ま
あ
'
こ
の
'
い
つ
か
の
日

〔あ
る
日
〕
に

親
が
'
急
病
に
な

っ
て
'
そ
し
て
も
う
臨
終
ま
じ
か
に
な

っ
た
と
き
に
'
来
る
よ
う
に
と
い
う
使
い
を
受
け
た
が
'
た
ぶ
ん
そ
の
方

〔カ
ン
プ

づ

ヤ
ー
〕
は
'
そ
う

い
う
親
の
所

へ
行
-
ん
だ
か
ら
'
と
言

っ
て
､
着
物
に
と
ら
わ
れ
て
'
色
付
け
し
た
り
し
て
'
着
物
を
作

っ
て
､
着
け
て
行

っ
た
た
め
に
､
と
う
と
う
親
の
臨
終
に
間
に
合
わ
ず
'
な

っ
た
と
｡

し
か
し
'
雀
の
方
は
親
の
こ
と
だ
か
ら
'
も
う
､
そ
の
ま
ま
の
姿
で
駆
け
つ
け
て
行

っ
て
'
や

っ
と
親
の
死
に
目
に
合
う
こ
と
が
で
き
た
の

で
'
そ
の
と
き
は
'
そ
の
親
は
'
死
な
な
い
う
ち
さ
あ
ね
､
死
ぬ
直
前
に
､

｢
お
前
は
'
本
当
に
孝
行
だ
｡
そ
の
ま
ま
で
も
い
い
'
親
の
死
に
目
に
合
う
よ
う
に
飛
ん
で
き
て
-
れ
た
か
ら
'
非
常
な
孝
行
で
あ
る
｣

と
｡
し
か
し
'
カ
ン
プ
ヤ
ー
の
方
は
'
親
の
死
に
目
に
対
し
て
で
も
'
自
分
の
着
飾
り
を
す
る
か
ら
'

｢も
う
'
お
前
は
'
こ
れ
か
ら
あ
と
'
川
に
行

っ
て
'
自
分
で
餌
を
拾

っ
て
'
取

っ
て
食
べ
て
'
生
き
な
さ
い
｣

も
み

と
｡
し
か
し
'
雀
の
方
は
'
親
孝
行
だ
か
ら
'
こ
れ
は
'
米
の
飯
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
､
お
米
の
こ
ぼ
れ
'
籾
の
落
ち
て
い

る
の
を
与
え
ら
れ
た
た
め
に
'
今
で
も
よ
-
'
稲
の
刈
り
取
り
や
､
そ
の
時
期
に
は
雀
が
寄

っ
て
た
か

っ
て
'
餌
を
取
り
に
雀
が
集
ま
る
の
も
､

そ
の
理
由
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
'
親
孝
行
せ
よ
と
い
う
意
味
あ

い
を
含
め
て
'
母
た
ち
'
昔
の
人
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
'
子
ど
も
た
ち
に

話
を
し
て
お

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
な
｡

注

①
カ
ン
プ
ヤ
ー
･
･
･
菊
翠
の
こ
と
.

昭
和
六
〇
年
九
月
三

〇
日

辺
土
名
初
美

･
真
栄
城
栄
子

･
宮
城
昭
美
聴
取

宜
保
勝
翻
字

T
16
A
4



雀孝行

か
わ
せ
み

田

詰
翠
と
ク
ラ
ー

(兄
弟
)

豊

川

仲
宗
根
盛
雄

(明
治
四
三
年
九
月

一
五
日
生
)
登
川

56

か
わ
せ
み

か
わ
せ
み

昔
は
よ
､
薪
翠
も
タ
ラ
-

〔雀
〕
も
兄
弟
で
あ

っ
た

っ
て
｡
だ
が
'
親
が
病
気
し
て
'
も
う
危
篤
な

っ
た
が
'
あ
の
薪
翠
は
'
親
の
病
気
に

で
あ
る
が
'

｢も
う
'
着
飾

っ
て
行
か
な
い
と
で
き
な
い
｣

と
言

っ
て
'
着
飾

っ
て
行
-
ま
で
に
は
'
親
は
す
で
に
こ
と
切
れ
て
い
た
｡

そ
し
て
'
ま
た
､
タ
ラ
ー
は
､
飾
ら
な
い
で
先
に
行

っ
て
'
着
け
た
ま
ま
の
着
物
で
駆
け
寄

っ
て
行

っ
て
'
親
の
ミ
-
ウ
-
ウ
イ

〔臨
終
〕

に
間
に
合

っ
て
行

っ
た
か
ら
'

｢あ
ん
た
は
'
も
う
良
い
子
だ
か
ら
'
い
つ
も
倉
の
下
で
お
米
を
食
べ
て
暮
ら
し
な
さ
い
｣

か
わ

せ

み

と
い
う
が
'
素

翠

の
方
は
'

｢あ
ん
た
は
も
う
､
自
分
の
ハ
イ
カ
ラ
ぽ

っ
か
り
知

っ
て
い
る
か
ら
､
あ
ん
た
は
も
う
川
端
に
行

っ
て
'
自
分
で
魚
を
取

っ
て
喰
い
な
さ
い
｣

と
言
う
て
､
こ
う
い
う
ふ
う
に
な

っ
た
と
い
う
よ
う
な
話
は
あ

っ
た
ん
で
す
よ
｡

しっけ

こ
れ
も
'
子
ど
も
の
族

の
話
な
ん
か
の
そ
れ
か
ら
始
ま

っ
た
ん
で
し
ょ
｡
昔
は
こ
ん
な
こ
と
も
あ

っ
た
と
'
鳥
と
人
間
と
の
そ
れ
を
掛
け

て
話
や

っ
た
と
い
う
よ
う
な
'
そ
う
い
う
も
ん
で
あ
る
し
｡

昭
和
六
〇
年
八
月

一
二
日

辺
土
名
初
美

･
仲
於
庸
尚
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
12
A
10



雀孝行

園

ク
ラ
ー
と
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー

豊

川

平
田
フ
ミ

(明
治
三
五
年
四
月

一
〇
日
生
)
具
志
川
市

しち●

む
ん

タ
ラ
I
は
'
倉

の
下
か
ら
歩
-
か
ら
親
孝
行
者

と
言
い
よ

っ
た
が
ね
､え
｡
ま
た
'
あ
の
カ
ン
ジ

ュ
ヤ
-

(菊
翠
)
と
い
う
き
れ
い
な
鳥
は

た
-
さ
ん
い
た
よ
､
川
に
行

っ
た
ら
｡
こ
れ
も
今
は
見
た
こ
と
な
い
が
'
た
-
さ
ん
い
た
よ
川
行

っ
た
ら
｡
こ
れ
が
チ
ム
エ
ー

〔意
味
)
は
分

む
ん

か
ら
な

い
が
ね
｡
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
は
'
あ
れ
は
親
不
孝
者

だ
か
ら
'

か
-
ら

｢あ
ん
た
は
川

の
側
か
ら
歩
い
て
'
す
だ
き

〔育
ち
〕
な
さ
い
ね
え
｣

と
｡こ

の
法
律
だ
よ
う
で
い

〔
こ
の
意
味
だ
そ
う
だ
)
｡
こ
れ
は
開
い
た
よ
'
覚
え
て
い
る
｡

昭
和
五
五
年
五
月

一
八
日

商
晴

1
郎

･
湧
川
紀
子

･
金
城
あ
つ
子

･
続
開
直
美
聴
取

山
内
智
子
翻
字

T
I
A
9

国

力
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
と
ク
ラ
ー
小

知
花

鳥
袋
タ
ケ

(大
正
七
年
九
月

一
日
生
)
知
花

う
れ
-
よ
-
'
あ
ぬ
I
t
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
-
ん
ち
よ
'
カ
ン
ジ
ュ

ち
■

とういぐわ-

ヤ
ー
ん
ち
'
じ
こ
-
滑
ら
さ
ぬ
鳥

小
ぬ
う
た
ん
よ
｡
う
れ

I
～

か
-
ばた

か-ら

い

eぐ
わ-

川
端
か
ら
よ
'
川
か
ら
た

っ
ち
ゃ
-
に
や
'
魚

小

ん
で
I
t
か

く
b

ん
､
チ

ッ
コ
イ
み
か
さ
I
に
喰
て
I
L
I
L
ふ
る
カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー

')I-

と

う

あ

っ

ん
で

い
ち
､
尾
や
フ
イ
タ
1
､
7
イ
タ
I
L
t
飛

で

い
歩

ち
ゅ

とういぐわ-

ち
●

る
島

中

が
う
た
ん
よ
｡
-
れ
I
t
な

-
'
じ
こ
-
滑
ら

-
て
-

あ
か
-
ぐ

わ-

お
-
ち

-ぐ
わ-

な

-
｡
う
ま
ん
で
-
'
し
ぐ
な

-
赤

小

'

青

小

L
t
な

1
㌧

じ●-ぐわ-

尾

小
う
り
し
｡
と
I
t
う
り
と
う
'
カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
と
ぅ
'
-

か
わ
せ
み

こ
れ
は
ね
'
素
翠
と
い
っ
て
'
と

っ
て
も
美
し
い
烏
が
い
た
よ
.

あ
れ
は
'
川
端
か
ら
ね
'
川
の
辺
り
で
歩
い
て
､
魚
な
ど
を
つ
い

て
'
捕

っ
て
食
べ
た
り
し
て
い
る
菊
翠
と
い
っ
て
'
尾
を
振
り
振

り
し
て
飛
び
回

っ
て
い
る
烏
が
い
た
わ
け
さ
｡
こ
れ
は
も
う
赤
い

色
や
青
い
色
を
し
た
尾
を
し
て
ね
'
と

っ
て
も
美
し
い
さ
あ
｡
そ

の
素
翠
と
こ
の
雀
の
話
を
聞
か
さ
れ
た
わ
け
さ
､
私
た
ち
は
.

こ
れ
は
ね
'
あ
の
雀
と
い
う
鳥
は
'
た
い
そ
う
な
親
孝
行
者
で
'

あ
る
日
の
こ
と
､
化
粧
を
し
て
'
も
う
'
ど
こ
か
に
出
か
け
よ
う

57



雀孝行

ぐ
ゎ-

はなし-
さ

わ

っ

ぬ
ク
ラ

ー
小

ぬ

詰

問
か
さ

-
り

-
た
ん
よ
-
私

た
や
｡

ぐわ
-

と

うい

う
れ

-
よ

I
t
タ
ラ

-
小

ん
で

い
る
鳥

え

ー
'

こ
-

む
ん

け

し
ょ
-
ぐ
わ
-

行

者

な
て

い
'
あ
ん
さ

-
に
'
な
'
化

粧

小

L
t

b

ち

ん

な

I
t
別

け
-
な
､
出

じ

I
ん
ち
や
た
ん
で

い
.

で-
+J

こ
-

大

変

な
親
孝

け

し
一
う
ぐ

わ-

化

粧

小

L
t

あ
ん
し
し

ゃ
く

と

ぅ
'
うや
t･4ま

な
ま

み
-

へ

｢親
や
今
'
今
死
に

1
日
に

-
か
か
て

い
ね

-
ん
-
と
う
'

早
-

な
-
釆
よ
-

｣

ぐ
わ
l

さ
-
と

ぅ
'
う
ぬ
ク
ラ

ー
小

ん
で

い
し
え

ー
へ
あ
ぬ
白
な
と

-

とうくろ

う
･M

け
し._う

血く

る

所

お
や
'
其
処
ま

で

-
化
粧

す

ん
ち
や
た
し

が
､

け

-
残

ぬ
く

う
や

さ

I
に
や
へ

け

-
残
さ

I
に
す
ぐ
'
｢
親
ぬ
､
ミ

-
ウ
テ
ィ

ー
ふ

ん

-

あわ

う

や

し
見

ち
-

1
ん
ね
-
な
ら
ん
｣
で

い
や

ー
に
､
慌

て

い
て

い
親

ぬ
､

ん

ん

ん

i

う
り
､
見
じ

-
が
行
じ
ょ

-
る
ば

-
｡
様
子
見

じ
-
が
な

-
行

ち

く

ぴ

し

る-

え

ー
ん
て

-
｡
あ
ん
さ

I
に
ど

ぅ
'
あ
ぬ
首

ぬ
-

つ
ぺ

-
白

や

也
-

はなし-

よ

-
い
残
と

-
ぎ
さ
ん
で

い
ぬ

話

や
た
る
ば

-
0

カ
ン
ジ

ュ
ヤ

ー
で

い
し
え

ー
'
ま
た
'
反
対
に
'
逆
に
ま
た
'

り

っば
ぐ

わ-
す
が

｢
立

派

小

装

て

い
行
か
ん
ね
-
な
ら
ん
｣

う

い-

しち
◆

む
る

り

っ

ば

ぐ
わ
-

ん

ん

で

い
ち
へ
な

-
上

か
ら
下

ま

で

い
全

部

立

派

小

し
行

じ

ゃ
ぐ

よノや

と
ぅ
､
う

に
ん
と
う

ー
ね

-
親

あ
も

-
ら
ん
け
-
な
て

い
､
あ
ん

お

や

ふ

こ

-
む

ん

L
t
や
た
ん
で
い
ん
ピ
ー

｡
あ
ん
さ

I
に
あ
れ
ー
､
親

不

孝

者

で

い
言

や
ら

-
に
'

ふ
い

ふい-

か
-

｢
い

や
ー

や
や

I
t
冬

に
ん
寒

さ

ガ

タ
ガ

タ
さ

-
に
や
'
川

と
し
て
準
備
を
し
て
い
た
ん
だ

っ
て
｡
そ
う
し
た
か
ら
も
う
'

｢親
は
も
う
'
今
に
も
死
に
そ
う
だ
か
ら
'
早
-
釆
な
さ

い
ね
｣

と
言
わ
れ
た
か
ら
､
こ
の
雀
と

い
う
鳥

の
首

の
辺
り
が
白
-
な

っ

て
い
る
の
は
､
そ
こ
ま

で
化
粧
す
る

つ
も
り
で
あ

っ
た
が
'
途
中

で
や
め
て
し
ま

っ
て
ね
'
す
ぐ
､
｢
親

の
死
に
目
に
間
に
合
わ
な

い
と

い
け
な

い
｣
と
言

っ
て
'
慌
て
て
親

の
所
に
様
子
見
に
行

っ

た
わ
け
さ
｡
そ
れ
で
'
あ

の
雀

の
首
に
白

い
部
分
が
少
し
残

っ
て

い
る
と
の
話
な
ん
だ
け
ど
ね
｡

菊
翠

っ
て
い
う

の
は
ま
た
'
反
対
に
'
逆
に
ま
た
'

｢
き
れ

い
に
装

っ
て
行
か
な

い
と

い
け
な

い
｣

っ
て
言

っ
て
､
も
う
上
か
ら
下
ま
で
み
ん
な
立
派
に
し
て
行

っ
た

か
ら
'
そ

の
間
に
は
親
は
亡
-
な

っ
て
し
ま

っ
て
い
た
と

い
う

こ

と
ら
し

い
ん
だ
｡
そ
れ
で
も
う
'
あ
れ
は
親
不
孝
者

っ
て
言
わ
れ

て
'｢お

前
は
ね
'
冬

で
も
寒
さ
で
ガ
タ
ガ
タ
震
え
な
が
ら
'
川
端
か

ら
歩
き
な
さ

い
ね
｣

っ
て
言
わ
れ
て
ね
､
あ
れ
は
川
か
ら
ね
'
川
端
か
ら
飛
び
回

っ
て

い
る
ん
だ
よ
と

い
う
話
が
あ

っ
た
わ
け
｡

雀
は
ま
た
'

｢
お
前
は
も
う
親
孝
行
者
だ
か
ら
'
金
持
ち

の
人

の
家

の
下
か
ら

歩

い
て
ね
'
そ
う
し
て
'
米
や
麦
な
ん
か
が
散
ら
ば

っ
て
い
る
の

58
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あ

っ

な

I
で

い
-
歩

き
よ

-
｣

か
-

で

い
言
ら

っ
て

い
る
'
あ
れ

ー
川

か
ら
や
'

はなし-

ち
し
ゃ
ん
で

い
ち
'

話

や
あ
た
る
ば

-
0

ク
ラ
ー
や
ま
た
､
う
や
こ
-
ニ
-
む
ん

｢
い
や
ー
や
な

I
t
親
孝
行
者
や
-
と
ぅ
t

Lちゃ

あ
っ

か
ー
は

た

あ

っ

川

端

な

-
り

-
歩

ち

ち
●

や
-

ウ

ェ
-
キ
ん
人
ぬ
家く
み

ぬ
下
な

I
で

い
-
歩
ち

ゃ
I
に
て

I
t
あ
ん
さ

I
に
'
あ
ぬ
米

ぐわ-

むじぐわ-

ふ
い

小

ん
'
麦
小

ん
'
ぬ

-
ん
ち
り
と

I
L
や

-
､
う
り
拾

っ
て

い

く
わ

†
L.

喰
や

I
に
育
て

い
い
-

わ
一
や

-
｣

う
や

い
+

ぐわ-

ん

で
い
'
親
ぬ
言

っ
て

い
ど

う
よ

-
､
ク
ラ

ー
小

や
ウ

ェ
-
キ

ち
●

や
-

や
-

な-か

ん
人
ぬ
家
な
I
で

い
I
や
､
あ
れ

ー
家
ぬ
中

ん
か

い
入

っ
ち

ゃ

ぬ
-

ん
て

-
ん
､
ぬ

-
ん
､
あ
ん
-
と
う
､
何
ん
あ
ら
ん
で

い
｡
あ
ん

く
ら

しちゃ

く
みぐわ-

あわぐ
わ-

さ

I
に
'
倉

ぬ
下
な

I
で

い
I
や

1
㌧
あ
ぬ
米
小

ん
'
粟
小

ん
､

4
-

こく
･aつ

何
や

1
-

い
I
や

I
t
穀
物
さ

-
ね
'

｢
こ
れ
食

べ
て
ね
'
暮
し
て
い
き
な
さ

い
｣

と
言
わ
れ
た
か
ら
'
こ
ん
な
に
や

っ
て
い
る

っ
て
｡
だ
か
ら
'
ク

ぐ
わ-

う

や

こ

-
こ

-
む
ん

ラ

ー
小

場
合
は
親

孝

行

者

､

あ
ぬ
カ

ン
ジ

ュ
ヤ
ー
と

い
う
烏
は

親
不
孝
者

っ
て
｡

を
拾

っ
て
食

べ
て
生
活
し
て
い
き
な
さ

い
ね
｣

っ
て
親
が
言
わ
れ
た
の
で
ね
'
雀
は
'
金

持
ち
の
人

の
家

の
辺
り

で
よ
-
見
か
け
る
で
し
ょ
う
｡
雀
が
家

の
中
に
入

っ
て
も
'
何
も

災

い
を
も
た
ら
さ
な

い
っ
て
｡
何
で
も
な

い
っ
て
｡
そ
う
し
て
'

｢倉

の
下
の
辺
り
に
は
米
や
粟
な
ど

い
ろ
ん
な
穀
物
が
あ
る
か
ら
､

こ
れ
を
食

べ
て
暮
ら
し
て
い
き
な
さ

い
｣

と
言
わ
れ
た
か
ら
'
こ
ん
な
に
や

っ
て
い
る

っ
て
｡
だ
か
ら
'
雀

の
場
合
は
親
孝
行
者
'
あ

の
菊
翠
と

い
う
鳥
は
､
親
不
孝
者

っ
て
.

昭
和
六

一
年
七
月
九
日

宮
城
昭
美

･
富
里
信
勇
聴
取

上
門
博
之
翻
字

T
26
A
3
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囲

ク
ラ
ー
と
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー

知
花

栄
野
比
ー
ヨ

(大
正
五
年
七
月

二

一日
生
)
池
原

60

う
や
こ
-
こ
-

タ
ラ
-

〔雀
〕
や

い
っ
ペ
-
親
孝
行
や
た
ん
で

い
｡
あ
ぬ
カ
ン

か-らば
た

ち
●

ジ

ュ
ヤ
ー
ん
ち
う
ふ
ぇ
I
や
､
川
端
な
け
-

い
っ
ぺ
-
清
ら
I

お-ら
-

う
や
ふ
こ
-
む
ん

が
'

青

し
｡
あ
れ
ー
ま
た
親
不
孝
者
や
た
ん
で

い
｡

い
っ
ぺ
-

ハ
イ
カ
ラ
ー
ん
や
い
｡
あ
れ
ー
い
っ
ぺ
-
ハ
イ
カ
ラ
ー
や
て

い
'

う

や
ぴ

よう
さ

ん
-

な
'
親

ぬ
病

気

ん
兄
だ
ん
｡

ク
ラ
ー
や
ま
た
'
な

-
あ
ぬ

ハ
イ
カ
ラ

ー
ん
あ
ら
ん
｡
い

っ

う
や
こ
-
こ
-
む
ん

ぺ
I
親
孝
行
者
な
て

い
'
あ
ん
さ

I
に
､

かし

さ
ん
う

｢
い
や
ー
や
'
な
I
や

1
､
-
ぬ
揺
さ

I
に
､
あ
ぬ
着
物
織
て

い

く

う

や

ぴ

.1う
さ

さ

の

う

著
し

-
ん
ち
や
ひ
が

-
､
親

や
な

-
病

気

し
､
着

物

お
織

て

-

Jr)-

く

か
し

著
し
ゆ
-
さ
ん
-
と
ぅ
'
此
ぬ
'
総
や
て
い
ん
'
う
り
は
ち
ょ
-

血
く

さ
ん
う

ま

き

-
ね

-
温
ふ
ぁ
-
と
ぅ
'
い
や
ー
や
な
し

着
物
織
て

い
-
間

あ

かし

に
合
わ
ん
ぐ
と
ぅ
'
-
ぬ
絃
え
ー
は
ち
ょ
ー
き
｣

●l

さ-

ん
ち
'
ク
ラ
ー
や
あ
ん
し
る
-

つ
き
真

っ
白
ら
そ

-
ん
で
い
｡
あ

かし

れ

ー
'
総
は
き
ら

っ
と

-
る
ば
-
や
ん
で
い
'
ク
ラ
ー
や
｡

カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
で

い
し
え
ー
'

う

や

ふ

こ

-
む
ん

｢
い
や
ー
や
'
な
I
や

I
t
親

不

孝

者

や
-
と
う
､

い
や
ー
や
t

か-らば-i,

ひ
-

川
端
な

-
り
1
㌧
寒
さ
お
ー
い
し
｣
か-らば
た

ん
で

い
ち
'
あ
ん
さ

I
に
'
あ
れ

ー
川
端
な

-
り

-
う
り
や
ん

で

い
｡

か
わ
せ
み

雀
は
'
と

っ
て
も
親
孝
行
だ

っ
た

っ
て
｡
あ
の
素

翠

と
い
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
'
川
端
に
'
と

っ
て
も
き
れ

い
な
の
が
'
青
い
色

の

〔鳥
が
)
｡
あ
れ
は
ま
た
親
不
孝
者
だ

っ
た

っ
て
｡
と

っ
て
も

ハ
イ
カ
ラ
で
も
あ
る
し
.
そ
れ
で
'
菊
翠
は
と

っ
て
も

ハ
イ
カ
ラ

だ

っ
た
の
で
'
も
う
親
が
病
気
で
も
世
話
も
し
な

い
｡

雀
は
ま
た
'
も
う

ハ
イ
カ
ラ
で
も
な

い
｡
と

っ
て
も
親
孝
行
者

で
'
そ
れ
で
'

か
せ

｢あ
ん
た
は
も
う
ね
､
こ
の
紀
で
'
あ
の
着
物
を
織

っ
て
着
せ
よ

う
と
思

っ
て
い
る
が
ね
'
親
は
も
う
病
気
し
て
､
着
物
を
織

っ
てぬく

着
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
､
こ
の
総
で
も
掛
け
て
い
た
ら
温

い
か
ら
､
あ
ん
た
は
も
う
'
着
物
を
織

っ
て
は
間
に
合
わ
な

い
か

ら
'
こ
の
総
を
掛
け
て
お
き
な
さ
い
｣

と
言

っ
て
'
雀
は
そ
れ
で

〔首
は
〕
真

っ
白
-
な

っ
て
い
る

っ
て
｡

あ
れ
は
総
を
掛
け
て
い
る
か
ら
だ

っ
て
'
雀
は
｡

薪
翠
と
い
う
の
は
､

｢あ
ん
た
は
も
､つ
'
親
不
孝
者
だ
か
ら
'
あ
ん
た
は
川
端
で
寒
-

し
な
さ

い
｣

と
言

っ
て
'
そ
う
し
て
'
あ
れ
は
川
端
に
い
る

っ
て
｡

雀
は
ね
え
､
昔
は
米
倉
'
粟
倉
と
い
っ
て
'
倉
が
あ

っ
た
か
ら
'
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んかし

く
み
ぐ
ら

あ
わ
ぐ
ら

-
ら

ク
ラ
ー
や
や

1
㌧
昔

え
ー
米
倉
'
粟
倉
ん
ち
'
倉
ぬ
あ
て

-

く
と
ぅ
'

く
ら

しち●

く
み

む
ん
か

｢
い
や
ー
や
倉
ぬ
下
な

-
り

-
､
米
ぬ
物
食
り
､
ふ
る

い
-
り

ょ
-
｣

･つ
■●

ん
で

い
ち
'
あ
ん
さ

I
に
'
ク
ラ
ー
や
よ

-
其
処
ん
で
-
な

-

あ

っ

り
-
歩

ち

ゅ
し
ぇ
-
､
う
ぬ
た
み
や
ん
で
い
｡

｢
あ
ん
た
は
倉

の
下
か
ら
'
米
粒
を
食

べ
て
大
き
-
な
り
な
さ

Pし
｣

と
言
わ
れ
て
'
そ
れ
で
'
雀
が
そ
こ
ら
辺
か
ら
歩

い
て
い
る
の
は
へ

そ
の
た
め
だ
そ
う
だ
｡

昭
和
六

一
年
七
月

一
〇
日

宮
里
信
勇

･
宮
城
昭
美
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
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A
3

どういぐわ-

圏

ユ
ム
鳥

小
と
タ
-
カ
ン
ジ
ュ
イ
(姉
妹

･
ア
ン
マ
-
)

宮
里

上
根
ウ
サ

(明
治
三

一
年

二

一月
五
日
生
)
与
那
城
町

し
●
･3
'
め
-

ぐ
ゎ
-

雀

へ

ク
ラ
ー
小

｡

｢
ア
ン
マ
I
t
わ

っ
た
-
な

-
ふ
ど
ぅ
い
I
と

1
-
と
ぅ
'
旅
ん

ス

ノや
こ
-
こ
ー

で
い
儲
き
て

い
き
ち
､
親

孝

行

さ

-
い
-
｣

/

し

ぐ
にち

ん
で

い
言

ち
'
行
じ
ゃ
-
と
ぅ
'
四
'
五
日
な

い
や
'
ま
た
ア
ン

び

よう

さ

と
う
な
い

ち

●

ち

◆-

て

い
が
み

マ
I

が
病

気
か
か
や
-
い
'
隣

ん
人

ぬ
達

が
手

紙

や
ら
ち
ゃ
-

な
か
い
､
あ
ん
さ

-
う

っ
と

I
t
ま
た
姉
さ
ん
ぬ
み
I
ん
か
い
行

ち
ゃ
-
い
､

や
-

｢
ア
ン
マ
I
や
病
気
か
か
と
-
ん
で
い
ひ
'
家
か
い
は
ら
な

I
～

や

-

け

-

で
い
か
､
で
い
か
家

か
い
帰

ら
で

い
か
｣

ん
ち
ゃ
く
と
う
'

ぐわl

雀
'
タ
ラ
-

小

が
､

｢
お
母
さ
ん
'
私
た
ち
は
'
も
う
大
き
-
な

っ
て
い
る
か
ら
'
旅

に
行

っ
て
儲
け
て
き
て
'
親
孝
行
し
ょ
う
ね
え
｣

と
言

っ
て
､
行

っ
た
が
'
四
㌧
五
日
す
る
と
'
ま
た
お
母
さ
ん
が

病
気
に
な

っ
た
と
'
隣
の
人
た
ち
が
手
紙
を
送

っ
て
き
た
の
で
'

妹
は
'
姉
さ
ん
の
所
に
行

っ
て
'

｢
お
母
さ
ん
が
病
気
だ
と

い
う
か
ら
'
家
に
行
こ
う
｡
さ
あ
'
さ

あ
'
家
に
帰
ろ
う
｣

と
言

っ
た
ら
'

｢わ
か

っ
た
｡
だ
け
ど
'
あ
ん
な
遠
-
に
行
-
な
ら
'
き
れ
い
な
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ち
●

.)
ね

ち

｢
え

ー
'
あ
が
と
ぅ

-
き
ち
か
ら

1
㌧
滑
ら
着
物
ん
着
ち

I
t

か-ら')

り
っ
ぱ
はば

>

さ
ち

髪

ぬ

ん
立
派
捌

ち
行

ち

ゅ
-

と

ぅ
'

い
や

ー
'
先
な

と

-

け
I

L

ん
で
い

111TE
や

I

い

'
う
っ
と
-
行
ち
ゃ

I
に
､
な

-
､
親
ぬ
ミ

1

あと

さ

-

ウ
イ
ん
さ
-
な
か
い
､
ま
た
'

L
I

じ
ゃ
-
後
か
ら
釆
ち
ぇ

I

や
｡
し
ち
ゃ
-
と
､つ
t
だ

1
㌧
ミ
-
ー

ウ
イ
え

I
L

1
う
ー
は
な
'

う
や
ふ
こ
-

くわ

ち

●

｢
い
や
ー
や
'
親
不
孝
ぬ
子
や
-
と
ぅ
や

-
｡
う

っ
と

1
人

ぬ

し'く

カ

う

や

ふ

作

い
む
じ

ゅ
-

い
食

で

い
'
暮
ら
し
よ

-
｡

い
や
ー
や
'
親

不

こ
.

わ
ん

①

は
た

孝
ぬ
者

や
-
と
ぅ
､
ク
ム
イ
ん
端
ん
か
い
行
ち

ゃ
I
t
う
み
し
じ

い
抄
と
う

な
ち

･{ゆ

く
ぇI

魚
捕
て

い
'
夏
ん
冬
ん
喰

ば
｣

は
た

わ
た
ぐ
わ
-

い
や
ー
な
か

い
'
ち

ょ
う
ど
､つ
'
ク
ム
イ
ん
端

な

-
り

-
腹

小

あ

か

.H

か
.

らぐゎ.

②

ぐ
ゎ.

や
赤

真

っ
赤

小
ひ
ち

'
タ

-
カ

ン
ジ

ュ
イ

小
ど
ぅ
t
か
ん
さ

-
'

い
ゆ

とう

か
ん
さ

-
ひ
ち
､
し

ゆ
ぐ
'
魚

捕

っ
て

い
-
む

-
ふ
ぁ
｡

し

'')+め

どう
い
ぐ
わ

-

雀

ん
か

い
や

ユ
ム
鳥

小

ん
で

い
る
言
う
で
ん
ひ
ゃ
1
㌧

ハ

く
と
う

ば-

ち

●ば
め

ぐ

わ-

ネ

ル
言

葉

｡

ま
た
'
燕

え
､

マ
ッ
テ
ー
ラ
ー
小

ん
で
い
｡
ま
た
､

わた
ぐ

ゎ-

あ

か
ど
う
い

は
に
ぐ
ゎ-

腹

小

や
赤

鳥

や
'
タ

-
カ
ン
ジ

ュ
ィ
｡
羽
小

ん
か
ん
さ

-
い
'

わ
i

Jt'
ゎt

あ

か

N

か
-
ら
ぐ

ゎ-

腹

中

や
赤

真

っ
赤

小

さ
-
な
か
い
t
か
ん
さ

I
か
ん
さ

-
ひ
ち
､

い
ゆ
と

ぅ

魚

捕

ゆ
い
ん
で
い
｡

注

①
タ
ム
イ

･
･
･
自
然
の
'
あ
る
い
は
人
工
的
に
つ
-
ら
れ
た
溜
池
｡

の
探
-
な

っ
て
い
る
こ
と
を
言

っ
て
い
る
の
か
｡

②
タ
I
カ
ン
ジ

ュ
イ

･
･
･
劣
翠
の
こ
と
｡

着
物
を
着
て
'
髪
も
き
れ
い
に
椀

い
て
か
ら
行
-
の
で
'
あ
ん
た
'

先
に
行

っ
て
お
き
な
さ

い
｣

と
言
わ
れ
た
か
ら
､
妹
は
行

っ
て
'
も
う
'
親
の
死
に
目
に
会

っ

た
｡ま

た
'
姉
は
後
か
ら
来
た
｡
だ
け
ど
'
ほ
ら
､
死
に
目
に
食
え

な
く
て
ね
'

｢あ
ん
た
は
'
親
不
孝
な
子
だ
か
ら
｡
妹
は
人
が
作
る
農
作
物
を

食

べ
て
暮
ら
し
な
さ

い
｡
あ
ん
た
は
'
親
不
孝
者
だ
か
ら
'
池
の

側
に
行

っ
て
'
夏
も
冬
も
自
分
で
魚
を
捕

っ
て
喰

い
な
さ

い
｣

と
言
わ
れ
た
｡
ち
ょ
う
ど

〔今

で
も
〕
'
池

の
側
辺
り
で
'
お
腹

ぐ
ゎ-

が
真

っ
赤
に
な

っ
て
い
る
烏

で
'
タ

-
カ

ン
ジ

ュ
イ
小

と

い
う

の

が
'
こ
ん
な
､
こ
ん
な
し
て
'
魚
捕

っ
て
食

べ
て
い
る
さ
あ
｡

ど
う
い

ぐわ
-

雀
に
は

ユ
ム
鳥

小

と
言
う
さ
あ
､

ハ
ナ

レ

〔宮
城
島
〕
の

言

葉
で
は
｡
ま
た
'
燕
に
は

マ
ッ
テ
ー
ラ
ー
と
言
う
｡
ま
た
'
お
腹

の
赤

い
タ

-
カ
ン
ジ

ュ
イ
と
い
う
鳥
は
'
羽
を
こ
ん
な
し
て
'
お

腹
は
真

っ
赤
で
'
こ
ん
な
こ
ん
な
し
て
魚
を
捕
る

っ
て
｡
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規
模
は
小
さ
-
'
防
火
や
芋
洗
い
､
家
畜
の
水
浴
び
に
利
用
す
る
｡
こ
こ
で
は
川



平
成
元
年

二

一月
五
日

比
嘉
ゆ
り
子

･
宮
城
昭
美
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
88
A
10

どういぐ
わ-

樋

ユ
ム
島

中

と
夕

-
カ
ン
ジ

ュ
イ

(姉
妹

･
ア
ン
マ
I
)

①

どういぐわt

どう
いぐわt

ゆ

エ

ム

鳥
小や
'

ハ
ナ
リ
う
て

-
ユ
ム
鳥

小

ん
で

い
言
L
が
'

し●'J+め

つばめ

雀
｡

ま
た
'

マ
ッ
テ
ー

ラ
ー
や
燕

や

t
｡
雀
ん
で

い
う
し

ぐ
ゎ-

う
士

と
う

あ
っ

ど
ういぐわ-

ぇ

-

､

ク
ラ

ー
小

'
其
処
か
ら
飛
で

い
歩
ち

ゅ
る
'

エ
ム
島

中
｡

ぐわI
う

や

こ

-
こ

-
む

ん

タ
ラ
-
小
や
親

孝

行

者

｡

どういぐわ-

う
や
こ
ー
ニ
ー

エ
ム
鳥

小
や
親
孝
行
､

い
っ
た

-
池
ぬ
ク
ム
イ
か
ら
遊
ぶ
ぬ
､

わ
たあか-ぐわI

ぬ
-

わ
た
あ
か
I
は
-
と
う
ぐ

わ-

腹
赤

小
t
だ

-
う
り
ん
か
い
何
ん
で

い
え
ー
が
｡
腹

赤

鳩

小

､

い

ゆと
う

あ

っ

血
-

池
ぬ
ク
ム
イ
か
ら
魚

捕

っ
て

い
歩

ち

ゅ
る
'
う
り
ん
か
い
何
ん
で

宮
里

上
根
ウ
サ

(明
治
三

一
年

二

一月
五
日
生
)
与
那
城
町

い
ゆ
が
｡

ち
ょ
-
ど
う
ゆ
ぬ
､
カ
ン
ジ

ュ
え

ー
雀
や
し
が
よ
'

た
い

二
人
雀
や

とうし

L
が
よ
'
ア
ン
マ
I
や
な

I
t
年
と
う
て

い
'

わ
った
-

た

い

た
い

｢
私
達
や

I
t
二
人
'
あ
ぬ

-
姉
き
ぬ
ん
妹
ん
二
人
'
旅
ん
で
い

ち
-

ち●-

儲
き
て

い
釆
-
と
ぅ
､
な
-
ん
も
心
配
し
ん
そ
-
ん
な
よ

-
｣

た
い
も
-

ん
じ

し

ぐ
にち

ん
で

い
ち
､
二
人
儲
き

-
が
ん
で

い
出
た
-
と
ぅ
､
四
㌧
五
日
な

とうな
い

ち
●

い
I
や
ま
た
'
ア
ン
マ
I
や
病
気
か
か
や

I
に
'
け

-
隣

ん
人

う
っとぅ-

て
い
が
み

ち.lI

うっと
ぅ-

ぬ
'

妹

ん
か

い
手
紙
ぬ
釆

ん
て

-
｡
あ
ん
さ

-
､

妹

や
ま

た
姉
さ
ん
に

-
ん
か
い
行
ち
ゃ
I
に
'

ど
ういぐわ-

エ
ム
烏
は
'
あ
れ
は
宮
城
島
で
は

ユ
ム
烏

小

と
主
Rう
よ
'

エ

ム
烏
と
言
う

の
は
雀
｡
ま
た
'

マ
ッ
テ
ー
ラ
ー
と

い
う

の
は
燕
ね
｡

ぐ
わ-

そ
れ
は
燕
｡
雀
と

い
う

の
は
ク
ラ

ー
小
'
そ
こ
ら
辺
か
ら
飛
ん

で
歩

い
て
い
る

ユ
ム
鳥

の
こ
と
｡
雀
は
親
孝
行
者
｡

エ
ム
鳥
は
親

孝
行
'
あ
ん
た
た
ち
の
池

の
ク
ム
イ
で
遊
ん
で
い
る
腹

の
赤

い
鳥
'

こ
れ
に
は
何
て
言
う
か
｡
腹
の
赤
い
鳥
､
池

の
タ
ム
イ
で
魚
捕

っ

て
歩

い
て
い
る
'
こ
れ
に
は
何
て
言
う

の
か
｡

ち
ょ
う
ど
こ
の
カ
ン
ジ

ュ
ー
も
同
じ
雀
だ
が
よ
'
二
人
と
も
雀

〔姉
妹
〕
だ
け
ど
ね
'
母
親
が
も
う
年
と

っ
て
'

｢私
た
ち
は
､
二
人
､
あ
の
姉
さ
ん
も
妹
も
'
二
人
で
'
旅
に
出

て
儲
け
て
来
る
か
ら
'
何
も
心
配
し
な

い
で
下
さ

い
よ
｣

と
言

っ
て
､
二
人
儲
け
に
出
た
｡
ま
た
､
四
､
五
日
し
た
ら
'
母

親
が
病
気
に
な

っ
た
か
ら
'
隣
の
人
が
'
妹
に
手
紙
を
出
し
て
い

る
さ
｡
そ
う
し
た
ら
'
妹
は
姉
さ
ん
の
所
に
行

っ
て
'

｢
お
母
さ
ん
が
病
気
と
い
う
か
ら
'
さ
あ
'
家
に
帰
ろ
う
｣

と
言

っ
た
ら
'
姉
さ
ん
は
'
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や
-

｢
ア
ン
マ
I
や
病
気
ん
じ
う
ん
て

-
ひ
ゃ
-
｡

で

い
か
'
家
ん
か

け
-

い
帰
ら
な

-
｣

で

い
ち

ゃ
-
と
う
'
姉
さ

の
I
へか-らじ

は
ば

け
モ
ー

ち
●

｢
ん

-
｡
旅
ん
か

い
-
れ

-
､

髪

ん
捌
ち
'
化
粧
ん
ひ
ち
､
清

ぢ

A

ち

ら
着
物
ん
着
り
わ
る
や
-
と
ぅ
'

い
や
ー
や
先
な

て

い
行
じ
ょ

-

け
-
｣

ぐ･C-

さ
ち

ん

で
い
あ
ー
い
'
う

ぬ
次
女
ぬ
タ
ラ

-
小

や
'
先
な

て

い
行
ち

うや

や

1

㌧
親
ん

メ
ン

ー
ウ

イ
ん
ひ

っ
ち

ゃ
ん
｡

し●

い
なぐ

え
-
)～

あ
ん
さ

-
い
ま
た
'
う
ぬ
清
ら

女
姉

さ
の

-

､
行
ち

ゅ
る
間

'

■--

入ノ

ア

ン
マ
-
､
亡
ち
居
ら
な
｡
と

-
'
ア
ン
マ
-
が
や

-
､

う

や

ふ
こ

-

む

ん

｢
い
や
ー
や
親

不

孝

ぬ
者

や
-
と
ぅ
や

-
､

い
や
ー
や
ク
ム
イ
ん

い
ゆ
と

う

く

ぇ-

で

い
魚

捕

て

い
喰

よ

-
'
タ

-
カ

ン
ジ

ュ
ィ
｡

い
や

ー
､

タ
-

た
-

いゆ
と
う

-
え-

カ
ン

ジ
ュイ
'
田
ん
じ
魚
捕
て

い
'
う

み
し
り
喰

よ

-
｣

う

っとう-

ど

うい
ぐ
わ-

うっ
とう
I

ま
た

妹

や
､
あ
ぬ

エ
ム
鳥

小

や
'
妹

や
ま
た
'

ち
'

し●く

し
●く

｢

と

-
'

い
や

ー
や
や

It
人
ぬ
作

い
む
じ

ゅ
-

い
作

ゆ
る
'

あわと
I
tJみ
-･B

粟
唐
黍
喰

て
い

生
ち
き

よ-｣

ち
●

ん
で
い
あ
ー

に
､
う
れ
-
あ

ぬ
'
う
ぬ
ふ

-
じ

-
作
-

い
む
じ

ゅ

くえ-

ど-
り

-
い
喰

し
ぇ

-
､
う
ぬ
道
理

ん
で
い
｡

あ
ん
さ

I
t
タ
-
カ

ン
ジ

ュ
ー
'
タ

-
カ
ン
ジ

ュ
ー
イ
ん
で

い

い
●
言
ん
は

-
､
う
り
ん
か

い
｡
タ

-
カ
ン
ジ

ュ
イ
ん
で

い
言
ふ
ぁ
'

う

や

ふ
こ

-
b

ん

う

り
ん
か
え

ー
｡

タ

-
カ

ン
ジ

ュ
イ
や
親

不

孝

者

｡

ま
た
'
ク

｢う
ん
｡
旅
す
る
に
は
､
髪
も
椀

い
て
'
化
粧
も
し
て
'
き
れ

い

な
着
物
も
着
け
な

い
と

い
け
な

い
か
ら
'
あ
ん
た
は
先
に
行
き
な

さ

い
｣

と
言

っ
た

の
で
'

こ
の
次
女

の
雀
は
先
に
行

っ
て
､
親

の
死
に
目

に
間
に
合
う

こ
と
が
で
き
た
｡

と
こ
ろ
が
'
こ
の
美
し

い
姉
さ
ん
が
行
-
間
に
は
'
お
母
さ
ん

は
亡
-
な

っ
て
し
ま

っ
た
｡
そ
れ
で
'
お
母
さ
ん
が
ね
､

｢
お
前
は
親
不
孝
者
だ
か
ら
ね
'
池
で
魚
を
捕

っ
て
食

べ
な
さ

い

よ
､
タ

-
カ

ン
ジ

ュ
ィ
｡
タ

-
カ

ン
ジ

ュ
イ
'
お
前
は
田
で
魚
を

取

っ
て
'
そ
れ
を
食

べ
な
さ

い
よ
｣

ま
た
妹

に
は
'
あ

の
エ
ム
鳥

の
妹
に
は
､

｢
さ
あ
'
あ
ん
た
は
ね
､
人
が
作
る
農
作
物
を
食

べ
な
さ

い
｡
粟

や
唐
黍
を
食

べ
て
生
き
な
さ

い
よ
｣

と
言

っ
て
'
あ

の

エ
ム
烏
が
農
作
物
を
食

べ
る
の
は
'

こ
の
道
埋

っ
て
｡

そ
れ
か
ら
'
こ
れ
に
は
タ

-
カ

ン
ジ

ュ
ー
'
タ

-
カ

ン
ジ

ュ
ー

イ
と
言
う
わ
け
｡

こ
の
タ

-
カ

ン
ジ

ュ
ー
イ
と

い
う

の
は
親
不
孝

者
だ
わ
け
｡
ま
た
､
雀
は
親
孝
行
者
｡

ね
え
'
私
も
地
味
に

い
た
わ
け
だ
か
ら
'
こ
ん
な
話
は
､
よ
-
'

私
た
ち
は
'
夕
飯
を
食

べ
た
あ
と
で
'
隣

の
家
に
行

っ
て
聞

い
た

よ
｡
今
も
'
そ
の
人
は
地
味
に
い
る
よ
｡
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65

ぐゎ-
う
や
こ-
ニーむん

ラ
ー

小
や
親
孝

行
者
｡

わ

う

ぬ
-
私

ぬ
ん

ハ

ネ
ル居
い

｡

と
うない
隣

ん
か

い

行ち
ゅ

たちぇ
-

｡

み味
な

か
い
｡

わ
った-

e-ぽん
か

私

達
'
ゆ

い
､

夕
飯
食

め

I
～

な
.N

②

いけ

今
'

ビ
ー
に
ん
う
ん
ど

I
t

池

注

①

ユ
ム
烏

･
･
･
沖
縄
中
南
部
方
言
で
は
､
か
つ
て
､
雀
を
意
味
し
た
｡
今
で
も
'
沖
縄
本
島
周
辺
の
離
島
や
奄
美
方
言
で
は
'
エ
ム
ド
ウ
イ
系
が
多
い
｡

②
地
味

･
･
･
与
那
城
町
'
宮
城
島
の
北
部
に
位
置
す
る
字
｡
与
那
城
町
は
沖
縄
本
島
中
部
の
東
海
岸
勝
連
半
島
に
位
置
し
'
宮
城
島
は
そ
の
北
東
に
あ

た
かはなり'J
_

る
島
｡
古
-
は
高
離
島
と
呼
ば
れ
た
｡

平
成
二
年
三
月

一
一
日

豊
岡
早
苗

･
宮
城
昭
美
聴
取

山
城
綾
子
翻
字

T
47

B
3

団
雀
と
夕
-
カ
ン
ジ
ュ
ー

(姉
妹

･
ア
ン
マ
-
)

宮
里

上
根
ウ
サ

(明
治
三

一
年

二

一月
五
日
生
)
与
那
城
町

ラ

う
ぬ

-
'

雀
ん
で

い
言

い
し
ぇ

-

ふ
こ

-
む

ん

ジ

ュ
ー
や
あ
れ
ー
不

孝

ぬ
者

｡

う
れ
'
〔親
孝
行
者
〕
'
タ

-
カ
ン

雀
か
ら
な
と

-
る
｡

し●じ●め
た
い
う
-

雀

二
人
居
-
と
ぅ
'
わっ
L,
-

お
と

な

た
で
い

｢
ア

ン
マ
I
t
な

-
私

達

や
大

人

な
と

1
-
と

ぅ
'
旅

ん
で

い

ち
-

ちゃ-

儲
き
て

い
乗

に
'
儲
き

て

い
ア
ン
マ
-
孝
行
さ
び

1
-
と
､つ
'

行
ち

ゃ
び
ら

い
-
｣

ん
で

い
行
ち

ゃ
I
に
｡
さ
-
と
ぅ
､

一
週
間
な

い
-
ね

-
､
ア
ン

･+-
さ

とうない

ち
●

て
いが
み

マ
I
が
病
気
な
や

I
に
､
け

-
隣

ん
人
ぬ
世
話
さ

I
に
'
手
紙

ち+-

ぬ
乗

に
､
あ
ん
さ

-
､
う
ぬ

I
t
う

っ
と

-
〔妹
〕
ま
た
､

雀
と

い
う

の
は
親
孝
行
者
'
タ

-
カ
ン
ジ

ュ
ー
は
不
孝
な
者
｡

こ
れ
は
雀
か
ら
な

っ
て
い
る
｡

雀
が
二
人

い
た
か
ら
'

｢
お
母
さ
ん
'
も
う
､
私
た
ち
は
大
人
な

っ
て
い
る
か
ら
'
旅
に

行

っ
て
儲
け
て
き
て
'
儲
け
て
お
母
さ
ん
孝
行
し
ま
す
か
ら
'
行

き
ま
し
ょ
う
ね
｣

と
言

っ
て
､
旅
に
出
た
｡
そ
し
て
､

一
週
間
し
た
ら
'
お
母
さ
ん

が
病
気

に
な

っ
て
､
隣
近
所
の
人
が
世
話
を
し
て
-
れ
て
'
手
紙

が
来
た

の
で
'
そ
の
妹
は
ま
た
'
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｢
で

-
じ
な
と

-
ん
む
ん
な

I
L

ん
で
い
'
姉
さ
ん
ぬ
ひ

-
ん
か
い
行
ち

ゃ
I
に
'

ぴ
▲う

t'

｢
姉
さ
ん
'
ア
ン
マ
I
や
病

気

ん
で

い
い
ぅ
ん
で

-
｡
で

い
か
t

令
-

ヘ-

け
-

で

い
か
､
家
か

い
早
-
帰
ら
な
｣

ん
ち
ゃ
ぐ
と
､つ
､

た
ぴ

か-ら'Jさば
し
●

｢
い
I
t

い
-
｡
あ
が
と
ぅ
-
旅

か
ら

I
や
'

髪ん
捌
ち
'
清

'J

ぬ

ち

さち

ら
着

物

ん
着

り
わ
る
な

い
-
と
う
'

い
や
ー
'

先なと
-

け
-
｣

さ
ち

う
や

ん
で

い
言
ち
､
う

っ
と

-
先
な
て

い
行
じ
ゃ
-
と
､つ
'
親
ぬ

ミ
1

ん

-

ウ
イ
見
ち

ゃ
I
に
｡

す
が

ち
ゃ

ま
た
'
装

い
た
て

い
て

い
t
L
I
じ

ゃ
-
'
釆
-
と
ぅ
'

う
や
ふ
こ
-

む
ん

ち
●

し●-

｢
い
や
ー
や
親
不
孝
ぬ
者
や
｡
う

っ
と
ぅ
I
や
'
人
ぬ
作

ゆ
る

くみ-

あわ-

ち●く

ふ

カ

米

'
粟

'
-

1
ン
チ

ン
作

て

い
'
拾

っ
て

い
食

み
よ

-
｡
い

う

や

ふ

こ-

むん

い

け

い
ゆ

や
ー
や
､
親

不

孝

ぬ
者

や
-
と
ぅ
'
池

か
ら
や
'
う
み
し
ら

-
負

と
う

くえー

捕

っ
て

い
喰

よ

-
｣

わ

た

ぐわ
.あ
か

①

ち言

ぐわふ
ん

タ

I
カ

ン
ジ

ュ
え

ー
'
腹

小
赤
ま

I
に
'

頭
小
被
と

-
し
え

I
0

う
や
ふこ
-

む

ん

と

-
う
り
か
ら
親

不

孝

ぬ
者

､

タ

-
カ
ン
ジ

ュ
ー
ん
じ
う
る

I
や
､

う
や
ふ
こ
-

む
血

親

不

孝

ぬ
者

｡

｢
た

い
へ
ん
な
こ
と
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
ね
え
｣

と
言

っ
て
'
姉
さ
ん
の
所
に
行

っ
て
'

｢
姉
さ
ん
､
お
母
さ
ん
は
病
気
だ
と
い
う
よ
う
｡
さ
あ
'
さ

あ

､

お
家
に
早
-
帰
ろ
う
よ
｣

と
言

っ
た
ら
'

｢う
ん
､
う
ん
｡
あ
ん
な
に
遠

い
旅
だ
か
ら
ね
'
髪
も
椀

い
て
､

き
れ

い
な
着
物
も
着
な

い
と
い
け
な

い
か
ら
'
あ
ん
た
は
'
先
に

行
き
な
さ

い
｣

と
言

っ
た
｡
妹
は
先
に
行

っ
た
か
ら
'
親
の
臨
終
に
立
ち
会

っ
た
｡

ま
た
'
き
れ
い
に
装

っ
て
姉
が
行

っ
た
ら
､

｢あ
ん
た
は
親
不
孝
者
だ
｡
妹
は
'
人
が
作

っ
て
あ
る
米
､
乗
､

唐
黍
を
拾

っ
て
食

べ
な
さ

い
｡
あ
ん
た
は
親
不
孝
者
だ
か
ら
'
池

か
ら
ね
自
分
で
魚
を
捕

っ
て
喰

い
な
さ

い
｣

タ

-
カ
ン
ジ

ュ
ー
の
お
腹
は
赤
-

つ
て
､
頭
に
も
被

っ
て
い
る
さ

あ
｡
だ
か
ら
､
そ
れ
か
ら
タ

-
カ
ン
ジ

ュ
ー
と

い
う

の
は
親
不
孝

者
と
言
わ
れ
て
い
る
｡
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①
頭
小
被
と
I
L
え
ー
･
･
･
カ
ワ
セ
ミ
は
河
川
や
池
沼
辺
に
住
む
'
全
長

一
七
セ
ン
チ
-
ら
い
の
小
形
の
鳥
で
'
頭
と
巽
は
や
や
緑
色
味
を
お
び
'
身

体
の
上
部
は
美
し
い
コ
パ
ル
-
色
'
腹
部
は
赤
色
を
呈
す
る
｡
頭
部
は
琉
球
王
の
冠
に
似
て
い
る
｡
繁
殖
時
期
は
三
月
か

ら
七
月
頃
で
'
川
の
土
手
や
崖
な
ど
に

一
メ
-
ー
ル
-
ら
い
の
ー
ン
ネ
ル
を
掘

っ
て
巣
を
作
る
｡
沖
縄
各
地
に
生
息
す
る

留
鳥
｡
水
面
に
突
き
出
た
棒
や
川
岸
の
木
の
枝
に
垂
直
に
止
ま

っ
て
､
小
魚
を
見
つ
け
る
と
水
中
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
し
て
餌

を
捕
ら
え
る
｡
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圏

夕

-
カ
ン
ジ
ュ
ヤ

ー
と
ク
ラ

ー
平
成
二
年
七
月
六
日

富
里
信
勇

･
宮
城
昭
美

･
上
門
博
之

･
武
嶋
昭
子
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
79
A
6

古
謝

島
袋
義
堅

(大
正
三
年

一
二
月

一
日
生
)
具
志
川
市

か

わ

せ

み

は
な
し

カ

ン
ジ

ュ
ヤ

ー
は
'
普
通
語

で
は
菊

翠

.

あ
れ

が
よ
'
話

て
ー
け
-

は
じ

う

や

ぇ
-
､
大
概
ん
な
'
う
ん
ぐ
と
う
ー
や
る
筈
や

っ
さ

-
｡
あ
る
親

こ
t
こ
-

ふ
こ
I

bん

は
な
し

I

孝

行

'

不

孝

者

ぬ
話

や
ぬ
ば

-
て

-
う
れ

-
0

う

や

｢
親

ぬ
病
気
そ

1
-
と
､つ
'
重
体
や
-
と
､つ
｣

っ
ち
'

い
え
い
さ

入ノ

く
と
う
'
え

ー
で

い
ん
'
ま
じ
ゅ
I
の
-
居
ら
ん
て

-
る
ば

-
る

や
さ
に
｡

い
え

い
さ
-
と
ぅ
'
タ
ラ

-
ん
で
い
し
え
ー
､

う

や

｢
は
し

親

ぬ
重
体
や
れ
-
な
し

を

ち
ち

ょ
-
い
に
う
て

い

_土なし-
話

ん
な

い
る
'
行
き
わ
る
や
る
｣

ち

ち

ん
ち
'
着
ち
ょ
-
ぬ
ま

-
ま

I
t

フ
タ
タ

-
ん
ぬ

-
ん
着
ち
は
ち

ょ
-
る
ば

-
て
-
0

か

わ

せ

み

ま
た
'
こ
の
事

翠

ん
で
い
し
え
ー
'
タ
-

カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
ん
で

ち

◆
す
が

ち
ぬ

ち■

すが

い
し
え
I
t
あ
ぬ

-
､
滑

ら
装

い
し
'
着
物

ん
ぬ

-
ん
滑
ら
装

い

う
や

ま
-

し
､
行
ち
ゅ
ん
と
う

ー
親
あ
け

-
亡
ち
ね

-
ん
｡
あ
ん
L
か
ら
'

ク
ラ

ー
や
'
あ
ぬ

-
I

う

や
こ

-
こ
-
む
ん

く
ら

｢
い
や
ー
や
親

孝

行

者

や
-
と
ぅ
'
倉

う
て

い暮
らち
'
あ
ぬ
'

ちゃI

ち●く

ち'-

く
み
か

ら

く

シ
ジ
ぬ
達

が
作

て
い
釆
ぬ
米
食
で
い
'
楽

に
生
活をし
｣

カ
ン
ジ

ュ
ヤ

ー
は
'
共
通
語
で
は
菊
翠
と
い
う
.
あ
れ
の
話
は
'

た
い
が
い
み
ん
な
こ
ん
な
だ
は
ず
｡
あ
る
親
孝
行
と
'
不
孝
者
の

話
だ
わ
け
ね
'
こ
れ
は
｡

｢親
が
病
気
だ
か
ら
､
重
体
だ
か
ら
｣
と
連
絡
し
た
ら
､

つ
ま
り
'

一
緒
に
は
住
ん
で
い
な
か

っ
た
わ
け
で
し
ょ
う
ね
｡
連
絡
し
た
ら
､

雀
と
い
う
の
は
､

｢あ
れ
ま
あ
'
親
が
重
体
だ

っ
た
ら
も
う
'
生
き
て
い
る
間
に
し

か
話
は
で
き
な

い
か
ら
行
か
な

い
と
い
け
な

い
｣

と
言

っ
て
､
着
の
身
着
の
ま
ま
､
ぼ
ろ
を
着
て
行

っ
た
わ
け
よ
｡

ま
た
'
こ
の
事
翠
と

い
う

の
は
'
〔方
言
で
〕
タ

-
カ
ン
ジ

ュ

ヤ
ー
と

い
う
の
は
'
も
う
'
き
れ
い
な
格
好
し
て
'
着
物
な
ん
か

も
き
れ

い
に
装

っ
て
'
行
-
ま
で
に
は
､
親
は
亡
-
な

っ
て
し
ま

っ
た
｡

そ
れ
で
'
雀
は
'

｢あ
ん
た
は
親
孝
行
者
だ
か
ら
'
倉
で
暮
ら
し
て
ね
'
人
間
が
作

っ
て
あ
る
米
を
食

べ
て
'
楽
に
生
活
し
な
さ

い
｣

67
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く
ら
す
だ

倉

育

ち
す
ん
で

い
る
は

I
.
え

-
で

い
ん
､
あ

い
な

い
ね

I
t
人

ち●く

う

ち

間
ぬ
作

と

I
L
､
ま
じ

ゅ

-
ん
し
落

て

い
し
､
散
ら
か
ち
そ
I

か

く

い
み

L
や
､
食
で

い
暮
ら
し
ん
で

い
る
意
味

え

ー
や
ん
て

-
｡
楽
に
し
｡

か
わ
せ
み

ま
た
､
薪

翠

ん
で

い
し
え

ー
､
タ

-
カ
ン
ジ

ュ
ヤ

ー
ん
で

い
し

ま

P

､

う
や
ふ
こ
-むん

あち

｢
い
や

ー
や
'
親

不
孝

者
や-と
ぅ

'

暑
さ
ん
苦
り
さ

ん
や
'

ふい-
寒
さ
い

に
ん
'
か
1ら

む
の

と
う

く

-b

川
ん

じ
ひ
ゃ-物
お

-
捕
て

い
喰

え
ー
｡

食
て

い

I
L
か
き

I
L

た
-

ん
で

い
ち
'
あ
ん
L
L
t
タ

-
カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
や
ち

ゃ
1
㌧
田
う

ふ

ゆ

な

ち

く

は
なし-

て

い
'
冬

ん
夏

ん
'
あ
ん
し
暮

ら
ち

ょ

-
ん
で

い
ぬ

話

｡
う
ん

はなしI

だ
い
た
い

に

な

話

や
な
､
大
体
や
似
ち

ょ
-
ん
｡

と
言
わ
れ
て
'
倉

で
生
活
し
て
い
る
と

い
う
わ
け
ね
｡

つ
ま
り
'

言
う
な
れ
ば
'
人
間
が
作

っ
て
あ
る
作
物
'
積
ん
で
あ
る
物
か
ら

落
ち
て
散
ら
か

っ
て
い
る
の
を
食

べ
て
暮
ら
し
な
さ

い
と

い
う
意

味
だ
ろ
う
ね
｡
楽
に
し
な
さ

い
っ
て
｡

ま
た
'
菊
翠
と

い
う

の
は
'
タ

I
カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
と

い
う

の
は
'

｢
あ
ん
た
は
親
不
孝
者
だ
か
ら
'
暑
-
て
苦
し

い
と
き
も
'
寒

い

と
き
に
も
'
川
で
い
つ
も
食

べ
物
を
捕

っ
て
喰

い
な
さ

い
'
食

べ

な
さ

い
｣

と
言
わ
れ
て
'
そ
う
し
て
､
タ

-
カ
ン
ジ

ュ
ヤ

ー
は
い
つ
も
'
田

ん
ぼ
で
'
冬
も
夏
も
､
あ
ん
な
し
て
暮
ら
し
て
い
る
と

い
う
話
｡

こ
ん
な
話
は
も
う
t
だ

い
た
い似
て

い

る

｡

平
成
二
年
七
月
六
日

照
屋
京
子

･
平
敷
美
恵
子
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
85
A
4
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ク
ラ

ー
小
と
夕

-
カ
ン
ジ

ュ
ヤ

ー

古
謝

島
袋
義
堅

(大
正
三
年

二

一月

一
日
生
)
具
志
川
市

｢雀
は
孝
行
者
だ
か
ら
'
倉

で
暮
ら
し
て
､
育
て
｣

と
言
わ
れ
て
'
そ
れ
か
ら
ク
ラ

ー
と
言

っ
た
ん
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
か
｡

ぐわl

そ
の
話
は
で
す
ね
'
昔
よ
'
タ
ラ
小

と
で
す
ね
'
タ

-
カ

ン
ジ

ュ
ヤ

ー
は
知

っ
て
い
ま
す
か
｡
あ
れ
は
'
普
通
語
で
何
と
言

い
ま
す
か
ね
0

か

わ
せ
み

ず

っ
と
き
れ

い
な
鳥

で
す
が
ね
.
菊

翠

は
上
が

っ
て
行

っ
て
魚
を
見
て
捕
る
奴
よ
.
そ
の
親
が
病
気

で
'
危
篤
で
'
〔連
絡
が
〕
き
た
も
ん
で

じ

.tう
ぷ

け
そ

-

す
か
ら
ね
'
こ
の
タ

-
カ
ン
ジ

ュ
ヤ

ー
は
､
｢親
が
死
ん
だ
ら
｣
と
言

っ
て
'
き
れ

い
な
姿
し
て
'
上

手

に
化

粧

も
し
て
行

っ
た
も
ん
だ
か
ら
､
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間
に
合
わ
な
か

っ
た
わ
け
｡

ぐわ-
ち

そ
れ
か
ら
'
ク
ラ
ー
と
い
う
の
は
､
｢あ
'
こ
れ
大
変
だ
｣
と
言

っ
て
'
着
の
身
着
の
ま
ま
'
フ
タ
タ

-
小
者
や

I
に
間
に
合

っ
た
わ
け
｡

う

や

そ
れ
で
'
ク
ラ
ー
が
親

の
あ
れ
を
し
て
､
や

っ
た
も
ん
だ
か
ら
､

｢
お
前
は
孝
行
者
だ
か
ら
'
人
の
倉
で
育

っ
て
'
生
活
し
て
い
き
な
さ
い
｣

っ
て
'
ク
ラ
ー
は
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
し
ょ
｡
そ
れ
は
神
が
言
い
つ
け
た
わ
け
で
し
ょ
｡
そ
れ
は
分
か
ら
ん
が
ね
｡

そ
れ
か
ら
タ
-
カ

ン
ジ

ュ
ヤ

ー
は

｢
お
前
は
不
孝
者
だ
か
ら
､
毎
日
'
暑
さ
寒
さ
'
川
に
行

っ
て
生
活
し
な
さ
い
｣

か-ら

と
言
わ
れ
て
'
川
な

I
L

1
'
チ

ョ
ッ
､
チ

ョ
ッ
'
チ

ョ
ッ
し
て
'
魚
捕

っ
て
食
べ
て
い
る
｡

平
成
二
年
三
月

二

一日

宜
保
勝
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
63

A
3

圏

雀
と
タ
-
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー

(お
母
さ
ん
)

大
里

永
山
ウ
丁ン

(明
治
三
七
年
七
月

一
五
日
生
)
高
原

｢親
が
ね
え
'
も
う
危
篤
だ
か
ら
'
あ
ん
た
方
早
-
お
い
で
｣

っ
て
言

っ
た

っ
て
｡
雀
に
も
'
何
と
言
う
か
'
き
れ
い
な
鳥
が
い
る
で
し
ょ
う
'
昔
は
タ
-
カ

ン
ジ

ュ
ヤ

I
と
言
い
よ

っ
た
ね
え
.
あ
あ
い
う

ふ
う
な
'
鳥
の
話
だ
け
ど
ね
｡

｢
お
母
さ
ん
が
ね
'
あ
な
た
の
親
が
危
篤
だ
か
ら
早
-
き
な
さ
い
｣

言

っ
た
ら
ね
'

｢
は
い
｣

と
言

っ
て
ね
'
雀
は
ね
'

｢親
の
危
篤
だ

っ
た
ら
ね
'
す
ぐ
行
こ
う
｡
ぼ
ろ
ぼ
ろ
着
物
着
て
い
て
も
ね
え
｣
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ま
た
'
あ
の
青
い
鳥
は
ね
､

いと
つな

｢親
が
危
篤
だ

っ
た
ら
'
私
'
今
か
ら
糸
繋
い
で
ね
'
き
れ
い
な
着
物
を
着
け
て
行
-
か
ら
ね
｣

っ
て
｡

そ
う
し
た
ら
雀
は
ね
'
あ
の
親
の
危
篤
だ

っ
た
ら
死
に
目
に
合
わ
ん
と
い
け
な
い
か
ら
ね
'
ど
ん
な
ぼ
ろ
著
者
て
い
て
も
ね
'
タ
オ
ル
を
首

に
掛
け
て
'
そ
の
ま
ま
行

っ
た
ら
し
い
で
す
よ
､
親
の
所
に
∵
雀
は
首
に
タ
オ
ル
掛
け
た
ま
ま
｡
あ
の
雀
の
首
は
白
い
タ
オ
ル
が
付
い
て
い
る

で
し
ょ
う
'
白
い
毛
が
｡
あ
の
伝
説
で
ね
'
雀
は
'

｢親
の
危
篤
だ

っ
た
ら
ね
'
き
れ
い
な
着
物
を
作
る
必
要
は
な

い
か
ら
､
そ
れ
よ
り
は
私
早
-
行

っ
て
'
親
の
死
に
目
に
あ
う
｣

と
言

っ
て
行

っ
た
ら
し
い
で
す
よ
ね
え
､
雀
は
よ
｡
そ

っ
た
ら
'
か-らや
-

あ
み
だ
い

｢あ
ん
た
は
親
孝
行
者
だ
か
ら
ね
'
あ
な
た
は
瓦
葺
き
で
'
瓦
屋
の
雨
垂

〔軒
〕
に
巣
を
作

っ
て
ね
'
そ
う
し
て
'

エ
ー
キ

〔金
持
ち
〕
の

米
を
食
べ
て
ね
､
成
長
し
な
さ
い
｣

い
ぐ
ん

と
'
親
の
遺
言
だ

っ
た

っ
て
｡
そ
れ
で
ね
'
雀
は
今
で
も
ね
'
首
だ
け
は
全
部
白

い
で
し
ょ
う
､
こ
れ
は
そ
の
タ
オ
ル
を
付
け
て
ね
'
親
の
死

に
目
に
あ

っ
た
か
ら

っ
て
'
そ
う

い
う
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
｡

い
ぐ
ん

だ
か
ら
'
青
い
鳥
は
ね
'
着
物
作

っ
て
着
け
て
行
-
ま
で
は
親
の
死
に
目
に
合
わ
ん
わ
け
さ
あ
｡
だ
か
ら
'
親
の
遺
言
は
な

い
わ
け
さ
あ
｡

親
不
孝
と
'
親
孝
行
と
い
う
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
｡
雀
は
親
孝
行
者
だ
か
ら
ね
'

か-らt{さ

あ
みだ
い

か-らや
-

｢も
う
'
あ
な
た
は
瓦
葺
の
雨
垂

〔軒
〕
に
巣
を
作

っ
て
ね
､
あ
の
瓦
屋
の
'
エ
ー
キ

〔金
持
ち
〕
の
米
を
食
べ
て
成
長
し
な
さ
い
ね
え
｣

と
親
が
言

っ
た
ら
し
い
｡
ほ
い
で
ね
'
そ
の
雀
が
こ
の
家
に
入

っ
て
も
ね
'
何
で
も
な
い
ら
し
い
よ
ね
'
雀
は
｡

①
は
よ

う

やく
は
｡

は
よ
う

た
だ
､
あ
の
青
い
鳥
が
入
っ
て
き
た
ら
ね
'

浜

下

り
し
て
ね
､
厄
払

い
う
て
浜
下
り
し
よ

っ
た
わ
け
よ
｡
こ
の
青
い
鳥
が
家
に
入

っ
て
き
た

ら
ね
'
厄
だ
か
ら
い
う
て
ね
'
家
族
全
部
家
か
ら
出
て
よ
'
家
も
閉
め
て
､
浜
に
出
て
浜
下
り
し
よ

っ
た
'
青
い
鳥
が
入

っ
た
ら
ね
｡
雀
は
入

っ
て
さ
て
も
何
で
も
な
い
.ら
し
い
で
す
｡
青
い
鳥
は
親
不
孝
な
者
だ
か
ら
ね
'
青
い
鳥
が
家
の
中
に
入

っ
た
ら
厄
だ
か
ら
ね
'
こ
っ
ち
に
居
た

ら
た
い
へ
ん
だ

っ
て
｡
こ
の
鳥
は
ね
'
｢あ
ん
た
は
こ
っ
ち
は
厄
が
あ
る
か
ら
ね
､
こ
っ
ち
に
居
た
ら
た
い
へ
ん
だ
か
ら
ね
'
こ
っ
ち
に
避
難

し
な
さ
い
｣
と
い
う
合
図
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
な
語
間
い
た
ん
で
す
よ
｡
こ
の
青
い
鳥
が
こ
っ
ち
に
入

っ
た
ら
'
こ
っ
ち
は
厄
だ
か
ら
ね
'
あ
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よ
1て

ん
た
方
は
余
所
に
避
難
し
な
さ

い
っ
て
｡
家
族
で
浜
に
出
て
よ
'
今
は
テ
ン
ー
も
あ
る
け
ど
'
昔
は
テ
ン
ー
も
な
-
て

っ
ね
'
こ
う
-

つ
て
'

せ
ん
と
う
ぼ
り
み
た
よ
う
に
し
て
'
あ
そ
こ
の
浜
で
ね
､
三
日
ぐ
ら

い
向
こ
う
で
寝
泊
ま
り
し
よ

っ
た
ん
で
す
よ
ね
｡
浜
で
も
ご
飯
は
炊
か
れ

る
ん
で
す
か
ら
ね
｡

注

①
浜
下
り

･
･
･
災
厄
を
払

い
の
け
る
た
め
に
海
に
下
り
て
顧
ぎ
を
す
る
こ
と
を

い
う
｡
沖
縄
で
は
､
小
鳥
類
が
部
屋
に
飛
び
込
ん
で
来
て
'
位
牌
に
留

ま

っ
た
り
す
る
こ
と
を
極
度
に
忌
む
風
習
が
あ
る
｡

平
成
二
年
三
月

二

日

平
良
真
也
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
46
B
1

国

力
ン
ジ

ュ
ヤ

ー
と
ク
ラ
ー

高
原

島
袋
カ
メ

(明
治
四

一
年

一
〇
月

一
九
日
生
)
高
原

ち

●

ナ
が

う

や
こ
-
こ
-

カ
ン
ジ

ュ
ヤ

ー
は
滑

ら
装

い
-
な
や

I
に
親

孝

行

さ
ん
｡
さ
-

う
や
こ-こ
-

と
ぅ
､

ク
ラ

ー
や
ま
た
'

い
っ
ぺ
-
親
孝
行
な
や

I
に
'

しちゃ

め
-
む
ん

か

｢
い
や

ー
や
倉
ぬ

下
ん
じ
'
米

物

食

り
し
'

よ
-
｣

ん
ち
'
カ

ン
ジ

ュ
ヤ
ー
や
'

か
-
ら

す
だ

｢
い
や
ー
や
川

ん
じ
う
て

い
育

て

い
よ

ー
｣

ち

ち
'
あ
ん
し
る
カ

ー
ラ
コ
ッ
コ
イ
や
付
さ
ら

っ
た
ん
で

い
｡

ア
タ

ビ
ー
が
鳴
-
だ
ろ
う
'

｢
カ

ー
ラ

コ
ッ
コ
イ
'

カー
ラ

コ
ッ
コ

う
や
こ
-こ-

イ
｣
し
て
｡
こ
ん
な
や

っ
た

っ
て
｡
カ
ン
ジ

ュ

ヤー親
孝

行
あ
ら

ん
､
さ
ん
た
ん
で

い
｡
あ
ん
す
-
と
ぅ
'

かーら

し

｢
川
ん
じ
､

い
や
ー
や
住
ま
り
よ

-
｣

か
-
ら

し

ん
で

い
｡
だ

I
t
川

ん
じ
住

ま

て

い
'
あ
ん
さ

I
に
､
う
ぬ
カ

菊
翠
は
､

い
つ
も
着
飾

っ
て
ば
か
り

い
て
親
孝
行
は
し
な

い
｡

そ
し
て
､
雀
は
ま
た
'
と

っ
て
も
親
孝
行
だ

っ
た
か
ら
'

｢あ
ん
た
は
倉

の
下
で
'
米
粒
を
食

べ
て
暮
ら
し
な
さ

い
ね
｣

と
言
わ
れ
た
が
'
菊
翠
は

｢あ
ん
た
は
川
に
い
て
育
ち
な
さ

い
よ
｣

と
言
わ
れ
て
'
そ
れ
で
カ

ー
ラ
コ
ッ
コ
イ
と
名
付
ら
れ
た

っ
て
｡

蛙
は

｢
カ

ー
ラ
コ
ッ
コ
イ

､
カ

ー
ラ

コ
ッ
コ
イ
｣
し
て
嶋
-
だ
ろ

う
.
こ
ん
な
だ

っ
た

っ
て
｡
輩
翠
は
親
孝
行
で
は
な

い
､
し
な
か

っ
た

っ
て
｡
そ
れ
で
'

｢
川
で
'
あ
ん
た
は
住
み
な
さ

い
よ
｣

っ
て
.
そ
れ
で
､
菊
翠
は
川
で
住
ん
で
'
ま
た
雀
は
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か-ら

し

ン
ジ
ュ
や
I
や
川
ん
じ
住
ま
て
い
'
ま
た
ク
ラ
ー
や
'

しち
ゃ

め

-
む
ん

か

｢倉
ぬ
下
ん
じ
'
い
や
ー
や
'
米

物

食

み
よ
-
｣

入ノや
こ
-
こ
-

はなし･-

ん
ち
､
親
孝
行
し
ぇ
-
ん
ち
'
あ
ん
L
や
た
ん
で
い
る

話

｡

ち

●

す
が

う

や
こ

-
こ

-

カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
は
ね
'
清

ら
装

い
-
な
て
い
､
親

孝

行

は
ん
た

ん
で
い
-
｡
あ
ん
さ
く
と
ぅ
'
しちゃ

う

め-
む
ん
か

｢
い
や

ー
や
'
ク
ラ
ー
や
倉
ぬ
下
ん
じ
居
て
い
'
米
物
食
で
い
'

う
や
こ
-こ
-

親
孝
行

し
ぇ
-
ん
｣

う
やこ
-
こ
-

で
い
ち
｡
ま
た
'
カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
や
'
親
孝
行
さ
ん
-
と
､つ
'

か
-
ち

し

川

ん
か
い
住

ま

-
た
ん
で
い
｡
さ
-
と
う
'
う
り
か
ら

｢
カ
ー

ラ
コ
ッ
コ
イ

､
カ
ー
ラ
コ
ッ
コ
イ
｣
す
し
ぇ
I
t
う
ぬ
た
み
ん
で

な

い
｡
あ
ぬ
カ
ー
ラ
コ
ッ
コ
イ
ん
ち
鳴
ち
ゅ
L
が
う
し
ぇ
-
､
あ
り

や
さ
｡
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー

は
'
い
っ
ぺ
-
き
れ
い
さ
-
｡
ク
ラ
ー
は
小
さ

うち

うや
こ-こ-

い
鳥
だ
か
ら
家
に

も
入
る
さ
-

｡
だ
か
ら
'
あ
れ
は
親
孝
行
そ
-

く

と

う

'

しち◆

め
-む
ん
か

う

や

こ

-
こ

-

｢
い
や
ー
や
倉
ぬ
下
ん
じ
'
米
物
食
で
い
'
親

孝

行

し
ぇ
I
L

>)-

ん
ち
'
功
も

-
さ
ら
は

っ
て
-
る
ば
-
0

｢あ
ん
た
は
'
倉
の
下
で
米
粒
を
食
べ
な
さ
い
よ
う
｣

と
言
わ
れ
た

っ
て
､
親
孝
行
し
た
か
ら
｡
そ
ん
な
だ

っ
た

っ
て
い

う
話
｡
輩
翠
は
ね
'
い
つ
も
着
飾
る
者
だ

っ
た
の
で
親
孝
行
は
し
な
か

っ
た

っ
て
｡
そ
れ
で
､

｢雀
は
親
孝
行
し
た
か
ら
'
倉
の
下
に
居
て
'
米
粒
を
食
べ
な
さ

lヽty
｣

っ
て
｡
ま
た
'
輩
翠
は
親
孝
行
し
な
い
か
ら
'
川
に
住
ん
だ

っ
て
｡
そ

れ
で
､
そ
の
と
き
か
ら

｢
カ
ー
ラ
コ
ッ
コ
イ
'
カ
ー
ラ
コ
ッ
コ

イ
｣
と
言
う
の
は
'
そ
の
た
め

っ
て
｡
あ
の
カ
ー
ラ
コ
ッ
コ
イ
と

い
っ
て
鳴
く
の
が
い
る
で
し
ょ
う
'
あ
れ
さ
あ
｡

うち

素
翠
は
'
と

っ
て
も
き
れ
い
さ
あ
.
雀
は
小
さ
い
鳥
だ
か
ら
家

に
も
入
る
さ
あ
｡
あ
れ
は
親
孝
行
し
て
い
る
か
ら
'

｢あ
ん
た
は
倉
の
下
で
米
粒
を
食
べ
な
さ
い
｣

と
親
孝
行
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
'
褒
美
を
も
ら

っ
て
い
る
わ

け
｡平

成
二
年
三
月

一
一
日

山
城
綾
子
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
44
A
7
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73

国

ク
ラ
ー
と
カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー

高
原

島
袋
ヨ
シ

(明
治
四
四
年
三
月

一
〇
日
生
)
高
原

あ

の
ね
'
ク
ラ

ー
の
親
が
病
気
し
た
か
ら
ね
'
カ
ン
ジ

ュ
ヤ

ー

と
ク
ラ
ー
と
二
人
呼
ん
だ
か
ら
へ
ク
ラ

ー
は
急

い
で
来
て
'
カ
ン

ジ

ュ
ヤ
ー
は
､

わ

ん

ち●

じ

の

ち

う
や

め
ん-わい

｢
私

ね

-
滑

ら
着

物

お
着

ち
か
ら
る
'
親
ぬ
面
合

し
-
が

-
行

ち

ゅ
る
｣

>

ん
り
言
ち

ゃ
く
と
､つ
､
カ

ン
ジ

ュ
ヤ
ー
が
行
ち

ゅ
ん
と
ぅ

-
ね

-

う

や

こ

-

親
は
亡
-
な

っ
て
｡
そ
う
し
て
'
ク
ラ

ー
は
親

ぬ
孝

し
た
と

い
っ

て
ね
､

-

み
ぐ
ら

｢
米

倉

か
ら
'
あ
ん
た
は
米
を
食

べ
な
さ

い
｣

う

や

い
ご

ん

と
い
っ
て
'
親

に
遺

言

さ
れ
て
'
カ
ン
ジ

ュ
ヤ

ー
と

い
う
も

の
は

ね
tか-ら

はた
いeぐわ-
も

み

ん

う
や

こ
I

｢
川
の

端

の
魚
小
'

雨

に
濡

り
て

い
'
あ
ん
た
は
親
ぬ
孝
し
な

い
か
ら
'
あ
ん
た
は
悪

い
所
か
ら
歩
き
な
さ

い
｣

と
言

っ
て
ね
､
こ
ん
な
に
さ
れ
た
と

い
う
話
だ
け
れ
ど
｡

か
わ
せ
み

あ

の
ね
'
雀

の
親
が
病
気
し
た
か
ら
ね
､
菊
翠
と
雀
と
二
人
呼

ん
だ
か
ら
'
雀
は
急

い
で
来
て
'
窮
翠
は
､

｢私
は
'
き
れ

い
な
着
物
を
着
け
て
か
ら
親

の
面
会
L
に
行
-
｣

と

い

っ
た
の
で
'
菊
翠
が
行
-
ま
で
に
は
親
は
亡
-
な

っ
た
｡
そ

う
し
て
'
雀
は
親

の
孝
行
を
し
た
と

い
っ
て
ね
'

｢
米
倉
か
ら
'
あ
ん
た
は
米
を
食

べ
な
さ

い
｣

と
親
に
遺
言
さ
れ
た
｡
輩
翠
は
'

｢
川
端

の
魚
な
ど
を
雨
に
濡
れ
て

〔捕

っ
て
暮
ら
し
な
さ

い
ね
〕

あ
ん
た
は
親
孝
行
は
し
な

い
か
ら
へ
あ
ん
た
は
悪

い
所
か
ら
歩
き

な
さ

い
｣

と
言
わ
れ
て
ね
'
こ
ん
な
ふ
う
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
と

い
う
話
だ

け
れ
ど
｡

平
成
二
年
三
月

一
一
日

山
城
綾
子
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
44
A
8
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匿

ク
ラ
ー
と
カ
ン
ジ
ュ
ヤ

ー

比
屋
根

城
間
文
子

(大
正
七
年

一
月
七
日
生
)
具
志
川
市

74

こ
れ
は
ね
､
聞

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
'
親
た
ち
か
ら

い
つ

も
'
こ
の
話
聞
か
さ
れ
よ

っ
た
ん
で
す
よ
､
両
親
か
ら
｡

ク
ラ
ー
や
'

う
や
｢親
ぬ
病
気
や
-
と
ぅ
釆
｣

れ
ん
ら
く

く
わ

ん
ち
連
絡
ぬ
ん
じ
ゃ
-
と
う
'
連
絡
ぬ
子
ぬ
め

-
ん
か
い
ん
じ

ゃ

-
と
ぅ
'
ク
ラ
ー
や
'

う
や
｢親
ぬ
病
気
や
れ
-
｣

む
か

し

っ

で

い
や

ー
に
､
昔

え

ー
着
物
作

っ
て
着

け
よ

っ
た
か
ら
'
ク

血ち

ひ

ラ
ー
や
緯
う
ち
ぇ
-
る
布
､
し
ぐ
､
う
ぬ
ま
ま
引

っ
か
き
て

い
､

ひ

う
や

ん

う
や

糸
ぬ
ま
ま
引

っ
か
き
て

い
､
親
ぬ
面
会
か
い
行
じ

ゃ
-
と
う
､
親

■一-

ぁ
元
気
や
た
ん
で

い
-
｡
あ
ん
し
､
病
気
し
な

I
だ
亡
さ
ん
｡

う
や

ま
た
'
カ
ン
ジ

ュ
ヤ

ー
や
'
親
ぬ
病
気
ん
さ
-
と
ぅ
'

わ
ん

う

血
の

血
の

ち
●く

｢私
ね

-
織

て

-
る
布

お
し
こ

-
て

-
ん
布

お

I
t
作

や

I
に

ち着
ち
か
ら
ど
ぅ
行
ち

ゅ
る
｣

ん
ち
さ
-
と
う
'
カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
や
､
し
ぐ
､
グ

ヮ
ラ
'
グ

ヮ
ラ
､

iZの

血
の

う

の
-

ち

布
お
し

機
織
り
で
布

お
織

っ
て

い
､
縫
て

い
着
ち
ち

ゅ
る
え

ー

う
や

か

I
t
親
あ
'

う
や

い
ご
ん

親
ぬ
遺
言
ぬ
'

｢
い
や
ー
や
'

一一-

な

I
t
け

-
亡
そ

-
た
ん
で

い
｡
あ
ん
さ
く
と
う
'

ク
ラ

ー
ん
か
い
や
'

う
や
こ
t
ニーわ
ん

く
み
ぐ
ち

く
み

親
孝
行
者
や
-
と
ぅ
'
米
倉
う
て

い
'
米
'

エ
ー

こ
の
話
は
聞
い
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
ね
｡
親
た
ち
か
ら

い
つ

も
､
こ
の
話
を
聞
か
さ
れ
よ

っ
た
ん
で
す
よ
'
両
親
か
ら
｡

雀
は
'

｢親
が
病
気
だ
か
ら
釆
な
さ

い
｣

と
い
っ
て
連
絡
が
子
ど
も
の
所
に
来
た
か
ら
'
雀
は
､

｢親
が
病
気
だ

っ
た
ら
｣

と
言

っ
て
'
昔
は
自
分
で
着
物
を
作

っ
て
着
け
て
い
た
か
ら
'
雀

ぬ
さ

は
緯

〔よ
こ
糸
〕
を
置

い
て
あ
る
布
を
､
す
ぐ
'
そ
の
ま
ま
引

っ

掛
け
て
'
糸
の
ま
ま
引

っ
掛
け
て
'
親
の
面
会
に
行

っ
た
か
ら
'

親
は
元
気
だ

っ
た

っ
て
｡
ま
だ
'
病
気
で
亡
-
な

っ
て
い
な
か

っ

た

っ
て
｡

ま
た
'
菊
翠
は
'
親
が
病
気
と
聞

い
て
'

｢私
は
､
織

っ
て
い
る
布
は
'
準
備
し
て
あ
る
布
は
作

っ
て
着
け

て
か
ら
行
-
｣

と
言

っ
て
'
輩
翠
は
'
す
ぐ
'
ガ
ラ
､
ガ
ラ
と
機
織
り
で
布
を
織

っ
て
､
着
物
を
縫

っ
て
着
て
来
る
ま
で
に
は
'
親
は
も
う
亡
-
な

っ
て
い
た

っ
て
｡
そ
れ
で
'
親

の
遺
言
で
'
雀
に
は
､

｢あ
ん
た
は
親
孝
行
者
だ
か
ら
'
金
持
ち
の
米
倉

の
下
で
島
米
飯

を
食

べ
て
'
あ
ん
た
は
大
き
-
な
り
な
さ

い
よ
｣
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ち
8

く
み
ぐ
ら

しち
や

し
.Nぐ
み
め
I
か

キ
ん
人
ぬ
米
倉

ぬ

下

う
と

-
て

い
'
島
米
飯
喰

で

い
､

い
や

ー

や

ふ
ど

う
い

-
り
よ
-

｣

う
や

い
ご
ん

ん
ち
'
親
か
ら
ぬ
遺
言
が
｡

ま
た
､
カ

ン
ジ

ュ
ヤ

ー
ん
か

い
や
､

う
や
ふ
こ
-

むん

う

み

う
み

｢
い
や
ー
や
親
不
孝
な
者
や
-
と

ぅ
'
海
う

と

-
て

い
'
海

ク

■1止

ジ

ー
ン
グ

ェ
I
L
t

い
や
ー
や
食

み
よ

I
L

う

や

ゆ
す

ん
で

い
ち
'
親

譲

り
の
言
葉
が
あ

っ
た
か
ら
'
あ
ん
な
に
し
て
'

海

の
浜
辺
り
で
'
上
等

の
着
物
着
け
て
'
あ
れ
し
て
い
る
で
し
ょ

う

や

ゆ
で

う

や

こ

-
こ

-

う
｡
親

譲

り
の
言
葉
が
あ
る

っ
て
｡
親

孝

行

す
し

ぇ

-
､
ク
ラ
ー

う
や
こ
-
こ
-

う
や
ふ
こ
-

や
親
孝
行
'
あ
ま

-

〔カ

ン
ジ

ュ
ヤ

ー
は
〕
親
不
孝
ん
ち
｡
あ
ん

う

や

ゆ
ナ

血
く

さ

-
に
親

譲

り
ぬ
言
葉
ぬ
残

と

-
る
ば

-
よ

-
｡
あ
ん
さ

-
に
'

あ
ん
ぐ
と
､つ
し
,
浜
な

I
で

い
r

O献

ク
ジ

ー
ン
グ

ェ
-
.
今
は
そ

う
み

う

で
な

い
で
し
ょ
う
'
昔
は
海
あ

っ
ち

ゃ
I
や
ウ
ミ
ク
ジ

ー
ン
グ

エ
ー

つ
て
言
よ

っ
た
｡
土
地
も
な

に
も
か
も
な

い
祖
先
が
'
子
ど

う
み

ん
か
し

も
だ
ち

が
'
海

ク

ジ

ー
ン
グ

ェ
I
で

い
言

た

る
ば

-
て

-
普

え

ー
｡
あ
ん
さ
ぐ
と
ぅ
'
カ

ン
ジ

ュ
ヤ

ー
ん
か

い
'

う
み

か

｢
い
や
ー
'
海
ク
ジ

ー
ン
グ

ェ
I
L
食
み
よ

-
｣

ち

●

す
が

ん
で

い
や

ー
に
'
あ
ん
し
浜
な

I
で

い
-
､
滑

ら
装

い
し
､
カ

ン

あ

ジ

ュ
ヤ
ー
や
浜
な

I
で

い
-
'
海
な

I
で

い
-
歩

っ
ち

ょ

-
る

い

ご

ん

ば

-
｡

こ
れ
は
､
親

の
言
葉
が
'
遺

言

が
あ

っ
た

っ
て
｡
そ
し
て

あ

の
暮
ら
し
し
て
い
る

っ
て
｡

い
つ
も
親
か
ら
聞
か
さ
れ
よ

っ
た
｡

と

い

っ
て
'
親
か
ら

の
遺
言
が
あ

っ
た
｡

ま
た
､
菊
翠
に
は
'

｢
あ

ん
た
は
親
不
孝
者
だ
か
ら
､
海

で
'
漁
を
し

て
食

べ
な
さ

'ヽし
｣

と

い

っ
て
'
親

の
遺
言

の
言
葉
が
あ

っ
た
か
ら
'
あ
ん
な
ふ
う

に

し
て
'
海

の
浜
辺
で
上
等

の
着
物
を
着
け
て
い
る
で
し

ょ
う
｡
親

譲
り
の
言
葉
が
あ
る

っ
て
.
雀
は
親
孝
行
'
菊
翠
は
親
不
孝

っ
て
'

そ
れ
で
､
親

の
遺
言
の
言
葉
が
残

っ
て
い
る
わ
け
よ
｡
そ
れ
で
'

あ

の
よ
う
に
浜
辺
で
餌
を
さ
が
し
て
食

べ
て
い
る
｡
今
は
そ
う
で

な

い
が
､
昔
は
漁
師
に
は
海
ク
ジ

ー
ン
グ

ェ
-
〔海
ほ
じ
-
り
食

い
)
と
言

い
よ

っ
た
｡
畑

の
な

い
人
た
ち
や
'
子
ど
も
た
ち
に
'

海
タ
ジ

ー
ン
グ

ェ
I
と
言

い
よ

っ
た
わ
け
､
昔
は
｡
そ
れ
で
'
菊

翠
に
'

｢あ
ん
た
は
'
海

で
餌
を
さ
が
し
て
食

べ
な
さ

い
よ
｣

と
言
わ
れ
て
'
そ
れ
で
毅
翠
は
き
れ

い
な
着
物
を
着
て
海
辺
か
ら

歩

い
て
い
る
わ
け
｡
こ
れ
は
'
親

の
遺
言

の
言
葉
が
あ

っ
た

っ
て
｡

そ
し
て
あ

の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る

っ
て
｡

い
つ
も
親
か
ら

聞
か
さ
れ
よ

っ
た
｡
昔
は
親
孝
行
へ

い
つ
も
親
孝
行
と
言

い
よ

っ

た
も
ん
だ
か
ら
､
今
と
反
対
に
｡
今
は
そ
う

で
な

い
が
｡

75
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昔
は
親
孝
行
'
い
つ
も
親
孝
行
と
言
よ

っ
た
も
ん
だ
か
ら
､
今
と

反
対
に
｡
今
は
そ
う
で
な
い
が
｡

注

①
海
ク
ジ
ー
ン
グ

ェ
-
･
･
･
直
訳
す
れ
ば
'
｢海
ほ
じ
-
り
食
い
｣
だ
が
'
こ
こ
で
は
'
海
で
餌
を
捕

っ
て
生
活
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
｡

平
成
二
年
三
月

一
三
日

上
門
千
賀
子
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
68
A
l

76

ES]
ク
ラ
ー
と
カ
ン
ジ
ュ
ー
ヤ
-

越
来

仲
宗
根
初
子

(明
治
三
九
年

1
月
二
九
日
生
)
越
釆

何
と
い
う
か
ね
え
'
ク
ラ
ー
は
'
着
け
る
の
は
汚
い
の
を
着
け
て
い
る
け
ど
ね
'
人
間
か
ら
見
た
ら
悪
い
着
物
さ
あ
｡
ま
た
'
あ
の
カ
ン
ジ

ュ
ー
ヤ
ー

〔菊
翠
)
と
い
っ
て
ね
'
き
れ
い
な
服
を
着
け
て
い
る
け
ど
'
あ
れ
は
､
青
い
の
も
'
黄
色
い
の
も
､
赤
い
の
も
へ
ち
ゃ
ん
と
き
れ

い
に
し
て
い
る
か
ら
'
あ
れ
カ
ン
ジ
ュ
ー
ヤ
ー
と
い
う
わ
け
さ
｡
ま
た
タ
ラ
-

〔雀
〕
と
い
う
の
は
､
親
孝
行
で
は
あ
る
け
ど
'
見
た
ら
あ
ま

う
ち
な.ぐち

①

ち

う

や

こ

.こ
_

り
毛
は
上
等
で
な
い
さ
｡
だ
'
こ
れ
沖
縄
口
で
言

っ
た
ら
'
｢
ク
ラ
ー
は
フ

タ
タ
1
着

ち
ょ
-
て
い
ん

〔雀
は
ポ
ロ
を
着
て
い
て
も
〕
'
親

孝

行
'

う

や

ふ

こ

-

カ
ン
ジ
ュ
ー
ヤ
ー
は
'
き
れ
い
な
着
物
着
け
て
い
て
も
親

不

孝

｣
と
言
わ
れ
て
い
る
さ
｡

こ
れ
は
ね
'
な
ん
で
こ
ん
な
言
わ
れ
て
い
る
か
と
言

っ
た
ら
'
カ
ン
ジ
ュ
ー
ヤ
ー
と
い
う
の
は
ね
'

み'J
く

｢水
汲
で
い
釆
-
わ
｡
お
水
を
汲
ん
で
お
い
で
｣

う
す

う
す

と
言

っ
た
ら
ね
'
潮
'
海
の
潮
汲
ん
で
担
い
で
来
る
L
へ
ま
た
'
ク
ラ
ー
は
ね
'

み

'
j

く

｢
水

汲
で
い
釆

-
よ
-

〔水
を
汲
ん
で
き
な
さ
い
〕
｣

み

'
)

く

ち

う

や

こ
-

で
い
言
ね
1
㌧
水

汲

で
い
来

､
親

ぬ
孝
L
へ
あ
ん
さ
I
に

〔と
言

っ
た
ら
､
水
を
汲
ん
で
来
て
､
親
の
孝
し
て
'
そ
う
し
て
〕
､
こ
の
親
が
ね
､

i'と

言
え
ば
人
間
と
例
え
ば
よ
'

う
や
こ
-
こ
-

く

み

う
い
-

>)
め

｢
い
や
ー
や
や
し

親
孝
行
や
-
と
ぅ

〔あ
ん
た
は
親
孝
行
だ
か
ら
〕
'
米

ぬ
上

か
ら
米

食
べ
て
生
活
し
て
い
き
な
さ
い
｡
ま
た
'
あ
ん
た

〔カ

うや
ふ

こ

-

か-
ら

か
-

らば
た

か-
らば
た

ン
ジ
ュ
ー
ヤ
ー
〕
は
親

不

孝

だ
か
ら
ね
'
川

の
ね
'
川

端

あ

っ
ち
で
'
寒
い
時
で
も
川

端

に
住
ん
で
'
自
分
で
魚
捕

っ
て
食
べ
て
生
活
し
な
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さ

い

｣

た
と

ん
に

と
言

っ
て
ね
｡
こ
れ
は
人
間
と
例
え
た
ら
'
ク
ラ
ー
は
汚
い
服
を
着
け
て
も
'
親
孝
行
と
言
わ
れ
て
'

い
つ
も
あ
の
稲

マ
ジ
ン
'
《
稲

マ
ジ
ン

ん
に

と
い
っ
て
米
刈
り
て
き
て
'
こ
ん
な
し
て
'
み
ん
な

〔稲
を
積
ん
で
置
い
た
物
に
〕
'
稲

マ
ジ
ン
っ
て
111TE
い
よ

っ
た
さ
'
昔
は
》
こ
れ
の
上
か

ら
い
つ
も
歩

い
て
よ
｡
人
間
が
食
べ
る
御
飯
食
べ
て
生
活
す
る
｡

か-らば
た

ま
た
'
カ
ン
ジ

ュ
ー
ヤ
ー
と

い
う
の
は
'
ど
ん
な
寒

い
と
き
で
も
よ
'
川
端
か
ら
'
落
ち
て
は
'
水
の
中
か
ら
魚
捕

っ
て
食

べ
て
ね
へ
あ

はなし-

ん
な
し
て
生
活
す
る
か
ら
､
こ
ん
な

話

よ
-
､
親
た
ち
か
ら
聞
い
て
い
る
さ
｡
例
え
ば
さ
あ
､
お
母
さ
ん
が
よ
､
何
と
い
う
か
な
あ
'
仕
事

い
-
ち
け

-

〔言
い
つ
け
〕
す
る
わ
け
さ
あ
'

｢あ
ん
た
'
今
日
は
忙
し
い
か
ら
'
お
水
を
汲
ん
で
お
い
で
｣

ス
ノ
す

と
い
い
つ
け
た
か
ら
'
も
う
'
こ
の
カ
ン
ジ

ュ
ー
ヤ
ー
は
悪
い
人
だ
か
ら
'
悪
い
人
間
だ
か
ら
'
例
え
ば
よ
う
'
海
の
潮

を
担

い
で
来
る
わ
け

さ
あ
｡
わ
ざ
と
ぅ
て
-
〔わ
ざ

っ
と
さ
〕
'
親
に
対
し
て
反
抗
し
て
｡
親
が
言
う
の
は
も
う
真
面
目
に
聞
か
な
い
わ
け
さ
あ
'
む
る

〔み
ん
な
〕

反
対
し
て
｡

ま
た
'
こ
の
タ
ラ

ー
は
'
親

の
手
伝

い
も
よ
-
し
て
'
親
が
い
う
こ
と
も
よ
-
開
い
て
'
｢
お
水
も
手
伝
い
し
て
ち
ょ
う
だ
い
｣
と
言

っ
た

う
す

う
ナ

･つ
す

ら
'
お
水
も
汲
ん
で
来
る
L
t
｢今
日
は
ま
た
'
潮
が
入
り
用
だ
か
ら
｣
､
豆
腐
す
る
と
き
潮

使

い
よ

っ
た
か
ら
昔
は
'
潮

は
担

い
で
来
る
L
t

く
み
ぐ
ら

こ
ん
な
し
て
も
う
親
孝
行
だ
か
ら
'
あ
ん
た
は
'
例
え
ば
お
金
持
ち
の
'
お
金
持
ち
に
し
か
'
こ
の
米
倉
は
な
か

っ
た
か
ら
'

ち
'

くみ

う
い
-

あ

う

やこ
-こ
-

｢
ウ

ェ
-
キ
ん
人
ぬ
米

ぬ
上

か
ら
歩

っ
ち
'

い
や
ー
や
'
親

孝

行

だ
か
ら
生
活
し
て
い
き
な
さ
い

〔雀
は
親
孝
行
だ
か
ら
金
持
ち
の
米
倉

の

上
か
ら
歩
い
て
米
粒
を
食
べ
て
'
生
活
し
な
さ
い
〕
｣

ま
た
'
こ
の
カ
ン
ジ

ュ
ー
ヤ
ー
と
い
う
の
に
は
'

う
や
ふ
こ
-
もの

か-らば
た

｢あ
ん
た
は
､
親
不
孝
者
だ
か
ら
ね
､
寒

い
と
き
で
も
'
も
う
ガ
タ
ガ
タ
震
え
て
も
'
あ
ん
た
は
あ
の
川
端
で
生
活
し
て
い
き
な
さ
い
｣

と
言

っ
て
ね
'
昔
の
人
は
､
そ
う
伝
え
ら
れ
て
い
た

っ
て
｡
こ
れ
は
よ
-
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
｡

され

注

①

フ
タ
タ
-

･
･
･
ぼ
ろ
｡
裂
を

つ
ぎ
は
ぎ
し
て
仕
立
て
た
着
物
｡

平
成
二
年
八
月
≡

日

新
垣
孝
幸

･
謝
敷
勝
美

･
新
垣
登
李
子

･
知
念
美
佳
子

･
書
瀬
智
美
聴
取

香
村
夏
子
翻
字

↑
133
B
l

77
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圏

カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
と
ク
ラ
I
小

(お
父
さ
ん
)

中
央

金
城
初
子

(大
正
五
年
二
月
二
四
日
生
)
石
川
市

78

あ
の
ね
,
カ
ン
ジ

ュ
ヤ
-
〔薪
翠
〕
と
ク
ラ
ー
小

〔雀
〕
､
二
人
あ
の
う
,
腺
染
め
る
と
い
っ
て
,
着
物
作
的

戯

染
め
る
と
い
っ
て
,
遠
い

ぐ
わ-

か
な

な
か

所
に
飛
ん
で
行

っ
て
､
半
ば
ご
ろ
行

っ
て
い
る
と
き
に
､
ま
た
'

｢あ
ん
た
の
お
父
さ
ん
は
も
う
'
病
気
が
強
-
な

っ
て
い
る
か
ら
早
-
釆
な
さ
い
｡
あ
ん
た
方
二
人
釆
な
さ
い
｣

っ
て
'
呼
び
に
来
て
い
る
わ
け
｡
し
た
ら
'
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
と
い
う
烏
は
ね
'

｢
せ
っ
か
-
こ
っ
ち
ま
で
来
て
い
る
の
に
'
私
は
戻
ら
ん
｣

ぐ
ゎ_

と
り
ぐわl

と
言

っ
て
｡
ク
ラ
ー
小
と
い
う
鳥
は
ま
た
'
雀
で
あ
る
｡
い
つ
も
'
〔家
の
〕
二
階
か
ら
も
飛
ん
で
歩
-
､
鳥
小
が
い
る
さ
｡
あ
の
ク
ラ
ー
は
'

｢戻

っ
て
行
か
な
け
れ
ば
'
親
た
ち
ど
う
な
る
か
分
か
ら
ん
か
ら
'
私
は
じ
ゃ
あ
'
お
家
行
こ
う
ね
｣

か
な

と
言
う
て
､
二
人
別
れ
た
わ
け
｡
別
れ
た
か
ら
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
と
い
う
鳥
は
'
も
う
膝
染
め
て
き
て
あ
る
か
ら
'
き
れ
い
な
洋
服
着
け
て
い
る

わ
け
さ
あ
｡
羽
よ
'
と
て
も
き
れ
い
よ
'
青
々
と
し
て
｡

ぐわ-

かな

け
-

そ
の
タ
ラ
-
小
と
い
う
鳥
は
'
あ
れ
は
膝
'
こ
の
首
に
巻

い
た
の
が
'
強
-
見
た
ら
首
に
'
何
か
印
が
あ
る
よ
｡
こ
ん
な
巻

い
た
毛
な

っ

かな-

て
い
る
け
ど
ね
'
白
-
し
て
い
る
よ
う
な
'
あ
れ
が
見
え
る
よ
う
｡
あ
の
親
孝
行
の
鳥
は
染
め
て
な
い
か
ら
'
腕
首
に
巻

い
た
ま
ま
｡
ま
た
'

親
不
孝
の
烏
は
'
染
め
て
き
て
い
る
か
ら
も
う
'
き
れ
い
な
洋
服
着
け
て
い
る
わ
け
さ
｡
そ
う
し
た
か
ら
'
あ
れ
親
孝
行
し
て
い
る
か
ら
'
神

様
が
ね
､

｢あ
ん
た
は
ね
'
い
つ
も
あ
の
食
べ
物
が
い
い
食
べ
物
'
も
し
稲
刈
る
所
に
'
《
稲
の
中
に
も
よ
-
来
る
よ
､
あ
の
烏
は
｡
稲
刈
る
い
う
て
､

ん
に

ぐ
ら

ん
に

ぐら

]

Hん
土
る

マ
ジ
ン
作
る
で
し
ょ
.
今
､

マ
ジ
ン
作

っ
て
な
い
か
ね
え
.
昔
は
'
お
家
の
周
囲
に
'
稲

倉

と
い
っ
て
作
り
よ

っ
た
》
こ
の
稲

倉

の
下
､
周

囲

か
ら
遊
び
な
さ
い
｡
ま
た
'
瓦
葺
の
家
の
上
か
ら
歩
-
で
し
ょ
う
｡
あ
ん
な
所
か
ら
'
下
か
ら
歩
か
な
い
で
あ
ん
な
所
か
ら
歩
き
な
さ
い
ね
え
｣

と
言
う
て
'
神
様
に
教
え
ら
れ
て
'
あ
れ
は
も
う
､
い
い
所
'
ず

っ
と
歩
い
て
い
る
け
ど
'
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
と
い
う
鳥
は
､
親
不
孝
な
者
だ
か

ら
'｢あ

ん
た
は
い
つ
も
'
あ
の
ジ
ャ
カ
ジ
ャ
カ
し
て
い
る
'
水
の
所
で
暮
ら
し
な
さ
い
｣



雀孝行

と
言
う
て
｡
そ
れ
で
'
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
は
水
の
あ
る
所
に
お
家
も
作

っ
て
､
寝
泊
ま
り
し
て
い
る
｡

あ

･Nが
く

｢親
が
こ
れ
は
も
う
'
親
の
言
う
こ
と
も
開
か
な
い
か
ら
'
雨

蛙

と

一
緒
だ
か
ら
'
反
対
で
言
わ
な
け
れ
ば
分
か
ら
ん
｣

と
言
っ
て
'

')
*
*<

｢
地
面
の
下
で
暮
ら

し
な
さ

い
｣

し
っ
け

と
言
う

た
ら
し

い
｡
そ
れ
で
'
い
つ
も
湿
気
か
か

っ
て
る
所
か
ら
歩

い
て
い
る
わ
け
'
カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
は
｡

ぐゎ-

ふいと

｢
ク
ラ

ー
小

は
ま
た
'
い
つ
も
い
い
所
か
ら
､
人
が
見
､え
'
倉
の
見
え
る
所
か
ら
歩
き
な
さ
い
｣

と
言

っ
て
'
い
つ
も
あ
ん
な
所
か
ら
飛
ん
で
歩
-
｡
タ
ラ
ー
と
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
は
兄
弟
違
う
｡
も
し
か
し
た
ら
､
兄
弟
だ
っ
た
か
ね
｡
倉
の
下

か
ら
遊
ぶ
か
ら
ク
ラ
ー
に
な

っ
た
か
ね
｡
こ
の
こ
と
は
は

っ
き
り
分
か
ら
ん
け
ど
｡

かな

かせ

かな

注

①
膝
･
･
･
総
に
掛
け
る
前
の
一
束
に
し
た
糸
｡
膝
を
染
色
し
た
後
'
総
に
掛
け
る
｡

平
成
三
年
五
月
二
三
日

宮
城
昭
美

･
香
村
夏
子

･
謝
敷
勝
美

･
石
川
小
百
合

･
大
川
清
子

･
照
屋
京
子
聴
取

石
川
小
百
合
翻
字

↑
189
A
3

圏

ク
ラ
ー
と
詰
翠

(兄
弟
)

嘉
間
良

安
次
嶺

ツ
ル

(大
正
六
年

一
〇
月
八
日
生
)
北
谷
町

あか-

あお-

こ
れ
は
'
赤
や
青
し
て
ね
t

で
は
い
た
よ
う
'
川
の
所
に
'

昔
の
伝
え
話
だ
け
ど
'
雀
は
'

①
か
わ
せ
み

う
や

ふ

こ
う
む
ん

いくさ

と

っ
て
も
き
れ
い
な
鳥
だ

っ
た
け
ど
'
今
頃
は
ね
'
見
た
こ
と
な
い
さ
あ
｡
戦
前
は
ね
'
戦

が
始
ま
る
前
ま

鳥
よ
｡
あ
の
鳥
と
ね
'
タ
ラ
-

〔雀
)
､
あ
の
雀
よ
｡
雀
は
'
こ
っ
ち

〔首
)
に
は
白

い
の
が
あ
る
さ
あ
ね
｡

あ
れ

〔菊
翠
)
と
ね
'
本
当
は
兄
弟
だ

っ
た

っ
て
｡
で
､

い
ぐ
ん

こ
の
雀
は
と

っ
て
も
親
孝
行
の
鳥
で
ね
'
ま
た
'
こ

の

薪

翠

は
､
親

不

孝

者

だ

っ
た

っ
て
.
そ
う
し
た
ら
ね
'
親
が
死
ぬ
と
き
の
遺
言
で
ね
､

ぐわ-

あ
･N'L,い

｢私
が
死
ん
だ
後
は
や
し

ク
ラ
ー
小
あ
ん
た
は
'
人
の
家
の
雨
垂

〔軒
〕
な

-
り
-

家
に
入

っ
て
ね
'
物
を
取

っ
て
食
べ
な
さ
い
｡
ま

う
や
ふ
こう
む
ん

た
'
あ
な
た

〔薪
翠
〕
は
ね
､
親
不
孝
者
だ
か
ら
'
き
れ
い
な
着
物
を
着
せ
る
か
ら
'
川
に
行

っ
て
ね
'
ミ
ミ
ズ
を
取

っ
て
暮
ら
し
な
さ
い
｣

う
や
ふ
こう
む
ん

っ
て
｡
だ
か
ら
'
親
不
孝
者
だ
か
ら
ね
t
も
'
遊
ん
で
暮
ら
し
て
い
る
か
ら
｡
遊
ぶ
人
は
や

っ
ぱ
し
あ
の
'
昔
で
も
今
で
も
'
上
等
な
着
物

つ

79
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け
て
歩
き
回
る
さ
あ
ね
｡
こ
の
伝
え
だ
と
思
う
さ
｡
う
ん
'
う
ん
｡

う

や

ふ

こ
う
む

ん

｢
〔菊
翠
は
〕
親

不

孝

者

だ
か
ら
'
あ
な
た
は
ね
'
い
つ
も
き
れ
い
な
ふ
う
し
て
'
遊
び
回
る
か
ら
'
あ
な
た
は
'
川
に
行

っ
て
ミ
ミ
ズ
取

っ

て
食
べ
な
さ
い
｡
ま
た
､
雀
は
ね
､
親
孝
行
す
る
か
ら
ね
'
人
の
お
家
か
ら
物
を
取

っ
て
食
べ
な
さ
い
｣

と
い
っ
て
'
こ
の
伝
え
で
ね
'
雀
は
こ
っ
ち

〔首
〕
に
袋
さ
げ
ら
れ
て
い
た
｡
親
に
袋
を
'
白
い
袋
を
さ
げ
ら
れ
て
ね
'
あ
れ

〔瀦
翠
)
は
ま

た
'
き
れ
い
な
着
物
を
着
せ
ら
れ
た
と
い
っ
て
'
伝
え
あ

っ
た
ん
で
す
よ
｡
う
ん
､
こ
れ
だ
け
さ
｡

注

①
菊
翠

･
･
･
カ
ワ
セ
ミ
科
の
川
辺
に
す
む
小
形
の
烏
｡

平
成
二
年
八
月
二
二
日

新
垣
孝
幸

･
有
銘
和
江
聴
取

照
屋
京
子
翻
字

↑
148
A
l

80

国

力
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
と
ク
ラ
ー
烏
小

住
吉

座
間
味

マ
カ
ー

(明
治
四

一
年
三
月
五
日
生
)
白
川

親
が
今
死
ぬ
と
い
っ
て
'
ヘー

｢目
つ
ぶ
ら
ん
う
ち
に
早
-
な
-
釆
｣

すが
い
て

-汁
-

か
し

か

ん
で
い
ち
ゃ
-
と
ぅ
'
装

や
大

概

ど
う
や
る
'
総

掛

き
-
た
ん

かし

う
や

ん

で
い
'
総
は
ち
ゃ
I
に
'
親
ぬ
ミ
-
ウ
ー
ウ
イ
見

じ
ゅ
ん
ち
'

か

し

か
し

ん

そ
-
ぬ
ぎ
て
い
'
紹

'

着
物
作
る
総

は
ち
行

じ
ゃ
-
と
ぅ
'
う
ぬ

う
や
親
ぬ
言
い

分
ぬ
'うや

こ-

く
わ

しち◆

｢
い

や
ー
や
､
親
ぬ
孝
ぬ
子
や
-
と
ぅ
'
ち
ゃ
-
倉
ぬ
下
か
ら

く
み
ひっ

くえI

米
拾
て

い
喰
よ
-
｣

で
い
ち
や
た
ん
で
い
L
が
｡

カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
や
'
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
I
ん
で
い
し
え
-
い
っ
ぺ
-

親
が
も
う
す
ぐ
死
ぬ
か
ら
と
い
っ
て
'

｢目
つ
ぶ
ら
ん
う
ち
に
早
-
釆
な
さ
い
｣

と
言
わ
れ
た
か
ら
'
〔雀
は
〕
身
な
り
は
ど
う
で
も
よ
い
と
い
っ

て
､
機
織
り
の
総
を
掛
け
て
い
る
と
こ
ろ
だ

っ
た
の
で
'
そ
の
総

を
掛
け
た
ま
ま
'
親
の
死
に
目
に
間
に
合
う
よ
う
に
と
'
慌
て
て
､

着
物
を
作
る
総
を
掛
け
た
ま
ま
行

っ
た
か
ら
へ
そ
の
親
の
言
い
分

は
'｢あ

ん
た
は
親
孝
行
な
子
だ
か
ら
'
い
つ
も
倉
の
下
か
ら
米
を
拾

っ
て
食
べ
な
さ
い
よ
｣

と
言

っ
た
そ
う
だ
が
｡
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ち

●

ど
う
い
ぐ
わ
ー

滑

ら
烏

小

や
た
し
が
て
I
t
う
れ

-
ま
た
'

ち

●

す

が

ん

-

｢
清

ら
装

い
し
る
親
ぬ
ミ
-
ウ
-

ウ
イ
見

じ

-
が
行
ち
ゅ
る
｣

ん
ち
ゃ
く
と
ぅ
よ

-
～

な
ち

か-ら

い
e
と
う

くぇ-

｢
い
や
ー
や
'
夏
か
冬
か
川
な

I
で

い
-
魚
捕
て

い
喰

よ

-
｡

う

や

･l

こ

-

ぐ

わ

い
や
ー
親

ぬ
不

孝

ん
子

や
-
と
､つ
｣

は

なし
-

ん
で
い
ち
､
う
ぬ
話

や
た
ん
で
い
｡

ど

ぅい
ぐ

ゎI

あ
ん
さ

I
に
'
タ
ラ

-
鳥

小

や
､
か

-
げ

-
悪

っ
き
し
が
'

ち
●

い

カ
ン
ジ

ュ
ヤ

ー
で

い
し
え
ー
へ
滑
ら
さ
し
ぇ
I
や

-
｡
う
ぬ
､
意

み味
え

ー
や
ん
｡

平
成
二
年
八
月
二
二
日

か
わ

せ
み

素

翠

は
'
薪
翠
と
い
う

の
は
'
と

っ
て
も
美
し
い
烏
だ

っ
た
が

ね
､
こ
れ
は
ま
た
'

｢き
れ

い
に
装

っ
て
か
ら
親
の
死
に
目
に
会

い
に
行
-
｣

と
言

っ
た
か
ら
ね
'

｢あ
ん
た
は
'
夏
も
冬
も
川
端
で
魚
を
捕

っ
て
食

べ
な
さ
い
よ
｡

あ
ん
た
は
親
不
孝
な
子
だ
か
ら
｣

と
言

っ
た
と
い
う
話
だ

っ
た

っ
て
｡

そ
れ
で
､
雀
と

い
う
鳥
は
姿
は
悪
い
が
'
薪
翠
と
い
う
烏
は
美

し
い
さ
あ
ね
｡
そ
の
意
味
あ

い
か
ら
き
て
い
る
ん
だ

っ
て
｡

石
川
小
百
合

･
仲
里
香

･
謝
敷
勝
美
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

↑
157
B
l

圏

ク
ラ

ー
と
カ
ン
ジ

ュ
ー
ヤ

ー
(お
母
さ
ん
)

住
吉

徳
里

静

(明
治
四
四
年
三
月
五
日
生
)
安
慶
田

タ
ラ
-

〔雀
〕
は
よ
'
親
の
亡
-
な
る
前
に
よ
'
お
母
さ
ん
が
病
気
だ
か
ら
と
言

っ
て
呼
ん
だ
け
ど
よ
'
自
分
の
着
物
を
作
る
と
い
っ
て
や

っ
て
い
る
け
ど
よ
'
間
に
合
わ
な

い
で
'
親
が
病
気
'
も
う
死
に
そ
う
に
な

っ
た
か
ら
よ
'
昔
'

れ
を
肩
に
掛
け
て
行

っ
た
ら
よ
'
こ
の
人
は
親
の
死
に
目
に
間
に
合

っ
て
い
る
わ
け
さ
あ
ね
え
｡

翠
〕
は
よ
､
カ
ン
ジ

ュ
ー
ヤ
ー
は
親
が
亡
-
な
る
と
い
っ
て
も
よ
'
自
分
の
機
あ
る
さ
あ
ね
え
'

っ
て
よ
'
そ
の
間
に
は
親
は
亡
-
な

っ
た
か
ら
よ
､
亡
-
な
る
時
の
遺
言
で
よ
'
親
の
遺
言
で
'

か
し

機
織
る
の
に
総
と
い
う
も
の
が
あ

っ
て
'
そ

し
て
い
る
け
ん
ど
'
カ
ン
ジ

ュ
ー
ヤ
I
〔素

立
派
な
織
物
作

っ
て
か
ら
着
け
て
行
-
と
い

〔雀
は
〕

こ
-

モ
ば

｢あ
な
た
は
親
に
孝
し
て
よ
'
こ
ん
な
に
親
の
亡
-
な
る
の
も
見
て
い
る
か
ら
'
倉

の
側
な

I
で

い
-

〔倉

の
側
か
ら
〕
'
米
を
拾

っ
て
食

べ

て
生
き
な
さ

い
ね
え
｣

81
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カ
ン
ジ
ュ
ー
ヤ
ー
は
親
不
孝
な

っ
て
い
る
か
ら
ね
､え
'

か-ら

｢
川
か
ら
よ
'
自
分
で
餌
捕

っ
て
食
べ
て
歩
き
な
さ
い
｣

と
言

っ
て
遺
言
し
て
い
る
わ
け
さ
あ
ね
え
｡

か
し

だ
け
ど
'
ク
ラ
ー
は
親
孝
行
で
'
親
の
あ
れ
に
間
に
合
わ
な
い
か
ら
'
昔
の
機
織
る
時
の
総
を
掛
け
て
か
ら
に
行

っ
て
､
親
の
亡
-
な
る
の

は
見
て
い
る
さ
あ
ね
､え
.
だ
か
ら
よ
う
'
あ
れ
は
倉

の
前
'
側
か
ら
歩
い
て
'
あ
れ
は
首
に
何
か
こ
ん
な
に
し
て
は
い
て
い
る
よ
う
な
形
し
て

か
し

い
る
さ
あ
ね
､え
'
少
し
白
-
し
て
い
る
さ
あ
.
あ
れ
は
紀

と
言
う
ん
だ
.

カ
ン
ジ
ュ
ー
ヤ
ー
は
見
て
な
い
か
ら
よ
'
親
不
孝
な

っ
て
い
る
か
ら
よ
'

か-ら

カ

と
う

カ

｢
い
や
ー
'
川
な

I
で
い
I
t
う
り
食
で
い
'
捕

っ
て
食
で
い
い
き

〔あ
ん
た
は
'
川
端
か
ら
餌
を
捕

っ
て
食
べ
て
い
き
な
さ
い
〕
｣

ゆ

いご
ん

ち

で
い
ち
'
あ
れ
ー
遺

言

付

き
ら

っ
と
-
ん

〔と
い
う
遺
言
だ

っ
た

っ
て
〕
｡
だ
か
ら
ク
ラ
ー
は
親
孝
行
'
カ
ン
ジ

ュ
ー
ヤ
ー
は
親
不
孝
て
い
う
'

昔
の
人
の
話
は
｡
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
け
ど
よ
､
こ
れ
は
'
昔
の
年
寄
り
た
ち
か
ら
話
聞
い
た
ん
だ
よ
｡

平
成
二
年
八
月
二
二
日

山
城
綾
子

･
大
川
清
子
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

↑
156
B
4
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圏

ク
ラ
I
と
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
-

安
慶
田

神
里
マ
カ
ー

(明
治
四
五
年
八
月

一
日
生
)
胡
屋

ク
ラ
ー
は
タ
ラ
I
t
〔
カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
や
カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
〕
わ

ち

や

や

か

っ
て
い
る
よ
｡
あ
ぬ
よ

I
t
親

が
い
っ
ペ
-
病

ピ

ー
た
ん
で

う
や

や

む

ん

い
ゆ

い
-
｡
親
が
病
ピ
ー
た
-
と
ぅ
'
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
や
'
海
ぬ
物

魚

とう

く
わ

ん
ぬ
-
ん
海
か
ら
捕

っ
て
い
喰
い
し
ぇ
I
や
-
｡
カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー

う

み
ど

うい

や
海

鳥

や
ん
ビ
ー
｡
う

や

や

ク
ラ
ー
や
よ
'
親

ぬ
病

だ
-
と
ぅ
'
う
れ
-
い
っ
ぺ
I
L
ぐ
'

か
わ
せ
み

雀
は
雀
'
〔袈
翠
は
菊
翠
〕

っ
て
別
で
す
よ
.
菊
翠
は
ね
､
海

の
物
､
魚
な
ん
か
海
か
ら
捕

っ
て
食
べ
る
さ
あ
ね
.
素
翠
は
海
鳥

だ
か
ら
ね
｡

雀
は
ね
､
親
が
病
ん
だ
か
ら
､
と

っ
て
も
急
い
で
'
合

い
に
行

っ
て
｡
着
物
も
'
汚
い
着
物
を
着
て
'
親
孝
行
す
る
た
め
に
'
親

が
亡
-
な
り
そ
う
な
と
き
に
行

っ
て
､
親
に
合
う
こ
と
が
で
き
た
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千-

千
-

う
ち

ち

や
す
ぐ
'
家
ぬ
倉
､
家
ぬ
内
ん
か
い
入
っ
ち
釆
ゆ
I
L
え
ー
や
｡

く
ゎ

う
ん
ぐ
と
ぅ
I
L
､
喰
い
た
ん
で
い
｡

ちA11fJ-
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叱
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っ
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翠
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れ
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と
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と

ぅ
ら

し
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と
｡
来
て
-
れ
と
'

い
え

い
が
あ

っ
た

っ
て
｡

い
え

い
と
い
う
の

は
連
絡
ね
｡
あ
ん
さ
れ

1
㌧
う
ぬ
ク
ラ
ー
や
'

｢
ア
キ
サ
ミ
ヨ
ー
､
で
-
じ
な
と

-
ん
｣

し
ぐとう

は
-

で

い
'
す
ぐ
へ
仕
事

ん
う

っ
ち

ゃ
ん
ぎ
ゃ
-
な
か

い
'
す
ぐ
走

む

どう

う

や

土

-

え

ー
し
戻

た
ん
で

い
｡
あ
ん
さ
ぐ
と

ぅ
'
親

ぬ
け

-
亡

さ
ん

あ

-

め

-

う
や

あ-

ま

-
る
間
に
合

て
い
'
ミ
-
ウ
-
ウ
イ
す
る
前

う
て

い
'
親

合

て

い

わ
か

う
ま

い
､
あ
ん
L
t
生
ち
則
り
L
t
其
処
う
と

-
て
い
'
立
派
孝
行
ん

ク
ラ
ー
の
話
と

い
う

の
は
聞
い
た
こ
と
あ
る
｡
こ
れ
は
本
に
も

出
て
い
る
よ
ね
｡
僕
ら
は
こ
う
開
い
た
わ
け
よ
｡
上
地
で
の
話
よ
｡

ク
ラ
ー
と
い
う
の
は
雀
だ
よ
な
｡
カ
ン
ジ

ュ
ー
ヤ
ー
と
い
う
の
は
'

か

わ
せ
み

今
の
菊

翠

だ
よ
ね
｡
タ
ラ
ー
と
カ
ン
ジ

ュ
ー
ヤ
ー
の
話
は
'
ど
う

い
う
話
か
と
い
う
と
'
昔

々

'
ク
ラ
ー
と
カ
ン
ジ

ュ
ー
ヤ
ー
は
兄

弟
だ

っ
た

っ
て
よ
｡
方
言
で
話
そ
う
ね
｡

昔
'
雀
と
菊
翠
は
兄
弟
だ

っ
た

っ
て
｡
そ
し
て
'
互

い
に
'
親

の
所
か
ら
離
れ
て
別
の
所
で
暮
ら
し
て
い
た

っ
て
｡
親
が
年
と
ら

れ
て
'
病
気
な
さ

っ
て
'

｢も
う
今
日
､
明
日
に
も
亡
-
な
り
そ
う
に
な

っ
て
い
る
か
ら
'

来
て
-
れ
｣

っ
て
'
来
て
-
れ
と
い
う
連
絡
が
あ

っ
た

っ
て
｡
そ
う
し
た
か
ら
'

こ
の
雀
は
'

｢あ
れ
ま
あ
も
う
'
た

い
へ
ん
だ
｣

と
言

っ
て
'
す
ぐ
'
仕
事
も
う

っ
ち
ゃ
っ
て
'
す
ぐ
に
走

っ
て
戻

っ
た

っ
て
｡
そ
れ
で
へ
親
が
亡
-
な
る
前
に
間
に
合

っ
て
'
臨
終

の
前
に
親
に
合

っ
て
'
そ
う
し
て
'
生
き
別
れ
を
し
て
'
そ
こ
で

ち
ゃ
ん
と
孝
行
も
し
た
が
｡

菊
翠
は
'



雀孝行

そ
I
L
が
｡

カ
ン
ジ
ュ
ー
ヤ
ー
や
'

うやっく
わ

ち
ね
-

｢
な

I
t

い
か
な
親
子
や
た
ん
て
-
ま
ん
'
家
庭
ぬ
分
か
り

れ
-
か
ら
-
､

い
ひ
ぇ
ー
あ
り
や
る
ん
で
い
や
ー
に
'
あ
ん
し

ぇ
-
'
あ
ん
や
ら
-
な
-
へ
い
ひ
ぇ
ー
t
L
ぐ
ん
ち
ぇ
-
行
か
ら

ん
む
ん
｣

や

-

ち
●

すが

ち
'
家

か
い
行
ち
ゃ
I
に
'
し
こ
-
い
む
こ
-
い
'
清
ら
装
い
ぐ

ち
ん
け
-

ん

わ
ー
L
t
着
物
替
た
い
ぬ
-
さ
い
L
t
あ
ん
し
行

じ
ゃ
ん
で
い
｡

う

や

あ

-

あ

-

う
ん
に
ん
と
ぅ
-
ね

I
t
親

ぬ
死
に
目
ん
か
い
食

ら
ん
､
間
に
合

う
や

ら
ん
た
ん
で
い
｡
親
が
'

こ
-
こ
ー

ぐ
ゎ

な

JN

｢
ク
ラ
ー
や
孝
行
ん
子
､
い

や

ー

や
孝
行
や
-
と
う

や

I
t
今

か

あ

み

か
じ

ん

や
ー

すば

く
み

ら
-
'
雨

風

ん
け
-
濡

り
ら
ん
ぐ
と
ぅ
'
家
ぬ
側
な
I
L
I
t

米

ぐ
ら

う

カ

倉
ぬ
落
て
い
-
-
ぶ
-
食
ま
I
に
'
暮
ら
ち
行
き
よ
-
｣

な･M

や-

ま
んま-ち

で
い
｡
あ
ん
さ
ぐ
と
､つ
'
ク
ラ
ー
や
今
ち
き
て
い
'
家
ぬ
周
囲
'

ち
■

に
んじ
ん

か

む
ん

軒
下
ん
か
い
暮
ら
ち
｡
あ
ん
さ
I
に
'
人
､
人
間
ぬ
食
む
る
物
'

め

あ
や
か
-
て
い
食
で
い
ん
じ
'
い
っ
ペ
1
㌧
安
楽
に
暮
ら
ち
ょ
-

ん
｡

う

や

ふ

こ

-
む

ん

う
や

み

う
ぬ
カ
ン
ジ
ュ
ー
ヤ
ー
や
､
親

不

孝

者

な
て
い
､
親
ぬ
死
に
目

あ

う

や

ふ
こ

-

あみ
ふ

か'J

ん
か
い
合

い
-
さ
ん
｡
親

不

孝

な
た
る
た
み
な
か
い
'
雨
降

い
風

ふ

あ

み

ん

か
-
ら

ナ

は

いゆぐbIとう

降

い
'
雨

ん
か
い
濡

で
い
て
い
'
川

ぬ
側

な

I
L
1
､

魚
小
捕

っ
て
い
暮
ら
し
ん
じ
､
あ
わ
り
そ
-
ん
｡
あ
ん
す
-
と
ぅ
そ
-
い

｢

も

う
'

い
-
ら
親
子
と
い
っ
て
も
'
家
を
出
た
ら
'
少
し
は
な

ん
だ
よ
｡
と
言

っ
て
'
親
が
病
気
と
い
っ
て
も
､
こ
れ
は
す
ぐ
に

と
い
っ
て
は
行
け
な
い
か
ら
｣

と
言

っ
て
'
家
に
行

っ
て
'
い
ろ
い
ろ
準
備
し
て
'
き
れ
い
な
格

好
し
て
､
着
物
を
着
替
え
た
り
な
ん
か
し
て
か
ら
行

っ
た

っ
て
｡

そ
う
す
る
う
ち
に
は
'
親
の
死
に
目
に
合
え
な
い
で
'
間
に
合
わ

な
か

っ
た

っ
て
｡

そ
う
し
た
ら
'
親
が
'

｢雀
は
親
孝
行
な
子
'
あ
ん
た
は
孝
行
だ
か
ら
ね
'
今
か
ら
は
'

雨
風
に
濡
れ
な
い
よ
う
に
'
家
の
側
か
ら
'
米
倉
か
ら
落
ち
た
米

粒
を
食
べ
て
'
暮
ら
し
て
行
き
な
さ
い
よ
う
｣

と
言

っ
た
｡
そ
れ
で
'
雀
は
今
で
も
､
家
の
周
り
の
軒
下
で
暮
ら

し
て
'
そ
う
し
て
､
人
間
が
食
べ
る
物
を
あ
や
か
っ
て
食
べ
て
い

っ
て
'
と
っ
て
も
安
楽
に
暮
ら
し
て
い
る
｡

菊
翠
は
親
不
孝
者
で
'
親
の
死
に
目
に
も
食
え
な
い
.
親
不
孝
者

だ

っ
た
た
め
に
'
雨
降
り
風
吹
き
に
も
雨
に
濡
れ
て
川
で
魚
を
捕

っ
て
暮
ら
し
て
'
苦
労
し
て
い
る
｡
だ
か
ら
､
い
い
子
に
し
な
さ

い
よ
｡
こ
れ
が
'
雀
と
素
翠
の
､
い
わ
ゆ
る
教
育
の
民
話
で
ね
'

僕
は
す
ぼ
ら
し
い
も
ん
だ
と
思

っ
て
い
る
｡

87



雀孝行

り
よ
-
｡
こ
れ
が
ね
'
ク
ラ
ー
と
カ
ン
ジ
ュ
ー
ヤ
ー
の
ね
､
い
わ
ゆ

る
教
育
の
民
話
で
ね
､
僕
は
す
ぼ
ら
し
い
も
ん
だ
と
思

っ
て
い
る
｡

88

平
成
二
年
八
月
二
三
日

宜
保
勝

･
宮
平
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

↑
165
A
2

圏

ク
ラ
ー
小
と
カ
ー
ラ
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー

中
の
町

石
川
富
子

(大
正

一
一
年

一
一
月
三
〇
日
生
)
読
谷
村

か
わ

せ

み

雀
と
菊

翠

は
話
が
あ
る
で
し
ょ
う
｡
あ
れ
は
ね
'
幸
い
に
'
親
に
も
よ
-
聞
か
さ
れ
て
い
る
L
t
ま
た
'
学
校
で
も
ね
'
小
学
校
の
と
き
に

劇
を
や

っ
た
か
ら
ね
'
学
芸
会
に
｡
よ
-
覚
え
て
い
る
の
よ
ね
'
こ
れ
は
｡
う
ん
｡
だ
か
ら
あ
れ
が
'
ま
あ
'
教
訓
み
た
い
に
ね
'
親
が
よ
-
～

｢親
不
孝
し
た
ら
ね
､
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん
だ
よ
う
｣
ち

っ
て
言
わ
れ
て
ね
0

私
た
ち
が
劇
で
や

っ
た
の
は
'
雀
が
集

っ
て
ね
､
子
ど
も
た
ち
よ
り
早
-
起
き
て
竹
薮
で
チ

ユ
ン
'
チ

ユ
ン
'
チ

ユ
ン
'
チ

ユ
ン
し
て
遊
ん

で
い
る
と
き
に
'

｢
〔雀
の
お
母
さ
ん
が
〕
病
気
で
亡
-
な

っ
た
か
ら
､
す
ぐ
帰

っ
て
来
い
｣

ち

っ
て
'
そ
れ
で
'
結
局
言
う
わ
け
さ
あ
ね
｡
雀
さ
ん
は
､
慌
て
て
す
ぐ
そ
の
ま
ん
ま
飛
ん
で
行

っ
た
わ
け
よ
ね
｡
そ
ん
な
着
替
え
る
間
が
な

い
か
ら
'
す
ぐ
出
て
行
-
ん
だ
け
ど
｡
も
う
着
の
身
着
の
ま
ま
で
｡

そ
し
て
今
度
は
素
翠
ね
'
沖
縄
語
で
あ
れ
は
カ
ー
ラ
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
つ
て
言
う
の
よ
｡
も
う
'
今
だ
に
き
れ
い
で
し
ょ
う
｡
こ
の
カ
ー
ラ
カ

ン
ジ
ュ
ヤ
ー
は
､

｢
さ
あ
､
支
度
し
ょ
う
｣

言
う
て
'
き
れ
い
に
着
替
え
て
､
そ
れ
で
お
酒
落
し
て
い
-
間
に
'
も
う
親
の
送
り
も
済
ん
で
い
た

っ
て
い
う
わ
け
さ
あ
｡

そ
れ
で
'
そ
こ
に
神
様
が
出
て
き
て
ね
'

｢
二
人
と
も
'
よ
-
来
た
｣



雀孝行

な
ら

ち

っ
て
｡
そ
こ
に
並
は
し
て
｡
そ
れ
で
'

｢
そ
の
来
た
心
が
け
に
'
褒
美
を
あ
げ
よ
う
｣

ち

っ
て
'
二
人
に
言
う
わ
け
さ
あ
ね
｡
そ
う
し
た
ら
､

｢あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｣

て
ー

し
て
､
カ
ー
ラ
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
は
す
ぐ
飛
び
出
し
て
き
て
'
手
出
す
わ
け
さ
あ
ね
0

｢雀
の
チ

ユ
ン
'
チ

ユ
ン
聞
き
な
さ
い
｡
親
の
不
幸
に
す
ぐ
駆
け
つ
け
た
の
は
ね
'
そ
う
し
た
ら
'
神
様
に
手
叩
か
れ
て
ね
｡

と

っ
て
も
い
い
心
掛
け
だ

っ
て
｡
だ
か
ら
ね
'
あ
ん
ま
り

あ
げ
る
も
の
は
上
等
で
は
な
い
け
ど
ね
'
そ
の
気
持
ち
だ
け
は
ね
'
と

っ
て
も
見
上
げ
た
も
の
だ
か
ら
'
こ
れ
を
上
げ
る
｣

ち

っ
て
'
そ
れ
で
'
地
味
な
着
物
を
上
げ
る
わ
け
さ
あ
ね
｡
し
た
ら
'
翁
翠
に
は
'

｢あ
ん
た
は
も
う
'
着
る
も
ん
か
ら
し
て
派
手
で
ね
'
親
不
孝
し
た
上
に
'
親
が
死
ん
だ
い
う
て
も
'
す
ぐ
は
来
て
-
れ
な
い
し
'
こ
ん
な
し

て
お
酒
落
し
て
い
る
か
ら
'
あ
ん
た
に
は
派
手
な
着
物
あ
げ
る
｣

し
た
ら
､

｢あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｣

っ
て
｡
二
人
を
ま
た
､
そ
こ
に
並
ば
し
て
ね
､
雀
に
は
'

のJKlば

｢あ
ん
た
は
親
孝
行
だ
か
ら
'

一
生
困
ら
ん
よ
う
に
ね
'
倉
の
軒
端
で
ね
'
巣
を
作

っ
て
､
そ
れ
で
'
お
米
な
ん
か
食
べ
て
ね
'

一
生
楽
に
暮

ら
し
な
さ
い
｣

ち

っ
て
｡
そ
れ
で
'
素
翠
に
は
'

か

わ
ば
た
-

ち

｢あ
ん
た
は
親
に
不
孝
す
る
上
に
ね
'
何
も
知
ら
な

い
か
ら
､
あ
の
川

端

居

と

-
て
ね
'
餌
を
あ
さ

っ
て
､

一
生
苦
労
し
て
暮
ら
し
な
さ
い
｣

ち

っ
て
'
そ
れ
で
今
だ
に
ほ
ら
､
も
う
色
も
き
れ
い
だ
し
ね
｡
だ
か
ら
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
い
う
の
は
'
た
て
が
み
さ
あ
ね
'
あ
れ
の
こ
と
を
言
う

ぐゎ_

と
思
う
よ
'
カ
ー
ラ
ー
カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
と
い
う
の
は
｡
あ
の
'
ク
ラ
ー
小
と
カ
ー
ラ
カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
つ
て
｡

そ
ん
な
詰
も
う
何
べ
ん
も
聞
か
さ
れ
た
け
ど
ね
､
年
寄
り
に
は
｡
う
ん
｡
だ
か
ら
親
を
大
事
に
し
な
い
と
､
自
分
が
そ
う
い
う
目
に
合
う
か

ら
ね
'
ど
ん
な
こ
と
で
も
ね
､
常
識
外
れ
の
こ
と
し
た
ら
い
か
ん
ち

っ
て
ね
｡
ま
だ
'
五
つ
六
つ
ぐ
ら
い
の
と
き
'
こ
の
話
よ
-
聞
か
さ
れ
た

89



雀孝行

ね
｡
そ
し
て
､
学
校
行

っ
て
か
ら
'
結
局
は
そ
れ
を
学
芸
会
で
や
る
よ
う
に
な

っ
て
'
｢あ
あ
'
こ
の
話
は
よ
-
開
い
た
よ
｣
し
て
'
だ
か
ら

ね
'｢こ
の
話
は
と

っ
て
も
大
事
だ
か
ら
へ
ま
た
'
や
る
こ
と
も
ね
'
み
ん
な
真
面
目
に
､

一
生
懸
命
練
習
し
な
さ
い
｣

っ
て
'
先
生
に
言
わ
れ
た
覚
え
が
あ
る
ん
だ
け
ど
ね
え
.
こ
の
話
は
よ
-
闘
い
て
る
｡
う
ん
'
こ
う
い
う
の
は
ね
｡
だ
か
ら
､
あ
ん
ま
り
私
も
'

長
い
こ
と
こ
っ
ち
に
い
な
か

っ
た
か
ら
さ
あ
｡
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
忙
し
い
か
ら
'
た
ま

I
に
し
か
こ
ん
な
話
'
今
み
た
い
に
電
気
点

い
て
い
る

わ
け
じ
ゃ
な

い
し
ね
､え
'
夕
方
な

っ
た
ら
す
ぐ
夕
飯
食
べ
て
'
寝
る
だ
け
で
し
ょ
う
.
だ
か
ら
'
そ
ん
な
に
は
も
う
'
う
ち
の
親
は
ま
た
厳
し

か

っ
た
か
ら
ね
え
'
夜
遅
-
ま
で
起
き
て
い
た
ら
バ
チ
'
パ
テ
だ
か
ら
｡
(笑
い
)

平
成
二
年
八
月
二
三
日

通
事
美
香

･
富
里
英
樹
聴
取

大
川
清
子
翻
字

↑
164

A
l

90

幽

ク
ラ
I
と
カ
ン
ジ

ュ
ヤ

ー

中
の
町

町
田
宗
勇

(大
正
六
年
七
月
二
五
日
生
)
森
根

か

わ

せ

み

ク
ラ
ー
と
い
う
の
は
雀
ね
'
カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
と
い
う
の
は
素

翠

.

あ
ん
な
話
も
あ

っ
た
ん
だ
け
ど
ね
.
で
も
'
ち
ょ
っ
と
だ
け
し
か
覚
え
て

な
い
.
よ
う
'
教
訓
は
'
人
間
は
ね
'
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
と
い
う
の
は
､
菊
翠
は
'
非
常
に
き
れ
い
さ
あ
ね
｡
う
ん
'
模
様
が
き
れ
い
さ
あ
ね
.

そ
れ
か
ら
ま
た
'
雀
は
'
も
う
言
え
ば
着
物
に
対
し
た
ら
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
し
ょ
う
｡
し
か
し
､
雀
は
'
米
を
食
べ
る
ね
米
粒
食
べ
る
ね
｡
そ
れ

か
ら
'
カ
ン
ジ
ュ
ー
ヤ
ー
は
､
魚
捕

っ
て
喰
う
で
し
ょ
｡
そ
れ
で
､
親
不
孝
か
'
孝
行
か
'
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
け
ど
ね
'
そ
の
親
が
も
う
亡

-
な
る
と
み
て
'
早
-
来
て
-
れ
と
言

っ
た
ら
ね
'
雀
の
方
は
'

う

や

ヘ

-

い

や
-

｢

親

ぬ
ミ
-
ウ
ー
ウ
イ
す
て
い
か
ら
､
早

-
行
き
わ
る
や
さ
に
家
か
い

〔親
が
亡
-
な
る
ん
だ

っ
た
ら
､
早
-
行
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
家
に
〕
｣

ん
で
い
や
ー
な
か
い

〔と
言

っ
て
〕
'
も
う
'
機
織

っ
て
お

っ
た
が
ね
､
機
織

っ
て
お

っ
た
が
'
親
の
亡
-
な
る
と
い
っ
て
'
こ
れ
は
早
-
行

っ
た
わ
け
さ
あ
ね
｡
こ
れ

〔布
〕
作
ら
ん
で
｡
あ
ん
と
ぅ
'
ぼ
ろ
ぼ
ろ
な

っ
て
い
る
さ
あ
ね
｡
〔そ
れ
で
ぼ
ろ
を
着
て
い
る
さ
あ
ね
え
〕



雀孝行

だ
が
'
毅
翠
は
ね
'
同
じ
機
織

っ
て
い
た
が
'

ち

｢あ
あ
､
う
れ
し

と
う
じ
み
て
い
か
ら
ど
､つ
'
う
り
着
ち
り
行
ち
ゅ
る
で
い
や
ー
に
｡
〔
い
や
'
こ
の
着
物
を
織

っ
て
仕
上
げ
て
か
ら
'
こ

れ
を
着
け
て
行
-
〕
｡
そ
れ
着
て
し
か
行
け
な
い
｣

と
言

っ
て
'
そ
れ
で
'
あ
れ
を
織
り
上
げ
て
ね
へ
も
う
'
着
物
を
作

っ
て
着
て
行

っ
た
ら
'
亡
-
な

っ
た

っ
て
｡
も
う
'
そ
の
前
に
亡
-
な

っ

て
し
ま

っ
て
｡
そ
れ
で
'
そ
の
遺
言
が
ね
'
遺
言
が
'
雀
に
は
'

｢
君
は
ね
､
も
う
親
孝
行
し
た
か
ら
ね
､
い
つ
も
倉
の
下
に
居
て
ね
'
倉
の
下
に
居
て
'
お
米
を
食
べ
な
さ
い
｣

と
言
わ
れ
て
'
そ
れ
か
ら
､
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
に
は
ね
､
毅
翠
に
は
ね
'
か-
ら
ば
た
-

あ

っ

い
e

と

う

く
え
-

｢
君
は
も
う
､
親
の
あ
れ

〔臨
終
〕
も
見
な

い
か
ら
ね
'
君
は
､
川

端

な
I
で
い
-
歩

て
も
ー
､
魚

捕

っ
て
い
喰

わ
い
-
〔川
端
で
暮
ら
し

て
も
う
､
魚
を
捕

っ
て
喰
い
な
さ
い
ね
〕
｣

ん
で
い

〔
っ
て
〕
｡
こ
う

い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
｡
こ
れ
は
も
う
親
不
孝
者
に
な

っ
て
お
る
わ
け
さ
｡
親
の
も
う
最
期
の
そ
の
'
死
ぬ
間
際
の

あ
れ
を
'
死
ぬ
と
き
に
は
'
最
期
の
お
水
と
い
っ
て
あ
げ
る
さ
あ
な
｡
そ
れ
が
で
き
な
か

っ
た
と
'
カ
ン
ジ
ュ
ー
は
｡
ま
た
､
あ
の
雀
は
や

っ

た

っ
て
｡

平
成
二
年
八
月
二
三
日

加
島
三
史

･
平
田
明
子
聴
取

大
川
清
子
翻
字

↑
162
A
l

圏

雀
と
き
れ
い
な
烏

中
の
町

新
崎
カ
マ
ド

(明
治
四
二
年
三
年

一
五
日
生
)
北
谷
町

雀
の
話
ね
え
｡
ま
た
'
も
う

一
つ
の
鳥
は
､
川
の
木
の
上
で
遊
ん
で
い
る
わ
け
さ
あ
｡
き
れ
い
な
鳥
は
､
青
-
し
て
と

っ
て
も
き
れ
い
さ
あ

ね
､㌔

と

っ
て
も
き
れ
い
'
青
-
し
た
り
'
赤
-
し
た
り
､
き
れ
い
な
鳥
が
い
る
わ
け
｡
こ
っ
ち
の
雀
は
も
う
'
き
れ
-
は
な
い
け
ど
'
い

つ

も
お
家
の
前
で
遊
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
｡
だ
か
ら

〔
こ
の
雀
が
〕
､

｢親
が
今
'
死
に
そ
う
に
な

っ
て
い
る
け
ど
'
お
前
は
行
か
な
い
か
あ
｣

91



雀孝行

と
言

っ
て
'
こ
の
き
れ
い
な
鳥
に
言
う
た
わ
け
｡
そ
う
し
た
ら
､

｢う
ち
は
ま
だ
着
物
を
仕
立
て
て
い
る
か
ら
'
こ
の
着
物
を
仕
立
て
て
か
ら
私
は
行
き
ま
す
｣

と
言

っ
て
｡
ま
た
､
今
度
は
こ
の
雀
は
'

｢
私
は
着
物
は
着
け
な
-

つ
て
も

い
い
｡
こ
の
ま
ま
で
い
い
か
ら
'
親
の
死
ぬ
の
を
見
る
の
が
当
た
り
前
｣

と
言

っ
て
行

っ
た
か
ら
'
親
の
遺
言
が
'
ひ
っ

｢
お
前
は
屋
根
の
下
の
倉
で
お
米
を
捨
て
食
べ
な
さ

い
｡
ま
た
'
あ
の
き
れ
い
な
烏
は
'
川
か
ら
す
ず
ん
で

〔自
分
で
〕
魚
を
取

っ
て
食
べ
な

さ

い

｣

い

ぐ
ん

と
言

っ
て
遺

言

だ
そ
う
だ
｡
こ
れ
は
'
う
ち
の
お
父
さ
ん
か
ら
聞
い
た
さ
｡

平
成
二
年
八
月
二
三
日

粟
国
実

･
久
保
田
聡
子
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

↑
160
A
5

92

圏

ク
ラ
ー
と
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー

(お
母
さ
ん
)

園
田

喜
友
名

春

(大
正
八
年
九
月
五
日
生
)
嘉
良
川

しるしぐわ-

ク
ラ
ー
や
よ
'
う
ま
ん
か
い
印

小
ぬ
あ
し
ぇ
I
や

-
｡
白

い
の
が
あ
る
さ
あ
｡

う

や

し
る
し

しる
-

ぐわ
-

ク
ラ

ー
ん
か
い
や
雀
り
る
言
ん
な
｡
あ
れ

ー
あ
ぬ
､
親

ぬ
印

ん
で
い
'
白

小

や
｡
〔雀
は
ね
'
こ
こ
に
小
さ

い
印
が
あ
る
で
し
ょ
う
｡
白

い
の
が
あ
る
さ
あ
｡
ク
ラ
ー
に
は
雀
と
言
う
の
か
｡
あ
れ
は
親

〔孝
行
〕
の
印

っ
て
｡
〔雀
の
首

の
と
こ
ろ
に
あ
る
〕
白

い
も
の
は
〕

あっ

カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
や
川
か
ら
､

い
つ
も
川
の
中
か
ら
歩

ち

ゅ
し
ぇ
I
や

-
.
あ
り
ん
よ
'
〔菊
翠
は

い
つ
も
川
の
中
か
ら
歩
-
さ
あ
ね
｡
あ
れ

も
ね
〕

｢

今
'

お
母
さ
ん
が
'
死
ぬ
か
ら
'
も
う
'
重
体
だ
か
ら
早
-
帰

っ
て
お
い
で
｣

ん
ち
言
ち

ゃ
-
と
う
て

-
〔と
言

っ
た
か
ら
ね
〕
､
タ
ラ

ー
は
'
カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
と
畑
し
て
'
嫁
さ
ん
に
な

っ
て
外
に
出
て
い
る
が
ね
｡
だ
'

み
の

つ

タ
ラ

ー
は
'
そ
の
ま
ま
､
蓑

着

け
ま
ま
'
自
分
の
自
宅
に
行

っ
て



雀孝行

｢
お
母
さ
ん
の
今
死
ぬ
と
こ
ろ
見
る
｣

言
う
て
走

っ
て
行
-
け
ど
､
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
は
自
分
の
家
で
'
も
う
､
き
れ
い
着
物
着
け
て
行
-

つ
て
'
そ

っ
て
も
う
遅
-
な

っ
て
い
る
で
し

ょ
｡
だ
か
ら
あ
の
'
ク
ラ
ー
は
､
そ
の
蓑
着
け
た
ま
ま
行

っ
て
か
ら
に
'

｢あ
ん
た
は
ね
'
偉
い
か
ら
'
親
孝
行
だ
か
ら
'
い
つ
も
人
の
米
作
る
家
で
､
米
を
拾

っ
て
食
べ
て
｣

遅
-
来
た
カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
は
'

｢あ
ん
た
は
も
う
親
の
不
孝
だ
か
ら
'
い
つ
も
も
う
'
川
の
中
で
自
分
で
何
か
も
拾

っ
て
食
べ
て
｣

言
う
て
'
あ
れ
は
親
の
不
孝
だ
か
ら
'

一
日
あ
ん
な
し
て
'
川
の
中
で
､
寒
い
と
き
も
あ

っ
ち
に
行
き
､
こ
っ
ち
に
来
し
て
｡
タ
ラ
ー
は
も
う
'

う
ち

寒
い
時
に
も
人
の
家
に
巣
も
作

っ
て
'
ぬ
-
め
-
し
て
'
人
が
作

っ
た
米
を
拾

っ
て
食
べ
る

っ
て
｡
あ
れ
は
親
の
孝
行

っ
て
'
こ
の
白

い
印
は

付
い
て
い
る

っ
て
｡
こ
っ
ち
の
羽
は
蓑

っ
て
｡
畑
か
ら
す
ぐ
急
い
で
来
た
か
ら
｡
蓑
着
け
ま
ま
親
の
所
に
行

っ
た
か
ら
'
あ
れ
は
親
の
孝
行

っ

て
｡
そ
れ
だ
け
し
か
分
か
ら
な
い

平
成
二
年
八
月

元

日

通
事
美
香

･
荻
生
剛
聴
取

石
川
小
百
合
翻
字

↑
110
A
6

国

力
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
と
ク
ラ
ー

(姉
妹
)

諸
兄
里

宮
島
兵
長

(大
正
四
年

一
一
月
九
日
生
)
諸
兄
里

さ上うだ
い

カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー

〔素
翠
〕
と
い
う
の
は
川
辺
に
お

っ
た
き
れ
い
な
鳥
だ

っ
た
よ
.
あ
れ
と
よ
'
ク
ラ
ー

〔雀
〕
は
ず
う

っ
と
昔
は
姉
妹
だ

っ
た
ら
し
い
で
す
よ
｡
た
だ
'
お
じ
I
t
お
ば
-
た
ち
の
話
聞
い
た
け
ど
ね
｡

あ
る
親
が
よ
'
お
母
さ
ん
か
､
父
さ
ん
か
は
分
か
ら
ん
け
ど
よ
'
病
気
と
い
っ
た
時
に
姉
妹
二
人
と
も
呼
ん
だ
ら
し
い
で
す
よ
｡
呼
ん
だ
ら

ね
'
こ
の
ク
ラ
ー
と
い
う
の
は
す
ぐ
そ
の
ま
ま
走

っ
て
行

っ
て
'
親
の
看
護
を
や

っ
て
ね
'
親
の
孝
行
や

っ
た
ら
し
い
で
す
よ
｡
だ
け
ど
'
こ

の
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
と
い
う
の
は
ね
'
ま
あ
'
今
で
い
う
化
粧
し
た
り
し
て
ね
'
遅
れ
て
来
た
ら
し
い
よ
｡
そ
の
間
に
は
親
が
亡
-
な

っ
て
し
ま

っ
て
.
親
の
遺
言
と
言
い
ま
す
か
ね
､え
'

93



雀孝行

｢あ
な
た
は
も
う
'

い
い
子
ど
も
だ
か
ら
｣

と
言

っ
て
｡
ク
ラ
ー
は
今
'
あ
ま
り
き
れ
い
な
鳥
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
'
雀
は
｡
で
も
､

｢あ
な
た
は
も
う
'
人
間
の
米
倉
辺
り
か
ら
歩
い
て
お
い
し
い
の
食
べ
な
さ
い
｣

と
い
う
い
わ
れ
が
あ

っ
て
こ
う
な

っ
た
ら
し
い
で
す
よ
｡

と
こ
ろ
が
'
あ
の
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
と
い
う
の
は
ね
'

｢あ
な
た
は
立
派
な
着
物
着
け
て
や
､
カ
ー
ラ
バ
タ

〔川
端
〕
さ
あ
'
川
辺
に
よ
サ
ピ
サ
ビ
ー

〔寒
々
〕
と
し
て
あ

っ
ち
で
暮
ら
し
な
さ
い
｣

と
い
う
'
こ
ん
な
話
も
聞
い
た
こ
と
あ
る
ね
え
｡
う
ち
が
子
ど
も
の
時
だ
か
ら
ね
え
｡
誰
か
ら
と
い
っ
て
覚
え
て
な
い
け
ど
よ
'
ず

っ
と
昔
'

辛

.･&入ノだ
い

う
ち
が
若
い
と
き
に
'
年
寄
り
た
ち
が
こ
ん
な
話
す
る
の
を
聞
い
た
｡
ク
ラ
ー
と
カ
ン
ジ

ュ
ヤ
ー
と
い
う
の
は
昔
は
姉

妹

や

っ
た
ら
し
い
で

す
よ
｡
そ
れ
が
'

一
人
は
親
孝
行
し
な
い
で
'

一
人
は
そ
の
ま
ま
走

っ
て
い
っ
て
親
孝
行
し
た
ら
し
い
で
す
よ
｡
そ
の
関
係
で
ク
ラ
ー
は
あ
ん

ま
り
き
れ
い
な
鳥
で
な
い
さ
あ
ね
｡
そ
れ
で
こ
れ
は
人
間
の
所
に
行

っ
て
米
倉
歩
い
て
お
米
食
べ
て
暮
ら
し
な
さ
い
と
言
わ
れ
て
こ
ん
な
な

っ

ち
●く
いばなし

て
い
る

っ
て
｡
こ
れ
は
作
り
話
だ
よ
｡

平
成
二
年
八
月

元

日

平
識
美
恵
子

･
新
城
美
恵

･
津
嘉
山
朝
昭

･
平
良
美
夏
聴
取

香
村
夏
子
翻
字

↑
105
A
5

94

圏

ク
ラ
ー
と
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー

山
里

伊
佐
安
弘

(明
治
四

一
年
六
月
八
日
生
)
白
川

タ
ラ
-

〔雀
)
と
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
〔菊
翠
〕
と
の
話
.
カ
ン
ジ
ュ
ヤ
ー
と
い
う
の
は
'
川
原
で
歩
い
て
い
る
鳥
で
す
ね
｡
こ
れ
は
'
ま
あ
､

言
え
ば
'

｢親
の
方
が
病
気
だ
か
ら
'
来
い
｣

ぐわl

と
言
わ
れ
て
も
'
ク
ラ
ー
小
は
'

か

せ

｢白
い
総

を
は
い
て
で
も
'
親
の
こ
と
は
や
ら
な
い
と
い
か
な
い
｣



雀孝行

ま
っさ
JKl

か
わ
せ
み

と
言

っ
て
'
鼻
先
に
'
親
孝
行
L
に
行

っ
た
ら
し
い
ん
だ
が
｡
あ
の
菊

翠

の
方
は
ね
'
非
常
に
着
飾

っ
て
行
か
な
け
れ
ば
い
か
な

い
と
い
う
こ

と
で
'
着
飾

っ
て
'
青
'
青
'
白
と
い
う
ふ
う
な
模
様
を
付
け
た
着
物
を
着
け
て
'
親
の
ミ
-
ウ
-
ウ
イ

〔臨
終
〕
に
行

っ
た
ら
し

い
ん
だ
｡

そ
れ
か
ら
'

う
や

こ
-

む
ん

はしご
ぬ
t{

く
み
か

す
だ

｢
い
や
ー
や
'
親
ぬ
孝
ぬ
者
や
-
と
ぅ
t
と
う
ー
ち
倉
ぬ
梯
上
て

い
'
米
食
で
い
育
き
よ

-

〔お
前
は
親
孝
行
者
だ
か
ら
'

い
つ
も
倉

の
梯

上

っ
て
'
米
を
食

べ
て
育
ち
な
さ
い
〕
｣
0

菊
翠
の
方
は
'
う
や
ふ
>1l-

む
ん

カ

｢
い
や
ー
や
'
親
不
孝
な
者
や
-
と
ぅ
t
と
ぅ
-
ち
'
あ
ぬ
カ

ー
ク
ム
イ
き
じ
や
-
ち
食
み
よ

-

〔お
前
は
親
不
孝
な
者
だ
か
ら
'
川
を
あ
さ

っ
て
餌
を
取

っ
て
食

べ
な
さ

い
よ
〕
｣

と
言
わ
れ
た
と
｡
昔
話
｡
そ
れ
で
､
あ
の
カ

ー
ラ
カ
ン
ジ

ュ
ヤ

ー

〔菊
翠
〕
は
川
の
中
か
ら
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
歩

い
て
る
ん
だ
｡
で
'
ク
ラ
ー

ぐゎ-

や
-

く
ら

ぐわ-

か
せ

小
は
､
家
ぬ
倉
な

-
り

-

〔雀
は
家
の
倉

の
辺
り
か
ら
〕
飛
ん
で
歩

い
て
い
る
｡
そ
れ
に
､
ク
ラ
ー
小
は
､
染
め
て
な

い
総
を
は
い
た
か
ら
'

首
の
周
り
だ
け
は
白
-
し
て
る
｡

平
成
二
年
八
月
二

言

平
識
美
恵
子

･
津
嘉
山
朝
昭
聴
取

石
川
小
百
合
翻
字

↑
137
A
6

圏

雀
は
嘉
利

池
原

島
袋
シ
ズ

(明
治
四

一
年

二

一月
二
〇
日
生
)
具
志
川
市

伝
え
で
私
た
ち
は
聞

い
て
い
た
け
ん
ど
ね
'
年
寄
り
か
ら
は
｡
タ
ラ
-

〔雀
〕
が
た
-
さ
ん
集
ま

っ
た
ら
'
や

っ
ぱ
し
'
そ
の
家
庭
が
た
い

へ
ん
幸
福
に
な
る
と

い
う
こ
と
を
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
た
も
ん
だ
か
ら
'
そ
れ
が
'
は

っ
き
り
､
う
ち
も
分
か
ら
な

い
け
ん
ど
'
ク
ラ
ー
が
い
た

ら
'
み
ん
な
喜
ん
で
い
た
ん
で
す
よ
｡
ま
た
'
食
べ
物
が
あ
る
か
ら
ね
'
お
米
な
ん
か
作

っ
て
'
こ
れ
を
食

べ
る
た
め
に
た
-
さ
ん
集
ま

っ
て

釆
た
わ
け
｡
今
は
'
お
米
な
ん
か
作
ら
な
い
で
し
ょ
う
｡
だ
か
ら
'
あ
ん
ま
り
い
な

い
さ
あ
ね
､
ク
ラ
ー
と
い
う
の
も
｡
ク
ラ
ー
と
い
う
の
は
'

た
い
へ
ん
カ
リ
-

〔縁
起
が
い
い
〕
な
烏
で
'
雀
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
ん
で
す
よ
'
昔
は
0

昭
和
五
五
年
五
月

一
八
日

池
村
弘
子

･
玉
城
弘
美

･
仲
宗
根
フ
キ
エ
聴
取

山
内
智
子
翻
字

T
4
A
1

95



雨蛙不孝

11

雨
蛙
不
孝

96

皿

雨
蛙

(カ
ー
ク
､
カ

ー
ク
)

あ
み
ふ
い

①

雨
蛙
'
雨
蛙
分
か
る
｡
雨
降
が
た
な
い
ね
1
㌧
カ

ー
ク
'
カ
ー

タ
ち
ゅ
っ
て
嶋
-
の
'
あ
れ
雨
蛙
｡
え
'
あ
れ
は
ま
た
親
の
言
う

こ
と
全
-
開
か
な
い
｡
な
'
横
着
な
も
ん
だ
で
｡

ち
●
-

う
す

｢今
日
や
海
ん
じ
､
潮
汲
で
い
釆
よ
-
｣

い
-

あ

JHみ
ず

ち

ん
で
い
言

ね

-
反
対
に
雨

水

汲
で
い
釆

'
う
り
か
ら

み

'
)

ね

-

あ
ま

み
ナ

｢
水

え
･-
無

ん
-
と
ぅ
､
雨

水

汲
で
い
来

よ
I
L

い-

よ
ノ
す

ち

ん
で

い
言
ね

-
反
対
に
ま
た
､
海
ぬ
潮

､

潮
水
汲
で
い
来

し

I

う
や

う
や

L

1
'
親
不
孝
に
そ

-
て

-
る
ふ
-
じ
や
し
が
､
う
り
が
親
ぬ

とスノし

■--

な

1
年
と
う
て
い
亡
L
が
た
な
た
-
と
ぅ
'
｢-
り
ん
か
い
'
や

い-

わ

る
ぐ
う
と
ぅ
言
ね
I
t
ち
ゃ
I
が
す
ら
1
分
か
ら
ん
-
と
､つ
｣
ん

うや

で
い
17計
や
I
に
'
親
あ

わ

-

か

-
ら
ば

た

う

く

｢
私

が
死
に
-
ね
-
川

端

ん
じ
送

り
よ
-
｣

か-らば
た

とう
くる

ん
で
い
｡
あ
ん
L

I
ね

I
t
あ
ん
言
い
ね
-
､
川
端
あ
ら
ん

所

う
く

う

や

ん
じ
送
い
-
と
う
ん
ち
や
て
-
る
ば
-
て
-
親

の
-
｡

う
や
･

わ
-

あ
ん
や
し
が
親
あ
'
あ
ん
し
ぇ
-
考
げ
-
ら
ん
'
-
り
が
-
私

ち

か
-
ら
ば

た

う

く

が
言
し

ぇ

-
反
対
に
ど

ぅ
開
ち

ゅ
-
と
､つ
'
川

端

ん
じ
送

り

よ
-
ん
で
い
言
り
わ
る
や
る
ん
で
い
言
や
I
に
'

豊

川

平
田
盛
永

(明
治
四

一
年
六
月
六
日
生
)
登
川

雨
蛙
､
雨
蛙

っ
て
分
か
る
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り
そ
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に
な
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ー
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っ
て
鳴
い
て
い
る
も
の
｡
あ
れ
を
雨
蛙
と
い
う
ん
だ
が
｡

あ
の
雨
蛙
は
ま
た
'
親
の
言
う
こ
と
は
全
-
聞
か
な
い
横
着
者
で

ね
'
親
が
'

②

｢今
日
は
海
に
行

っ
て
潮
を
汲
ん
で
釆
な
さ
い
｣

と
言
い
つ
け
る
と
､
反
対
に
雨
水
を
汲
ん
で
来
る
｡
ま
た
'

｢水
が
無
い
の
で
雨
水
を
汲
ん
で
釆
な
さ
い
｣

と
言
う
と
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反
対
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の
潮
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潮
水
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汲
ん
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釆
た
り
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て
'
親

の
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つ
け
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開
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な
い
親
不
孝
の
者
で
あ

っ
た
ら
し
い
ん
だ
｡

と
こ
ろ
が
そ
の
親
不
孝
者
が
､
親
が
年
を
と
り
死
に
そ
う
に
な

っ

た
と
き

｢
こ
の
子
に
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私
の
思
い
を
そ
の
ま
ま
告
げ
る
と
､
ど
ん

な
こ
と
を
し
で
か
す
か
分
か
ら
な
い
｣
と
思

っ
て
'
親
は
'

｢私
が
死
ん
だ
ら
川
の
側
で
葬

っ
て
ね
｣

と
言
わ
れ
た
｡
そ
う
言

っ
て
お
-
と
､
川
の
側
で
は
な
い
所
に
葬

る
は
ず
だ
か
ら
と
親
は
考
え
て
言

っ
た
わ
け
ね
｡

そ
れ
で
'
親
は
こ
の
時
も

〔子
ど
も
が
〕
素
直
に
聞
-
と
は
思

え
な
い
か
ら
'
い
つ
も
の
よ
う
に
私
が
言
う
こ
と
と
は
反
対
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翠
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け
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っ
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付
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梯
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｣
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の
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親
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と
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と
う
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ぬ
カ
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ム
イ
き
じ
や
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ち
食
み
よ

-
〔お
前
は
親
不
孝
な
者
だ
か
ら
'
川
を
あ
さ

っ
て
餌
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っ
て
食

べ
な
さ
い
よ
〕
｣

と
言
わ
れ
た
と
｡
昔
話
｡
そ
れ
で
'
あ
の
カ

ー
ラ
カ
ン
ジ

ュ
ヤ

ー
〔菊
翠
〕
は
川
の
中
か
ら
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
歩

い
て
る
ん
だ
｡
で
､
タ
ラ
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ぐわー

や
-

く
ら

ぐわ-

か
せ

小
は
'
家
ぬ
倉
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-
り

-
〔雀
は
家
の
倉
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辺
り
か
ら
〕
飛
ん
で
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い
て
い
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｡
そ
れ
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'
ク
ラ
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は
'
染
め
て
な

い
経
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は
い
た
か
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周
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だ
け
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し
て
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伝
え
で
私
た
ち
は
開

い
て
い
た
け
ん
ど
ね
'
年
寄
り
か
ら
は
｡
ク
ラ
ー
〔雀
〕
が
た
-
さ
ん
集
ま

っ
た
ら
'
や

っ
ぱ
し
'
そ
の
家
庭
が
た
い

へ
ん
幸
福
に
な
る
と

い
う
こ
と
を
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
た
も
ん
だ
か
ら
'
そ
れ
が
､
は

っ
き
り
'
う
ち
も
分
か
ら
な

い
け
ん
ど
'
ク
ラ
ー
が
い
た

ら
､
み
ん
な
喜
ん
で
い
た
ん
で
す
よ
｡
ま
た
'
食
べ
物
が
あ
る
か
ら
ね
､
お
米
な
ん
か
作

っ
て
'
こ
れ
を
食

べ
る
た
め
に
た
-
さ
ん
集
ま

っ
て

釆
た
わ
け
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今
は
'
お
米
な
ん
か
作
ら
な

い
で
し
ょ
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だ
か
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あ
ん
ま
り
い
な
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さ
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タ
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い
う
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ラ
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カ
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〔縁
起
が
い
い
〕
な
鳥
で
'
雀
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
ん
で
す
よ
'
昔
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仲
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①

雨
蛙
'
雨
蛙
分
か
る
｡
雨
降
が
た
な

い
ね

1
㌧
カ

ー
ク
'
カ
ー

ク
ち

ゅ
っ
て
鳴
-

の
'
あ
れ
雨
蛙
｡
､え
､
あ
れ
は
ま
た
親

の
言
う

こ
と
全
-
聞
か
な

い
｡
な
'
横
着
な
も
ん
だ
で
｡

ち
●
-

う
す

く
-

｢今
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潮
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反
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で
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潮
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潮
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汲
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､
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孝
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-
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ふ
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､
う
り
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親
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と入ノし

●--
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1
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ぅ
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亡
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が
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な
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と
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-
り
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､
や
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わ
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ぐ
う
と
う
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㌧
ち

ゃ
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が
す
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1
分
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う
｣
ん
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17計
や

I
に
'
親

あ

わ
-

か
-
ら
ば
た

う
く

｢
私

が
死
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-
ね
-
川

端

ん
じ
送

り
よ
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｣
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ら
ー
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と
う
く
る

ん
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ん
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ね

I
t
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言
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､
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ら
ん
所

う
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う

や

ん
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送
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-
と
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ち
や
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-
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親
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う
や
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が
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ぇ
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言
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わ
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や
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ん
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言
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に
'
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永
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治
四
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六
月
六
日
生
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登
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雨
蛙
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蛙

っ
て
分
か
る
｡
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が
降
り
そ
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に
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る
と
カ

ー
ク
'

カ

ー
ク

っ
て
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い
て
い
る
も
の
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あ
れ
を
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と

い
う
ん
だ
が
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あ

の
雨
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は
ま
た
'
親

の
言
う
こ
と
は
全
-
聞
か
な

い
横
着
者
で

ね
､
親
が
'

②

｢今
日
は
海
に
行

っ
て
潮
を
汲
ん
で
釆
な
さ

い
｣

と
言

い
つ
け
る
と
､
反
対
に
雨
水
を
汲
ん
で
来
る
｡
ま
た
'

｢水
が
無

い
の
で
雨
水
を
汲
ん
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釆
な
さ

い
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と
言
う
と
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反
対
に
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の
潮
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潮
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を
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が
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を
と
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に
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う

に
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と
き
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こ
の
子
に
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私
の
思

い
を
そ
の
ま
ま
告
げ
る
と
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ど
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な
こ
と
を
し
で
か
す
か
分
か
ら
な

い
｣
と
思

っ
て
'
親
は
'
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が
死
ん
だ
ら
川
の
側
で
葬

っ
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言
わ
れ
た
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そ
う
言
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お
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と
､
川
の
側

で
は
な

い
所
に
葬

る
は
ず
だ
か
ら
と
親
は
考
え
て
言

っ
た
わ
け
ね
｡

そ
れ
で
'
親
は
こ
の
時
も

〔子
ど
も
が
〕
素
直

に
開
-
と
は
思
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い
か
ら
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い
つ
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よ
う
に
私
が
言
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の
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｢今
ん
と

ぅ
I
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､
親
ぬ
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し
ん
反
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し
'
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い
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親
ぬ
言

し
ど

う
-

な
ま

う
や

と

I
L
え
ー
ね

-
ん
-
と
ぅ
､
今
ね

I
t

親
ぬ
言
ら

っ
て
-
る

と

うー

か
-
ら

はた
-

う

く

通

い
'
川

端

ん
じ
ど
う
送

り
わ
る
や
る
｣

か-らば
た

う
く

ん
で
い
ち
'
あ
ん
さ

I
に
'
川
端
ん
じ
'
送
て
い
さ
る
た
め
に
､

雨
降

い
が
た
な

い
ね
I
t

わ
-
う

や

み

'
)

｢
私

親

あ
水

ぬ
け

-
流
さ
ら
の
-
あ
が
や

-
｣

し

わ

で

いち
'
心

配

し
カ

ー
ク
'
カ

ー
ク
し
嶋
ち

ゅ
ん
で

い
｡
う
ぬ

はなしI

ち

話

ん
問
ち
ゃ

る
｡

と
し
か
し
な

い
は
ず
だ
か
ら

｢
川
の
側
に
葬
り
な
さ
い
ね
｣
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思

っ
て
'

｢川
の
側
で
葬
り
な
さ
い
ね
｣

と
言

い
残
し
た
｡
す
る
と
'
そ
の
親
不
孝
者
は
'

｢今
ま
で
は
親
の
言
い
つ
け
に
反
対
の
こ
と
ば
か
り
し
て
'
親
に

言
わ
れ
た
こ
と
を
素
直
に
聞
か
な
か

っ
た
の
で
'
こ
の
時
ば
か
り

は
親
の
言
わ
れ
た
通
り
に
'
川
の
側
で
葬

っ
て
あ
げ
よ
う
｣

と
思

っ
て
そ
の
通
り
に
し
た
｡
そ
う
し
て
川
の
側
で
葬

っ
た
た
め
､

雨
が
降
り
そ
う
に
な
る
と
'

｢私
の
親
は
川
の
水
で
流
さ
れ
な
い
か
な
あ
｣

と
心
配
し
て
カ
ー
ク
'
カ

ー
ク
と
嶋
-
ん
だ
よ
と
い
う
話
も
開

い

た
｡

注

①
カ
ー
タ
'
カ
ー
タ

･
･
･
雨
蛙
の
鳴
き
声
｡

②

｢潮
を
汲
ん
で
お
い
で
｣

･
･
･
海
の
潮
は
､
主
に
豆
腐
を
作
る
と
き
に
'
豆
腐
を
固
ま
ら
せ
る
凝
固
剤
と
し
て
使
用
し
て
い
た
｡

昭
和
六

〇
年
八
月
二
六
日

辺
土
名
初
美
聴
取

宜
保
勝
翻
字

T
15
A
14



雨蛙不孝

恩

(ガ
ー
ク
ガ
ー
ク
)

豊

川

仲
宗
根
カ
ナ

(明
治
三
〇
年
二
月
三
日
生
)
登
川

98

く
ふ
ぁ
は
て
-
る
ば

-
て
-
､
あ

ん
しる

-､
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に
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や
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｢
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ま
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ひ
が
し
ふ
ぁ
ん
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-
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む
ん
｡
今

や
な

1
㌧
け

-
亡

は

っ
と
1

か

-ら
ばた

う

く

-
と
､つ
'
う
り

-
川

端

ん
じ
送

い
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や
た
ん
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｡

あ
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ふ

わ
っ

う

や

あ
ん
し
ぇ
-
ち
-
'
雨

ぬ
降

て
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ち
-
､
｢
私

た

-
親

あ
け

-

ふ
ぁ
な
し

-

さ

流
り
は
や
-
｣
し
嶋
ち
ゅ
ち
ん
ビ

ー
り
る
話

や
聞

か
は

っ
て
-

た
ん
｡
う
ぬ
ガ
-
ク
ガ
-
ク
や
'
あ
ん
で
-
ち
ん
ビ

ー
り
｡
あ
ん

う
8･

む
ん

い
+

ち
●

す
-
と
う
､
親
ぬ
物
う
ぬ
言
り
ひ
ぇ
ー
､
む
る
'
人
ぬ
む
の
-
あ

ら
ん
て
い
ん
ビ
ー
'
わ
ら
ば
-
た

-
｡
う
ぬ
ふ
-
じ

-
る
-
や

っ

あ

み

ふ

ち
ん
ビ
ー
で
い
｡
雨

降
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が
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ぬ
ガ
-
ク
ガ
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ク

わ
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う
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ガ
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タ
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へ
｢
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あ
け
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流
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は
や

-
｣
し
嶋
ち
ゅ
て
-
ち

〔親
子
の
〕
仲
が
悪
か

っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
'
だ
か
ら
'

｢
お
前
は
'
私
が
死
ん
だ
ら
川
の
側
に
葬
む

っ
て
ち
ょ
う
だ
い

ね
｣
と
言
わ
れ
て
｡
親
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
の
で
､
子
ど
も
に
悪

い
乱
暴
な
言
葉
を
は
い
て
い
る
わ
け
さ
あ
｡

｢私
が
死
ん
だ
ら
川
の
側
に
葬
む

っ
て
ち
ょ
う
だ
い
ね
｣

と
言
わ
れ
た
か
ら
'

｢わ
か

っ
た
｣

と
い
っ
て
｡
親
が
亡
-
な

っ
た
の
で
､
｢
私
の
親
は
生
き
て
い
る

時
に
あ
の
よ
う
に
言

っ
て
い
た
し
'
生
き
て
い
る
間
は
'
満
足
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
か
ら
'
今
は
も
う
'
亡
-
な

っ
て
し

ま

っ
た
か
ら
'
言
わ
れ
た
通
り
に
川
の
側
で
葬
ろ
う
｣
と
葬

っ
た
｡

そ
う
し
た
ら
'
雨
が
降
る
と

｢私
た
ち
の
親
は
流
さ
れ
て
し
ま

う
ね
え
｣
と
嶋
-
ん
だ
よ
と
い
う
話
は
聞
か
さ
れ
て
い
た
｡
そ
の

ガ
-
ク
ガ
-
ク
し
て
嶋
-
の
は
'
そ
う
い
う
意
味
が
あ
る
ん
だ
よ

っ
て
｡
だ
か
ら
'
親
が
言
わ
れ
る
こ
と
は
､
人
ご
と
の
話
で
は
な

い
ん
だ
よ
､
子
ど
も
た
ち
よ
｡
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た
か
ら

な
ん
だ
よ
う

っ
て
｡
雨
が
降
り
そ
う
に
な
る
と
'
ガ
-
タ
ガ
-
ク

ガ
ー
タ
ー
と

｢私
の
親
は
流
さ
れ
て
し
ま
う
ね
え
｣
と
い
っ
て
鳴
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はなし-

さ

ん
で
I
で

い
'

い
る

話

ど
う
聞
か
は

っ
て

-
た
ん
ビ

ー
｡

く
ん
だ

っ
て
よ
t
と

い
う
話
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
ん
だ
よ
｡

昭
和
五
五
年
五
月

一
八
日

富
村
朝
夫

･
仲
原
敦
子

･
山
岸
信
浩

･
安
田
啓
子

山
内
智
子
翻
字

T
2
A
6

団

(カ

ー
ラ
コ
ツ
コ
ー
)

豊

川

仲
宗
根
カ
メ

(明
治
四
二
年
六
月
二
三
日
生
)
登
川

う
や

昔
'
親
不
孝

の
子
が
い
て
ね
､
そ
の
子
が
'
親
の
言

い
つ
け
を
聞

か
な

い
で
反
対
ば
か
り
し
て
｡
親
が

｢あ

っ
ち
行
き
な
さ

い
の
｣
､

こ

っ
ち
に
来
て
'
｢
こ

っ
ち
釆
な
さ

い
の
｣
あ

っ
ち
に
行

っ
て
､

親
と
反
対
し
た
子
で
あ

っ
た
か
ら
ね
｡

か-らば
た

う
く

も
う
'
そ
の
親

が
死
ぬ
時
に
は
ね

｢
川
端
ん
じ
送
り
よ

-
｣

い
-

あ
ぎ

う
く

かんげ

で

い
ち
'
言
ち
き

-
ね

-
陸
ん
じ
送

い
ん
ね

-
考

え
や

I
に
'

あ
ん
さ
-
に

か-らば
た
う
く

｢
川
端
ん
じ
送
り
よ
I
L

ふん
と

く
く
る

か
-
ら
ば
た

で

い
ち

ゃ
-
と
､つ
'
う
に

I
や
'
本
当

ぬ
心

い
じ
や

I
t
川

端

-つく

ん
じ
送
や

I
に
'
う
に
I
か
ら
'
カ

ー
ラ
コ
ッ
コ
I
で
い
嶋
-
ん

はなし-
さ

う

や

り
｡
-

つ
き
ぬ

詰

問
ち

ょ
-
び

-
さ

-
｡
あ
ん
す
-
と
ぅ
｢

親

Jrl

ぬ
い
や
ぎ

ー
ゆ
-
聞
き
よ
-
｣
ん
ち
.

反
対
ば
か
り
し
て
い
た
｡
親
が

｢あ

っ
ち
行
き
な
さ

い
｣
と
い
う

と
､
こ

っ
ち
に
来
て

｢
こ

っ
ち
釆
な
さ

い
｣
と
い
う
と
あ

っ
ち
に

行

っ
て
｡
親
に
反
対
す
る
子
で
あ

っ
た
か
ら
ね
｡

も

う
'
そ

の
親

が
死
ぬ
時
に
は
ね
'

｢
川
端

で
葬
り
な
さ

い

ね
｣
と
言
い
つ
け
る
と
陸
で
葬

っ
て
-
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
'

そ
れ
で
'

｢
川
端
で
葬
り
な
さ

い
ね
｣

と
言
う
と
'
そ
の
時
は
素
直
な
心
で
開
き
止
め
て
､
川
の
側
に
葬

っ
た
の
で
､
そ
の
時
か
ら
カ

ー
ラ
コ
ッ
コ
I
と
嶋
-
ん
だ

っ
て
｡

そ
れ
だ
け
の
話
を
聞

い
て
い
る
ん
で
す
よ
｡
だ
か
ら

｢親
の
い
う

こ
と
は
よ
-
聞
き
な
さ

い
ね
｣
と
｡

昭
和
五
五
年
五
月

一
八
日

遠
藤
庄
治

･
大
城
直
樹

･
幸
盲
愛

山
内
智
子
翻
字

T
I
B
6
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囲

豊

川

仲
宗
根
ー
ミ

(大
正
二
年
五
月
五
日
生
)

100

ん
か
し
う

や

･N-

は
か

かIらは
た

う
く

昔

親

ぬ
け
-
亡
ち
ゃ
-
と
う
､
墓
あ
な

-
川
端
ん
じ
し
か
送

か-ちば
た

う

く

う

-
あ

み

み

'
J

ん

ら
ん
'
川
端

ん
じ
る
送

て
1
-
と
､つ
'
大

雨

ぬ
降
て

い
水

ぬ
出

入ノや

じ
-
ね
-
な
し

う
ぬ
墓
ぬ
流
り
-
ね
-
親

ん
流
き
り
-
ん
り
11か

し
わ

や
I
に
る
､
う
り
心
配
し
る
あ
ん
し
ん

昔
'
親
が
亡
-
な

っ
た
の
で
'
墓
は
も
う
川
端
で
し
か
葬
れ
な

-
て
'
川
端
で
葬

っ
て
い
る
が
､
大
雨
が
降

っ
て
'
川
の
水
が
氾

濫
し
た
ら
'
そ
の
墓
が
流
さ
れ
て
し
ま
う
と
親
も

一
緒
に
流
さ
れ

て
し
ま
う
と
い
っ
て
'
そ
の
こ
と
を
心
配
し
て
'
あ
の
よ
う
に

〔鳴
い
て
い
る

っ
て
〕
｡

昭
和
五
五
年
五
月

1
八
日

大
本
敬
子

･
酉
江
美
智
子
聴
取

山
内
智
子
翻
字

T
I
B
3

圏

ア
マ
ガ
カ
ー

①
ア
マ
ガ
カ
ー
ね
'
ア
マ
ガ
カ
ー
分
か
い
ん
で
し
ょ
う
｡

豊

川

仲
宗
根
盛
雄

(明
治
四
三
年
九
月

一
五
日
生
)
登
川

雨
が
降
り
が
た
に
嶋
-
蛙
'
あ
れ
は
も
う
親
不
孝
で
'
親
の
言
う
も
の
全
部
反
対
で

言
葉
を
返
し
ょ

っ
た

っ
と
｡
そ
し
た
か
ら
親
は
'
｢
こ
れ
は
自
分
の
言
い
つ
け
に
'
も
う
何
で
も
反
対
で
言
う
か
ら
'
こ
れ
に
は
､
反
対
に
言

う
た
ら
真
面
目
に
言
う
で
し
ょ
う
｣
と
思

っ
て
ね
'

か
わ
ば
た

｢も
し
'
私
が
死
ん
だ
と
き
に
は
'
川
端
に
行

っ
て
葬
り
な
さ
い
｣
と
思

っ
て
ね
｡
そ
う
や

っ
た
ち
'
親
が
そ
､つ
言
え
ば
立
派
な
所
に
'
葬
る

ん
で
し
ょ
う
と
思

っ
て
'
親
は
'
そ
う
言
う
た

っ
て
｡

そ
し
た
か
ら
､
そ
の
ア
マ
ガ
カ
ー
は
ね
'
こ
れ
は
'

｢私
は
親
の
い
る
と
き
は
､
不
孝
し
た
か
ら
'
死
ん
で
か
ら
で
も
孝
行
や
ろ
う
｣

か
わ
ば

た

くわん

と
言

っ
て
'
親
の
言
う
と
お
り
'
よ
-
守

っ
て
'
川

端

に
親
を
葬

っ
た

っ
て
｡
そ
う
や

っ
た
か
ら
'
大
雨
が
降

っ
た
ら
'
親
の
棺
も

一
緒
に

流
れ
て
し
ま

っ
て
'
も
う
､
親
が
流
れ
て
し
ま

っ
て
'
な
-
な

っ
た
か
ら
'
も
う
苦
し
ん
で
'
雨
降
り
に
は
'
ま
た
も
親
が
'
流
れ
は
し
な
い
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か
と
言
う
て
嶋
-

つ
て
｡
昔
の
子
ど
も
は
'
親
の
言
う
も
の
は
､
逆
に
考
え
る
人
も

い
る

Lt
ま
た
'
死
ん
で
か
ら
親
の
孝
行
を
や
り
た
い
と

思

っ
て
も
'
死
ん
で
か
ら
は
'
親
孝
行
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
｡
こ
れ
は
'
生
き
て
い
る
時
の
孝
行
し
か
孝
行
に
は
な
れ
な
い
と
い
う
､
こ

ん

な
し
つ
け
の
話
だ

っ
た
ん
で
す
よ
ね
｡

注

①
ア
マ
ガ
カ

ー
･
･
･
蛙
の
こ
と

昭
和
六

〇
年
八
月

一
二
日

辺
土
名
初
美

･
仲
桧
庸
尚
聴
取

宜
保
勝
翻
字

T
12
A
ll

風

力

-
ラ
コ
ツ
コ
ー

う

や

あ
れ
は
'
親

不
孝
者
で
'
親
の
言
う
こ
と
を
'

豊

川

仲
宗
根
フ
ミ

(明
治
四
二
年
七
月

一
〇
日
生
)
登
川

わ
し

普
段
は
開
か
な
い
｡
こ
れ
は
反
対
者
だ
か
ら
t
も
L
t
こ
れ
に
'
ど

っ
か
の
い
い
と
こ
に
私

を
埋
め
な
さ
い
と
言

っ
た
ら
'
悪

い
と
こ
に
持

っ
て
行
-
か
ら
と
思

っ
て
､
そ
れ
で
'

わ
し

か
わ

ば
i,

｢
私

が
死
ん
だ
ら
'
川

端

に
埋
め
な
さ
い
｣

と
言

っ
た
の
で
'
こ
れ
は
'

｢今
ま
で
は
'
親
の
こ
と
を
聞
か
な
か

っ
た
か
ら
'
今
度
は
開
い
て
あ
げ
る
｣

か

わ

ば
た

わ
し

と
言

っ
て
､
川

端

に
'
親
の
死
体
を
持

っ
て
行

っ
て
埋
め
た
の
で
､
｢親
が
今
ま
で
の
反
対
の
こ
と
を
､
私
に
言
い
開
か
せ
て
あ

っ
た
ん
だ
ね
｣

と
思

っ
て
'
そ
れ
か
ら
は
気
づ
い
て
､
雨
降
り
に
な

っ
た
ら
も
う
､

わ
し

｢
私

は
'
こ
れ
ま
で
も
親
不
孝
に
な
る
か
ね
え
｣

と
言

っ
て
､
あ
れ
は
､
雨
降
り
そ
う
に
な

っ
た
ら
親
の
こ
と
を
思

っ
て
嶋
-
そ
う
だ
と
い
う
'
そ
う
い
う
意
味
の
話
だ

っ
た
よ
｡

ま
た
'
カ

ー
ラ
コ
ッ
コ
ー

チ
ビ
ー
ウ
ガ
イ

イ
ヤ
ー
ガ

ナ
チ
ネ
-

ア
ミ
フ
エ
ン
ド

-

ナ
-
カ
イ
ア
イ
ネ
-

ア
ミ

ハ
リ
ユ
ン

と
い
う
歌
も
あ

っ
た
よ
｡

昭
和
六

〇
年
八
月
二
六
日

仲
松
庸
尚
聴
取

宜
保
勝
翻
字

T
13
B
3

101
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団

ア
マ
ガ
ク

(ガ
ー
ク
ガ
ー
ク
ー
)

知
花

鳥
袋
タ
ケ

(大
正
七
年
九
月

一
日
生
)
知
花

102

ア
マ
ガ
タ
ぬ
ガ
ー
タ
ー
ガ

-
ク
す
し
ぇ
I
や
'
鳴
ち

ゅ
し
ぇ
I

あ

み

や
'
雨

降

い
が
た
な

い
ね

-
､
ガ
タ
'

ガ
タ
'
ガ
タ
嶋
ち

ゅ
し

ぇ
I
や
t
と

-
う
り
が
む
の
-
う
り
や
る
ば

-
て

-
0

ア

マ
ガ
タ
ん
で

い
る
む
の
I
t
ア
タ
ビ
チ

ャ
ー
な
か
い
似
ち

ょ
-
る

-
む
ぬ
'
う
ぬ
'
ア
マ
ガ
タ
ん
で

い
し
え

ー
や
-
な

I
t

で

-
じ
な
'
反
対
'
反
対
が
ん
や
て

-
る
ば
｡
ま
と
ぅ
む
ね

-
'

ま
と
ぅ
む
ね

-
む
る
聞
か
ん
や
､
親
ぬ
'
ぬ

I
L
-

I
～

｢水
汲
で

い
-

1
よ

I
L
む
ん

む
ん

ん
で

い
-
ね

-
､
あ
ら
ん
物

'

あ
ら
ん
物

取

っ
ち
ち

ぇ

I
L

I

L

-
し
な
'
む
る
反
対
'
反
対
し
な

1
-
ぬ
ア

マ
ガ

コ
I
や
て

-

ち
●

い
-

る
ふ

-
じ
｡
人
ぬ
言
し
ぇ

-
聞
か
ん
て

-
る
ば

-
て

-
｡
あ
ん

う
や

さ

I
に
'
ど

う
-
な
反
対
が
ん
さ
-
と
､つ
'
う

ぬ
親
や
よ

I
～

わらべ

入ノや

む
4
い
-

な

I
か
ん
ね

-
る
童

え
な

-
'
-
れ
-
な

1
㌧
親
ぬ
物
言
し
ん
わ
-

聞
か
ん
'
あ
ん
し
ょ
-
る
む
ん
t
に
-
か
や
や
t
に

I
か

-
私
が

i
-

■--

亡
L

I
ね

-
'
亡
し

-
ね

-
反
対
に
言
ろ
わ
る
や
'
-
り
が

-
上

とうく一〇

等
ぬ

所

ん
け
-
な

-
､
L
t
と
ぅ
ら
す
る
む
ん
t
で

い
言
や
I

に
'
あ
ん
さ

I
に
'

わ-

か
-
ば
た

か
-
_∫
た

｢
と
-
私
が
死
に
-
ね
I
や
'
川
端
ぬ
や
'
川
端
ぬ
穴
ん
け

-
哩

み
り
よ

-
｣

雨
蛙
が
ガ
ー
タ
ー
ガ

-
ク
す
る
で
し
ょ
う
､
鳴
-
で
し
ょ
う
｡
雨

が
降
り
そ
う
に
な
る
と
ガ
タ
､
ガ
タ
'
ガ
タ
と
鴫
-
で
し
ょ
う
'

そ
れ
に
は
こ
ん
な
話
が
あ
る
わ
け
さ
｡

雨
蛙
と
い
う
も

の
は
蛙
に
似
て
い
て
'
そ
の
雨
蛙
と

い
う
も
の

は
ね
'
も
う
､
た

い
へ
ん
な
反
対
'
反
対
の
こ
と
ば
か
り
す
る
者

で
あ

っ
た
わ
け
｡
ま
と
も
に
は
'
ま
と
も
に
は
何
も
聞
か
な

い
で
'

親
が

'

｢水
を
汲
ん
で
き
な
さ

い
｣

と
言

い
つ
け
て
も
､
違
う

の
を
'
全
-
違
う
物
を
持

っ
て
来
た
り

し
て
､
す

べ
て
反
対
､
反
対
の
こ
と
ば
か
り
を
そ
の
雨
蛙
は
し
て

い
た
よ
う
だ
｡
人

の
言
う
こ
と
は
素
直
に
聞
か
な
か

っ
た
わ
け
さ

あ
｡
そ
れ
で
'
あ
ま
り
に
も
反
対
の
こ
と
ば
か
り
す
る
の
で
親
は

ね
'
も
､つ
'
こ
ん
な
子
ど
も
は
も
う
'
親

の
言
う
こ
と
も
聞
か
な

い
で
､
こ
ん
な
奴
は
私

の
死
後
'
私
が
死
ん
だ
あ
と
'
死
ん
だ
ら

反
対
の
こ
と
を
言

っ
て
お
か
な

い
と
､
こ
の
子
が
は
私
を
上
等

の

所
に
葬

っ
て
-
れ
な

い
だ
ろ
う
と
思

っ
て
､
そ
れ
で
'

｢ね
え
'
私
が
死
ん
だ
ら
ね
'
川
端

の
ね
'
川
端

の
穴
に
埋
め
な

さ

い

｣

と
言
わ
れ
た
ら
し

い
さ
｡
そ
う
し
た
ら
へ
そ
の
時
か
ら
子
ど
も
の
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上ワ
ゎ

で

い
言

や

っ
て

い
よ

ー
｡
あ
ん
す
ぐ
と
う
'
う
に
I
か
ら
肝

お

の
-

う
4,

け

-
治
や

-
に
や
'
と
-
な

I
t
親
や
あ
ん
言
ら
り

-
て
-
ひ
ん
｡

う
く

な
'
ん
ま
ん
け

-
送
ら
わ
ど
う
な

い
き
ゃ

ー
'
ん
で
い
言
や

I
に
'

か

-ら
は

た

とう
く
る

う

や

川

端

ぬ
所

ん
け

-
う
ぬ
親

や
埋
み
て
-
る
ふ

-
じ
｡

あみ

うふ
みじ

ん

あ
ん
さ
く
と
ぅ
な

I
t
雨

ぬ
降
て

い
大

水

ぬ
な

-
出

じ

-
ね

I
t

わ

った
-
う

や

なげ
-

な
土

｢
私

達

親

や
な

I
t
け

-
流

ら
き

っ
て

-
き
ゃ
ー
'
な
'
今
時

分
の
-
､
な
'
け

-
流
ら
き

っ
て
-
き
ゃ

ー
｣

あみ

ん
で
い
言
や

I
に
ど
う
､
雨

降

い
が
た
な

い
ね

-
ガ
タ
､
ガ
タ
し

嶋
ち
ゅ
ん
で
い
｡
ガ
ー
タ
ー
'
ガ
ー
タ
ー
し
｡
う
ぬ
ア
マ
ガ
タ
ん

はおーし-

で
い
し
え
ー
'
う
ん
ぐ
と
う
ー
ぬ
､
や
た
ん
ビ

ー
で

い
ち

話

あ

ち
●

た
る
ば

-
｡
あ
ん
し
る
人
ぬ
言
し
開
か
ん
し
ぇ
I
や
'
『
ア
マ
ガ

んか
し

ち

上

タ
と

-
ゆ
ぬ
む
ん
』
で

い
言
ら
り

-
た
ん
よ

-
｡
昔

ん
人

お
あ

ん
言
い
た
き
｡

｢
い
や
ー
や
'
ア
マ
ガ
タ
で
-
ひ
ん
｣
で
い
言
や
り

-
た
ん
よ
｡

あ
ん
し
ゃ
ん
だ
り

-
た
き
｡

気
持
ち
は
治

っ
て
さ
'
親
は
あ
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
か
ら
t

も
う
そ
こ
に
葬
ら
な

い
と
い
け
な
い
ね
え
と
'
川
端

の
所
に
親
を

葬

っ
た
ら
し
い
さ
｡
そ
う
し
た
ら
'
雨
が
降

っ
て
大
水
に
な
る
と
'

｢私
た
ち
の
親
は
も
う
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
え
'
今

ご
ろ
は
も
う
'
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
え
｣

と
言

っ
て
'
雨
が
降
り
そ
う
に
な
る
と
ガ
タ
､
ガ
タ
と
嶋
-
ん
だ

っ
て
｡
ガ

ー
タ
ー
'
ガ

-
ク
と
｡
そ
の
ア
マ
ガ
タ
と
い
う
の
は
'

こ
ん
な
だ

っ
た
よ
と
い
っ
て
話
が
あ

っ
た
わ
け
｡
だ
か
ら
'
人
の

言
う
こ
と
を
開
か
な

い
人
の
こ
と
を

『
ア
マ
ガ
タ
と
同
じ
だ
ね
』

と
言
わ
れ
て
い
た
よ
｡
昔
の
人
は
'
そ
の
よ
う
に
例
え
て
い
た
さ
｡

｢あ
な
た
は
ア
マ
ガ
タ
だ
｣
と
言
わ
れ
て
い
た
よ
｡
そ
ん
な
言
わ

れ
よ

っ
た
さ
｡

昭
和
六

一
年
七
月
九
日

富
里
信
勇

･
宮
城
昭
美
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
26
A
8
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圏

ア
マ
ガ
コ
ー

(カ

ー
ク
カ
ー
ク
)

知
花

栄
野
比
ー
ヨ

(大
正
五
年
七
月

二

一日
生
)
池
原

104

む
ん

は
んたい-

で
-
じ
な
'
反
対
者
や
た
ん
で

い
へ
I
や
､
反
対
｡
あ
れ
ー

ぬ-

な

-
何
や
て

い
ん
む
る
反
対
ん
け

-
す
た
ん
で
い
ア
マ
ガ

コ
-
0

也
-

い
-

な
'
何
や
て

い
ん
言
ち
き

-
る
う

っ
さ

-
む
る
反
対
ん
け

-
さ

I

-ん
ど

う
や

に
'
あ
ん
さ
I
に
な

I
t
今
度
お
な
し

親
が
病
気
さ
-
と
ぅ
'

-
れ
-
な

-
反
対
ん
け
-
言
ら
ん
ね
I
や
-
な
ら
ん
む
ん
で

い
ち
'

･
い
や
ー
や
私
が
や

1
,
-
ぬ
病
み
う
て

い
亡
L

t
ね

-
,
購

わ
ん

や

ま
I

ば
i.

う
く

端
ん
じ
送
り
よ

I
や

-
｣

ん
で
い
言
ち

ゃ
-
と
ぅ
｡
あ
ん
L

I
ね
-
な

I
～

う
く

ん
じ
送

い
が
ふ
ら

t
ん
ち

かIらは
た

う
く

｢
川
端
ん
じ
送
り
よ

-
｣

ん
で
い
言
ち

ゃ
-
と
う
'

｢
お
I
L

か

-らば
た

う
く

ん
で

い
ち
川
端
ん
け

-
送
た
-
と
う
｡
な

I
t

い
ね

I
t

｢
あ

い
え
な

-
'
わ

っ
た

-
ス

I
～

かtらは
た

い
I

もI

か
-
ま
上
ぬ
毛

た
い
そ
う
反
対
の
こ
と
ば
か
り
す
る
者
で
あ

っ
た

っ
て
い
う
さ

あ
ね
え
､
反
対
者
｡
あ
れ
は
も
う
'
何
を
す
る
に
し
て
も
み
ん
な

反
対
の
こ
と
ば
か
り
し
て
い
た
ん
だ

っ
て
ア
マ
ガ
タ
は
｡
も
う
'

な
ん
で
も
言
い
つ
け
ら
れ
る
も
の
は
す
べ
て
反
対
の
こ
と
ば
か
り

し
て
'
そ
し
て
も
う
'
今
度
は
も
う
'
親
が
病
気
に
な

っ
た
時
に
'

こ
れ
に
は
も
う
反
対
の
こ
と
を
言
わ
な
い
と
い
け
な

い
と
'

｢あ
な
た
は
私
が
ね
'
こ
の
病
気
で
死
ん
で
し
ま

っ
た
ら
川
端
で

葬

っ
て
ち
ょ
う
だ
い
ね
｣

と
言

っ
た
｡
そ
う
言
う
た
ら
ず
う

っ
と
上
の
原

っ
ぱ
で
葬

っ
て
-

れ
る
だ
ろ
う
か
ら
と
思

っ
て
'

あ

み

雨

降

い
が
た
な

ア

ン
マ
I
や
､

う

-
み

iレ
ん

｢川
端
で
葬
り
な
さ

い
ね
｣

と
言
う
と
'

｢
は
い
｣

と
言

っ
て
'
川
端
に
葬

っ
た
そ
う
だ
｡
そ
う
し
た
ら
'
も
う
雨
が

な

-
'
川
端

ん
じ
ど

う

い

っ
ち
め

-
ひ
が
な

-
大

水

出

じ

-

う

む

ね
-
な

-
け

ー
ち
か
い
は
や

-
｣
t
で

い
息

や

I
に
､
う
に
I
か

ら
雨
降

い
が
た
な

い
ね

-
カ
ー
ク
カ
ー
ク
し
あ
ぴ
-
た
ん
で

い
｡

う
ぬ
ア
マ
ガ

コ
1
㌧
で
-
じ
な
'
う
り
'
反
対
や
た
ん
で

い
よ

ー
｡

む
る
反
対
ん
か
い
ど
う
ふ
た
ん
で
い
｡

降
り
そ
う
に
な
る
と

｢あ
あ
､
ど
う
し
よ
う
'
私
た
ち
の
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
は
も
う
川
端
に
葬

っ
て
あ
る
か
ら
'
大
水
が
出
た

ら
水
び
た
し
に
な

っ
て
し
ま
う
ね
え
｣
と
思

っ
て
'
そ
の
時
か
ら
'

雨
が
降
り
そ
う
に
な
る
と
カ
ー
ク
カ
ー
ク
し
て
鳴

い
て
い
た

っ
て
｡

そ
の
ア
マ
ガ
タ
は
た
い
へ
ん
反
対
者
だ

っ
た
て
よ
｡
全
部
反
対
ば
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か
り
し
よ

っ
た

っ
て
｡

昭
和
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一
年
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十
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園

ア
マ
ガ
ク
ガ
ー
ク
ー

(カ

ー
ク
ー
カ

ー
ク
ー
･
ア
ン
マ
ー
)

宮
里

上
根
ウ
サ

(明
治
三

一
年

二

一月
五
日
生
)
与
那
城
町

いなぐ

う
や

う
っ

いさぐわ

ぐ
わ

女
ぬ
親
と
ぅ
居
て
-
.
あ
ん
さ

I
に
'
う
ぬ

男

ん
子
あ
な

1
㌧

ア
ン
マ
I
や
豆
腐
さ

I
や
ち
が
'

入

ノ.∫

｢え
ー
'
い
や
ー
潮

級
で
い
釆

よ

-
｣

み

けレ

で
い
言
ね

I
t
水

汲
で
い
ち

っ
ち
'
む
る
反
対
な
て
い
｡
ま
た
'

みじ

く
-

｢水
汲
で
い
釆
｣入ノ･丁
く

ん
で
い
え

-
'
潮
汲
で
い
ち

っ
ち
'
｢
は
ぁ
I
､
-
ぬ
ひ
ゃ
I
や
､

わ
-

i

-

あ

ぎ

い-

私

が
亡

ち
ぇ
I
か
ら

I
t
陸

ぬ
墓
ん
か
い
葬
式
し
ん
で
い
言
ね
-
'

う

む

ク
ム
イ
ん
か
い
ど
ぅ
葬
式
え
し
ゆ
る
む
ぬ
ん
｣
で
い
息

や

-
い
､

は
ん

た

反
対
や
-
と
ぅ
｡
あ
ん
さ

-
い
'
-
り
う

っ
て
-
な

-
､
反

対

か
-

え
ー
な
て
-
ね

-
ぬ
｡
｢
し
ゆ
-
や
､
お
母
や
'
-
り
う
て
-
な

●l-

ら
ん
-
と
､つ
'
い
や
ー
､
亡
き
わ
'
ち
ょ
う
ど
う
ク
ム
イ
ん
で
い
'

あ
ざ

陸

ん
か
い
｣
ち
け
-
ち
ゅ
-
や
反
対
な
て
い
し
'

1て-し
け

｢
ク
ム
イ
ん
か
い
葬
式
え
し
､
よ

I
L

千
-
し
け

ん
ち
ゃ
ぐ
と
ぅ
'
反
対
な
や
-
い
､
ク
ム
イ
ん
か
い
葬
式
え
さ
-

に
や
'
あ
ん
さ

-
ア
ン
マ
I
流
り
て
い
ね
-
ぬ
ば
-
.
あ
ん
さ
1
㌧

ア
マ
ガ
タ
ガ
ー
タ
ー
や
'
う
り
が
雨
降
ら
ん
で
い
L

I
ね

-
カ
ー

〔息
子
が
〕
母
親
と
息
子
が

一
緒
に
住
ん
で
い
た
｡
そ
の
息
子

の
お
母
さ
ん
は
豆
腐
作
り
を
す
る
の
で

〔息
子
に
〕
'

｢ね
え
'
お
前
'
潮
水
を
汲
ん
で
釆
な
さ
い
｣

と
言
う
と
'
水
を
汲
ん
で
来
て
､
み
ん
な
反
対
な
こ
と
ば
か
り
を

し
て
い
た
｡
ま
た
'

｢水
を
汲
ん
で
釆
な
さ
い
｣

と
言
う
と
'
潮
を
汲
ん
で
-
る
の
で

｢ま

っ
た
-
'
こ
い
つ
は
私

が
死
ん
だ
ら
'
陸
の
墓
に
葬
り
な
さ
い
と
言
う
と
､
池
に
葬
る
だ

ろ
う
｣
と
思

っ
た
｡
〔
い
つ
も
〕
反
対
の
こ
と
ば
か
り
し
て
い
た

か
ら
｡
と
こ
ろ
が
'
今
度
ば
か
り
は
､
反
対
の
こ
と
は
し
な
か

っ

た
｡
｢
お
母
さ
ん
が
､
今
度
ば
か
り
は
も
う
治
り
そ
う
も
な
い
か

ら
'
私
が
死
ん
だ
ら
､
池
と
言
え
ば
'
陸
の
方
に
葬

っ
て
-
れ
る

だ
ろ
う
か
ら
｣
と
思

っ
て
'

｢池
に
葬
り
な
さ
い
ね
｣

と
言

っ
た
ら
'
思
い
と
は
反
対
に
言
わ
れ
た
通
り
に
池
に
葬

っ
た

か
ら
ね
'
お
母
さ
ん
は
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
わ
け
｡
そ
れ
で
'
ア

105
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わ
-

ク

ー
カ

ー
タ

ー
鳴
ち

ゅ
し
ぇ
-
｢
は
ぁ
-
雨
降
る
｡
私

ア
ン
マ
I

や
流
り
て

い
行
ち

ゅ
き
ゃ

ー
｣
ん
で

い
言
ち
ぬ
カ

ー
タ

ー
カ

ー

タ
ー
や
鳴
ち

ゅ
ん
ビ

ー
で

い
｡

はなし

た

る

ち

わ

っ
た

-
す

り

う
ぬ
請

え
'
う
れ

-
誰

か
ら
ん
聞

か
ん
む
ん
｡
私

達

揃

て

い
'

は
な
ち

く
ゎい

ゆ-
ばん
か

話

合

ど

う
ち

ゅ
る
む
ん
｡
島
う

い
や
'
夕

飯

食

で

い
か
ら
､

と
う
な
い

ん

う
や
っ
く

ゎゐ
さ
ぐ

ゎ

け

-
隣

か

い
行

じ

ゃ
I
に
｡
あ
ん
さ

-
う
れ

1
㌧
親

子

男

ん

ぐゎ
う

あ

み

子
居
る
う

っ
た
I
か
ら
さ

I
に
'
あ
ぬ
'
ア
タ
ビ

ー
が
や
雨

降
ら

あ

み

わ
-
う

や

ん
ち
ん
じ
嶋
ち

ゅ
し
ぇ
-
｢
雨

降
ら
ん
ち
ゃ
-
､
私

親

あ
流
り

-

くとぅ

き
ゃ

ー
｣

で
い
'
う
ぬ
事

さ

-
い
'

カ
ー
ク
､
カ

ー
ク
嶋
ち

ゅ

ん
で
い
｡

マ
ガ
タ
ガ
ー
タ
ー
が
､
雨
が
降
り
そ
う
に
な
る
と
カ

ー
タ

ー
カ

ー

タ
ー
と
嶋
-

の
は
､
｢
あ
あ
'
雨
が
降
る
｡
私

の
お
母
さ
ん
は
流

さ
れ
て
い
-
ん
だ
ね
｣
と
い
っ
て
､
カ

ー
タ

ー
カ

ー
タ
ー
と
鳴

い

て
い
る
ん
だ
よ
と
｡

こ
の
話
は
誰
か
ら
も
聞
い
て
な

い
よ
｡
私
た
ち
は
'
皆
揃

っ
て

話
合
を
す
る
ん
だ
け
ど
｡
島
に
い
る
時
は
'
夕
飯
を
食

べ
て
か
ら

隣
近
所
に
行

っ
て
ね
｡
そ
し
て
'
こ
の
話
は
'
親
子
'
男
の
子
が

居
た
と

い
う
話
か
ら
'
蛙
が
雨
降
り
そ
う
な
と
き
に
嶋
-

の
は

｢雨
が
降

っ
て
い
る
｡
私
の
親
は
流
さ
れ
て
し
ま
う
ね
え
｣
と
'

そ
の
心
配
で
カ

ー
ク
'
カ

ー
ク
と
嶋
-
ん
だ

っ
て
｡
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･
･
村
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｡
こ
こ
で
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出
身
地
で
あ
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与
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村
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城
島
地
味
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こ
と
｡

平
成
二
年
三
月

二
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園

ア
タ
コ
ー

(カ
ー
ウ
'
カ

ー
ウ

･
ア
ン
マ
I
)

宮
里

上
根
ウ
サ

(明
治
三

一
年

二

一月
五
日
生
)
与
那
城
町

ゐさぐゎ

ぐ
ゎ

男

ん
子
と
ぅ
'
いなぐ

う
や

う

いなぐ

う
や

女

ぬ
親
と
う
居
L
が
､
女

ぬ
親
あ
豆
腐
さ

-

や
て

い
t

A

ノす
く

｢
潮

汲

で

い
釆

｣

み
じ

わ
-

土
-

で

I
t
水
汲
で

い
き

っ
ち
'
｢
-
ぬ
ひ
ゃ
I
や
､
あ
と
-
私
が
亡

あ
ぎ

へ
I
か
ら

I
t
陸

ん
か
い
そ

-
り

-
ん
で
い
言
や
'
ク
ム
イ
ん
か

男
の
子
と
母
親
が
い
る
が
'
お
母
さ
ん
は
豆
腐
作
り
を
す
る
人

で
､｢潮

を
汲
ん
で
き
な
さ

い
｣

と
言
う
と
水
を
汲
ん
で
来
る
の
で
'
｢
こ
い
つ
は
'
私
が
死
ん
だ

ら
､
陸
に
葬
り
な
さ

い
と
言
う
と
池
に
流
し
て
'
ま
た
池
に
葬
り
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い
流
ら
ち

ゅ
-
と

う
､
ま
た
ク

ム
イ
ん
か

い
そ

-
り
ん

で

い
言

あ
ぎ

う
ち
●

や

-
陸

ん
か

い
置

-
と
､つ
'
む
る
反
対
ど

う
や
-
と
ぅ
｣
､
あ
ん

さ

I
に

ち
●
-

｢
と

I
t
今
日
や
な
ら
ん
-
と
ぅ
や
｣
あ

*
)

う

う
む

ク
ム
イ
ん

で

い
え
ー
か
ら

-
ま

た
'
陸

ん
か

い
置

ち

ゅ
で

い
恩

う
･丁

みじ

や
-
な
か
い
'
潮
汲

で

い
釆
ん
で

-
水
ど
う
汲
で

い
ち

ゅ
-
-
と

くわ
っ

う
'
あ
ん
さ

I
に
'
な
'
う
ぬ
子

ん
か

い
な

I
t
タ
ム
イ
ん
で

あ

ざ

う

か
ん

げ

い
え

-
陸

ん
か
い
置

ち

ゅ
ん
考

え
-
さ

-
に
'

わ

入
ノ

JN
-

｢
と

-
私

の
-
ク
ム
イ
ん
か
い
置

き
よ

-
亡

は
ば
｣

ん
じ

ゃ
な

I
か

-
｡
あ
ん
さ

-
う
り
ん
'
反
対
や
な
ら
ん
ぐ

-
と

く

わ

っ

は
た

う

ぅ

-
う
ぬ
子

あ
ア

ン
マ
I
や
ク
ム
イ
ぬ
端

ん
か

い
置
ち

ゃ
-
と

あ

み

ぅ
'
雨

な
か

い
流
ら

あ
'
ふ
た
ぐ
と
ぅ
'
流
ら
き

っ
て

い
ね

-
ら

く
わ
っ

む
の

ん
｡
あ
ん
さ

1
㌧
う
ぬ
子

ん
で

い
う
る
者

お
な

-
､

わ
-

あ

ぎ

う

｢
私
ア
ン
マ
I
や
t
や

I
t
陸

ん
か

い
置

ち

ょ

-
け
I
や
た
る
む
ち

ん
｡
な

-
ク

ム
イ

ん

で

い
言
た
-
と

ぅ
､

ク
ム
イ
ん
か

い
置
ち

す

ば

う

や

I
に
'
側

な
か

い
置

ち

ゃ
-
い
流
ら
き

っ
て

い
｣

あ

み

わ-

雨

ぬ
降
れ

-
｢
私

ア

ン
マ

I
や
流

り

-
き
ゃ

ー
'
カ

ー
ウ
'

あみ

①

カ
ー
ウ
､
カ

ー
ウ
｣
ん
で

い
｡

雨
ぬ
降
ら
ん
で

い
ち
や
ア

タ

コ
-

嶋
ち

ゅ
ん
ピ

ー
0

注

①
ア
タ
コ
-
･
･
･
蛙
の
こ
と
｡

な
さ

い
と
言
え
ば
陸
に
葬

っ
て
､
す

べ
て
反
対
の
こ
と
ば
か
り
す

る
だ
ろ
う
か
ら
｣
と
思

っ
て
'

｢も
う
'
今
日
で
死
ん
で
し
ま
う
か
ら
ね
｣

と
｡
池
と
言
え
ば
ま
た
陸
に
葬
る
と
思

っ
て
｡
潮
を
汲
ん
で
き
な

さ

い
と
言
え
ば
水
を
汲
ん
で
-
る
の
で
'
そ
れ
で
'
も
う
､
そ
の

子
ど
も

に
池
と

い
え
ば
陸
に
葬

っ
て
-
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
'

｢
ね
え
'
私
が
死
ん
だ
ら
池
に
葬
り
な
さ

い
ね
｣

と
言

っ
た
｡
だ
け
ど
'
そ
の
時
は
反
対
は
で
き
な

い
の
で
'
そ
の

子
ど
も
は
'
お
母
さ
ん
を
池

の
側
に
葬

っ
た
か
ら
'
雨

で
流
さ
れ

て
し
ま

っ
た
｡
そ
う
し
た
も
ん
だ
か
ら
､
そ
の
子
ど
も
と

い
う
者

ま
｢私

の
お
母
さ
ん
は
陸
に
葬
れ
ば
よ
か

っ
た

の
に
｡
も
う
池
に
葬

り
な
さ

い
と
言

っ
た
か
ら
'
池

の
側
に
葬

っ
た
ら
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
｣

そ
れ
で
'
雨
が
降
る
と
'
｢
私

の
お
母
さ
ん
は
流
さ
れ
て
し
ま

う
ね
､

カ
ー
ウ
'
カ

ー
ウ
､
カ

ー
ウ
｣
と
鳴
-
ん
だ

っ
て
｡
雨
が

降
り
そ
う
に
な
る
と
蛙
は
嶋
-
ん
だ
よ
｡

平
成
二
年
三
月

一
一
日

宮
城
昭
美

･
比
嘉
ゆ
り
子
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
88
A
11
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雨蛙不孝

田

(ア
ン
マ
ー
)

宮
里

上
根
ウ
サ

(明
治
三

一
年

一
二
月
五
日
生
)
与
那
城
町

108

と
-
ふ

う
や

うやっくゎ

豆
腐
さ
-
､
親
あ
｡

親
子
あ
ん
さ

I
に
'

う
す

く-

｢と
-

い
や
ー
や
や
'

潮
汲
で
い
釆
よ

-
｣

い-

ん
で

い
言
ね
-

｢
う

ー

｣

み川レ
-

ん
で
い
言
や

I
に
水
汲
で
い
ち

っ
ち
､

みじ
-

｢
と
ー
い
や
ー
や
や
'
水
汲
で
い
釆
わ

ー
｣

う
す

く

ん
で
い
え

I
t
ま
た
潮

汲

で
い
ち

っ
ち
｡

わ

｢
は
-
'
-
ぬ
ひ
ゃ
I
が
-
な

I
t
あ
と
-
私
ぬ
ん
死
に
-
ね

-

わ

海
ん
か
い
'
ク
ム
イ
ん
か
い
ど
う
流
す
ら
1
分
か
ら
ん
-
と
う
｣

い
-

あ
ぎ

ん
で
い
､
反
対
言
葉
言
や

-
に
や
'
ク
ム
イ
ん
で
い
言
ね

-
陸
ん

う

ど
う
-

う
や

か
い
置
ち
ゅ
I
や
｡
あ
ん
さ
-
な
自
分
ぬ
親
ん
正
直
反
対
言
葉
言

や

I
に
'

わ

は
た

う

｢私
ぬ
ん
死
に
-
ね

-
ク
ム
イ
ぬ
端

ん
か
い
置

き
よ

I
L

ん
で
い
言
ち
ゃ
-
と
ぅ
'

｢
う

ー

｣

あ
ざ

ん
で
い
言
や
-
な
か
い
'
な
I
陸

ん
か
い
置
か
ん
ぐ

I
と
う
ー
､

はi
J

う

あ

み

ふ

ク
ム
イ
ぬ
端

ん
か
い
置

ち
ゃ
-
に
｡
雨

ぬ
降

た
ぐ
と
ぅ
ア
ン
マ
-

流
り
て
い
ね

-
ら
な
｡
あ
ん
さ

-
雨
降

い
な
れ
-
な
､

わ
-

あ

み

ふ

｢私
ア
ン
マ
I
や
､
や

I
t
雨

降

い
L
が
｣

豆
腐
作
り
を
し
て
い
る
親
子
が
い
た

っ
て
｡
そ
う
し
て
'

｢さ
あ
､
あ
ん
た
は
潮
を
汲
ん
で
釆
な
さ

い
ね
｣

と
言
う
と
'

｢
は
い
｣

と
言

っ
て
'
水
を
汲
ん
で
来
る
｡

｢さ
あ
'
あ
ん
た
は
水
を
汲
ん
で
釆
な
さ
い
ね
｣

と
言
う
と
､
ま
た
潮
を
汲
ん
で
来
る
｡

｢
あ
あ
､
こ
い
つ
は
私
が
死
ぬ
と
海
や
池
に
流
す
か
も
知
れ
な

しヽ
｣

と
'
反
対
の
言
葉
を
言

っ
て
ね
｡
池
と
言
う
と
陸
に
葬

っ
て
-
れ

る
だ
ろ
う
と
思
い
､
そ
う
し
て
'
親
は
本
当
の
気
持
ち
と
は
反
対

の
言
葉
を
言

っ
て
'

｢私
が
死
ん
だ
ら
池
の
側
に
葬

っ
て
ね
｣

と
言

っ
た
ら
'

｢
は
い
｣

と
答
え
て
､
も
う
､
陸
に
は
葬
ら
な
い
で
'
池
の
側
に
葬

っ
た
?

雨
が
降

っ
た
ら
'
お
母
さ
ん
が
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
'
そ
れ

で
'
雨
が
降
る
と
､

｢私
の
お
母
さ
ん
は
ね
え
へ
雨
が
降
る
と
流
さ
れ
て
し
ま
う
よ
｣



雨蛙不孝

ん
で
い
ち
嶋
ち
ゅ
ん
で
い
｡

と
言

っ
て
嶋
-
ん
だ

っ
て
｡

平
成
二
年
七
月
六
日

宮
城
昭
美

･
富
里
信
勇

･
上
門
博
之

･
武
嶋
昭
子
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
79
A
15

国

力
1
ラ
コ
ツ
コ
イ

(カ
ー
ラ
ク
ッ
ク
イ

･
お
母
)

高
原

島
袋
サ
グ

(明
治
三
六
年
九
月
五
日
生
)
高
原

か

-
う
む

か-
うむ

蛙
は
ね
'
お
母

息

や
-
な
て
い
や
｡
お
母
息
や
-

な
て
い
'
あ

かーら

す

ば

ん
す
-
と
､つ
'
あ
ぬ
カ
ー
ラ
コ
ッ
コ
イ
よ
'

川
ぬ
側
な

-
り
-
～

①

②

ア

タ
ビ
ー
'
カ

ー
ラ
ク

ッ
ク
イ
'
カ
ー
ラ
ク

ッ
ク
イ
'
嶋
ち
ゅ
し

也
-

ぇ
I
や
｡
あ
れ
は
ね
'
何
や
が
ん
で
い
い
-
ね
I
や
'
あ
れ
は
ね
'

わ
った
IうやI

かIらI
L,

う
く

るみ

なげ-

｢私
達
親

や
'
川
端

に
送

て

I
L
が
'
雨
ぬ
降

い
ね

-
流

き

り
-
き
ゃ
ー
｡
カ
ー
ラ
ク

ッ
ク
イ
'
カ
ー
ラ
ク

ッ
ク
イ
｣

ん
ち
や

-
､
あ
ん
L
t
う
に
カ

ー
ラ
コ
ッ
コ
イ
で
い
し
え
ー
や
'

とうち

か-
ら
す

ば

う
ぬ
時

か
ら
よ
､
あ
ぬ
川

ぬ
側

な

-
り

-
カ

ー
ラ
コ
ッ
コ
イ
ち

あ
び
-

ん
でい
｡

e-し
む
也

い-

う
や

嘘
物

言
さ-
な
て

い
'
親
が
死
ぬ
時
に
は
'
平
生
は
山
に
行

き
な
さ
い
と
言

っ
た
ら
海
に
行
-
し
､
海
に
行
き
な
さ

い
と
言

っ

た
ら
山
に
行
-
し
'
そ
う
言

っ
て
嘘
つ
い
た
か
ら
'

か

-ら
_
i
,

｢私
が
死
ぬ
と
き
は
'
川

端

に
置
き
な
さ
い
ね
｣

か-らば
L}

で

い
言
ち

ゃ
-
と
ぅ
'
そ
の
時
に
は
誠
に
な

っ
て
'
川
端
に
置

い
た
ら
'

蛙
は
ね
'
お
母
さ
ん
思
い
で
ね
｡
だ
か
ら
ね
'
あ
の
カ
ー
ラ
コ

ッ
コ
イ
さ
'
川
の
側
辺
り
か
ら
'
蛙
が
カ
ー
ラ
ク

ッ
ク
イ
'
カ
ー

ラ
ク

ッ
ク
イ

っ
て
鳴

い
て
い
る
で
し
ょ
う
｡
あ
れ
は
ど
う
し
て
か

と
言
う
と
ね
､
あ
れ
は
ね
'

｢私
た
ち
の
親
は
川
端
に
葬

っ
て
あ
る
が
'
雨
が
降
る
と
流
さ
れ

て
し
ま
う
ね
え
｡
カ
ー
ラ
タ

ッ
ク
イ
'
カ
ー
ラ
ク

ッ
ク
イ
｣

と
鳴

い
て
ね
､
そ
れ
で
'
カ
ー
ラ
コ
ッ
コ
イ
と
い
う
の
は
ね
'
そ

の
時
か
ら
'
川
の
側
辺
り
か
ら
カ

ー
ラ
コ
ッ
コ
イ
と
嶋
-
ん
だ

っ

て
｡嘘

つ
き
だ

っ
た
か
ら
'
平
生
は
山
に
行
き
な
さ
い
と
言

っ
た
ら

海
に
行
-
L
t
海
に
行
き
な
さ
い
と
言

っ
た
ら
山
に
行

っ
て
､
い

つ
も
嘘

つ
い
て
い
た
か
ら
'
親
が
死
ぬ
と
き
に
は
'

｢私
が
死
ん
だ
ら
'
川
端
に
葬
り
な
さ
い
ね
｣

と
言

っ
た
の
で
'
そ
の
時
に
は
素
直
に
な

っ
て
､
川
端
に
葬

っ
た

か
ら
'
〔雨
が
降
る
と
親
が
流
さ
れ
る
と
言

っ
て
鳴

い
た
の
で
〕

109
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｢
カ
ー
ラ
コ
ッ
コ
I
が
嶋
-
と
き
に
'
ま
た
雨
降
る
よ

-
｣

い-

っ
て
言
よ

っ
た
の
は
｡

こ
の
道
厘
は
始
め
は
蛙
が
嘘

つ
き
だ

っ
た
か
ら
ね
'
山
に
行
き

な
さ

い
と
言
う
時
に
は
'
海
に
行
-
L
t
海
に
行
き
な
さ

い
と
言

っ
た
ら
山
に
行
-
L
t
L
た
ら
'
私
が
死
ぬ
時
に
は
-
れ

-
反
対

み
だ
か
ら
'

か-ら
｢
川
の
側
に
置
き
な
さ
い

｣

か-ら_∫た

と
言

っ
た
ら
'
そ
の
時

に
誠
に
な

っ
て
'
川
端
に
置

い
た
ら
､

う

や

な
げ

｢も
う
'
私
の
親

あ
む
ち
流

え
ら
さ
ん
が
や
-
｣

と
言

っ
て
'
カ
ー
ラ
コ
ッ
コ
イ
'
カ
ー
ラ
コ
ッ
コ
イ

っ
て
言

っ
て
､

嶋
-
と
い
っ
て
｡
昔
の
人
は
カ
ー
ラ
コ
ッ
コ
イ
が
嶋
-
と
き
に
'

い
-

｢ま
た
雨
降
る
ね
｣
と
言
よ

っ
た
さ
｡
そ
の
意
味
だ
よ
｡

｢
カ

ー
ラ
コ
ッ
コ
I
が
嶋
-
と
ま
た
雨
降
る
よ
う
｣

っ
て
言

い
よ

っ
た
｡

そ
の
話
の
始
め
は
､
蛙
が
嘘

つ
き
だ

っ
た
か
ら
ね
､
山
に
行
き

な
さ
い
と
言
う
と
海
に
行
-
し
'
海
に
行
き
な
さ

い
と
言

っ
た
ら
'

山
に
行

っ
て
'
こ
い
つ
は
反
対
の
こ
と
ば
か
り
す
る
の
で
'
私
が

死
ぬ
時
に
は

｢川
の
側
に
葬
り
な
さ
い
｣

と
言

っ
た
ら
'
そ
の
時
は
素
直
に
な

っ
て
､
川
端
に
葬

っ
た
の
で
'

｢

も
う
'
私

の
親
は
川
の
水
で
流
が
さ
れ
て
し
ま
わ
な

い
か
ね

え
｣
と
言

っ
て
､
カ

ー
ラ
コ
ッ
コ
イ
､
カ
ー
ラ
コ
ッ
コ
イ
と
嶋
-
ん
だ

っ
て
｡
昔
の
人
は

｢
カ
ー
ラ
コ
ッ
コ
イ
が
嶋
-
と
き
に
は
､
ま
た

雨
が
降
る
ね
｣
と
言

い
よ

っ
た
さ
｡
そ
の
意
味
だ
よ
｡

110

注

①
ア
タ
ビ
ー
･
･
･
蛙
'
ま
た
は
お
け
ら
の
こ
と
｡

②
カ
ー
ラ
ク
ッ
ク
イ

･
･
･
蛙
の
鳴
き
声
｡

平
成
二
年
七
月
六
日

平
良
真
也

･
大
川
清
子

･
豊
岡
早
苗

･
与
那
嶺
昭
郎

･
冨
平
恵
智
子
聴
取

宜
保
勝
翻
字

T
84
A
3



雨蛙不孝

因

蛙

(カ
ー
ク
カ
ー
ク

･
お
母
さ
ん
)

越
来

高
島
邦
子

(大
正
二
年
八
月

一
六
日
生
)
名
護
市

む
ぬ

蛙
は
ね
､
親
不
孝
で
ね
'
こ
の
子
ど
も
は
ね
あ
ん
ま
り
親
孝
行
で
な
-
､
親
と
い
つ
で
も
反
対
物
言
い
し
よ

っ
た

っ
て
｡
親
が
こ
う
言
う
た

む
血

ら
､
こ
の
子
ど
も
は
ま
た
親
に
反
対
物
言
い
し
て
ね
､
反
対
に
言
葉
使

っ
て
｡
そ
う
'
こ
う
し
た
か
ら
ね
'
だ
か
ら
こ
の
親
が
ね

｢あ
ん
た
は
孝
行
者
じ
ゃ
な
い
か
ら
ね
'
私
が
死
ん
だ
ら
墓
は
浜
辺
に
造
り
な
さ
い
｣

と
｡
潮
の
-
る
所
に
造
り
な
さ
い
っ
て
｡
あ

っ
ち
で
｡

蛙
は
カ
ー
タ
カ
I
ク
し
て
鳴
-
で
し
ょ
う
'
蛙
は
親
不
孝
者
と
い
っ
て
'
こ
の
子
ど
も
が
ね
え
､
お
母
さ
ん
が
言
う
言
葉
を
ね
反
対
に
み
ん

な
使

っ
て
し
ま

っ
て
よ
'
こ
の
お
母
さ
ん
は
'
と

っ
て
も
､
も
う
､
悔
し
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
｡
だ
か
ら
'
い
つ
も
喧
嘩
で
な
か

っ
た
か
ね
え
｡

そ
し
た
ら
'

う
ナ

｢あ
ん
た
は
親
不
孝
者
だ
か
ら
私
が
死
ん
だ
ら
浜
辺
'
潮
の
満

つ
所
'
あ

っ
ち
に
私
を
埋

め
て
ち
ょ
う
だ
い
｣

と
言
う
た
さ
あ
｡
あ

っ
ち
に
墓
造

っ
て
き
て
ち
ょ
う
だ
い
と
言

っ
た
ら
ね
'
こ
の
蛙
は
い
つ
で
も
ね
､
カ
ー
タ
ー
カ
ー
タ
ー
し
て
'
こ
の
潮
'

内
際
で
ね
鳴
き
よ

っ
た

っ
て
.
そ
れ
が
'
こ
の
子
ど
も
な

っ
て
な
い
か
ね
え
.
子
ど
も
は
も
う
'
心
配
し
て
'
お
母
さ
ん
あ

っ
ち
に
埋
め
た
け

ど
も
う
'
い
つ
で
も
'
心
配
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
ね
え
｡

平
成
二
年
八
月
≡

日

照
屋
京
子

･
有
銘
和
江
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

↑
132
B
2

囲

(ガ
ー
ク
ー
ガ
ー
ク
I

･
お
父
さ
ん
'
お
母
さ
ん
)

安
慶
田

屋
宜
カ
メ

(明
治
四

一
年

一
一
月

一
〇
日
生
)
安
慶
田

あ
ぬ
-
苦
さ
'
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
亡
-
な

っ
た
が
､
お
ナ
ば

墓
が
'
な
か

っ
た
か
ね
-
ど
ん
な
か
分
か
ら
ん
け
ど
､
川
の
側
ん

入ノ
●-

じ
'
ま
た
う
ぬ
お
母
さ
ん
も
お
父
さ
ん
も
､
此
処
ん
じ
葬

っ
た
-

あ
の
う
苦
さ
'
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
亡
-
な

っ
た
が
､
お

墓
が
な
か

っ
た
の
か
'
ど
ん
な
か
分
か
ら
ん
け
ど
'
川
の
側
で
'

そ
の
お
母
さ
ん
も
'
お
父
さ
ん
も
'
そ
こ
で
葬

っ
た
か
ら
'

iffI



雨蛙不孝

あ

み

あ

み

と
ぅ

｢あ
あ
'
雨

が
降
り
そ
-
や
る
む
ん
な

I
t
雨

ぬ
降

い
る
む

わ
った
-
う
や

み
')

ん
､
ち

ゃ
-
す
が
や
-
な

I
t
私
達
親
あ
-
ぬ
水
に
け

-
流
き

り
-
ね
-
ち
ゃ
-
す
が
や
-
｣

ん
ち
'
あ
ん
し
ガ
ー
タ
ー
ガ
ー
タ
ー
し
あ
び
-
ん
で
い
さ
ん
ち
る
､

はなLI
話

あ
た
る
｡

｢あ
あ
､
雨
が
降
り
そ
う
だ
ね
え
'
雨
が
降
る
の
に
ど
う
し
よ
う

か
ね
え
'
私
達
の
親
は
川
の
水
で
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
ら
'
ど
う

し
ょ
う
か
ね
え
｣

っ
て
'
そ
れ
で
い
つ
も
ガ
ー
タ
ー
ガ
ー
タ
ー
し
て
嶋
-
と
い
う
話

が
あ

っ
た
よ
｡

平
成
二
年
八
月
二
〇
日

平
良
真
也

･
新
田
尚
子
聴
取

照
屋
京
子
翻
字

↑
120
B
3

112

匿

ア
マ
ガ
ク
ー

(ガ

ー
ク
ガ
ー
ク
ー
)

中
央

湧
田
-
ミ

(大
正
五
年

二

一月
二
五
日
生
)
嘉
良
川

親
の
言
う
こ
と
を
開
か
な
い
人
の
こ
と
を
ガ
-
ジ

ュ
ー
〔意
地

っ
張
り
〕
と
言
う
わ
け
さ
｡
ガ

-
ジ

ュ
ー
な
者
だ
か
ら
､
聞
か
な

い
で
ね
'

い
ち
●

何
時
も
'
親
の
言
う
こ
と
に
反
対
し
て
い
た

っ
て
｡
だ
か
ら
親
が
死
ぬ
と
き
に
､
｢
私
は
川
端
に
埋
め
て
ね
え

っ
て
言

っ
た
ら
ね
､
こ
れ
反
対

に
上
に
上
げ
る
は
ず
だ
か
ら
｣
と
思

っ
て
ね
'
ア
マ
ガ
タ

ー
〔あ
ま
の
じ
ゃ
-
〕
だ
か
ら
｡
言
う
こ
と
を
開
か
な
い
か
ら
ね
｡

｢川
端
に
埋
め
て
ね
え
｣

と
反
対
に
言

っ
た
｡
そ
う
し
た
ら
'

｢今
ま
で
言
う
こ
と
を
開
い
て
な

い
か
ら
'
元
気
な
と
き
に
は
お
母
さ
ん
の
言
う
こ
と
聞
か
な
か

っ
た
か
ら
'
今
度
は
言
う
こ
と
聞
-
｣

か-らば
た

と
言

っ
て
､
川
端
に
埋
め
た

っ
て
.
だ
か
ら
'
雨
が
降

っ
た
ら
こ
の
ア
マ
ガ
タ
は
'
埋
め
た
親
を
心
配
し
て
ガ
ー
タ
ー
ガ
I
ク
-
し
て
嶋
-

っ
て
｡

平
成
二
年
八
月

一
九
日

謝
敷
勝
美

･
平
安
名
邦
裕
聴
取

石
川
小
百
合
翻
字

↑
116
B
l



雨蛙不孝

113

園

(カ
ラ
イ
コ
ツ
コ
Ⅰ
)

室

川

新
城
安
平

(大
正
二
年
二
月
二
日
生
)
今
帰
仁
村

｢浜
辺
に
葬
式
し
な
さ
い
｣
言
う
た
ら
'
川
の
側
に
や
る

〔葬
る
〕
｡
〔親
が
言
う
こ
と
に
〕
反
対
だ
か
ら
ね
'
浜
言
ゆ
た
ら
海
'
海
言
ゆ
た

r]L,-

ら
川
と
い
う
子
だ
か
ら
'
だ
か
ら

｢海
の
側
に
葬
式
し
な
さ
い
｣
と
'
こ
れ
の
親
が
言
ゆ
た
ら
反
対
だ
か
ら
'
川
の
側
で
や

っ
た

〔葬

っ
た
〕

わ
け
｡
そ
し
た
ら
'
今
で
も
蛙
は
ね
､
雨
降
り
そ
う
な

っ
た
ら
'
｢自
分
の
親
は
流
さ
れ
は
し
な
い
か
｣
言
ゆ
て
'
い
つ
も
カ
ラ
イ
コ
ッ
コ
I
～

カ
ラ
イ
コ
ッ
コ
I
と
嶋
-
そ
う
や
｡

平
成
二
年
八
月
…

日

通
事
美
香

･
仲
里
香
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

↑
143
A
3

固

雨
蛙

胡
屋

島

千
代

(大
正
四
年

一
一
月

一
日
生
)
胡
屋

雨
蛙
は
親
が
右
と
い
っ
た
ら
左
'
左
と
い
っ
た
ら
右
'
上
と
言

っ
た
ら
下
っ
て
ね
'
反
対
者
だ

っ
た
っ
て
｡
そ
れ
で
ね
'
最
後
に
な

っ
た
ら
'

か-らばi,-

親
が
死
に
そ
う
に
な

っ
た
ら
ね
'
こ
れ
は
私
と
ず

っ
と
反
対
し
て
い
る
か
ら
'
｢
川
端
に
埋
め
な
さ
い
ね
え
､
葬

っ
て
ち
ょ
う
だ
い
ね
え
｣
と

言

っ
た
ら
'
反
対
に
上
の
方
の
い
い
所
に
葬

っ
て
-
れ
る
は
ず
だ
け
ど
と
思

っ
て
､
最
後
に

〔親
が
〕
こ
う
言
っ
た
か
ら
さ
'
〔子
ど
も
は
〕
'

｢最
後
に
親
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
と
い
け
な
い
｣

と
い
う
の
で
'
お
互
い
に
親
も
子
も
こ
う
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
っ
て
｡
こ
れ
聞
い
た
覚
え
が
あ
る
わ
け
さ
あ
ね
え
｡
そ
れ
で
'
親
の
い
う
こ
と

か
-
ら
ば
た
-

を
開
か
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
意
味
で
川

端

に
葬

っ
た
か
ら
'
大
雨
の
時
は
鳴
-
で
し
ょ
う
'
あ
れ
は
｡
だ
か
ら
､
｢私
の
親
は
も
う
'
雨

む

な
け
-

は
じ

が
持

ち
流

ら
す
ん
筈

ビ
ー
や
-
〔雨
が
流
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
ね
え
)
｣
と
思
っ
て
嶋
-

つ
て
｡
あ
ん
な
話
聞
い
た
覚
え
が
あ
る
ん
だ
け
ど
ね
.

本
当
か
嘘
か
分
か
ら
な
い
け
ど
私
は
｡

平
成
二
年
八
月

一
九
日

照
屋
京
子

･
岸
本
か
お
り

･
田
本
か
お
り
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

↑
102
A
7
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団

蛙

(親
父
)

胡
屋

知
念
美
章

(明
治
四
二
年
三
月
二
〇
日
生
)
嘉
手
納
町

114

蛙
の
子
ど
も
が
と
て
も
親
不
孝
者
で
よ
'
｢水
汲
ん
で
来

い
｣
と
言

っ
た
ら
潮
汲
ん
で
来
る
し
､
｢
潮
汲
ん
で
来
い
｣
と
言

っ
た
ら
水
汲
ん
で

来
る
し
､
も
う
､
親
父
が
よ
､へり

｢自
分
が
死
ん
だ
ら
'
川
の
緑
に
埋
め
な
さ
い
｣

へり

と
言

っ
た
｡
〔そ
し
た
ら
'
蛙
の
子
ど
も
は
〕
も
う
自
分
は
親
不
孝
し
た
か
ら
'
死
ん
で
か
ら
は
親
孝
行
せ
ん
と
い
か
ん
て
'
そ
の
川
の
緑
に

葬

っ
た
ら
'
大
水
が
出
て
き
て
流
さ
れ
て
よ
､
そ
れ
で
泣

い
た
と
い
う
よ
う
な
話
｡
本
当
か
嘘
か
私
に
も
分
か
ら
ん
｡

平
成
二
年
八
月

一
九
日

諸
喜
田
綾
子

･
嘉
陽
田
尚
行
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

↑
101
B
13

団

ア
マ
ガ
ク

(ガ
I
ク
ー
ガ
ー
ク
ー

･
親
父
)

中
の
町

山
城
清
輝

(大
正

二

一年
五
月
二
七
日
生
)
嘉
手
納
町

蛙
'
蛙
だ
と
思
う
｡
あ
れ
に
ア
マ
ガ
タ
と
言

っ
と

っ
た
が
ね
｡
雨
降
り
の
時
に
ガ
ー
タ
ー
ガ
ー
タ
ー
し
て
鳴
-
ん
だ
よ
｡
そ
れ
で
そ
の
ア
マ

ガ
タ

〔雨
蛙
〕
の
話
を
さ
れ
た
ん
だ
が
ね
｡

昔
'
あ
る
放
蕩
息
子
が
ね
'
親
の
言
う
こ
と
は
ち

っ
と
も
開
か
な
い
息
子
が
お

っ
た
ら
し
い
ん
だ
な
あ
｡
そ
れ
で
､
も
う
と
に
か
-
親
が
言

う
こ
と
反
対
の
こ
と
を
す
る
わ
け
だ
｡
東
に
行
け
と
言

っ
た
ら
西
に
行
-
と
｡
砂
糖
買

っ
て
来
い
と
言

っ
た
ら
'
塩
を
買

っ
て
来
る
と
い
う
ふ

う
な
'
そ
う

い
う
た
ぐ
い
の
反
対
の
こ
と
ぽ

っ
か
り
し
な

い
へ
｣
へ
1
着

〔
い
い
加
減
な
奴
〕
が
お

っ
た
そ
う
だ
よ
｡
そ
れ
で
ね
え
'
も
う
こ

の
親
父
は
死
ぬ
間
際
に
大
変
心
配
し
て
ね
'
こ
れ
は
も
う
将
来
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
､
私
が
死
ん
だ
後
ね
'
ど
ん
な
こ
と
す
る
か
な
あ
と

い
っ
て
大
変
心
配
し
な
が
ら
'
そ
し
て
'

｢私
が
死
ん
だ
ら
ね
､
死
ん
だ
ら
川
の
側
に
ね
'
川
の
側
に
墓
を
造

っ
て
あ
そ
こ
に
葬
り
な
さ
い
｣

あ
ぎ

と
｡
そ
う
言
え
ば
'
川
は
溢
れ
て
あ
れ
は
大
雨
の
と
き
大
変
で
し
ょ
う
｡
だ
か
ら
ね
陸
に
､
い
わ
ゆ
る
そ
の
う
陸
地
の
方
に
造
り
な
さ
い
と
言
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っ
た
ら
'
こ
れ
は
も
う
'
ま
た
､
反
対
の
こ
と
す
る
か
と
い
っ
て
さ
｡
逆
の
こ
と
を
､

か
-
ら

す
ば

-

わ-

｢

川

の
側

ん
か
い
'
私

墓
あ
造
と
う
ば
や

〔川
の
側
に
私
の
墓
を
造

っ
て
-
れ
〕
｣

と
言

っ
た
そ
う
だ
｡

i-土-

う
や

な
ま

う

や

そ
う
し
た
ら
'
こ
の
息
子
は
'
生
ち
ち
ょ
-
る

間

ち
ゃ
-
親
ん
か
い
反
対
ぬ
-
と
ぅ
ば

っ
か
し
し
て
き
た
か
ら
'
今
か
ら
ん
ち
ょ
ん
'
親

う

や
い

-

ち

ぬ
死
じ
か
ら
ん
ち
ょ
ん
'
親
ぬ
言

し
遺
言
の
-
聞
か
ね
-
な
ら
の
-
あ
ら
に
っ
ち

〔生
き
て
い
る
間
親
に
は
反
対
な
こ
と
ば
か
り
し
て
き
た
の

で
'
今
か
ら
で
も
'
親
が
死
ん
だ
あ
と
か
ら
で
も
'
親
の
言
う
こ
と
を
'
遺
言
は
聞
か
な

い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
〕
'
わ
ざ

か-ら

と
そ
の
川

の
側
ん
か
い
墓
造

っ
て
ね
葬

っ
た

っ
て
｡
う
ん
｡
そ
れ
で
､
雨
降
り
そ
う
に
な
る
と
い
う
と
'
ま
た
'
あ
ま

-
め

I
や

〔あ
そ
こ

ら
辺
は
〕
'
溢
れ
て
'
う
ち
の
親
父
は
流
さ
れ
な
い
か
な
あ
と
､
も
う
心
配
で
､
雨
降
り
そ
う
に
な
る
と
'
蛙
嶋
-
で
し
ょ
'
ガ
タ
ガ
タ
し
｡

う4
･

そ
う
い
う
こ
と
で
鳴

い
て
お
る
｡
親

ぬ
言
う
こ
と
を
ね
､
生
き
て
い
る
開
聞
か
な

い
と
い
う
と
'
死
ん
で
後
も
そ
う
い
う
ふ
う
に
'
か
え

っ
て

親
不
孝
に
な
る
ふ
う
な
こ
と
｡
こ
れ
'
戒
め
の
話
を
小
さ
い
時
ね
､
そ
う
い
う
話
を

･
･
･
｡

墓
を
造

っ
て
ほ
し
い
と
言

っ
た
の
は
へ
お
父
さ
ん
で
す
｡
息
子
が
ね

ち
●

｢墓
あ
ま

-
ん
か
い
造
-
い
び
-
が
や
-

〔墓
は
ど
こ
に
造
り
ま
す
か
〕
｣

とうくま

と
う
く
N

ち
●
く

と
言

っ
た
そ
う
だ
よ
｡
あ
ん
さ
れ
1
㌧
と
-
う
り
が
-
い
-
所

ん
か
い
で
い
-
ね
I
t
ま
た
t
や
な
所

ん
か
い
造

い
る
ほ
じ
｡
〔そ
う
す
る

と
､
こ
い
つ
が
は
､

い
い
所
に
と
言
う
と
'
ま
た
'
悪
い
所
に
造
る
は
ず
〕
｡

い
つ
も
親
の
言
う
こ
と
を
反
対
の
こ
と
ば
か
り
す
る
か
ら
そ
れ

で
'

か-ら

す
ば

ち
●

｢あ
'
川

の
側
ん
か
い
造
-
れ
-

〔川
の
側
に
造
れ
〕
｣

か
-
ら

わ
-

と
｡
川

の
側
ん
か
い
私

墓
あ
造
-
る
よ
う
に
｡
あ
ん
し

ゅ
ん
し
ぇ
-

〔そ
う
す
れ
ば
〕
川
の
側
じ
ゃ
な
-
て
'
水
の
浸
か
ら
な
い
よ
う
な
い

い
所
に
作
る
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
さ
あ
ね
｡
あ
ん
さ
れ

-
〔そ
う
し
た
ら
〕
こ
の
息
子
は
､

｢あ
ん
し
ぇ
-
あ
ん
さ
び
-
さ

〔そ
う
い
う
の
な
ら
そ
う

い
た
し
ま
し
ょ
う
〕
｣

i

-

あ
と
ぅ

う

や

ち

と
い
う
こ
と
で
'
亡
-
な

っ
て
か
ら
､
き
ち
ぇ
-
あ
の
-
墓
を
造
ろ
う
と
し
た
ら
'
今
か
ら
で
も
け
-
亡

ち
後

ん
'
親

ぬ
言
し
ぇ
-
聞

か
ね
-

な
ら
ん
む
ん
と

〔今
か
ら
で
も
'
亡
-
な

っ
た
後
か
ら
で
も
親
の
言
う
こ
と
は
聞
か
な
い
と
い
け
な
い
〕
と
い
う
こ
と
で
'
川
の
側
に
墓
を
造

115
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っ
た
ら
'
大
雨

の
と
き
は
'
こ
れ
流
さ
れ
る
心
配
が
あ
る
で
し
ょ
う
｡
そ
れ
で
'
心
配
し
て
ね
'

い
つ
も
雨
降
り
そ
う
に
な
る
と

い
う
と
'
蛙

は
ガ
タ
ガ
タ
し
て
'

一
生
懸
命
鳴
-
で
し
ょ
｡
そ
う

い
う
ふ
う
な
こ
と
で
'
死
ん
で
か
ら
'
親

の
孝
行
を
し
よ
う
と
し
た
と
｡
が
'
し
か
し
結

局
は
､
生
き
て
る
間
不
孝
な
こ
と
ば
か
り
し
た
の
は
､
死
ん
だ
後
も
不
孝
な
結
果
に
な

っ
た
と
｡

い
う
ふ
う
な
こ
と
で
そ
う

い
う
ふ
う
な
話
だ

っ
た
ね
｡
聞
か
さ
れ
た
の
は
ね
｡

平
成
二
年
八
月
二
三
日

照
屋
京
子

･
諸
喜
田
綾
子
聴
取

大
川
清
子
翻
字

↑
159
A
l
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圏

ア
マ
ガ
ク

(ガ

ー
ク
'
ガ

ー
ク
)

中
の
町

比
嘉
貞
信

(昭
和
二
年
四
月
二
九
日
生
)
上
地

入ノ上りな
-
ぐ
上ワ

ア

マ
ガ
タ
ん

で

い
言
ち
'
沖
縄
口
さ

-
に
､

ち

-
ね
-

ア

マ
ガ
タ
ん
ち
｡
ぐ
す

-
よ

I
t

ア
タ
ビ
ー
ぬ
嶋
はなしI

ア

マ
ガ
タ

の

話

い
N>いる

はなし-

色

々
あ

い
び

I
L
が
'
-
ぬ
ア

マ
ガ
タ
の

請

い
っ
ぺ

-
う
む
さ

い
ぴ
ん
｡

んかし

む
の

う
や
ふ
こ
-
む
ん

昔

-
ぬ
ア

マ
ガ
タ
ん
ち

ゃ
る
者

お
'

い

っ
ぺ

-
親
不
孝
者
な

う
や

ち

う
や

て
い
､

親
ぬ
言
し
ぇ
-
む
る
聞
か
ん
｡
親
ぬ
'

みじ
｢水
汲
り
-
1
｣
う
･丁

ん
で
い
-
ね

I
t
潮
汲
り
ち
､

ち
●
-

う
す

｢今
日
や
豆
腐
す
-
と
､つ
'
潮
汲
り
-

1
よ

-
｣

い
-

み'j

う
や

で
い
言
ね
I
t
水
汲

り
ち
'
む
る
親
ぬ
意
思
ん
か

い
逆
ら
て

い
'

うや
ふ
こ
-
むん

む
ん

親
不
孝
者
な
て

い
｡

い
っ
ぺ
I
や
な
ん
じ
ゃ
り
者
や
て

-
る
ふ

-

じ
l
｡

ア

マ
ガ
タ
と
言

っ
て
ね
'
沖
縄

の
言
葉
で
は
蛙
が
嶋
-
と
ア
マ

ガ
タ
と
言
う
｡
皆
さ
ん
､
ア
マ
ガ
タ
の
話
は
色

々
あ
り
ま
す
が
､

こ
の
ア

マ
ガ
タ
の
話
は
大
変
お
も
し
ろ
い
で
す
｡

昔

'

こ
の
ア
マ
ガ
タ
と

い
う
者
は
､
た

い
そ
う
親
不
孝
者
で
､

親
の
言
う

こ
と
は
全
-
開
か
な

い
｡
親
が
'

｢水
を
汲
ん
で
釆
な
さ

い
｣

と
言
う
と
'
潮
を
汲
ん
で
来
る
L
t

｢今
日
は
豆
腐
を
作
る
か
ら
潮
を
汲
ん
で
来
な
さ

い
｣

と
言
う
と
'
水
を
汲
ん
で
来
る
し
'
す

べ
て
親

の
意
思
に
逆
ら
う

親
不
孝
者
で
'
大
変

い
や
な
乱
暴
者
で
あ

っ
た
ら
し

い
｡

そ
の
ア

マ
ガ
タ
の
親
が
年
を
と
り
病
気
に
な

っ
た
時
'
親
は
'

｢
こ
の
ア

マ
ガ
タ
に
自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
言
う
と
絶
対
に
聞
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ど
う
-

う
や

とうし

う
ぬ
ア
マ
ガ
タ
が
'
自
分
ぬ
親
ぬ
'
な
I
t
年

い
み
そ
-
ち
'

とうし

う

や

病
気
L
t
年

い
が
た
-
な

っ
て
い
さ
る
ば

I
に
'
-
ぬ
親

ぬ
'

とう-

>-

ち

｢
-
ぬ
ア

マ
ガ
タ
が

-
､
や
る
通

い
言
ね

-
じ
よ
-
い
聞

か
ん

とぅ･･

いち
f

J-

じ

-
と
ぅ
'
な

-
'
-
り
ん
け
-
や
る
通

い
頼
み

-
ね

-
一

大

事

な
い
-
と
ぅ
'
反
対
が
ん
ち
か
や
I
に
'
さ
ん
あ
い
ね
-
な
ら
ん

む
ん
｣
｡
あ
ん
さ

I
に
ア
マ
ガ
タ
あ
び
や
I
に
'

わ

ん

ち

●-

｢
と
-
な
-
私

に
ん
な

-
病
気
ん
強

-
な

っ
て
い
'
な

1
-
ぬ

わ
ん

･H
-

か
-
ら

す

ば-

う
ち
や
る
ほ
じ
｡
私

が
亡

L

I
ね
I
t
川

ぬ
側

ん
か
い
埋
み
て

い
と
う
ら
し
よ
-
｣

た
る

か
-
ら

ナ
ば
-

い

-

ち
頼
で
-
る
ふ
-
じ
.
川

ぬ
側

ん
か
い
で
い
言

ね

I
t
反
対
が

うゎl

ん
ち
か
て

い
'
上

ぴ
ん
か
い
'
山
ん
か
い
哩
み
-
る
は
じ
ゃ
-

と
ぅ
｡

か
-
ら

ナ
ば
-

｢

川

ぬ
側

ん
か
い
埋
み
て
い
と
ぅ
ら
し
よ
I
L

i

Jる

スノや

ち
頼

で
い
｡
あ
ん
さ
れ
-
'
-
ぬ
ア
マ
ガ
タ
や
ま
た
'
な

-
親
が

i-i-
む
る
う
や

い-

にじり

元
気
や
る

間

全
部
親
ぬ
言
し
ん
か
い
反
対
が
ん
ち
か
て
い
'
右

ふじやい

ふじやい

にじり

う
す

み')

ん
で
い
ね

-
左

'

左

で
い
言
ね

-
右
｡
潮
ん
で
い
れ

-
水
'

みじ

い
-

う
す

水
ん
で
い
言
ね
-
潮
で
い
'
む
る
反
対
が
ん
ち
か
て
1
-
と
う
､

う
わ

う
や

な
し

1
番
終
い
ぬ
-
と
う
ん
り
か
-
じ
ん
ち
ょ
ん
､
親
ぬ
言
る

とよノ-
通

い
守
ら
ん
と
-
な
ら
の
-
あ
ら
に
ん
で
い
ち
｡

う
や

ま
-

か-ら

す
ば

｢親

ぬ

『亡
L

I
ね

I
で

い
ち
､
川

ぬ
側

ん
か

い
哩
み
り

う
や
こ-
ニ
-
く
ん
ど
う

よ
-
』
ん
で
い
や
ぎ

ー
る
む
ん
ぬ
'
親
孝
行
今
度
び
か
-
じ
ん
ち

い
て
は
-
れ
な
い
だ
ろ
う
か
ら
'
も
う
'
こ
れ
に
は
や

っ
て
欲
し

い
こ
と
を
そ
の
ま
ま
頼
む
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で
'
反
対
の

こ
と
を
言
わ
な
い
と
い
け
な
い
｣
と
思
い
'
そ
う
し
て
'
ア
マ
ガ

タ
を
呼
ん
で
､

｢も
う
私
の
病
気
も
重
-
な

っ
て
'
も
う
'
近
い
う
ち
に
死
ん
で

し
ま
う
で
あ
ろ
う
｡
私
が
死
ん
だ
ら
川
の
側
に
葬

っ
て
ち
ょ
う
だ

い
ね
｣

と
頼
ん
だ
よ
う
だ
｡
川
の
側
と
言
え
ば
'
反
対
の
こ
と
を
言

っ
て

い
る
の
で
'
上
の
方
に
'
山
に
葬
る
は
ず
だ
か
ら
'

｢川
の
側
に
葬

っ
て
ち
ょ
う
だ
い
ね
｣

と
頼
ん
だ
｡
そ
う
す
る
と
'
こ
の
ア
マ
ガ
タ
は
ま
た
､
も
う
親
が

元
気
で
い
る
う
ち
は
み
ん
な
親
の
言
わ
れ
る
こ
と
に
は
反
対
の
こ

と
ば
か
り
し
て
'
右
と
い
え
ば
左
'
左
と
言
え
ば
右
､
潮
と
言
え

ば
水
'
水
と
言
う
と
潮
と
い
う
具
合
に
す
べ
て
反
対
の
こ
と
ば
か

り
し
て
き
た
の
で
'
も
う
'
臨
終
の
時
だ
け
で
も
親
の
言
わ
れ
る

通
り
の
こ
と
を
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
な
い
か
と
'

｢親
が

『死
ん
だ
ら
川
の
側
に
葬
り
な
さ
い
』
と
言
わ
れ
る
の
で
'

親
孝
行
と
思

っ
て
今
度
ば
か
り
で
も
親
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
あ

げ
よ
う
｣

と
｡
そ
れ
で
親
が
亡
-
な
る
と
'
親
が
言
わ
れ
た
通
り
に
川
の
側

に
葬

っ
た
よ
う
だ
｡
ア
マ
ガ
タ
は
そ
う
し
た
ら
'
雨
が
降
る
た
び

117



雨蛙不孝

う
や

い
-

よ
ん
親
ぬ
言
し
ち
か
な
｣

う
や

JN-

う
や

ん
で

い
ち
'
あ
ん
さ

I
に
'
親
ぬ
亡
ち

ゃ
-
と
ぅ
'
親
ぬ
言
る

と
う
-

か
-
ら

す
ば

通

い
川

ぬ
側

ん
か

い
哩
み
て

-
る
ふ

-
じ
う

り
や
｡
あ

ん
さ

あ

み
ふ

か

-
ら

み
'
)

れ

1
両

降

い
ぬ
か

-
じ
'
川

ぬ
水

ぬ

い
っ
ぱ

い
ち
る
が

っ
て

い
'

みじ

あ
ん
さ
'
う
ぬ
墓
ん
か

い
む
る
水
ち
る
が

っ
て

い
｡
さ
-
と
ぅ
'

む

の

-
ぬ
ア
マ
ガ
タ
ん
で

い
る
者

お
始
み
て

い
分
か
て

い
､

わ
-
う

や

みじ

｢
あ

い
え

ー
な

I
t
私

親

I
な

-
ま

た
水

び
た

し
な

と

-
さ

や
-

｣あ

み
ふ

ち
'
雨
降
い
ぬ
か

-
じ
'
ガ
ー
タ
ー
'

り
そ

-
ん
で

い
｡
あ
ん
さ
く
と
ぅ
'

く
わ

ち
◆-

ビ

ー
､
子
ぬ
達

､
そ

-
い
り
よ

-
0

あ
わ

ガ
ー
タ

ー
ん
で

い
ち
'
哀

ア

マ
ガ
タ
な
て
-
な
ら
ん

囲

(ガ
I
ク
ー
ガ
ー
ク
ー
)

に
川
の
水
が
い
っ
ぱ

い
に
な
り
'
墓
ま
で
水
び
た
し
に
な

っ
た
｡

そ
う
し
た
ら
こ
の
ア

マ
ガ
タ
は
そ
の
時
に
な

っ
て
始
め
て
分
か

っ

て
'｢あ

あ
ど
う
し
よ
う
｡
私
の
親
は
も
う
､
ま
た
水
び
た
し
に
な

っ

て
い
る
ん
だ
ね
え
｣

と
'
雨
が
降
る
た
び
に
ガ
タ
'
ガ
タ
と
鳴

い
て
つ
ら

い
思

い
を
し

て
い
る
そ
う
だ
｡
だ
か
ら
'
あ
ま

の
じ
ゃ
-
に
な

っ
て
は

い
け
な

い
よ
'
子
ど
も
た
ち
よ

い
い
子
に
な
り
な
さ

い
ね
｡
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平
成
二
年
八
月
二
三
日

宜
保
勝

･
宮
平
聴
取

大
川
清
子
翻
字

↑
165
A
5

山
里

伊
佐
安
弘

(明
治
四

一
年
六
月
八
日
生
)
白
川

い
つ
も
自
分
勝
手
で
遊
ん
で
お
る
の
で
､
親

の
死
に
目
に
な

っ
て
も
､
行
-
こ
と
も
で
き
な

い
と

い
う
意
味
だ
ね
｡
が
､
親
が
も
う
亡
-
な

っ
て
し
も
う
た
ら
'
も
う
'

い
つ
も
雨
ば
か
り
な

っ
て
ね
'
そ
れ
で
へ
雨
が
降
り
そ
う
に
な

っ
た
ら
ガ
ー
タ
ー
ガ
I
ク
-
や

っ
た
ら
し

い
ん
で

す
が
｡

平
成
二
年
八
月
三

日

平
識
美
恵
子

･
津
嘉
山
朝
昭
聴
取

石
川
小
百
合
翻
字

↑
137
A
8



雨蛙不孝

119

国

(ガ
ー
ク
ー
ガ
ー
ク
ー
)

山
里

伊
佐
安
弘

(明
治
四

一
年
六
月
八
日
生
)
白
川

こ
れ
は
ね
え
､
親
不
孝
者
の
話
だ
よ
｡

親
が
い
-
ら
病
気
な

っ
て
も
来
て
-
れ
な

い
｡
こ
の
､
蛙
だ
け
は
ね
｡
そ
の
時
に
親
が
死
ん
で
し
も
う
た
か
ら
'
そ
の
と
き
は
'
ま
た
心
入

れ
替
え
て
'
親
の
言
う
こ
と
を
信
じ
て
や

っ
た
ら
､

｢
お
前
は
'
親
不
孝
し
て
お
る
か
ら
'
お
前
は
も
う
水
の
所
で
育
ち
な
さ
い
｣

と
い
う
神
様
か
ら
の
命
令
を
受
け
て
｡
そ
れ
か
ら
'
雨
の
降
る
と
き
は
ガ

ー
タ
ー
ガ
ー
タ
ー
し
て
嶋
-
と
い
う
｡

平
成
二
年

…

月

一
六
日

平
識
美
恵
子

･
輿
那
嶺
昭
郎

･
仲
尾
由
美
聴
取

石
川
小
百
合
翻
字

↑
182
A
4
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池
原

又
吉
松
八

(明
治
三
八
年
四
月
八
日
生
)
池
原

か
ん
な

必

じ
､

て
-
な

-
0

め
-

ひ
さ
あ

し
-
ば
い

あ
れ

ー
前
か
に
て
い
'
足
上
ぎ
て

い
小
便
す
る
は

-

か
た
ひ
さ
あ

し
-ば
い

片
足
上
ぎ
て
い
'
小
便
す
し
ぇ
-
｡
ち
ゃ
-
し
ん
'

ひ
さ

み
-
ち

足
あ
三
本
あ
て
-
る
ば
-
よ
-
｡

こ
-
る

t<ち
だ
ん

め-
ニ
ー
る

香
炉
､
仏
壇
ぬ
前
ぬ
香
炉
､

]K
-

あ
っ

｢
い
や
ー
や
'
何
処
ん
歩
か
ん
'

ねー●l

あ
ん
さ
I
に
t
と

1
､
-
ぬ
今

.■ー

ち
ゃ
-
居
ど
う
そ

1
-
と
ぅ
'

む
ん

て
>
-
ち

と

う

ち

い
や
ー
物

か
ら
一

本

え
ー
取

や
I
に
､
犬
ん
か
い
付
さ
ら
や
-
.

I
-

あ
っ

い
や
ー
や
何
処
ん
歩
か
ん
-
と
ぅ
｣

い
の

ふいさゆ
-
ち

けなし-
ち

う
に
I
か
ら
'
犬
お
足
四
本
な
た
ん
で
い
ぬ
伝
え

話

聞
ち
ゃ

お
な
は

る
ば
-
｡
う
ぬ
小
那
覇
先
生
か
ら
｡

昭
和
五
五
年
五
月

一
八
日

必
ず
､
犬
は
前
も

っ
て
'
足
を
上
げ
て
小
便
す
る
わ
け
さ
あ
ね

え
｡
片
足
を
上
げ
て
小
便
す
る
さ
あ
｡
た
ぶ
ん
'
足
は
三
本
し
か

な
か

っ
た
は
ず
よ
｡
そ
れ
で
'
も
う
'
今
の
香
炉
ね
'
仏
壇
の
前

の
香
炉
に

〔神
様
が
〕
'

｢
お
前
は
'
ど
こ
も
歩
か
な
い
'
ず

っ
と
座

っ
て
い
る
か
ら
'
お

前
の
物
か
ら

一
本
取

っ
て
犬
に
-

つ
つ
け
よ
う
ね
｡
お
前
は
ど
こ

に
も
行
か
な
い
か
ら
｣

そ
の
と
き
か
ら
'
犬
は
足
が
四
本
に
な

っ
た
と
い
う
伝
え
話
を

開
い
た
わ
け
｡
こ
の
小
那
覇
先
生
か
ら
｡

喜
納
弘
子

･
岡
田
浩

･
新
城
悦
子

･
島
袋
美
奈
子
聴
取

山
城
綾
子
翻
字

T
3
A
5

豊

川

平
田
盛
永

(明
治
四

一
年
六
月
六
日
生
)
登
川

ウ
コ
ー
ル
ん
で
い
し
え
ー
'
線
香
立
て
い
-
る
ウ
コ
ー
ル
ぬ
あ

んかし

は')

ひ
さ

ゆ
-

し

ぇ
-

｡

あ
れ

ー
'

昔

え
ー
'
始
ま

い
や
'
足
あ
四
ち
あ
た
ん

か
た
ひ
さ
と
う

いんぐわ-

で

い
よ
｡
あ
ん
L
が
'
片
足
あ
取
や

I
に
犬
小

ん
か
い
'
う

り

ウ
コ
ー
ル
と
い
う
の
は
'
線
香
を
立
て
る
香
炉
の
こ
と
だ
よ
｡

あ
れ
は
'
昔
は
､
始
め
は
足
が
四
本
あ

っ
た
そ
う
だ
よ
｡
だ
け
ど
'

片
足
は
取

っ
て
犬
に
あ
げ
た
の
で
'
犬
は
足
が
四
本
に
な

っ
た
わ
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い
ん

ぐ
ゎ
ー
e

-

ひ
さ
-

し
ぇ

1
-
と
う
'
犬

小

四

ち
足

な
と

-
る
ば

-
て
｡
あ
ん
さ
-

ひ
さ

と
ぅ
'
ウ

コ
ー
ル
か
ら
う
ん
ち
ぇ
-
む
ん
し
ぇ

-
る
足
や
-
と
う

e

ぐ

8
ぐ

ん
で
い
や
ー
に
'
う
り
'
汚

し

-
ね

-
罰
当
た
い
-
と
ぅ
'
汚
ち

かた
ひ
さ

ぇ
-
な
ら
ん
で
い
や

ー
'
片
足
あ
上
ぎ
て

い
し

つ
こ
す
ん
で

い
｡

は

なL
I

U
.+
う
だ

ん
は

なし
I

う
ぬ
話

や
冗

談

話

や
'
あ
た
る
ば

-
て
-
0

け
さ
｡
そ
れ
で
､
ウ
コ
ー
ル
か
ら
お
借
り
し
た
足
だ
か
ら
'
そ
れ

を
汚
し
た
ら
罰
が
当
た
る
か
ら
､
汚
し
た
ら

い
け
な

い
と
い
っ
て
'

片
足
を
上
げ
て
し

っ
こ
を
す
る
ん
だ

っ
て
｡
こ
の
話
は
冗
談
話
ね
'

あ

っ
た
わ
け
さ
｡

昭
和
六
〇
年
八
月
二
六
日

辺
土
名
初
美
聴
取

宜
保
勝
翻
字

T
15
A

12

回

㌔
徴
か
ら
ね
,
五
徳
か
ら
よ
,
て｢
ち

､え
ー
恥
や

I
に
,

e
I

いの

e
I
四
ち
み
-

あ
た
ん
で
い
'
五
徳
は
'
足
が
四
ち
あ
た
ん
で
い
.
犬
お
I
三
ち

あ

ぐ
る

ど
う
あ
た
ん
で
い
よ

ー
｡
あ
ん
さ

I
に
､
あ
ん
し
ぇ
-
歩

っ
ち
苦

さ
ん
む
ん
で
い
言
や

I
に
'
五
徳
か
ら
'
神
様
が
て

1
㌧
五
徳
か

と

う

い

4

き

ご
と

こ

ん
')

ら
取

や

I
に
'
犬

ん
か
い
呉

た
ん
で
い
｡
五

徳

お
動

か
ん
し
ぇ
I

ん
じ

み
-

や

-
｡
動

か
ん
ぐ
と
､つ
'
な

-
三
ち
し
ぇ
I
L
む
ん
で
い
や

ー
に
'

い
ぬ

く
い

い
の

あ
ん
さ

-
い
犬
ん
か
い
呉
た
ん
で
い
｡
あ
ん
さ
ぐ
と
､つ
'
犬
お
'

う
か
み

か
み
さ
)H

ひ
さ

あ

｢
御
神
か
ら
'
神
様
か
ら
う
た
び
み
そ
-
ち
ぇ
-
る
足

あ
'
上

ぎ

り
わ
る
や
る
｣

し
-
ば
い

ん
で
い
や

ー
に
'
あ
ん
さ

I
に
小
便
し

1
-
わ
ー
ち
ぇ
-
な
ら
ん

A

で
い
や

ー
に
上

ぎ
と

-
る
ば

-
て
｡
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知
花

富
里
秀
栄

(明
治
四

一
年
九
月

1
0
日
生
)
知
花

五
徳

〔
の
足
は
四
本
あ

っ
た
〕
か
ら
ね
'
五
徳
か
ら
足

一
つ
を

取

っ
た

っ
て
｡
犬
は
三
本
し
か
な
か

っ
た

っ
て
よ
｡
そ
れ
で
'

そ

ん
な
で
は
歩
き
に
-

い
か
ら
と
い
っ
て
､
神
様
が
ね
'
五
徳
か
ら

足
を
取

っ
て
'
犬
に
呉
れ
た

っ
て
｡
五
徳
は
動
か
な

い
で
し
ょ
う
｡

動
か
な

い
か
ら
'
も
う
三

つ
で
い
い
と
い
っ
て
､
そ
う
し
て
犬
に

呉
れ
た

っ
て
｡
そ
う
し
た
か
ら
'
犬
は
'

｢
御
神
か
ら
'
神
様
か
ら
い
た
だ
い
た
足
は

〔小
便
す
る
と
き
に

濡
ら
さ
な

い
よ
う
に
〕
､
上
げ
ん
と
い
け
な

い
｣

と
言

っ
て
'
そ
う
や

っ
て
'
小
便
か
け
て
は
い
け
な

い
と
い
っ
て

〔片
足
を
〕
上
げ
て
い
る
わ
け
｡



犬の足

注

①
五
徳

･
･
･
火
鉢
の
中
に
置
-
'
鉄
ま
た
は
せ
と
も
の
の
3
本
か
4
本
の
足
の
あ
る
輪
型
の
も
の
｡

昭
和
六
〇
年

一
〇
月

一
三
日

照
屋
寛
信

･
山
本
啓
子
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
23
A
10

122

泡
瀬
第

l

普
久
原

幸

(大
正
五
年
三
月
五
日
生
)
泡
瀬

か
た

ひ
さ

い
ん

ひ
さ

さ

い

そ

み

-

犬
は
､
し

つ
こ
す
る
と
き
は
'
片

足

上
げ
て
す
る
さ
あ
ね
｡
こ
れ
は
小
さ

い
時
に
た
だ
聞
い
た
だ
け
で
あ

っ
て
ね
'
犬

ぬ
足

あ
最

初

お
-
≡

ひさ

ゆ-

ち
る
や
た
ん
で

い
し
が
や

1
､
-
ぬ
五
徳
ぬ
足

あ
四

ち
あ
た
-
と
､つ
'

〔犬
の
足
は
最
初
は
三

つ
だ

っ
た
そ
う
だ
が
ね
'
こ
の
五
徳

の
足
が
四

い

ん

つ
あ

っ
た
か
ら
〕
あ
れ
か
ら

一
つ
付
け
て
､
こ
の
犬

に
付
け
た
か
ら
､
こ
の
犬
は
'
今
し

っ
こ
す
る
と
き
に
は
ま
た
'
片
足
上
げ
て
'
こ
の
足

は
汚
し
た
ら

い
け
な

い
と

い
う
こ
と
で
､
や

っ
て
い
る
ら
し

い
よ
う
と

い
う
こ
と
を
'
た
だ
開

い
た
わ
け
｡

だ
か
ら
'
こ
ん
な
の
は
ね
'
私
た
ち
が
小
さ

い
と
き
に
'
た
だ
集
ま

っ
て
､
こ
ん
な
や

っ
た
よ
う
と
聞
い
た
よ
｡
こ
れ
は
短

い
話
｡
こ
の
ぐ

ら

い
し
か
で
き
な

い
わ
け
｡
こ
れ
は
､
夜
'
友
達
同
志
で
や

っ
た
｡

わ

ん

｢
と

I
t
私

ね

-
う

っ
さ

〔は
い
'
私
の
話
は
こ
れ
だ
け
〕
｣

と
言

っ

て

'

ま
た
､
次

は
'

血-

｢
い
.や

-

や
何
す
が

〔あ
ん
た
は
'
何
を
話
す
か
〕
｣

はなし-ぐゎ-

と
言

っ
て
'
や
る
で
し
ょ
う
｡

い
い

話

小
せ

-

〔楽
し

い
話
合
〕
と

い
う
が
ね
｡

平
成
二
年
三
月

二

一日

豊
岡
早
苗
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
56
A
3



犬の足

泡
瀬
第

一

普
久
原

幸

(大
正
五
年
三
月
五
日
生
)
泡
瀬

五
徳
は
ね
'
五
徳
の
足
は
四
本
あ

っ
て
も
'
三
本
に
し
て
も
別
に
か
ま
わ
な
い
け
ど
犬
は
'
ち
ょ
っ
と
三
本
で
は
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
い

い
んぐわ-し
-ば
い

ゐ
-

あ

し
-は
い

っ
て
'

一
つ
五
徳
か
ら
-
れ
た
｡
あ
ん
さ

-
に
大
小
小
便
L

I
ね
I
や
､
貰
て
I
L
る
や
ぐ
と
う
ん
ち
､
上
ぎ
ゃ
I
に
小
便
す
ん
で
い
ビ
ー

や
-
ん
ち

〔そ
れ
で
犬
は
小
便
す
る
と
き
に
は
'
貰

っ
た
足
だ
か
ら
と
'
足
を
上
げ
て
小
便
す
る
そ
う
だ
よ
と
〕
'
こ
れ
も
例
え
話
で
な
い
か

な
｡
本
当
の
話
か
ど
う
か
知
ら
ん
け
ど
｡
こ
れ
貰

っ
た
も
の
だ
か
ら
'
お
し

っ
こ
か
け
ち
ゃ
い
け
な
い
と
｡

や

わ

ん

昔
は
火
鉢
が
あ

っ
て
'
そ
の
火
鉢
に
五
徳
と
い
う
の
が
あ

っ
て
'
そ
れ
に
薬

碓

か
け
て
や
り
よ

っ
た
の
よ
｡
だ
か
ら
'
あ
れ
は
三
本

〔足
)

で
も
で
き
る
で
し
ょ
う
'
こ
ん
な
し
て
ね
｡
あ
れ
は
足
が
四
本
あ

っ
て
'
あ
れ
の
足
か
ら
神
様
が
､
犬
に
-
れ
た

っ
て
｡
だ
か
ら
'
片
足
上
げ

て
し

っ
こ
す
る
と
い
う
ん
で
す
が
､
あ
れ
も
ね
え
'
〔
こ
れ
も
こ
ん
な

っ
て
よ
う
〕
と
い
う
が
'
こ
れ
は
嘘
か
も
分
か
ら
ん
｡

平
成
二
年
七
月
六
日

山
城
綾
子

･
崎
山
用
彰

･
粟
国
実

･
通
事
美
香
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
83
A
6

住
吉

浜
比
嘉
ナ
へ
(大
正
七
年
七
月
五
日
生
)
森
根

ど
う
-

自
分
ぬ
お
祖
母
さ
ん
た
I
か
ら

ー
あ
ら
ん

〔自
分
の
お
祖
母
さ
ん
か
ら
で
は
な

い
〕
｡
小
那
覇
ブ
-
テ
ン

(舞
天
)
先
生
て
い
う
'
歯
医
者

が
い
ら

っ
し
ゃ
つ
た

っ
て
｡
あ
の
人
が
こ
っ
ち
の
公
民
館
で
講
演
が
あ

っ
た
と
き
に
聞
い
た
話
だ
け
ど
｡

犬
は
何
で
足
三
本
し
か
な
か

っ
た
の
か
ね
｡
三
本
し
ぇ
t
不
自
由
で
し
ょ
う
'
歩
け
な
い
わ
け
さ
｡
だ
か
ら
'
こ
の
仏
壇
に
'
神
様
に
'
も

こ
-
一〇

う

一
本
は
お
願
い
し
て
あ
る
わ
け
さ
｡
そ
れ
か
ら
､
神
様
は
考
え
て
か
ら
に
へ
こ
の
香
炉
の
足
は
､
昔
は
四
本
あ

っ
た

っ
て
｡
だ
か
ら
こ
れ
は

も
う
'
い
つ
も
こ
っ
ち
に
座

っ
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
'
三
本
で
大
丈
夫
だ
か
ら
'

｢
一
本
は
じ
ゃ
あ
'
犬
に
上
げ
よ
う
｣

っ
て
｡
で
'
犬
に
上
げ
た
か
ら
さ
'
こ
の
犬
は
'
も
う
足
を
貰

っ
て
四
本
な

っ
た
と
い
っ
て
ね
｡
そ
し
た
ら
'
し

つ
こ
す
る
と
き
に
は
こ
ん
な

123



犬の足

し
て
や
る
で
し
ょ
う
'
片
足
を
上
げ
て
こ
ん
な
し
て
｡
こ
の
足
は
神
様
か
ら
貰

っ
た
'
授
か

っ
た
も
ん
だ
か
ら
ね
'
濡
ら
し
て
は
も
う
た
い
へ

ん

っ
て
'
い
つ
も
こ
ん
な
し
て
足
上
げ
て
'
濡
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

っ
て
｡
私
も
こ
れ
'
小
那
覇
先
生
か
ら
の
話
'
た
だ
覚
え
て
い
る

だ
け
で
す
よ
｡

平
成
二
年

一
二
月

一
六
日

平
良
真
也

･
加
島
三
史

妄

村
夏
子
聴
取

大
川
清
子
翻
字

↑
187

A
4

124

盟

嘉
間
良

普
久
原
ウ
シ

(大
正
二
年

一
一
月
二
五
日
生
)
嘉
間
良

う
こ
-
▼9

あ
の
う
'
御
香
炉
は
四
本
あ
る
け
れ
ど
'

か
た
ひ
さ

犬
の
足
は
三
本
だ

っ
た
ね
｡
し
て
か
ら
'
も
う
'
片
足
ゲ
ッ
ー
ウ
-
〔び
っ
こ
を
ひ
-
〕
す
る
さ
-

①
ひ

ね

か
ん

う

こ
.

ち

ね
｡
だ
か
ら
こ
ん
な
し
て
い
け
な
い
か
ら
と
い
う
て
'
火

の

神

の
御

香

炉

は
足
が
四
本
あ
る
か
ら
､
あ

っ
ち
か
ら
取

っ
て
t
で
､
犬
に
あ
げ
た

し
-
1∫
い

っ
て
い
う
話
は
あ

っ
た
ね
｡
こ
れ
は
神
様
が
取

っ
て
あ
げ
た
か
ね
え
｡
あ
れ
か
ら
譲
ら
れ
た
い
う
話
は
あ
る
け
れ
ど
｡
そ
し
て
'
犬
が
小
便
す

か
た

ひ
さ

う
こ
-
ち

る
と
き
'
片

足

上
げ
て
や
る
の
は
'
あ
れ
は
'
神
様
か
ら
貰

っ
た
足
を
濡
ら
し
て
は
い
け
な
い
っ
て
｡
御
香
炉
か
ら
も
ら

っ
た
足
だ
か
ら
｡
こ

の
話
は
誰
か
ら
も
聞
か
な
い
'
も
う
い
ろ
い
ろ
'
何
か
の
と
き
に
集
ま
る
さ
-
ね
'
四
'
五
名
も
､
五
㌧
六
名
も
｡
そ
の
と
き
に
話
出
た
は
ず

よ
｡
冗
談
話
か
ら
そ
れ
は
出
た
は
ず
｡
友
達
同
志
が
集
ま

っ
た
と
き
に
ね
｡

て
いが
た

注

①
火
の
神

･
･
･
沖
縄
に
仏
壇
が
普
及
す
る
前
か
ら
'
家
庭
を
守
る
大
切
な
神
様
と
し
て
台
所
に
配
ら
れ
て
き
た
｡
石
三
個
を
鼎
型
に
並
べ
た
も
の
｡
何

か
願
い
ご
と
が
あ
る
場
合
は

｢仏
壇
｣
よ
り

｢火
の
神
｣
を
先
に
拝
む
｡

平
成
二
年

一
二
月

一
四
日

豊
岡
早
苧

諸
喜
田
綾
子

･
稲
嶺
悦
子
聴
取

照
屋
京
子
翻
字

↑
178
A
7



犬の足

中
央

金
城
初
子

(大
正
五
年
二
月
二
四
日
生
)
石
川
市

①

う

か
ま

が

な

し
.

②

ひ

血

か
ん

が

な

し
t

本
当
は
あ
の
う
､
御

竃

加

那

志

､

火

の

神

加

那

志

の
足
は
四
つ
あ

っ
た

っ
て
｡
今
､
三
本
に
な

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
｡
犬
の
足
が
三
本
あ

っ

う
か
土

が
な
し
ー

た
か
ら
'
こ
の
御

竃

加

那

志

が
見
て
か
ら
に
'

｢あ
ん
た
は
よ
-
歩
-
の
に
ね
､
三
本
で
よ
-
こ
ん
な
に
歩
-
の
に
､
私
は
も
う

一
本
'
多
い
か
ら
ね
'
私
は
あ
ん
ま
り
歩
か
ん
か
ら
､
私
の

よ
ん
ぼ
ん

も
の
か
ら

一
本
分
け
て
あ
げ
る
か
ら
､
四

本

に
な
し
な
さ
い
｣

う

か
土

が
な
し
-

と
言

っ
て
'
御

竃

加

那

志

か
ら

一
本
は
貰

っ
た
か
ら
'
〔犬
は
〕
お
し

っ
こ
す
る
と
き
に
も
'

｢恩
'
恩
が
あ
る
か
ら
｣

と
言

っ
て
ね
'
濡
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
て
'
片
足
は
上
に
上
げ
て
し

っ
こ
す
る

っ
て
｡
こ
の
話
は
聞
い
た
｡
こ
れ
も
お
父
さ
ん
か
ら
開
い
た
｡

注

①
御
竃
加
那
志

･
･
･
こ
こ
で
は
香
炉
の
こ
と
｡
加
那
志
は
'
敬
意
を
表
す
接
尾
辞
｡

J}
メ
カ
ン

②
火
の
神
加
那
志

･
･
･
火
の
神
｡
沖
縄
に
仏
壇
が
普
及
す
る
前
か
ら
家
庭
を
守
る
大
切
な
神
様
と
し
て
台
所
に
三
個
の
石
を
よ
り
ま
L
と
し
て
紀
ら
れ

て
き
た
神
｡
加
那
志
は
'
敬
意
を
表
わ
す
接
尾
辞
｡

平
成
三
年
五
月
二
三
日

宮
城
昭
美

･
香
村
夏
子

･
謝
敷
勝
美

･
石
川
小
百
合

･
大
川
清
子

･
照
屋
京
子
聴
取

石
川
小
百
合
翻
字

↑
189
B
7

胡
屋

嘗
其
ア
キ

(明
治
四
三
年
七
月

一
〇
日
生
)
泡
瀬

貰

っ
た
足
だ
か
ら
ね
､
大
事
に
し
よ
う
言
う
て
'
片
足
上
げ
て
お
し

っ
こ
す
る
そ
う
で
す
.
そ
う
い
う
話
.
神
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ね
､え
'

あ
の
う
､
い
い
こ
と
で
も
し
た
ん
だ
ろ
う
｡
で
'
四
本
に
な

っ
た
｡

｢あ
ん
た
歩
き
に
-
い
だ
ろ
う
｣

と
言
う
て
'
神
様
が
四
本
足
に
し
た
か
ら
ね
'

125



犬の足

｢
こ
れ
は
神
様
か
ら
い
た
だ
い
た
足
だ
か
ら
大
事
に
し
よ
う
｡
濡
ら
し
た
ら
い
け
な
い
｣

て
､
こ
う
し
て
片
足
は
上
げ
て
お
し

っ
こ
す
る
だ
ろ
う
'
今
で
も
さ
あ
｡
そ
う
い
う
ま
あ
'
お
と
ぎ
話
'
お
も
し
ろ
い
お
話
が
あ
る
ん
だ
け
ど
｡

こ
の
足
は
'
お
釜
か
ら
ん
で
い
言
た
ん
や
､
ん
ち
ゃ

〔う
ん
､
そ
う
だ
〕｡
お
釜
は
ね
'
三
本
足
よ
う
｡
ね
､
あ
れ
は
三
本
で
も
立
つ
か
ら
ね
｡

あ
れ
か
ら
取

っ
て
付
け
た
と
か
何
と
か
｡
そ
れ
は
'
は

っ
き
り
覚
え
て
な
い
け
ど
ね
｡
何
か
'
は

っ
き
り
分
か
ら
な
い
よ
｡
気
に
し
な
い
け
ど
｡

何
か
ら
か
取

っ
て
付
け
た
そ
う
だ
よ
｡

平
成
二
年
八
月

一
九
日

山
城
綾
子

･
安
次
嶺
寿

･
崎
山
須
麻
子
聴
取

香
村
夏
子
翻
字

↑
103
A
5

126

圏

胡
屋

普
其
ア
キ

(明
治
四
三
年
七
月

一
〇
日
生
)
泡
瀬

むかしばなし-

犬
は
三
本
足
で
あ

っ
た

っ
て
な
｡
こ
れ
は
昔

話

'
み
ん
な
知

っ
て
い
る
よ
｡

か
ま
さ
土

た
そ
う
だ
か
ら
ね
｡
こ
の
ウ
カ
マ
ガ
ナ
シ
-

〔お
竃
様
)
は
四
つ
あ
る
だ
ろ
う
｡

い
る
だ
ろ
う
｡
そ
れ
三
つ
に
し
て
ね
｡
犬
は
､

三
本
足
で
あ

っ
た
い
ゆ
て
ね
｡
犬
は
､
昔
'
三
本
足
で
あ

っ

ひ
の
か
ん

こ
の
火
の
神
の
神
様

〔香
炉
の
足
〕
は
四
つ
こ
う
'
立

っ
て

｢三
本
で
は
不
便
だ
か
ら
'
も
う

一
本
足
を
出
し
て
下
さ
い
｣

と
言

っ
て
､
神
様
に
頼
ん
だ
ら
'

｢そ
ん
な
ら
'
火
の
神
の
あ
の

〔足
〕
四
つ
あ
る
の
は
取

っ
て
'
火
の
神
は
三
つ
に
し
て
'
あ
れ
動
か
ん
か
ら
'
あ
ん
た
の
足
に
つ
け
よ
う
ね
え
｣

言
ゆ
て
ね
､
神
様
が

〔犬
の
足
を
〕
四
つ
足
に
し
た
そ
う
だ
よ
｡
そ
れ
で
ね
'
今
で
も
電
柱
の
前
で
お
し

っ
こ
す
る
時
に
は
片
足
上
げ
る
だ
ろ

う
｡
今
で
も
'
お
し

っ
こ
す
る
時
に
は
犬
は
片
足
上
げ
る
よ
ね
え
｡
あ
れ
は
'
神
様
か
ら
ね
'
譲

っ
て
-
れ
た

〔足
に
〕
お
し

っ
こ
で
も
か
け

た
ら
､
失
礼
に
な
る
言
う
て
'
そ
れ
で
｡
理
屈
で
そ
う
い
う
て
い
る
か
も
知
ら
ん
け
ど
｡
そ
う

い
う
話
が
'
犬
が
片
足
を
上
げ
て
し

っ
こ
す
る

の
は
､
神
様
か
ら
貰

っ
た
足
'
し

つ
こ
ち
ょ
っ
と
で
も
た
ら
し
た
ら
'
失
礼
に
な
る
い
う
て
ね
'
そ
う
し
て
い
る
ん
だ
あ
と
い
っ
て
ね
｡
そ
ん

な
こ
と
も
あ
る
か
な
あ
｡



犬の足

平
成
二
年

三

月

一
四
日

宜
保
勝

･
森
章
吏

･
粟
国
実

･
香
村
夏
子
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

↑
177
A
8

凪はなし-

わ
ん

ち

①

お

な

は

-
ぬ

話

ん
'
私
が
聞
ち
ゃ
し
ぇ
-
､
小

那
覇
ブ
-
テ
ン

(舞

し
ん
し
-

はなし-

天
)
先
生
ぬ

話

｡
話
の
受
け
売
り
｡

ちね-

め
-

ま

-
ぬ
家

ん
け

-
ん
仏
壇

に
あ
て

い
'
仏
壇
ぬ
前
ん
か

い

かんな

う
こ
-
た

う
こ
-
ち

や

ー
必

じ
御
香
立
て

い
-
る
御
香
炉
ぬ
あ

い
び
I
L
が
｡
-
め

う
こ-
る

ひさ

み
-

也
-

う
こ
-

御
香
炉
ぬ
足
や
三
ち
ど
う
あ
い
び
-
ん
｡
何
故
ん
ち
､
う
ぬ
御
香

る

ひ
さ

み
-

はなしー

炉
ぬ
足
や
三
ち
や
が
や

-
ん
で

い
る

話

や
し
が
｡

い
っ
ペ
-

う
む
さ

ふ
ん
と
-

う
こ
-
る

ひ
さ

ゆ
-

面
白
い
び
-
ん
｡
本
当
や
御
香
炉
ぬ
足
あ
四
ち
あ
い
び
-
た
ん
で

た
血

い
｡
あ
ん
L
が
'
神
様
ん
か
い

頼
ま
り
や
-
な
か
い
'
-
れ
-

み
-

う
こ-
る

ひさ-み
-

三
ち
な
て

い
'
ず
ー

っ
と
'

な

I
t
御
香
炉
ぬ
足
三
ち
ん
ち
決

'J
ち

ふんと
-

ひ
さ

い
ん

む
っ

ま
と
I
L
が
'

-れ
-
実
え

ー

'
本
当
や
'
-
ぬ
足
や
犬
ぬ
持
ち

ょ
-
び

-
ん
｡

んかし

う
こ
I
る

ひ
さ

ゆ
-

とうい

た
-

む
か
で

ひ◆-く

昔
'
御
香
炉
ぬ
足
あ
四
ち
'
ま
た
'
鳥
や
二
ち
'
百
足
や

百

㌧

字
ん

百

ん
ち
書
か

っ
と
ー
ん
､
郡

か

｡
@
(
ブ
ぉ
足

ね
-
ん
｡
う

+J
I

ひ◆-く

ひ
さ
I

い
の

ひ
さ

み
-

ん
ぐ
と
ぅ
L
t
神
様
ぬ
決
み
て
I
L
が
'
犬
お
足
あ
三
ち
あ
た
ん

いん

ひ
さ

み
-

あ
っ

ぐ
る

で
い
｡
あ
ん
さ
で
-
'
-
ぬ
犬
ぬ
足
あ
三
ち
さ
-
な
け
-
歩
ち
苦

さ
ぬ
'
ゲ
ッ
-
ウ
イ
'
ゲ
ッ
-
ウ
イ
L
t
な
-
い
っ
ペ
-
な

-
す

中
の
町

比
嘉
貞
信

(昭
和
二
年
四
月
二
九
日
生
)
上
地

こ
の
話
も
'
私
が
聞
い
た
の
は
'
小
那
覇
ブ
-
テ
ン
先
生
の
話
｡

話
の
受
け
売
り
で
す
｡

ど
こ
の
家
に
も
仏
壇
が
あ

っ
て
'
仏
壇
の
前
に
は
必
ず
線
香
を

立
て
る
御
香
炉
が
あ
り
ま
す
が
｡
こ
の
御
香
炉
の
足
は
三
つ
あ
り

ま
す
｡
ど
う
し
て
'
そ
の
御
香
炉
の
足
は
三
つ
か
ね
え
と
い
う
話

で
す
が
'
と

っ
て
も
面
白
い
で
す
｡
本
当
は
御
香
炉
の
足
は
四
つ

あ

っ
た
そ
う
で
す
｡
だ
け
ど
'
神
様
に
頼
ま
れ
て
'
こ
れ
は
三
つ

に
な
り
'
ず
う

っ
と
御
香
炉
の
足
は
三
つ
と
決
ま

っ
て
い
る
が
'

こ
れ
は
実
は
'
本
当
は
､
こ
の
足
は
犬
が
持

っ
て
お
り
ま
す
｡

む
か
fJ

昔
'
御
香
炉
の
足
は
四
つ
'
ま
た
､
鳥
は
二
つ
'
百
足
は
百
､

字
も
百
と
書
か
れ
て
い
る
､
百
足
は
｡

ハ
ブ
は
足
は
な
い
｡
こ
ん

な
ふ
う
に
'
神
様
が
決
め
て
あ
る
が
､
犬
の
足
は
三
つ
だ

っ
た

っ

て
｡
そ
う
し
た
か
ら
'
こ
の
犬
の
足
は
三
つ
で
は
歩
き
づ
ら
-
て
､

ゲ
ッ
-
ウ
イ
'
ゲ
ッ
-
ウ
イ
し
て
も
う
と

っ
て
も
不
便
で
､
も
う
'

何
を
し
て
も
'
走

っ
て
も
'
も
う
三
つ
し
か
足
が
な

い
か
ら
'
み

ん
な
も
う
､
歩
き
づ
ら
-
て
不
便
で
'
こ
ん
な
で
は
い
け
な
い
と
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犬の足

也
-

は
-

-

ぇ
-

つ
ち
'
な

I
t
何
L

I
わ
ん
'
走
え

I
L

1
わ
ん
'
な
-

み

-

ひ
さ

あ

っ
ぐ

る

三

ち
る
足

あ
あ
-
と

､つ
'
む
る
な

I
へ
歩

ち
苦

さ
ぬ
す
-

え

ー

さ

I
に
t
か
ん
し
ぇ
-
な
ら
ん
む
ん
で

い
や

ー
に
神
様
ぬ
前
ん
か

い
行
ち

ゃ
I
に
､

わ

い
ん

｢
え
ー
さ

い
神
様
､
な
し

私
ね

-
犬

る
や

い
び

I
L
が
な
し

む
血

ど
う

-

か

物

ん
自

分

-
る
L
が
-
て

い
食
み
わ
る
や

い
'
な

1
㌧
あ
ま
は
い
'

あ

っ

み
-

-
ま
は
い
'
歩

き
ん
し
わ
る
や
し
が
な

I
t
だ

I
t
う
ぬ
足
ん
三

あ

っ

ぐる

ち
る
や

い
び

1
-
と
う
歩

ち
苦

さ
ぬ
t
か
ん
し
ぇ
-
な

い
び
ら
ん

ひ
さ
て
い-

う
ふ

-

と

う

'

ち

ゃ
-
が
ら
足

一
ち

ぇ

-
多
-
な
ち
き
み
そ

-
ら
ん

が
や

-
｣

う
に
け

神
様
ん
か
い
御
願
え
し
え
ー
る
ふ

-
じ
｡
あ
ん
さ
れ

1
㌧
神
様
ん
'

h

Vの

｢
あ

い
'
や

っ
さ

I
や

-
｡
だ

1
㌧

い
や
ー
物

お
ば

っ
ぺ
-
て

い

ひ
さ
み
-

ち'く

し

ざ

JN
ん
-

足
三
ち
る
作

て

I
L
が
'
ん
ち

ゃ
､

い
や
ー
が
仕

様

見

じ

-
ね
'

い
へ
-
ど
う

-
ぐ
る
さ

っ
さ
I
や

-
｡
あ
ん
し
ぇ

-
う
れ

I
t
ん

か
ん
げ

ま

ち

ゃ
'
考

え
て

い
と

う
ら
し

ぇ

-
や
る
む
ん
な

-
｡
待

っ
ち

ょ
-
き
よ

-
｣

ひ
さ

う
ふ

ん
かじ

く

で

い
や
ー
に
'
あ
ん
さ

I
に

一
番
足
ぬ
多
さ
る
'
-
ぬ
百
足
､
此

れ
旭

光

和

郎

し
え

ー
百

足

ん
で

い
言

や
び

I
L
が
,
く
り
百
足
呼

む
か

で

ん
か
じ
あ

び
や

I
に
'ん
か
'J

ひ
さ

む

っ

｢
え

っ
'
百
足
よ

I
t

い
や
ー
や
'
う
さ
き
-
な
-
な

-
足

持

ち

てい-

わ

よ
1
-
と
ぅ
や
へ

一
ち
ぇ
1
分

さ
ら
ん
な

-
｣

思

っ
て
神
様

の
所
に
行

っ
て
'

｢も
し
も
し
'
神
様
'
私
は
犬
で
あ
り
ま
す
が
'
食

べ
物
も
自
分

で
工
面
し
て
食

べ
な

い
と

い
け
な

い
し
､
あ

っ
ち
行

っ
た
り
'
こ

っ
ち
行

っ
た
り
歩
か
な

い
と

い
け
な

い
が
'

ほ
ら
､
こ
の
足
も
三

つ
で
す
か
ら
歩
き
に
-
-
て
'
不
便
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
'

ど
う

に
か
足
を

一
つ
多
-
し
て
-
れ
ま
せ
ん
か
ね
え
｣

神
様

に
お
願

い
し
た
よ
う
で
す
｡
そ
う
し
た
ら
'
神
様
も
'

｢あ
あ
'
そ
う
だ
ね
え
｡
も
う
､
あ
ん
た
の
は
､
間
違
え
て
足
を

三

つ
し
か
作

っ
て
な

い
が
'
そ
う

い
え
ば
'
あ
ん
た
の
歩
き
方
を

見
た
ら
'
少
し
歩
き
に
-
そ
う
だ
ね
､え
.
そ
ん
な
ら
こ
れ
は
'
う

ん
'
考
え

て
あ
げ
な

い
と

い
け
な

い
ね
え
｡
待

っ
て

い
な
さ

い

よ
｣
と
言

っ
て
､
そ
う
し
て
､

一
番
足
の
多

い
､

こ
の
百
足
に
'
こ
れ

は
大
和

口
で
は
百
足
と
言

い
ま
す
が
'
こ
の
百
足
を
呼
ん
で
､

｢
お

い
'
百
足
よ
'
あ
ん
た
は
､
こ
ん
な
に
た
-
さ
ん
足
を
持

っ

て
い
る
か
ら
ね
'

一
つ
は
分
け
て
-
れ
な

い
か
ね
え
｣

っ
て
'
神
様
が
頼
ん
だ
か
ら
､
こ
の
百
足
は
ま
た
'

｢
い
や
､
違

い
ま
す
よ
｡
私
は
こ
れ
だ
け
あ

っ
て
保

っ
て
歩
け
る

ん
で
す
か
ら
'
そ
の

一
つ
と
言
え
ど
も
譲
れ
ま
せ
ん
よ
う
｣

と
'
断
ら
れ
て
し
ま

っ
て
｡
そ
れ
で
'
あ
れ
に
も
こ
れ
に
も
､
神

様
は
熱
心
に
頼
ん
だ
よ
う
だ
が
t
も
う
み
ん
な
へ
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犬の足

た
ー勺

ん
で

い
'
神
様
が
頼
だ
-
と
ぅ
'
う
ぬ
百
足
え
ー
ま
た
'

わ
ん

た
む

｢あ

っ
'
あ

い
び
ら
ん
ピ

ー
'
私

ね

1
-

つ
き
-
あ
り
わ
る
'
保

てい-

ゆ

じ

ち
や

い
び

1
-
と
､つ
'
う
ぬ

一
ち
ゃ
ら
ん
て
-
ま
ん
譲

ら
ら
ん

ビ
ー
さ

い
｣くと
う

わ

ち
'
け

-
断

ら

っ
て

い
｡
あ
ん
さ

I
に
､
あ
り
ん
け

-
'
-
り

た
●○

ん
け

-
､

い

っ
ぺ
-
神
様
や
頬

で

-
る
ふ
-
じ
や
し

が
'
な
-

ん
I
t.

皆

'

ぴ
ち
ぐ

と

ち

ち

｢あ

っ
､
う
れ
-
な

-
別

事

お
聞

ち
ん
､
-
り
聞

か
ら
ん
ビ

ー
さ

ヽし
｣

た
-

が

っ
て
い
ん

く
･N

ん
ち
'
誰

ん
合

点

さ
ん
｡
あ
ん
さ
れ

I
t
神
様
ん
困
て

い
'

｢
ち

ゃ
-
さ
る
む
ん
が
や

-
｣

か
んげ

ど

う

-

み

-

め

-

ん
ち
t
と

ぅ
る
ば
て

い
考

え
と

-
た
ん
で

い
｡
自

分

ぬ
目

ぬ
前

う

う
こ
-
る

ん-

ん
か
い
居
る
御
香
炉
ぬ
立

っ
ち
し
ょ
I
L
t
け

-
見

ち

ゃ
-
と
ぅ
'

ひ
舌

ゆ
-

う
こ
-
ち

｢-
れ

-
足
あ
四
ち
あ
L
が
'
-
ぬ
'
御
香
炉
ん
ち

ゃ
る
む
の
I
t

わ
-
め

-

ぬ

-
た
だ
'
私

前

ん
か
い
立

っ
ち

ゃ
る
ま
で

い
る
や
る
｡
ま

-
ん

あ

っ

か
い
歩

ち
ん
し

ゃ
ん
｡
と

-
ひ
ゃ
-
～
-
り
や
さ
｣

ん
で
い
や
ー

に
'

う
こ
-
る

あ
っ

ゆ
-
じ
●

｢
え

ー
､
御

香
炉
よ
I
t

い
や
ー
や
'
歩
ち
ん
さ
ん
あ

い
'
用
事

で

い
ち
ん
ね

-
ら
ん
'
う
ま
ん
か
い
立

っ
ち

ゃ
る
'
う
ま
ち

ゃ
-

ひ
さ

ゆ

-

立
ち
ど

ぅ
や
-
と

ぅ
や

-
｡

い
や
ー
足

や
'
別
に
四

ち
な
ら
ん

は
じ

み
-

は
じ

と
-
'
な
ら
ん
筈
や
-
と
ぅ
､
三
ち
し
ん
し
む
る
筈
や
-
と
ぅ
'

｢あ
あ
'
こ
れ
は
も
う
別

の
こ
と
は
開
け
て
も
'
こ
れ
は
で
き
ま

せ
ん
よ
う
｣

と
言

っ
て
､
誰
も
合
点
し
な

い
｡
そ
う
し
た
か
ら
'
神
様
も
困

っ

て
'｢ど

う
し
た
も

の
か
ね
え
｣

と
'
ぼ
ん
や
り
と
考
え
て
い
た

っ
て
｡
自
分
の
目
の
前
に
居
る
御

香
炉
が
立

っ
て
い
る
の
が
'
目
に
と
ま

っ
た
の
で
'

｢
こ
れ
は
足
が
四

つ
あ
る
が
'
こ
の
御
香
炉
と

い
う

の
は
'
も
う

た
だ
'
私
の
前
に
立

っ
て
い
る
だ
け
だ
｡
ど
こ
に
も
歩
か
な

い
｡

よ
し
'
こ
れ
だ
｣

と
言

っ
て
'

｢
お

い
'
御
香
炉
よ
'
あ
ん
た
は
歩
-
こ
と
も
な

い
し
'
用
事
と

い
っ
て
も
な

い
へ
こ
こ
に
立

っ
た
ま
ま
'
こ
こ
に
ず

っ
と
立

っ
て

い
る
だ
け
だ
か
ら
ね
､
あ
ん
た
の
足
は
別
に
四

つ
な
-
て
も

い
い

は
ず
だ
か
ら
'
三

つ
で
も

い
い
は
ず
だ
か
ら
'

一
つ
は
譲
ら
な

い

ね
え
｣

っ
て
'
神
様
が
言

っ
た
か
ら
'
御
香
炉
は
'

｢
は

い
'
私
は
も
う
何
処
に
も
行
き
ま
せ
ん
｡
た
だ
'
そ
こ
に
も

う
､
立

っ
て
い
る
だ
け
で
す
か
ら
､
よ
ろ
し

い
で
す
よ
｣

と
言

っ
て
へ
そ
う
し
て
'
心
安
-
合
点
し
た
の
で
'

｢あ
あ
'
御
香
炉
よ
'
あ
り
が
と
う
ね
｣
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ていI

ゆ+J

一
ち
ぇ
-
譲
ら
ん
な

-
｣

う
こ-
1つ

ん
で
い
､
神
様
ぬ
言
ち
ゃ
-
と
ぅ
'
御
香
炉
お
I
t

わ

ん

ね
-

よ
-

｢う
ー
ん
'
私

ね
-
な
-
何

ん
'
何
処
ん
か
い
行
ち
ゃ
び
ら
ん
｡

入ノ
)～

よ
-
ん
､
其
処
ん
か
い
な

-
立

っ
ち
ゅ
る
'
立
ち
る
や
い
び
1
-

と

ぅ

'
ゆ
た
き
い
び
ん
ピ

ー
｣

が

っ
て
い
ん

た
み

ん
ち
､
あ
ん
さ

I
に
'
な
だ
や
し
-
合

点

さ
る
為

な
か
い
､

スノ
こ
-
一〇

｢
と
-
御
香
炉
よ
I
t
あ
り
が
と
う
や
さ
｣

う
こ
-
る

ひ
さ
と
う

いぬ

く
い

ん
ち
､
-
ぬ
御
香
炉
ぬ
足
取
や

I
に
犬
ん
か
い
呉
て
-
る
ふ
-
じ
｡

う
こ
-
る

み
-

し

いの

あ
ん
さ

I
t
御
香
炉
お
三
ち
さ
-
な
か
い
済
ま
ち
､
-
ぬ
犬
お
'

う
こ-
る

う
か
')

ひ
さ
てい-

う
ふ

う
ぬ
御
香
炉
ぬ
御
陰
に
足

一
ち
ぇ
-
多
-
な
や

I
に
､
う
ん
に

あ
っ

や
し

あ
ん
'(
-

ん
か
ら
'
じ
こ
-
歩
ち
易
-
な
て
い
､
い
-
塩
梅
し
｡
や
し
が
'

i
-

ひ
さ

｢神
様
か
ら
黄
て
-
る
大
切
な
足
や
る
む
ん
｣

し-ば
い

たぴ

か
た
ひ
さ
あ

し
-は
い

ち
'
お
し

っ
こ
'
小
便
す
る
度
に
片
足
上
ぎ
て
い
小
便
L
t
あ
ん

う
ん
じ
あらわ

さ
I
に
ち

ゃ
I
t
神
様
ぬ
恩
義
表
ち
ょ
-
る
ふ
-
じ
-
や
ん
で

い
の

し
-α-い

ひ
さ

あ

い
｡
う
ん
に
ん
か
ら
'
犬
お
-
小
便
す
る
か

-
じ
足
あ
上
ぎ
ー

ん
ち
'
決
ま
と
-
る
ふ
-
じ
I
や
い
び
ん
｡

注

①
小
那
覇
ブ

-
テ
ン
･
･
･
小
那
覇
舞
天
｡
小
那
覇
全
孝
｡

と
言

っ
て
'
こ
の
御
香
炉
の
足
を
取

っ
て
､
犬
に
呉
れ
た
よ
う
だ
｡

そ
う
し
て
､
御
香
炉
の
足
は
三
つ
で
充
分
で
'
犬
は
'
こ
の
御
香

炉
の
お
か
げ
で
足
が

一
つ
多
-
な

っ
て
､
そ
の
と
き
か
ら
'
と
っ

て
も
歩
き
易
-
な

っ
て
'
い
い
具
合
に
な

っ
た
｡
だ
け
ど
'

｢神
様
か
ら
も
ら

っ
た
大
切
な
足
だ
も
の
｣

と
言

っ
て
'
お
し

っ
こ
'
小
便
す
る
た
び
に
片
足
を
上
げ
て
小
便

し
て
､
そ
う
し
て
い
つ
も
､
神
様
の
恩
に
感
謝
を
表
し
て
い
る
よ

う
だ
｡
そ
の
と
き
か
ら
'
犬
は
小
便
す
る
た
び
に
足
を
上
げ
る
よ

う
に
と
'
決
ま

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
｡
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②

ハ
ブ

･
･
･
沖
縄
に
分
布
す
る
陸
生
毒
蛇
の
う
ち
'

ハ
ブ

･
ヒ
メ
ハ
ブ

･
サ
キ
シ
マ
ハ
ブ
の
三
種
の
総
称
｡

③
大
和
語

･
･
･
大
和
は
'
沖
縄
か
ら
日
本
本
土
を
さ
す
こ
と
ば
｡
大
和
語
と
は
'
日
本
本
土
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
を
さ
す
｡

平
成
二
年
八
月
二
三
日

宜
保
勝

･
宮
平
聴
取

大
川
清
子
翻
字

↑
165
A
4



犬の足

い
ん

はなし

んかし

ち
ゅ

あ
ぬ
犬
ぬ
話
や
よ

-
｡
昔

え
ー
'
あ
ん
す
-
と
ぅ
'
あ
る
人

は

なし
-
ん
か

し
ち

▲

は

じ

ぬ
話

'

昔

ん
人

お
I
t
う
れ
-
､
全
-
あ
ね

-
あ
ら
ん
た
る
筈

いん

ひさ

み-

や
し
が
'
犬

ぬ
足

あ
三
ち
る
あ
た
る
と
｡
あ
ん
L
t
そ
-
た
-
と

くん
ど

よノニ
ー

る

e

-

う
'
今

度

お
'
あ
ぬ
仏
壇
ぬ
御

香

炉

は
四

ち
あ
た
ん
と
言

っ
て
お

い

んぐ
わ

ー

い
ん

り
ま
す
ね
え
｡
あ
ん
さ
ぐ
と
ぅ
'
う
ぬ
大

小

ぬ
､
そ
-
い
り
犬

ぐゎ-
小
な
た
-
と
ぅ
'

わ

ん

み

-

い
の

｢あ
ー
な
､
う
れ

I
t
私

ね
-
三

ち
し
ん
立
た
た
り
I
L
が
､
犬

あ

っ

ゆ
-

て
い-

お
歩

き
わ
る
や
-
と
ぅ
'
四
ち
あ
る
え

ー
か
る
'

一
ち
ぇ
-
う

く
い

り
ん
か
い
呉
れ
-
｣

く
い

ん
ち
'
呉
た
し
が
'
四
本
な

っ
た
と
い
う
話
や
た
る
は

-
て
-
0

中
の
町

比
嘉
長
信

(大
正
五
年

一
月

一
一
日
生
)
大
工
廻

犬
の
話
は
ね
'
普
'
あ
る
人
か
ら
開
い
た
話
｡
昔
の
人
の
話
で

は
'
こ
れ
は
全
-
そ
う
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
'
犬
の
足
は
三

本
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
ど
｡
そ
れ
で
も
'
そ
の
よ
う
に
し
て

い
た
ら
し
い
が
'
今
度
は
'
あ
の
仏
壇
の
香
炉
は
足
四
本
あ

っ
た

と
言

っ
て
お
り
ま
す
ね
え
｡
そ
う
し
た
か
ら
､
そ
の
小
犬
は
利
口

な
犬
だ

っ
た
ん
で
'
〔香
炉
〕
が

｢
こ
れ
は
も
う
'
私
は
三
本
足
で
も
立
て
る
が
'
犬
は
歩
か
な
い

と
い
け
な
い
か
ら
'
四
本
な
い
と
い
け
な

い
か
ら
､

一
つ
は
こ
れ

に
あ
げ
な
さ
い
｣

と
言

っ
て
､
〔犬
に
足
を

一
本
〕
呉
れ
た
の
で
､
四
本
な

っ
た
と

い
う
話
だ

っ
た
わ
け
｡

平
成
二
年

〓

有

一
四
日

平
識
美
恵
子

･
伸
宗
根
広
恵

･
大
川
清
子
聴
取

大
川
清
子
翻
字

↑
169
A
7

中
の
町

山
城
清
輝

(大
正

二
二
年
五
月
二
七
日
生
)
嘉
手
納
町

いんぐわ-

笑
い
話
み
た
い
に
な
る
ん
だ
が
'
犬
小
や
し

っ
こ
す
る
場
合
に
'
片
足
上
げ
て
や
る
で
し
ょ
う
｡
な
ぜ
'
｢
ぬ
-
ん
ち
'
あ
ん
ぐ
と
ぅ
I
L

し
-ば
い

わ

小
便
す
が
'
い
や
ー
や
分

か
い
み

〔ど
う
し
て
'
あ
ん
な
ふ
う
に
し

っ
こ
す
る
か
'
あ
ん
た
分
か
る
か
〕
｣
と
言
わ
れ
て
ね
｡
こ
れ
は
ね
'
犬

は
ね
'
昔
は
足
が
三
本
し
か
な
か

っ
た

っ
て
｡
そ
れ
で
､
神
様
に
ね
'

131



犬の足

｢私
は
も
う
歩
-
の
が
大
変
好
き
な
ん
だ
け
ど
も
'
足
が
三
本
し
か
な
い
か
ら
ね
'
大
変
不
便
だ
と
｡
だ
か
ら
何
と
か
､
他
の
動
物
み
た
い
に
'

牛
や
馬
み
た
い
に
四
つ
の
足
が
欲
し
い
ん
で
す
け
ど
｣

と
､
い
つ
も
お
祈
り
し
た
わ
け
さ
｡

そ
し
た
ら
へ
神
様
が
降
り
て
来
て
ね
'

｢四
つ
の
足
'
あ
と

一
本
欲
し
い
と
言
う
ん
だ
が
'
な
か

っ
た
｣

と
言

っ
た
ん
だ
け
ど
も
､

て

い-

じ

ふ

い

ふ

｢な
-
一

ち
ぇ
-
是

非

欲

さ
い
び
っ
さ
-

〔も
う

一
つ
は
是
非
欲
し
い
で
す
ね
〕
｣

と
言

っ
た
ら
､

て
い
-

ふ
いさう
--

｢う
ん
､
じ
ゃ
あ
'
あ
ん
し
ぇ
-
相
談
さ
-
な
か
い
､
な

-
一

ち
ぇ
-
､
い
や
ー
足
植

て
い
と
う
ら
き
ゃ
ー

〔そ
ん
な
ら
相
談
し
て
'
も
う

一
つ
'
あ
ん
た
の
足
を
植
え
て
あ
げ
よ
う
ね
〕
｣

と
'
い
う
こ
と
で
､
ウ
コ
ー
ル

〔御
香
炉
〕
よ
'
仏
壇
の
前
に
あ
る
ウ
コ
ー
ル
､
あ
の
ウ
コ
ー
ル
を
呼
ん
で
ね
'

に
ん

に
んじe-

め
-

ゐ-

ひ舌

ゆ
-

ゆ
-

｢
ウ
コ
ー
ル
よ
'
い
や
ー
や
'
年
か
ら
年
中
ー

-
ド
-
メ

-
ぬ
前
ん
か
い
居
ち
る
う
る
む
ん
や
'
足
あ
四
ち
な
1
人
-
用
あ
ら
の
-
あ
ら
に

〔御
香
炉
よ
､
あ
ん
た
は
年
か
ら
年
中
'
仏
壇
の
前
に
座

っ
て
居

っ
て
い
る
か
ら
､
足
は
四
つ
は
必
要
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
〕
｣

と
言
う
た
ら
ね
'

｢ぬ
I
が
さ
い

〔ど
う
し
て
で
す
か
〕
｣

ち
ゅ
っ
た
ら
ね
'

"Utワ

｢う
ん
､
実
え
'
あ
ぬ
犬
が
歩
-
の
に
不
便
起
こ
っ
て
い
る
か
ら
'
あ
と

一
本
足
が
欲
し
い
と
言
う
ん
だ
｣

｢あ
ん
L
I
､
ち
ゃ
-
さ
び
I
が
て
-

〔そ
ん
な
ら
'
ど
う
し
ま
す
か
〕
｣

ふいさて
い-

ゆ

じ

｢
い
や
ー
む
ん
足

一
ち
ぇ
I
t
う
り
ん
か
い
譲

ら
ん
な
-

〔あ
ん
た
の
足
を

一
つ
は
'
こ
れ
に
譲
ら
な
い
か
〕
｣

ん
ち
ゃ
-
と
ぅ

〔と
言

っ
た
か
ら
〕､

132

わ
ん

あ

っ

｢う
ん
じ
ゅ
が
あ
ん
言
み
し
ぇ
-
る
む
ん
ぬ
'
私

ね
-
､
な
-
､
ビ
ー
し
え
歩

か
ん
へ
-
I
-
-
メ
-
ん
か
い
ち
ゃ
-
居
ち
る
う
る
む
ん
ぬ
､



犬の足

ふ
い
さ

み

-

てい-

い血

足

あ
三

ち
し
ゆ
た
き
い
び
-
る
ん
し
ぇ
I
t

一
ち
ぇ
-
犬
ん
か
い
う
さ
ぎ
れ
-

〔あ
な
た
が
そ
う
お

っ
し
ゃ
る
な
ら
'
私
は
ど
う
せ
歩
か
な

い
で
､
仏
壇
に
い
つ
も
座

っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
'
足
は
三
つ
で
十
分
で
す
か
ら
'

一
つ
は
犬
に
差
し
上
げ
て
下
さ
い
〕
｣

い
う
こ
と
で
'
ほ
ん
で
､
ウ
コ
ー
ル
か
ら

一
本
足
を
引

っ
こ
抜
い
て
ね
'
犬
に
あ
げ
た

っ
て
｡
そ
れ
で
､
犬
は
今
も

っ
て
'
神
様
か
ら
い
た
だ

い
た
ね
､
ウ
コ
ー
ル
か
ら
い
た
だ
い
た
清
ら
か
な
大
事
な
足
だ
か
ら
､
と
い
う
こ
と
で
'
お
し

っ
こ
す
る
時
に
濡
ら
さ
な
い
よ
う
に
､
片
足
を

上
げ
て
お
し

っ
こ
を
す
る
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
に
な

っ
て
い
る
｡
そ
れ
で
'
ウ
コ
ー
ル
は
今
'
足
が
三
本
し
か
な
い
ん
だ
よ
｡
ウ
コ
ー
ル
は
足

は
三
本
し
か
な
い
｡
が
､
犬
は
四
本
な

っ
て
い
る
｡
そ
れ
で
'
そ
の
足
を
大
事
に
す
る
た
め
に
へ
お
し

っ
こ
す
る
時
は
足
を
上
げ
る

っ
て
｡

平
成
二
年
八
月
二
三
日

照
屋
京
子

･
諸
喜
田
綾
子
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

↑
159
A
2

諸
兄
里

宮
島
其
良

(大
正
四
年

一
一
月
九
日
生
)
諸
兄
里

人ノ
こう
る

今
の
御
香
炉
は
､
〔足
は
〕
三
本
し
か
な

い
で
し
ょ
う
｡
あ
れ
は
元
は
四
本
あ

っ
た
ら
し
い
ね
｡
だ
が
よ
'
こ
の
犬
は
三
本
し
か
な
か

っ
た

う
こう
る

う
か
み

で
し
ょ
う
ね
｡
不
便
利
だ
か
ら
と
い
う
意
味
で
'
御
香
炉
の
御
神
か
ね
し

そ
れ
が

一
本
あ
げ
て
､
犬
は
'
こ
れ
に
し

っ
こ
か
け
ち
ゃ
-
い
か

う
こスノ
る

ん
と
い
う
意
味
で
'
こ
う

〔片
足
を
〕
上
げ
る
と
い
う
話
は
､
と
き
ど
き
耳
に
し
た
こ
と
あ
る
ね
え
｡
〔犬
の
足
は
〕
御
香
炉
か
ら
賞

っ
た
と

い
う
て
｡

平
成
二
年
八
月

一
九
日

平
識
美
恵
子

･
津
嘉
山
朝
昭

･
平
良
美
夏

･
新
城
美
恵
聴
取

香
村
夏
子
翻
字

↑
105
A
6

山
里

伊
佐
安
弘

(明
治
四

一
年
六
月
八
日
生
)
白
川

う
こ入ノ
る

う
こスノ
る

〔犬
の
足
は
〕
ま
あ
'
三
本
で
は
'
歩
-
の
も
不
自
由
だ
か
ら
と
思

っ
て
'
線
香
を
立
て
る
御
香
炉
ね
'
御
香
炉

〔
の
足
〕
を

一
本
貰

っ
た

133



犬の足

かた
っぽ
う

ら
'
四
本

の
足
に
な

っ
た
と
｡
そ
れ
で
'
そ
の
線
香
立
て
か
ら
貰

っ
た
足
を
'
も
う
へ
濡
ら
し
た
ら
い
か
な

い
と
い
っ
て
片
方

〔
の
足
)
を

う
こう
る

上
げ
て
'
お
し

っ
こ
は
や
る
と
｡
た
だ
'
そ
れ
だ
け
し
か
分
か
ら
な
い
｡
御
香
炉
に
線
香
立
て
る
で
し
ょ
｡
あ
れ
か
ら
､
こ
れ
は
取

っ
た
ら
し

0ヽ
し

平
成
二
年
八
月
二

言

平
識
美
恵
子

･
津
嘉
山
朝
昭
聴
取

石
川
小
百
合
翻
字

↑
137
A
7
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年に何回

年
に
何
回

ん
か
し

う

か
み

あ
ぬ
よ
し

昔

御

神

宣
か
い
や
'

いくち
上ワ

｢牛
え
'
幾
月
｡
馬

あ

一
年
｣

じ
ん

み

で
い
言
ち
､
う
ぬ
吟

味

言
い
渡
し
ぬ
あ
て
-
ぎ
さ
ん
て
-
.
あ
ん

さ
-
と
ぅ
､
馬
ぬ

一
年
な
た
-
と
ぅ
よ

I
t
な

1
-
さ
み
ち
'

わ
ん

｢
一
年
'

一
年
に
る
'
私

ね

-
し
み
-
る
い
｣

あ
は

で
い
言
や

I
に
'
あ
ん
さ

I
に
-
さ
み
ち
ゃ
I
に
､
暴

り
て

-
る

ち

▲-
どう

あ
ば

ふ
-
じ
て
-
.
あ
ん
さ
-
と
ぅ
'
丁

度

'

ぽ
ん
じ
暴

り
や

I
に
'

ひ逃
ん
ぎ
ー
に
よ
'

に

ん

じ

に

ん

じ

｢
人

間

の
-
さ

い
'
人

間

の
-
さ

い
｣

ち
-

ん

ち
追

て

い
行

じ
ぇ
-
る
ふ

-
じ
｡
あ
ん
さ
-
と
､つ
'

に
ん

.i

｢
人

間

の
-
な

-
'

い
ち
や
て

い
ん
し
む
さ
'

い
ち
や
て

い
ん
t

む
さ
｣

で
い
言
や

I
に
､
あ
ん
さ

-
､

い
ち
や
て

い
ん
し
む
ん
で

い
｡

年
に
何
回
や
し

ぇ
-
や

-
｡
う
り
が
'
馬

あ

一
年
な
と

-
る

ち●-
け-

ば

-
て
-
｡
一
年
に
る

一
回
な

い
る
は
-
や

っ
き
み
や

-
｡
あ

ん
さ
-
と
ぅ
､
な

-
馬
ぬ
暴
り
て

-
る
ば

-
て

-
'
-
さ
み
ち

や
I
に
'
あ
ん
さ
く
と
ぅ
'

知
花

富
里
秀
栄

(明
治
四
二
年
九
月
二

〇
日
生
)
知
花

あ

の
ね
昔
'
神
様
が
ね
'

｢
牛
は
幾
月
'
馬
は

一
年
｣

と
言

っ
て
吟
味
'
言
い
渡
し
が
あ

っ
た
ら
し
い
さ
あ
｡
そ
う
し
た

か
ら
'
馬
は

一
年
に

二

回
〕
な

っ
た
か
ら
'
も
う
怒

っ
て
'

｢
一
年
'

一
年
に

一
回
私
は
さ
せ
る
の
か
｣

と
言

っ
て
怒

っ
て
ね
､
暴
れ
た
み
た
い
｡
そ
う
し
た
か
ら
､
ち
ょ

う
ど
'
馬
が
暴
れ
て
い
る
最
中
'
〔神
様
が
〕
逃
げ
ま
わ

っ
て
い

る
時
に
よ
'

｢
人
間
は
ど
う
し
ま
す
か
'
人
間
は
｣

と
言

っ
て
'
神
様

の
あ
と
を
追

い
か
け
て
行

っ
た
み
た
い
｡
そ
う

す
る
と
'
神
様
は
'

｢
人
間
は
も
う
､

い
つ
で
も

い
い
'

い
つ
で
も

い
い
さ
｣

と
言

っ
て
'
そ
れ
か
ら
人
間
は
い
つ
で
も

い
い
っ
て
｡

年
に
何
回
で
し
ょ
う
｡
こ
れ
が
'
馬
は

一
年
な

っ
て
い
る
わ
け

さ｡一
年
で

一
回
だ
け
で
き
る
わ
け
さ
あ
ね
｡
そ
う
し
た
ら
'
馬

が
怒

っ
て
暴
れ
て
い
る
わ
け
さ
あ
ね
え
｡
ち
ょ
う
ど
､
そ
の
時
に
'

｢人
間
は
い
つ
や
る
か
'
人
間
は
｣
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年に何回

に
ん
じ

に
ん
.)

｢人
間
の
-
さ
い
'

人
間
の
-
さ

い
｣

ち
-

う
か
み

う
-

ん

L
t
追
て
い
'
御

神
ん
追
て
い
行
じ
ゃ

-
と
ぅ
'

｢
い
ち
や
て
い
ん
し
む
さ
な

I
t
い
ち
や
て
い
ん
し
む
さ
｣

ん
ち
｡
あ
ん
さ
I
に
'
い
ち
や
て
い
ん
し
む
ん
で
い
｡

と
言

っ
て
'
〔人
間
が
〕
神
様
を
追

い
か
け
て
行
-
と
'

｢
い
つ
で
も
い
い
よ
｡
も
う
'
い
つ
で
も

い
い
よ
｣

と
言
わ
れ
た
の
で
'
い
つ
で
も
よ
い
こ
と
に
な

っ
た
｡
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昭
和
六

〇
年
十
月

二
二
日

照
屋
寛
信

･
山
本
啓
子
聴
取

上
門
博
之
翻
字

T
23
A
18

南
桃
原

山
内
盛
福

(大
正
二
年
九
月
二
五
日
生
)
南
桃
原

神
様
が
'
年
に
何
回
か
を
決
め
て
い
た
時
､
最
後
に
馬
が
行

っ
た
ら
ね
'

一
年
に

一
回
と
回
数
減
ら
さ
れ
て
ね
､

｢
そ
れ
じ
ゃ
あ
｣

と
言

っ
て
怒

っ
て
'
そ
れ
で
神
様
蹴

っ
て
ね
｡
そ
の
後
に
､
人
間
が
行

っ
た
ら
､

｢も
う
'
勝
手
に
し
な
さ
い
｣

と
言

っ
た

っ
て
｡
そ
れ
で
人
間
は
自
分
勝
手
に
自
分
ら
で

〔や

っ
て
い
る
)
0

平
成
二
年

=

百

一
六
日

上
門
千
賀
子

･
森
章
吏

･
諸
喜
田
綾
子
聴
取

照
屋
京
子
翻
字

↑
185
B
3



猿の赤尻由来

14

猿
の
赤
尻
由
来

ち
●

い
ね

い

-

ひ
ん
す

-
む
ん

エ
ー
キ
ん
人
ぬ
や
し

稲

え
植

た
-
と
ぅ
や
'
貧

乏

者

ぬ
や
し

いね

い
-

｢う
ぬ
稲
え
ち
ゃ
I
L
植
た
が
'

い
っ
た

-
む
ん
ゆ
か
と

-
る
む

ん
｣
で
い
ち
ゃ
ぐ
と
ぅ
や
-
'

①
め
t
だ
ね

い
-

｢う
ぬ

米

種

え
､
紗
り
ち
か
ら
や
'
紗
り
ち
か
ら
や
植
-
よ

-
｣

ひ

んナ
ー
む
血

ち
e

い
ー

で
い
'
貧

乏

者

ん
か
い
'

エ
ー
キ
ん
人
ぬ
'
り
-
さ
し
言
ち
き
た

ぐ
と
ぅ
や
'
さ
-
と
ぅ
'

｢
や
-
ん
-
｣

め
-
だ
ね

>

う
ぬ
､
米
種
え
､
妙
り
ち
ぇ
-
ぐ
と
ぅ
'
み
-
ら
ん
し
ぇ
-
｡
憎

ひ
んす-
む
ん

む

き
し
や
'
あ
ん
L
t
う
ぬ
貧
乏
者
ぬ
や
'
恨
み
持

っ
ち
'
う
ね

じf

②

ひ
ん

門
ぬ
や

マ
-
イ
サ
ー
'

マ
-
イ
サ
ー
焼
ち
ゃ
-
い
や
'
う
ぬ
貧

す
-
乏
が
ピ

ー
､
恨
み
し

マ
-
イ
サ
ー
焼
ち
ゃ
-
い
や
､

血ぶ

｢
い
や
ー
や
'
う
ぬ
石
'
石
ん
か
い
登
り
よ

-
｣
ぎ-ち

で
ち
ゃ
ぐ
と
ぅ
や

I
t
あ
ん
さ

I
に
赤
ま
い
猿
な
と

-
ん
で
い
｡

C-.i.ね

注

①
米
種
え

･
･
･
稲
の
籾
種
｡

高
原

長
峯
シ
ズ

(明
治
四
五
年
三
月
二
〇
日
生
)
高
原

金
持
が
稲
を
植
え
た
ら
ね
'
貧
乏
者
が
'

｢
そ
の
稲
は
ど
の
よ
う
に
し
て
植
え
た
の
で
す
か
'
あ
な
た
た
ち

の
稲
が
よ
-
実

っ
て
い
る
よ
う
だ
が
｣

と
尋
ね
る
と

｢
米
種
は
妙

っ
て
か
ら
'
妙

っ
て
か
ら
植
え
な
さ
い
ね
｣

と
貧
乏
者
に
金
持
ち
の
人
が
ず
る
賢
し
こ
-
教
え
た
か
ら
'

｢
そ
う
ね
え
｣

と
｡
だ
が
そ
の
米
種
は
妙

っ
た
の
で
'
芽
が
で
な

い
さ
あ
｡
そ
れ

で
'
貧
乏
者
は
金
持
ち
を
憎
ん
で
'
恨
み
を
持

っ
て
'
門
の
前
に

マーイサー

マ-イサ-

あ
る
真
石
､
真
石
を
焼
い
て
ね
'
〔金
持
ち
に
〕

｢
お
前
は
そ
の
石
に
座
り
な
さ
い
｣

と
言

っ
た
か
ら
'
そ
れ
か
ら
金
持
ち
は
赤
尻
猿
に
な

っ
た
と
い
う
｡

②

マ
-
イ
サ
ー
･
･
･
黒
い
固
い
石
で
形
の
丸
い
も
の
｡
(和
名
-
微
粒
砂
岩
～
)平

成
二
年
三
月

一
一
日

平
識
美
恵
子
聴
取

宜
保
勝
翻
字

T
43
A
10

137



蛙由来

蛙
由
来

138

高
原

島
袋
シ
ズ

(明
治
四
四
年
八
月

一
〇
日
生
)
高
原

蛙
が
'

｢も
ら
わ
し
て
ち
ょ
う
だ
い
｣

と
言

っ
て
神
様
に
願

っ
た
か
ら
'
真
珠
の
玉
を
も
ら

っ
た
｡

真
珠
の
玉
を
取

っ
た
ら
'
ま
た
神
様
に
'

｢私
は
ね
､
人
間
の
よ
う
に
歩
か
せ
て
ち
ょ
う
だ
い
｣

と
言

っ
た
ら
ね
'

｢
は
い
｣

と
言

っ
て
歩
か
し
た
ら
､
目
が
後
ろ
な

っ
て
し
ま

っ
て
見
え
な
い
｡
そ
し
て
､
ま
た
も
願

っ
て

｢私
は
目
が
後
ろ
に
な

っ
て
見
え
な
い
か
ら
'
元
の
通
り
に
さ
せ
て
下
さ
い
｣

と
言

っ
て
ね
､
こ
の
持

っ
て
い
た

〔真
珠
の
玉
を
〕
飲
ん
で
し
ま

っ
た
と
い
う
お
と
ぎ
話
｡
こ
れ
だ
け
｡

平
成
五
年
六
月
二

一
日

宮
城
昭
美
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
84
B
l



蛙由来

139

高
原

島
袋
シ
ズ

(明
治
四
四
年
八
月

一
〇
日
生
)
高
原

蛙
が
真
珠
の
玉
を
持

っ
て
'
こ
ん
な
に
し
て
歩
-
で
し
ょ
う
｡

｢神
様
'
私
は
立

っ
て
歩
-
よ
う
に
し
て
下
さ
い
｣

と
言

っ
た
ら
ね
､
こ
れ
持

っ
て
歩

い
た
ら
ね
'
後
ろ
し
か
目
が
見
え
な
い
か
ら
'
ま
た
'
願

っ
て
'

｢
元
の
よ
う
に
返
し
て
ち
ょ
う
だ
い
｣

と
言

っ
て
ね
へ
こ
ん
な
に
し
た
と
い
う
話
｡
お
と
ぎ
話
だ
け
ど
ね
｡

平
成
二
年
三
月

一
一
日

山
城
綾
子
聴
取

宮
城
昭
美
翻
字

T
44
A
9



猫の名の由来

16

猫
の
名
の
由
来

140

高

原

長
峯
シ
ズ

(明
治
四
五
年
三
月
二
〇
日
生
)
高
原

に
-スノしとうら-

-
り
ん
か
い
'
う
ぬ
子
丑

寅

ん
か
い
人
ら
ん
し
ぇ
I
や

I
.

猫
は
ガ

チ
マ

ヤ

-
な
や

-
に
や
'

まや-

｢
い
や

ー
'

猫

や
入
り
ら
ん
｣

で
い
ち
よ
'

｢
入
り
ら
ん
｣に
-
入ノしとうら-

で

い
言
ち
'
子
丑

寅

ん
か

い
人
ら
ん
で

い
｡
ガ
チ

マ
ヤ
-
な

■-早-
ち

や

-
'
猫
付
さ
ら
と

-
る
ば
-
よ
｡

十
二
支
に
､
〔猫
は
〕
入

っ
て
な

い
で
し
ょ
う
｡
猫
は
食

い
意

地
が
張

っ
て
い
る
の
で
'

｢
お
前

の
よ
う
な
奴
は
入
れ
な
い
｣

と
言

っ
て
ね
'
入
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
十
二
支
の
中
に
は
入

っ

て
な
い
ん
だ

っ
て
｡
ガ
チ

マ
ヤ
-

〔食
い
し
ん
坊
〕
な
の
で
､
マ

ヤ
-

〔猫
〕
と
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
｡

平
成
二
年
三
月

一
一
日

平
識
美
恵
子
聴
取

宜
保
勝
翻
字

T
43
A
12



もの言う蛙

17

も
の
言
う
蛙

と▲ノ川レ

夫
婦
や
し
が
'
妻

､え
'

い
っ
ぺ
I
､
が
ち
ま
や
-
な
や

I
に

うと
う

しぐうとう
ん

む

血

か

よ
'
夫

ぬ
仕
事
行
じ
て

い
か
ら

I
t
物

煮
ち
食

で

い
さ
-
と
ぅ

うとう

ち●-

や

-
'
夫

ぬ
釆

ん
と
ぅ
I
t
ち

ゃ
-
ん
ね

-
ら
ん
あ
た

い
な
I

しぐうと
う

とうく一〇

さ
-
と
う
'
う
ぬ
ア
タ
ビ

ー
が
う
り
が
仕
事
す
る

所

う
と

-
て

い
や
'

と
ぅ
じ

む

ぬ

む
ぬ

く
ゎ

｢
い
や
ー
妻

え
ー
､
物

､

物

ぬ
か
-
じ
ど
う
喰

い
ん
ビ

ー
｣

ち
や
'
言
ち
ゃ
-
と
う
､

i
-

い
-

JM
-

｢
ぬ
-
何
処
う
て

い
言
が
I
や

-
ち
'
さ
-
と
ぅ
な

-
､
何
処
に

也
-

･つ

ん
何
ん
居
ら
ん
ひ
る
ま
さ

っ
さ

-
｣

ん
ち
､
そ
-
た
ん
で

い
L
が
｡
あ
ん
さ

I
t
う
ぬ
蛙
が
よ

-
､

わ
ん

や

-

モ
-

｢
私

や
'

い
っ
た

-
家

ん
か
い
連
て
い
行
き
｣

モ
ー

ん

言
ち
ゃ
-
と
､つ
'
あ
ん
さ

-
連
て

い
行
じ
ゃ
ん
で
い
｡
あ
ん
さ
-

む
ぬ

か

か

と
う
'
ん
ち
ゃ
'
う
れ

-
物

煮
ち
ぇ
-
食

み
食

み
そ
-
き
ゃ

ー
､

うとぅ

ち●-

む

る

ね

-

夫

ぬ
来

ん
と
ぅ

I
t
な
'
全

部

無

ん
な
て
-
う

い
さ
-
ん
ち
'

そ
-
た
ん
で

い
る
う
り
が
話
｡

･つ･こう

蛙
が
喋
る
わ
け
｡
夫

ん
か
い
言
ち
ょ
-
る
ば

-
て
-
0

と
う
川レ

む
ん

｢
い
や
ー
妻

え
う
ん
ぐ
と
ぅ
L
t
ふ

っ
ち

1
㌧
ふ

っ
ち

-
物
ど

泡
瀬
第

一

普
久
原

幸

(大
正
五
年
三
月
五
日
生
)
泡
瀬

夫
婦
が
い
て
ね
'
妻
は
と

っ
て
も
食

い
し
ん
坊
で
'
夫
が
仕
事

に
出
て
か
ら
'
物
を
煮
て
食
べ
て
い
た
ら
し
-
て
ね
'
夫
が
帰

っ

て
-
る
時
に
は
い
つ
も
な
-
な
る
ぐ
ら
い
食

べ
る
も

の
だ
か
ら
'

蛙
が
､
夫
が
仕
事
し
て
い
る
所
に
来
て
ね
'

｢
お
前

の
妻
は
'
食
べ
物
の
あ
る
だ
け
食
べ
て
い
る
よ
｣

っ
て
言
う
と
'

｢な
に
､
何
処
で
言

っ
て
い
る
か
ね
え
｡
ど
こ
に
も
何
も
な
い
が
､

不
思
議
だ
な
あ
｣

と
そ
の
ま
ま
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
が
｡
そ
う
し
た
ら
'
そ
の
蛙

が

ね
'

｢私
を
お
前

の
家
に
連
れ
て
行
き
な
さ
い
｣

と
言
う

の
で
'
蛙
を
家
に
連
れ
て
行

っ
た

っ
て
｡
そ
う
し
た
か
ら
'

ほ
ら
'
こ
れ
は
､
物
を
煮
て
は
食
べ
食
べ
し
て
い
る
か
ら
'
夫
が

帰

っ
て
来
る
ま
で
に
は
'
全
部
な
-
な

っ
て
い
た
り
し
て
い
た
ん

だ

っ
て
｡
そ
ん
な
こ
と
が
あ

っ
た
と
い
う
話
｡

蛙
が
喋
る
わ
け
､
夫
に
言

っ
て
い
る
わ
け
さ
｡

｢
お
前

の
妻
は
こ
ん
な
し
て
'

い
つ
も
'
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
t
L
よ

141



もの言う蛙

くゎ

ち
●
-

ね

-

ぅ
煮
ち
食
い
ん
ど

-
｡

い
や
I
が
釆

ん
と
ぅ
ね

-
､
無

ん
L
が
､

ち
●
い

カ

あ
れ

ー
'
あ
り

一
人
さ

I
に
食
ビ
ー
ん
ビ

ー
｣

ん
で
い
言
ち
さ
-
と
ぅ
'
あ
ん
さ

I
に
'
う
れ

I
や
I
t

わ
ん

や
-

モ

ー

｢
私

す
ぐ
､

い
っ
た
-
家

ん
か
い
連

て
い
行
け
-
｣

あ

み

あ
ぴ

-

雨

だ
い
う
と
-
て

い
'
ち

ゃ
-
喋

た
ん
で

い
'
あ
ん
さ

I
に
｡

い
な
ご

か

あ
ぴ
-

う
ぬ
あ
ん
さ

-
い
女

お
う
り
煮
ち
食

み

I
に
ん
'
う
り
が
喋

ぐ

つ

う
あ

ぴ

つ

う

と
ぅ
や
'
人

ぬ
喋

と

-
ん
で
い
る
'
人

お
居

ら
ん
だ
あ
-
と
､つ
'

あ
t
)
喋
と

-
ん
ち
ぇ
1
分
か
ら
ん
し
ぇ
I
や
｡
あ
ん
L
L
や
た
き
｡
あ

うと
ぅ

ん
さ

-
う
ぬ
夫

ぬ
あ
と

-
み

-
あ
き
た
ん
で

い
さ
ん
で
い
ち
｡

二
'
三
カ
月
前
の
農
協
か
ら
-
る
本
に
載

っ
て
い
た
よ
｡

平
成
二
年
七
月
六
日

っ
ち
ゅ
う
物
を
煮
て
食
べ
る
ん
だ
よ
｡
お
前
が
来
る
ま
で
に
な
-

な
る
の
は
'
あ
れ

一
人
で
食
べ
て
い
る
ん
だ
よ
｣

っ
て
言

っ
て
た
｡
そ
う
し
て
蛙
は
ね
､

｢私
を
'
お
前
た
ち
の
家
に
連
れ
て
行
き
な
さ

い
｣

〔と
い
う
の
で
'
連
れ
て
い
-
と
〕
い
つ
も
軒
下
で
ず

っ
と
喋

っ

て
い
た
ん
だ

っ
て
｡
そ
う
し
た
ら
'
女
が
食
べ
物
を
煮
て
食
べ
る

時
も
そ
の
蛙
が
喋
る
の
で
ね
'
人
が
喋

っ
て
い
る
と
思

っ
た
ら
'

人
は
い
な

い
の
で
'
喋

っ
て
い
る
の
が
何
か
分
か
ら
な

い
さ
あ
ね

え
'
そ
ん
な
だ

っ
た

っ
て
｡
そ
れ
で
､
し
ま
い
に
は
､
そ
の
夫
が

見
破

っ
て
い
た
ん
だ

っ
て
さ
｡

山
城
綾
子

･
粟
国
実

･
通
事
美
香

･
崎
山
用
彰
聴
取

上
門
博
之
翻
字

T
83
A
13
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おろかなロバ

143

泡
瀬
第

-

普
久
原

幸

(大
正
五
年
三
月
五
日
生
)
泡
瀬

18

お
ろ
か
な
ロ
バ

ぐ
わ
I

JN
I
す

ね

馬
小

ん
か
い
塩

来

し
や
I
に
'

ぐ
わl

し
た
-
と
ぅ
'
う
ぬ
､
馬
小
や
'

海
渡
て
い
行
ち
ゅ
た
ん
で
い
｡

り
-
ち
さ

-
に
や
､

う
ぷ

｢な

I
t
あ
ん
し
重

さ
る
む
ん
｣

･N
-
ナ

む

る

と
う

ん
で

い
'
ち
ち
ん
ち

ゃ
-
と
う
や
'
う
ぬ
塩

お
全

部

溶

き
た
-

が
る

と
ぅ
や
'
軽
-
な
と

I
L
え
ー
や

-
｡

也

次
に
来
し
て
I
L
え
ー
'
草
鞍
や
た
ん
で
い
｡
草
牲

い
っ
ぱ

い

4

あっ

え
-
ど
-

ち

来

し
や

I
に
歩

か
ち
ゃ
-
と
ぅ
や
'
-
ぬ
間

海
ん
か
い
浸

か
た

ち

が
る

-
と
ぅ
や
'
浸
か
た
-
と
う
軽
-
な
と
-
て
-
る
む
ん
で
い
や

ー
'

ぐ]=-

い

う
t1

う
ぬ
馬
小
や
ま
た
､

つ
い
居
や

I
に
さ
-
と
ぅ
'
重
-
な
て
い
｡

み

'J
す

草
牲
え
や
す
ん
-
わ
い
'
水

吸

う
し
ぇ
-
'
あ
ん
さ

-
に
や
｡
う

ん
ぐ
と
ぅ
'
こ
ん
な
の
は
ね
'
幾
ら
で
も
あ
れ
が
あ
る
は
ず
よ
｡

平
成
二
年
七
月
六
日

馬
に
塩
を
乗
せ
て
'
こ
の
海
を
渡

っ
て
行
き
よ

っ
た

っ
て
｡
す

る

と

'

こ
の
馬
は
ず
る
が
し
こ
-
て
ね
'

｢も
う
こ
ん
な
に
重
い
の
に
｣

と
'
座
り
込
ん
で
し
ま

っ
た
ら
ね
'
こ
の
塩
が
全
部
と
け
た
の
で
'

軽
-
な

っ
て
い
る
さ
あ
ね
｡

次
に
乗
せ
た
の
は
'
草
牡
だ

っ
た
ん
だ

っ
て
｡
草
軽
を

い
っ
ぱ

い
乗
せ
て
歩
か
せ
た
か
ら
ね
'
こ
の
前
は
'
海
に
浸
か

っ
た
ら
軽

-
な

っ
た
か
ら
と
思
い
'
そ
の
馬
は
ま
た
､

つ
い

'

〔同
じ
よ
う

に
海
の
中
で
〕
座
り
込
ん
だ
の
で
重
-
な

っ
た
｡
草
牡
は
潮
を
吸

う
L
t
水
を
吸
う
で
し
ょ
う
'
こ
ん
な
ふ
う
に
ね
｡
そ
れ
で
ね
'

こ
ん
な
話
は
た
-
さ
ん
あ
る
は
ず
よ
｡

山
城
綾
子

･
粟
国
実

･
通
事
美
香

･
崎
山
用
彰
聴
取

上
門
博
之
翻
字

T
83
A
15



酒の始まり

19

酒
の
始
ま
り

144

山
内

内
田
清
栄

(大
正

一
〇
年
四
月
二
五
日
生
)

木
の
根

っ
子
の
株
で
す
よ
ね
､え
'
ま
あ
古
ぼ
け
た
木
の
根

っ
子
の
穴
み
た
い
に
な

っ
た
所
に
で
す
ね
'
そ
こ
に
'
木
の
実
を
持

っ
て
来
て
蓄

は
っこう

え
る
習
性
の
猿
が
お

っ
た
と
｡
と
こ
ろ
が
'
そ
の
猿
が
蓄
え
た
そ
の
実
が
'
日
に
ち
が
経
つ
に
従

っ
て
醸
酵
す
る
ん
で
す
ね
え
.
そ
し
て
'
.甘

か
ん
ば

に
お

味
が
醸
酵
し
て
'
お
酒
に
変
化
し
た
と
｡
そ
れ
を
嘗
め
て
い
る
の
を
見
て
'
人
間
が
近
づ
い
て
み
る
と
'
芳

し
い
臭

い
も
す
る
L
t
嘗
め
た

ら
'
い
わ
ゆ
る
酒
の
'
果
実
酒
の
味
だ

っ
た
と
｡
そ
れ
か
ら
'

｢あ
は
-
〔ふ
ー
ん
〕
'
果
物
使

っ
て
こ
う
い
う
ふ
う
に
作
れ
る
ん
だ
な
あ
｣

と
言

っ
て
'
お
酒
を
発
明
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
｡
そ
の
話
は
聞
い
た
こ
と
あ
る
｡
戦
前
､
戦
中
､
戦
前
の
話
だ
け
ど
あ
る
い
は
'
当
時
の
先

生
方
の
話
だ

っ
た
の
か
'
先
輩
の
話
だ

っ
た
か
ね
｡
ま
あ
､
そ
こ
ま
で
は
覚
え
な
い
が
と
に
か
-
､
猿
だ
と
｡
猿
か
ら
教
わ

っ
た
と
い
う
話
は

開
い
た
す
ね
｡

平
成
三
年
八
月

一
七
日

池
原
健

･
宮
城
昭
美

･
宜
保
勝
聴
取

照
屋
京
子
翻
字

↑
191
A
19



牛に化けた古い轟

がん

20

牛
に
化
け
た
古
い
嘉

①
牛
マ

ジ
ム
ン
と
言

っ
て
ね
'
牛
が
出
て
ね
'
そ
の
牛

マ
ジ
ム
ン

見
る
人
は
'
み
ん
な
'

マ
ブ
ヤ
ー
と
い
う
物
を
落
と
し
て
'
病
気

に
な

っ
て
｡
し
て
､
そ
の
,

㍉
チ
ヌ
ス
-
と
い
う
の
が
ね
,

｢
こ
れ
は
'
い
け
な
い
｣

と
言

っ
て
'
出
て
み
た
ら
､
う
ん
と
釆
た
ら
し
い
ん
で
す
よ
｡

｢ま
た
'
来
る
な

-
､
本
当
に
｣

も
ん

ち
て
｡
釆
た
ら
ね
'
そ
れ
も
､
化
け
物

だ
か
ら
'
そ
れ
'
う
ん
と

頑
張

っ
て
'
重
い
も
ん
だ
か
ら
頑
張

っ
て
引

っ
張

っ
て
来
て
､
自

ふ
るが
ん

分
の
屋
敷
に
木
に
-
び

っ
て
お
い
た
ら
ね
'
古
轟
'
塗
り
も
､
塗

土

③

ん
か
し

む

も

り
も
け

-
射
ぎ
と

-
る
轟

う
り
や
た
ん
で
い
｡
昔

え
全

部

ん
な

む

血
ば

物
化
き

-
た
ん
で
い
｡

ん
か
し

あ
ん
さ

I
に
'

い
っ
た

I
が
分
か
ら
ん
は
じ
や
し
が
や
'
昔

ち
.t

な-t)

か
ん
な

や

しち

う

ん
人
お
鍋

ぬ
蓋
よ
あ
れ
必

じ
'
屋

敷

に
置

ち

ゅ
た
ん
よ
､
や
｡

ば

む

ぬ

い
-

化

き
物

入

ね
-
な
ら
ん
で
い
｡
グ
シ
テ
し
､
か
ん
し
編
ま

っ
と
-

な∴

④

る
鍋
ぬ
蓋
ん
ち
あ
し
ぇ
I
t
シ

ン
メ
-
ナ
-
ビ
ぬ
む
ん
｡
あ
り

ふ
る
-

も
ん

が
古

｡

化
け
物

と
い
う

の
は
門
か
ら
入

っ
て
き
な

い
｡
裏
か
ら

入

っ
て
-
る
｡
グ
シ
チ
と
言

っ
て
ね
'
長
-
見
え
る
ウ
-
ガ
ン
ジ

古
謝

金
城
兵
長

(明
治
四
〇
年
七
月

一
四
日
生
)
美
里

牛
が
化
け
て
'
牛

マ
ジ
ム
ン
と
い
う
の
が
い
た
が
ね
｡
そ
の
牛

マ
ジ
ム
ン
見
る
人
は
'
み
ん
な
'
マ
ブ
ヤ
ー
と
い
う
物
を
落
と
し

て
'
病
気
に
な

っ
た
｡
イ
チ
ヌ
ス
-
と
い
う
の
が
ね
'

｢
こ
れ
は
で
は
い
け
な
い
｣

と
言

っ
て
'
外
に
出
て
み
た
ら
牛
マ
ジ
ム
ン
が
釆
た
ら
し
い
ん
で

す
よ
｡

｢本
当
に
来
る
な
あ
｣

と
言

っ
て
い
た
ら
来
た
｡
そ
れ
は
'
化
け
物
だ
か
ら
'
重
い
の
で
'

頑
張

っ
て
引

っ
張

っ
て
来
て
'
自
分
の
屋
敷
の
木
に
-
び

っ
て
お

い
た
ら
ね
､
塗
り
も
剥
げ
て
し
ま

っ
た
古

い
轟
で
あ

っ
た
ん
だ

っ

て
｡
昔
は
み
ん
な
'
そ
う
い
う
も
の
は
化
け
た
ん
だ

っ
て
｡

そ
れ
に
'
あ
な
た
た
ち
に
は
分
か
ら
な

い
だ
ろ
う
が
'
昔
の
人

は
'
鍋
の
蓋
を
必
ず
屋
敷
に
置
い
て
い
た
ん
だ
よ
ね
.
化
け
物
が

⑤

入

っ
た
ら
い
け
な

い
と
い
っ
て
｡
す
す
き
で
'
こ
の
よ
う
に
編
ま

れ
て
い
る
鍋
の
蓋
が
あ
る
で
し
ょ
う
'
シ
ン
メ
-
ナ
-
ビ

〔四
枚

鍋
〕
の
蓋
の
古

い
も
の
｡
化
け
物
は
門
か
ら
は
入

っ
て
こ
な
い
｡

裏
か
ら
入

っ
て
-
る
｡
グ
シ
チ
と
言

っ
て
ね
､
長
-
見
え
る
ウ
-

145



牛に化けた古い轟

ヤ

ー
､
あ
り
が
葉

っ
ぱ
で
､
竹
で
こ
う
し
て
巻
い
て
作
り
よ

っ
た

ガ
ン
ジ
ャ
ー
の
葉

っ
ぱ
で
'
竹
で
こ
う
し
て
巻
い
て
作

っ
て
い
た

146

ん
だ
｡
そ
ん
な
も
ん
だ
｡

注

①

マ
ジ
ム
ン

･
･

ん
だ
｡
そ
ん
な
も
ん
だ
｡

･
マ
ジ
ム
.ン
は
妖
怪
や
幽
霊
な
ど
の
た
ぐ
い
｡
得
体
の
知
れ
な
い
恐
ろ
し
い
も
の
'
不
思
議
な
も
の
'
あ
る
も
の
が
外
観
を
変
え
た
も

の
を
い
う
｡
と
き
に
'
危
害
を
加
え
る
｡
牛
マ
ジ
ム
ン
と
は
牛
の
化
け
物
の
こ
と
｡

②
イ
チ
ヌ
ス
-
･
･
･
首
里
に
住
ん
で
い
た
人
で
､
化
け
物
を
退
治
す
る
こ
と
が
で
き
た
｡

③
轟

･
･
･
遺
体
を
納
め
た
棺
箱
を
墓
ま
で
運
ぶ
朱
塗
り
の
輿
｡

④
シ
ン
メ
-
ナ
-
ビ

(四
枚
鍋
)

･
･
･
芋
炊
き
な
ど
に
用
い
た
丸
底
で
円
錐
状
の
鍋
｡
家
庭
用
鍋
の
最
大
の
も
の
で
あ
る
｡
メ
-
は
鍋
の
大
き
さ
を
あ

ら
わ
す
単
位
｡

1
枚
2
枚
と
は
'

二
足
の
鉄
の
塊
を
表
し
'
そ
の
3
枚
あ
る
い
は
4
枚
分
の
鉄
で
作

っ
た
錦
と

シ
ン

い
う
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
｡
因
み
に
四
ノ
ー
は
約
28
リ
ッ
-
ル
の
水
が
入
る
大
き
さ
｡

シ
ン

⑤
す
す
き
で
こ
の
よ
う
に
編
ま
れ
て
い
る
鍋
の
董

･
･
･
方
言
で
は
カ
マ
ン
タ
と
い
う
｡
藁
や
茅
を
編
ん
で
造

っ
た
錦
の
蓋
で
'
四
メ
-
鍋
の
蓋
と
し
て

用
い
ら
れ
た
｡
話
者
の
と
こ
ろ
で
は
'
ウ

-
ガ
ン
ジ
ャ
ー

(和
名
-
ヨ
シ
ス
ス
キ
～
登
川
で
は

唐
ウ
-
ジ
と
も
い
う
)
で
も
造
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
｡

平
成
二
年
三
月

一
二
日

輿
座
範
秋
聴
取

宜
保
勝
翻
字

T
64
A
13



調
査
日
誌
と
調
査
協
力
者

昭
和
五
五
年
度
調
査

(五
月

一
八
日
)

沖
縄
国
際
大
学
口
承
文
芸
学
術
調
査
団
に
よ
る
沖
縄
市
字
池

原

･
登
川
二
字
の
調
査
｡

【調
査
団
長
】

沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
教
授

遠
藤
庄
治

【
口
承
文
芸
研
究
会
】

[池
原
]
地
相
弘
子

･
玉
城
弘
美

･
仲
宗
根
フ
キ
エ
･
書
納
弘

子

･
岡
田
浩

･
新
城
悦
子

･
島
袋
美
奈
子

･
花
城
洋

子

･
小
橋
川
生
枝

･
大
熊
亨

･
西
銘
千
恵
美

･
渡
慶

次
勲

･
仲
宗
根
悦
子

･
与
那
原
早
苗

･
佐
渡
山
美
智

子

･
伸
松
庸
尚

･
安
里
和
子

･
川
上

沖
縄
市
池
原

･
登
川

･
知
花
調
査

[池
原
]

七
月
/

一
日
･
八
日
二

八
日
･
二
三
日
･
二
九
日

八
月
/
九
日

[登
川
]

八
月
/

二

一日
二

九
日

･
二
六
日

九
月
/
二
七
日
･
三
〇
日

･

一
〇
月
/

一
日

【沖
縄
民
話
の
会
】

仲
於
庸
尚

【編
集
事
務
局
】
辺
土
名
初
美

･
宮
城
利
旭

･
宮
城
昭
美

･
金
城
茂

雄

･
川
崎
義
隆

･
仲
於
庸
尚

【
ア
ル
ム
経
営
】
真
栄
城
栄
子

[登
川
]
比
嘉
和
男

･
崎
原
有
美
恵

･
頑
晴

一
郎

･
富
村
朝

夫

･
仲
原
敦
子

･
山
岸
信
浩

･
大
本
敬
子

･
西
江
美

智

･
湧
川
紀
子

･
辺
土
名
美
智
代

･
大
城
直
樹

【美
里
中
学
校
】
金
城
あ
つ
子

･
緑
間
直
美

･
安
田
啓
子

･
上
江
洲
リ

カ

･
幸
喜
愛

昭
和
六

〇
年
度

[知
花
]
九
月
/
九
日

一
〇
月
/
三
日

･
二
二
日

【沖
縄
民
話
の
会
】

辺
土
名
初
美

･
仲
桧
庸
尚

･
安
里
和
子

･
下
田
博

美

･
照
屋
寛
信

･
辺
土
名
朝
三

･
比
嘉
久

･
崎
原
由

美
子

【編
集
事
務
局
】
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【市
民
】

島
袋
芳
敬

･
辺
土
名
初
美

･
宮
城
昭
美

山
本
康
八

･
山
本
啓
子

昭
和
六

一
年
度

沖
縄
市
知
花
調
査

[知
花
]
七
月
/
八
日

･
九
日

･
一
〇
日

･
一
一
日

･
二

一
日

八
月
/
六
日

･
七
日

【編
集
事
務
局
】
高
江
洲
裕
美

･
富
里
信
勇

･
宮
城
昭
美

【編
集
事
務
局
】
桑
江
良
秀

･
高
江
洲
裕
美

･
富
里
純
子

･
宮
城
昭
美

平
成
元
年

[富
里
]

二

一月
/
五
日

【編
集
事
務
局
】
比
嘉
ゆ
り
子

･
宮
城
昭
美

148

昭
和
六
二
年
度

沖
縄
市
知
花

･
松
本

･
美
里
調
査

[校
本
]

五
月
/
二
七
日

･
二
八
日

[美
里
寿
]
六
月
/
二
二
日

[校
本
]

六
月
/
二
六
日

･
二
九
日

七
月
/

一
日

･
七
日

･
八
日

[知
花
]

七
月
/

一
四
日

九
月
/

一
〇
日

一
〇
月
/
二
六
日

平
成
二
年
度

第

一
次
民
話
調
査

(沖
縄
市
旧
美
里
地
区
調
査
)

Ⅲ
調
査
団

沖
縄
市
口
承
文
芸
調
査
団

㈲
調
査
団
編
成

①
団

長

沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
教
授

遠
藤
庄
治

②
幹

事

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

宮
城
昭
美

･
比
嘉
ゆ
り
子

沖
縄
国
際
大
学

上
門
博
之

･
宜
保
勝

･
山
城
綾
子

③
調
査
団
員

ア

沖
縄
民
話
の
合

宮
城
昭
美

･
比
嘉
ゆ
り
子

･
渡
慶
次
勲

･
喜
久
山

政
信

･
知
花
春
美

･
村
山
友
江

･
喜
納
弘
子

･
仲

於
庸
尚

･
大
城
直
樹

･
伊
長
骨
八
重
子

･
比
嘉



久

･
山
岸
信
浩

･
赤
嶺
明
美

･
島
本
要

･
与
那
嶺

礼
子

イ

遠
藤
研
究
室

平
敷
美
恵
子

･
上
門
千
賀
子

･
豊
岡
早
苗

･
謝
敷

勝
美

り

沖
縄
国
際
大
学

遠
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
受
講
生

上
門
博
之

･
宜
保
勝

･
山
城
綾
子

･
崎
山
用
彰

･

諸
喜
田
綾
子

･
平
良
真
也

･
輿
座
範
秋

工

沖
縄
国
際
大
学

国
文
学
科
学
生

三
年
次

古
堅
利
江
子

･
山
城
直
美

･
瀬
底
正

祥

･
菅
山
政
子

二
年
次

香
村
夏
子

･
仲
宗
根
広
恵

一
年
次

飯
田
泰
彦

･
石
原
由
佳
里

･
犬
養
憲

子

･
桃
原
芙
美
子

制

調
査
団
日
程
及
び
内
容

平
成
二
年
三
月

一
〇
日

調
査
団
結
団
式

(沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

文
化
セ
ン
タ
ー
三
階
)

司

会

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

館
長

山
田
義
夫

団
長
挨
拶

沖
縄
市
口
承
文
芸
学
術
調
査
団
団
長

遠
藤
庄
治

激
励
の
挨
拶

ア

沖
縄
市
教
育
委
員
会

教
育
部
長

稲
嶺
盛
隆

イ

沖
縄
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長

川
上
盛
友

り

沖
縄
市
美
里
地
区
概
況
説
明

郷
土
史
研
究
者

池
原
秀
光

㈲

調
査
期
間

三
月

1
1
日
-
一
四
日

平
成
二
年
三
月

一
一
日

高
原

･
大
里

･
富
里

･

美
里
寿

平
成
二
年
三
月

二

一日

泡
瀬

･
泡
瀬
若
松

(第

一)

･
泡

瀬

睦

(
第

三)
･
古
謝

平
成
二
年
三
月

一
三
日

与
儀

･
比
屋
根

･
東
桃

原

･
吉
原

平
成
二
年
三
月

一
四
日

東
区
暁

･
美
里
旭

･
明

通

第
二
次
民
話
調
査

(沖
縄
市
旧
美
里
地
区
補
足
調
査
)

Ⅲ
調
査
団

沖
縄
市
口
承
文
芸
調
査
団
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似

調
査
団
編
成

①
団

長

沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
教
授

遠
藤
庄
治

②
幹

事

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

宮
城
昭
美

沖
縄
国
際
大
学

富
里
英
樹

･
諸
喜
田
綾
子

ア

遠
藤
研
究
室

武
嶋
昭
子

･
平
敷
美
恵
子

･
上
門
千
賀
子

･
豊
岡

早
苗

･
謝
敷
勝
美

イ

沖
縄
国
際
大
学

遠
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
受
講
生

上
門
博
之

･
宜
保
勝

･
山
城
綾
子

･
崎
山
用
彰

･

諸
喜
田
綾
子

･
平
良
真
也

･
輿
座
範
秋

･
富
里
英

樹

･
照
屋
京
子

･
仲
宗
根
広
恵

･
稲
嶺
悦
子

･
新

垣
孝
幸

･
森
章
吏

･
大
川
清
子

･
与
那
嶺
昭
郎

･

加
島
三
史

･
香
村
夏
子

･
粟
国
実

･
通
事
美
香

･

冨
平
恵
智
子

･
石
川
小
百
合

り

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

富
里
信
勇

･
宮
城
昭
美

畑

調
査
期
間

平
成
二
年
七
月
六
日

富
里

･
泡
瀬

･
泡
瀬
第

一
･
泡
瀬
第
三

･
桃
原

･

高
原

･
古
謝

･
此
屋
根

昭
和
六

〇
年
度

沖
純
市
旧
コ
ザ
地
区
民
話
調
査

[園
田
]

一
一
月
/

一
九
日

･
二
七
日

【編
集
事
務
局
】
金
城
茂
雄

･
宮
城
利
旭

･
辺
土
名
初
美

･
宮
城
昭
美

昭
和
六
二
年
度

沖
縄
市
旧
コ
ザ
地
区
民
話
調
査

[園
田
]
七
月
/

一
七
日

･
二

一
日

･
二
八
日

【編
集
事
務
局
】比
嘉
寛
勝

･
上
聞
和
夫

･
富
里
純
子

･
宮
城
昭
美
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平
成
二
年
度

第

一
次
民
話
調
査

(沖
縄
市
旧
コ
ザ
地
区
調
査
)

川
調
査
団

沖
縄
市
口
承
文
芸
調
査
団

㈲
調
査
団
編
成

①
団

長

沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
教
授

遠
藤
庄
治

②
幹

事

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

宮
城
昭
美

沖
縄
国
際
大
学

上
門
博
之

･
宜
保
勝

･

山
城
綾
子

③
調
査
団
員

ア

沖
縄
民
話
の
合



宮
城
昭
美

･
島
本
要

･
書
久
山
-
に
子

･
比
嘉
和

男

･
伊
長
骨
八
重
子

･
上
田
和
子

･
新
城
美
恵

イ

遠
藤
研
究
室

武
嶋
昭
子

･
平
敷
美
恵
子

･
上
門
千
賀
子

･
豊
岡

早
苗

･
冨
平
恵
智
子

･
仲
尾
由
美

り

沖
縄
国
際
大
学

遠
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
受
講
生

上
門
博
之

･
宜
保
勝

･
山
城
綾
子

･
崎
山
用
彰

･

諸
喜
田
綾
子

･
平
良
真
也

･
輿
座
範
秋

･
富
里
英

樹

･
照
屋
京
子

･
仲
宗
根
広
恵

･
稲
嶺
悦
子

･
新

垣
孝
幸

･
森
章
吏

･
大
川
清
子

･
与
那
嶺
昭
郎

･

加
島
三
史

･
香
村
夏
子

･
粟
国
実

･
通
事
美
香

･

謝
敷
勝
美

･
石
川
小
百
合

工

沖
縄
国
際
大
学

国
文
学
科
学
生

二
年
次

池
原
健

日
本
語
表
現
法
演
習
受
講
者

新
垣
登
季
子

･
新
田
尚
子

･
有
銘
和
江

･
泉
克

也

･
稲
嶺
道
子

･
伊
野
波
智
美

･
伊
波

つ
ば
な

･

運
天
雪
江

･
大
城
博
充

･
大
田
判

･
荻
堂
剛

･
翁

長
利
江

･
嘉
陽
田
尚
行

･
川
満
裕
子

･
岸
本
か
お

り

･
儀
問
責

･
金
城
奈
緒
子

･
久
保
田
聡
子

･
座

嘉
比
巻

･
崎
原
さ
お
り

･
崎
山
須
麻
子

･
瑞
慶
覧

優
子

･
平
良
美
夏

･
高
吉
直
紀

･
高
良
陽
子

･
玉

城
直
子

･
田
本
か
お
り

･
知
念
美
佳
子

･
知
念
美

千
代

･
津
嘉
山
朝
昭

･
嘗
異
第

･
富
永
麻
希

･
仲

里
香

･
野
原
恵

･
平
田
明
子

･
普
天
間
み
ど
り

･

平
安
名
邦
裕

･
前
田
英

一
･
宮
城
加
代
子

･
宮
城

幸
子

･
宮
城
紀
子

･
宮
城
正
美

･
宮
城
美
雪

･
富

里
由
美

･
米
盛
恭
子

･
新
屋
む

つ
き

･
喜
瀬
智

美

･
安
次
嶺
寿

･
知
念
小
百
合

･
比
嘉
玲
子

･
田

場
美
恵
子

･
仲
松
節
子

･
瀬
底
正
祥

･
前
田
静

華

･
桃
原
芙
美
子

･
翁
長
利
江

㈲

調
査
団
日
程
及
び
内
容

平
成
二
年
八
月

一
八
日

調
査
団
結
団
式

(沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

文
化
セ
ン
タ
ー
四
階
)

司

会

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

館
長

山
田
義
夫

団
長
挨
拶

沖
縄
市
口
承
文
芸
学
術
調
査
団
団
長

遠
藤
庄
治

激
励
の
挨
拶

ア

沖
縄
市
教
育
委
員
会

教
育
部
長

普
異
哲
雄

イ

沖
縄
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

151



副
会
長

嘉
味
田
朝
興

り

沖
縄
市
美
里
地
区
概
況
説
明

郷
土
史
研
究
者

比
嘉
貞
信

仰

調
査
期
間

八
月

一
八
日
-
二
三
日

平
成
二
年
八
月

一
九
日

胡
屋

･
諸
兄
里

･
園
田

･

南
桃
原

･
セ
ン
タ
ー

平
成
二
年
八
月
二
〇
日

安
慶

田

･
久
保
田

･
照

屋

･
山
内

①
団

長

②
幹

事

沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
教
授

遠
藤
庄
治

沖
純
市
立
郷
土
博
物
館

宮
城
昭
美

沖
縄
国
際
大
学

石
川
小
百
合

･
大
川
清
子

･
香
村
夏
子

･

照
屋
京
子

152

平
成
二
年
八
月
二

一
日

平
成
二
年
八
月
二
二
日

本

調

査

補
足
調
査

越
釆

･
山
里

･
室
川

嘉
間
良

･
城
前

･
住
吉

嘉
間
良

･
城
前

･
安
慶

田

･
諸
兄
里

･
久
保
田

平
成
二
年
八
月
二
三
日

本

調

査

補
足
調
査

中
の
町

越
釆

･
久
保
田

･
南
桃

原

･
セ
ン
タ
ー

･
園
田

③
調
査
員遠
藤
研
究
室

武
嶋
昭
子

･
平
敷
恵
美
子

･
上
門
千
賀
子

･
豊
岡

早
苗
遠
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
受
講
生

上
門
博
之

･
宜
保
勝

･
加
島
三
史

･
崎
山
用
彰

･

諸
喜
田
綾
子

･
山
城
綾
子

･
輿
座
範
秋

･
富
里
英

樹

･
平
良
真
也

･
森
章
吏

･
粟
国
実

･
新
垣
孝

幸

･
石
川
小
百
合

･
稲
嶺
悦
子

･
大
川
清
子

･
香

村
夏
子

･
照
屋
京
子

･
通
事
美
香

･
仲
宗
根
広

恵

･
与
那
嶺
昭
郎

･
謝
敷
勝
美

第
二
次
民
話
調
査

(沖
縄
市
旧
コ
ザ
地
区
補
足
調
査
)

川
調
査
団

沖
縄
市
口
承
文
芸
調
査
団

似
調
査
団
編
成

畑

調
査
年
期
間

平
成
二
年

二

一月

一
四
日

中
の
町

･
室
川

･
園
田

･

久
保
田

･
胡
屋

･
嘉
間
良



平
成
二
年

二

一月

一
五
目

安
慶
田

平
成
二
年

二

一月

一
六
日

城
前

･
山
里

･
越
釆

･
南

桃
原

･
住
吉

平
成
二
年

二

一月
二

一
日

久
保
田

平
成
三
年
五
月
二
三
日

セ
ン
タ
ー

屋
京
子

･
新
垣
良
子

･･池
原
健

･
稲
嶺
留
美
子

･

犬
養
憲
子

･
小
橋
川

一
･
友
利
幸
子

･
仲
地
香

織

･
新
垣
純
子

･
山
城
綾
子

･
宜
保
勝

･
桃
原
芙

美
子

刷

調
査
期
間

平
成
三
年
八
月

1
七
日

山
内

･
山
里

･
住
吉

･
照
屋

第
三
次
民
話
調
査

(沖
縄
市
旧
コ
ザ
地
区
補
足
調
査
)

Ⅲ
調
査
団

沖
縄
市
口
承
文
芸
調
査
団

似
調
査
団
編
成

①
団

長

②
幹

事

沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
教
授

遠
藤
庄
治

沖
縄
市
立
郷
土
博
物
館

宮
城
昭
美

沖
縄
国
際
大
学

石
川
小
百
合

･
大
川
清
子

･
香
村
夏
子

･

照
屋
京
子

③
調
査
員遠
藤
研
究
室

武
嶋
昭
子

･
仲
尾
由
美

遠
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
受
講
生

与
那
嶺
昭
郎

･
通
事
美
香

･
加
島
三
史

･
新
垣
孝

幸

･
石
川
小
百
合

･
大
川
清
子

･
謝
敷
勝
美

･
照

153



参
考
文
献

『沖
縄
語
辞
典
』
国
立
国
語
研
究
所
編

大
蔵
省
印
刷
局
発
行

昭
和
五
八
年
四
月
三

〇
日

『角
川
日
本
地
名
大
辞
典

47
沖
縄
県
』
竹
内
理
三
編

角
川
書
店
発
行

昭
和
六

一
年
七
月
八
日

『沖
縄
古
語
大
辞
典
』
沖
縄
古
語
大
辞
典
編
集
委
員
全
編

平
成
七
年
七
月

一
〇
日
初
版
発
行

株
式
会
社
角
川
書
店

『図
説

日
本
鳥
名
由
来
辞
典
』
菅
原
浩

柿
洋
亮
三
者

柏
書
房
株
式
会
社
発
行

一
九
九
三
年
三
月
二
五
日

『伸
里
村
史
第
四
巻

資
料
編
3
仲
里
の
民
話
』
仲
里
村
役
場

平
成
七
年
八
月

一
日
発
行

『よ
な
ぐ
す
-
の
民
話
』
与
那
城
村
教
育
委
員
会
発
行

平
成
元
年
三
月
三

1
日

『北
中
城
の
民
話
』
北
中
城
村
教
育
委
員
会
発
行

平
成
五
年
三
月
二
〇
日



お
わ
り
に

｢
昔
は
な
し
を
お
聞
か
せ
願
え
ま
せ
ん
か
｣
と
市
内
の
古
老
に
呼
び
か
け
て
'
方
言
に
よ
る
語
り
の
記
録
作
業
に
着
手
し

て
か
ら
二
十
年
の
歳
月
が
経
ち
ま
し
た
｡
そ
の
間
､
昔
ば
な
し
を
開
か
せ
て
-
れ
る
古
老
が
め

っ
き
り
少
な
-
な
り
'
聞
き

取
り
調
査
も
困
難
を
き
わ
め
て
き
て
お
り
ま
す
｡
か
つ
て
は
'
ど
こ
で
も
聞
-
こ
と
の
で
き
た

｢雀
孝
行
｣
の
話
で
さ
､え
'

今
で
は
'
と
ん
と
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
｡

沖
縄
市
教
育
委
員
会
で
は
'
こ
の
よ
う
な
含
蓄
の
あ
る
古
老
の
語
り
口
を
後
世
に
残
す
た
め
'
音
声
に
よ
る
記
録
は
も
ち

ろ
ん
､
こ
れ
を
文
字
化
し
て
広
-
市
民
の
み
な
さ
ま
に
読
み
継
が
れ
る
本
と
し
て
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

本
書
に
収
録
さ
れ
た
昔
ば
な
し
の
語
り
手
に
は
'
す
で
に
物
故
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
'
テ
ー
プ
に
遺
録
さ
れ
た
在

り
し
日
の
声
調
は
'
時
間
を
超
越
し
て
聞
-
も
の
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
'
音
声
で
な
け
れ
ば
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
昔
ば
な
し
の
領
分
を
'
あ
え
て
文
字
化
し
更
に
共
通
語
対
訳
と

い
う
形
で
本
に
す
る
こ
と
は
'
多
-
の
市
民
に
そ
の
お
も
し
ろ
さ
の

一
端
で
も
読
み
取

っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
た
か
ら

で
す
｡
本
書
が
昔
の
先
祖
た
ち
を
し
の
ぶ
よ
す
が
と
な
り
､
沖
縄
市
の
未
来
を
創
造
す
る
こ
こ
ろ
の
架
け
橋
に
な

っ
て
-
れ

る
こ
と
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
｡

最
後
に
､
編
集
に
際
し
貴
重
な
ご
意
見
と
援
助
を
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
､
厚
-
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
｡
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